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『ロータリー：変化をもたらす』
～ROTARY : MAKING A DIFFERENCE～

RIテーマと会長メッセージ

　数年前、知り合った人からある質問をされました。
 「ロータリーとは何ですか？」シンプルであるはずのこの質問に答えようと口を開きかけたところ
で、思わず止まってしまいました。どこから説明してよいか分からなかったのです。ロータリーとは
何かを、私が知らなかったわけではありません。問題は、ロータリーがあまりに大きく、複雑すぎ
て、簡単に説明できないことでした。ロータリーとは、会員制の団体、クラブを基盤とした団体、奉
仕を行う団体であり、町ごと、地域ごと、そして全世界で活動する団体です。その会員は、地域社
会のメンバー、事業人、職業人であり、現役で仕事をする人もいれば、定年退職した人もいます。そ
して、世界のほぼすべての国で活動しています。120万人の会員一人ひとりが、独自の目標と優先
を掲げ、一味違った経験をしています。一人ひとりが、ロータリーを独自の解釈で理解しているの
です。

　私にとってロータリーとは、「どのような団体か」ではなく、「何をしているか」で定義されます。
すなわち、ロータリーが私たちに与えてくれる可能性、そして、その可能性を有意義かつ持続可能
な奉仕によって実現する方法によって、定義されるのです。ロータリーには、112年の豊かな歴史
があります。この間にロータリーは、徐々に成長し、成熟し、会員と地域社会の変わりゆくニーズに
対応しながら、ある意味で大きく変わりました。
　しかし、その根底にあるものは同じです。それは、地域社会と世界に変化を生みだしたいという
願い、そして、ロータリーを通じてそれを実現できるようになった人が集まった組織だということで
す。「ロータリーとは何ですか」という問いに、私たちは行動をもって答えます。奉仕を通じて変化
をもたらすことによって。

　組織として、私たちは、ロータリーとは何か、何をするのかを世界に理解してもらうことが、いか
に重要であるかを認識しています。同時に、各クラブがロータリー奉仕を独自に定義することが、
かつてないほど重要であると自覚しています。ロータリアンである私たちは、これまでよりも柔軟
に、クラブの例会、活動、発展の方法を決定でき、また、もっと多くの女性や多様な会員を迎え入
れて、地域社会の特色をクラブに映し出すことに力を注いでいます。長期の計画、持続可能な奉
仕、全レベルでのリーダーシップの継続性を重視することで、ロータリーが世界有数のボランティ
ア組織であり続けるよう努力しています。

　2017-18年度、「ロータリーとは何ですか」という問いに、私たちは「ロータリー：変化をもたら
す」というテーマで答えます。それぞれどのような方法で奉仕することを選んだとしても、その理由
は、奉仕を通じて人びとの人生に変化をもたらせると信じているからです。新しい遊び場や学校
をつくる、医療や衛生設備を改善する、紛争仲裁者や助産師を研修するなど、私たちはその活動
が、人数が多かろうが少なかろうが、誰かの人生をより良くしているのだと知っています。ロータ
リー入会のきっかけが何であれ、私たちがロータリーにとどまり続けるのは、ロータリーで充実感
を得ることができるからです。この充実感は、毎週、毎年、「変化をもたらす」ロータリーの一員で
あることから湧き出てくるものなのです。

2017-18年度国際ロータリー会長
イアン H.S. ライズリー
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2017-18年度会長

イアン・ライズリー
Sandringhamロータリークラブ所属
オーストラリア（ビクトリア州）

　公認会計士。1976年に自身が設立したIan Riseley & Co.の社長。同社設立以前は、大手会
計事務所や企業の監査および経営コンサルティング部門に勤務。

　私立・公立学校の理事、サンドリンガム市諮問グループのメンバー、Beaumaris Sea Scouts 
Groupの会長、Langi-Taanスキークラブの会長などを務めた経験があり、現在は多くの慈善団
体で名誉監査人やアドバイザーを務めている。

　東チモールでの活動を称えられてオーストラリア政府より「AusAID Peacebuilder Award」を
受賞。オーストラリアの地域社会への貢献が認められてオーストラリア勲章を受勲。また、ロータ
リー財団からは「ポリオのない世界のための奉仕賞」の地域賞を受賞。

　1978年にロータリークラブ入会。RI財務長、理事、数々のRIおよび財団委員会の委員長と委員
などを歴任。

　パストガバナーであるジュリエット夫人とともに、メジャードナーおよびロータリー財団遺贈友の
会会員。お二人のお子さんと４人のお孫さんがおり、ムアルーダックにある自宅の７ヘクタールの
敷地では、持続可能で有機的な生活哲学を実践している。

RI 会長プロフィール
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国際ロータリー第2740地区
2017-2018年度　ガバナー

駒井　英基
生年月日　　  1955年７月２日
勤務先住所 　佐賀市多布施4丁目1-18
学　歴　　　 1974年　福岡県立修猷館高等学校卒
　　　　　　 1980年　九州歯科大学卒業
　　　　　　 1984年　九州歯科大学大学院卒業（歯学博士）

■職歴
1984年　　　　九州歯科大学大第２補綴学講座助手
1985年　　　　佐賀市多布施に駒井歯科医院開業以来院長
　　　　　　　日本補綴学会歯科専門医　日本口腔インプラント学会専修医

■ロータリー歴
1985年　　　　佐賀南ロータリークラブ入会　チャーター会員
1990～91年　　クラブ幹事
1995～00年　  クラブ社会奉仕環境保全委員長
2001～02年　　地区職業奉仕委員
2003～05年　　地区職業奉仕委員長
2007～08年　　地区クラブ奉仕統括委員
2008～09年　　クラブ会長
2009～12年　　地区クラブ奉仕統括委員長
2012～15年　　地区職業奉仕委員長　
2015～16年　　ポールハリスソサエティ地区コーディネーター
2016～17年　　地区ガバナーエレクト
2016年12月　　名古屋でのロータリー研究会発表 （地区を巻き込んでの環境保全について）

ポリオプラス
ポールハリス・フェロー
ベネファクター
マルチプル・ポールハリス・フェロー
米山功労者　マルチプル

■団体歴
社団法人　佐賀市歯科医師会前会長
佐賀県学校歯科医高等部会長
佐賀県警本部嘱託歯科医師
九州歯科大学同窓会本部副会長

ガバナープロフィール
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『地域社会にも変革を！』
職業奉仕にて地域社会に貢献しつつ、次の項目に努力して取り組んで
みよう。
・クラブセントラルにクラブの活動を登録しよう。
・人道的奉仕にもう一度目を向けよう。
・ロータリーの公共イメージと認知度の向上を目指そう。

◯ 会員増強の目標　　　　　　　　　　　　
会員50人未満のクラブ　　純増１名
会員50人以上のクラブ　　純増２名

◯ ロータリー財団への年次寄付目標　　　一人平均150ドル/年間

◯ 米山記念奨学会への寄付目標　　　　一人平均16,000円/年間

地区運営方針
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地域社会に認知されるロータリーを目指して
　今年度第2740地区ガバナーを拝命しました佐賀南ロータリークラブ所属の駒井英基と申しま
す。どうぞこの一年の御協力よろしくお願いいたします。前任の﨑永剛ガバナーと長崎北ロータ
リークラブの皆様方大変お疲れ様でした。大変な変革期に無事地区運営をお努めになられまし
たことに、心より敬意を表させていただきます。　
　さて国際ロータリーは毎年世界統一の活動テーマを掲げて、世界540以上の地区が一斉に活
動する組織です。今年度のＲＩのテーマは、「ロータリー変化をもたらす」です。昨年度のごとく「人
類に奉仕するロータリー」よりは抽象的なテーマとなりますが、世界情勢は毎年驚くような勢いで
動いております。それら社会情勢に当然ロータリーも対応していかなくてはならないと思います。そ
こで今年度の地区テーマも「地域社会にも変革を！」といたしております。
　私たちの地区もそれを構成する各クラブの存在する地域社会に根差しており、地域社会ニーズ
にあった奉仕活動を努めていかなくてはなりません。それは会員の方 1々人ずつの職業を通した地
域への奉仕であり、クラブ単位や地区単位での社会奉仕であり、国際奉仕であり、青少年奉仕で
あるはずです。社会の変革は私たちの地方にも及んでいるのですから、必然的にそれらの動きに
合わせて変化していかなくてはならないと私も考えております。ロータリー活動も皆様方の日々の
活動に支えられているのですが、人道的な奉仕活動はいつの時代も普遍的価値を持ちます。
　昨年の規定審議委員会での規約改定により、ロータリーとしての中核的価値観や方向性には
変更は有りませんでしたが、組織規程の幅が広がり、柔軟性もあります。しかし、変化に対応する
には、地区としてのサポートも必要でしょうし、会員の増強も避けて通れない問題です。また今の
時代では、ロータリー活動の地域社会への認知度の向上も大切です。今までは陰徳も美徳とでき
た時代であったかもしれません。今はマスコミ対策も必要で市民県民のみなさんにロータリー活
動を知っていただき、活動に対する認知度の向上も避けて通れない時代となってきておりますの
で、今年度からクラブ奉仕統括委員会の下にクラブ管理運営委員会とＩＴ公共イメージ向上委員
会を新設いたしまして、それらの問題に対処していきたいと考えております。地区ＨＰも今まではど
ちらかというと内向きな内容でしたが、今年から市民県民向けのページも新設いたしまして、ロー
タリー活動を紹介する努力をしてまいりたいと願っております。
　幸にも地区委員会委員長様方には、それぞれの分野のベテランの方に就任していただけまし
たし、ガバナー事務所スタッフもベテランぞろいです。特に事務所スタッフを束ねる地区幹事さん
には、私より財団を含めロータリーに精通している笠慶宣さんにお勤めいただきましたので心強
い限りです。どうぞ１年間、皆様方にご心配をおかけしないように健康に留意して取り組む所存で
す。よろしくお願いいたします。

駒井英基ガバナー挨拶
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　この度、2017～2018年度第２グループの
ガバナー補佐を任命されました、佐賀北ロー
タリークラブの山口誠二です。1995年に入会
して24年目になります。当クラブパストガバ
ナー福元先生がクラブ会長時にクラブ幹事を、
2009年～2010年度福元ガバナーの時に、ク
ラブ会長をさせていただきました。入会したて
の時は、自分の父と同年代の先輩さんたちが多
くおられ、各会員の皆様を知ることに苦労して
いました。その中でも当クラブの立石君の亡き
お父様は入会したての私たちに声掛けをよく頂
きました。癌の病気で御亡くなりましたが、ま
さにロータリアンの鏡でした。車イスバスケッ
トの支援も毎年され、自衛隊さんを引き込み
障害者の子供たちを佐賀の天山登山に連れて
いかれました。それも事前予行練習を自衛隊の
方 と々一緒にして準備周到でした。ロータリア
ンの鏡でした。また亡くなる前年度に分区代理
（現ガバナー補佐）をされ、その時に分区代理
の事務局として当クラブの吉田君と第２グルー
プの訪問時にセクレタリーとして各クラブさん
を訪問しました。そこで各ロータリークラブの
皆様がいろんな奉仕をされていることを知り、
なんとなくロータリー活動を勉強させていただ
いたことが懐かしく思い出されます。
　今回は故立石先輩の御子息と吉田君に事務
局をお願いし、第２グループのお世話係をさせ
ていただきます。
　ガバナー補佐を当クラブでされた先輩たち
は人格・人望が厚い先輩たちでした。このよう
な大役をと思いましたがそこはロータリー精
神、ハイと快く引き受け、今回も楽しく各クラ
ブさんとガバナーの伝達役として奉仕してい
きます。また、このお役目を楽しみながら、さ
せていただきます。今年度宜しくお願い申し上
げます。

　この度2017～2018年度、第１グループのガバ
ナー補佐を任命されました、小城ロータリーク
ラブの八頭司博（Hiroshi　Yatoji）と申します。
　先の２月26日第１グループ　ガバナー補佐
の委嘱状を拝受賜り、入会時の心境に一段と
躍動のかぎりです。
　ロータリー歴も早いもので、入会が1979
（昭和54年）。はや38年の歳月が過ぎ去り、
改めて「私のロータリーとはなんだったろうか」
今更のように日々、思考に走り不安も高まるば
かりです。
　38年の皆勤を顧みる時、ロータリーの存在
感、ロータリーの魅力は、ロータリアンの「友
情」と「職業奉仕」を見つめなおしたい、その
心境は躍動の限りです。
　ロータリーは75歳からが、本当の自分を高
める人生道場と良く耳にします。私も、これを
機にサービス的倫理性を高めて行きたいと決
意を新たにしているところでもあります。
　その心は、ロータリーの魅力「ロータリーの
心と原点」に立ち、改めて再確認する最良の機
と心を新たにしている処です。
　今年度のRIテーマ「変化をもたらす」。イア
ン・ライズリー会長は『ロータリー入会のきっ
かけが何であれ、私たちがロータリーにとどま
り続けるのは、ロータリーで充実感を得る事が
出来るからです。この実感は、「変化をもたら
す」ロータリーの一員であることから湧き出てく
るものです。』と言われております。
　また、駒井英基2740地区ガバナーは「地域
社会にも変革を！」を地区運営方針として挙げ
られております。
　駒井ガバナーを盛り上げ目的達成すべく頑
張りましょう。
　私も「４つのテスト」を、行動の指針として自
分なりに求めて参ります。重責に向かって、いよ
いよ不安一杯のスタートを切りました。
　ロータリアン総力で、人生道場ロ―タリーを
楽しみましょう。
　一年間精一杯努めて参ります。諸先輩の方々
のご助言、御指導よろしくお願い致します。

以上

第２グループ　ガバナー補佐

山口　誠二
（佐賀北ＲＣ）
【ロータリー歴】
1995年３月８日　  入会 
2005～2006年度　クラブ幹事
2009～2010年度　クラブ会長

第１グループ　ガバナー補佐

八頭司　博
（小城ＲＣ）
【ロータリー歴】
1979年　　　　　  入会 
1994年３月　　　  ポール・ハリス・
　　　　　　 　　   フェロー 
1995～1996年度　クラブ幹事 
1997～1998年度　クラブ会長 
2014年　　　　　  35年出席表彰

ガバナー補佐挨拶
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　この度2017～2018年度第４グループ縁が
あってガバナー補佐を拝命致しました。伊万里
クラブの皆様の熱心なお勧めにより（少し強硬
でしたが）お引き受けした次第です。我々のグ
ループは、唐津、唐津東、唐津西、唐津中央、
伊万里、伊万里西の６クラブ担当です。
　私もロータリー歴だけは28年になります。千
種会の小堀賢一先生が、ロータリーは『自己を
磨く、人生の道場』と言われました事、今でも
心に残っております。
　私達が求めるべき理念・哲学があります。そ
して、ロータリーの哲学と人生の哲学は軌を同
じくしていると考えます。
　さて、今年度のRIのテーマ「ロータリー：変化
をもたらす」
　地区：運営方針『地域社会にも変革を！』
職業奉仕にて地域社会に貢献しつつ、次の
項目に努力して取り組んでみよう。
・クラブセントラルにクラブの活動を登録し
よう
・人道的奉仕にもう一度目を向けよう
・ロータリーの公共イメージと認知度の向上
を目指そう

１.会員増強の目標　会員50人未満のクラブ　純増１名
　　　　　　　　　会員50人以上のクラブ　純増２名
２.ロータリー財団への年次寄付目標
　一人平均　150ドル／年間
３.米山記念奨学会への寄付目標
　一人平均　16,000円／年間
　以上の３項目を上げられております。
　ガバナー補佐として、この趣旨を十二分理解
して第４グループの各クラブが目標達成するよ
う連携を密にし、情報交換及び親睦を図りな
がら、ガバナー補佐の責務を、微力ながら担っ
ていきたいと思います。
　最後に第４グループの皆様方には、何かと世
話をお掛けする事になりますが、ご支援・ご協
力の程、宜しくお願い致します。

　この度、2017～2018年度、駒井英基ガバ
ナーより、第３グループのガバナー補佐として
委嘱状を仰せつかりました、鹿島ロータリーク
ラブの花島光喜で御座います。
　今回、鹿島クラブ内で、ガバナー補佐を選出
するに当り、大先輩で45年皆勤でロータリー
の神様と言われる、大坪稔君にガバナー補佐
を、再々お願いして頂きましたが、最終的に私
に白羽の矢が向けられ、浅学菲才の身でありな
がら、お引き受けし、会員の皆様のご協力をお
願い致しました。
　鹿島ロータリークラブに入会して、32年にな
りますが、国際ロータリー100周年の記念すべ
き2004～2005年度に会長をさせて頂いてか
ら何となく過ごして参りましたが、一年間、第３
グループの為、 頑張って、勤めますので宜しく
お願い致します。
　早速、ガバナー補佐研修会、地区チーム研
修セミナー、会長エレクト・次期幹事研修セ
ミナーを受講し、ガバナー補佐の所信表明等
があり、徐々に教育して頂き、感謝致しており
ます。
　＊RIテーマ『ロータリー：変化をもたらす』
　＊地区運営方針『地域社会にも変革を！』
　他、会員増強・ロータリー財団、米山の寄附
目標は例年同様です。
　これから駒井英基ガバナーを援助する事に
よって、担当するクラブの効果的な運営をサ
ポートする事がガバナー補佐の、役割と責務と
なっています。
　しかし、私は、ロータリーは出席する事が
第一だと思っております。出席する事によって
ロータリーの目指す所の目標はほとんど理解
できると思い私は32年間、皆勤しております。
やはりロータリーは仕事を通じ、例会に出席し
て、楽しく、ロータリアン仲間との親睦が、基本
だと思います。
　一年間、皆様のご協力、宜しくお願い申し上
げます。

第４グループ　ガバナー補佐

白川　十郎
（伊万里ＲＣ）
【ロータリー歴】
1987年12月23日　入会
1996～1997年度　クラブ幹事
2004～2005年度　クラブ会長
2014-15年度～2016-17年度

インターアクト地区委員
マルチプル・ポール・ハリス・
フェロー（３回目）
ベネファクター
米山奨学寄付 （マルチプル） 15回目

第３グループ　ガバナー補佐

花島　光喜
（鹿島ＲＣ）
【ロータリー歴】
1984年12月４日　 入会
1992～1993年度　クラブ幹事
2004～2005年度　クラブ会長
2012～2016年度　米山記念奨学地区委員（４年） 
1987年８月　　　  ポール・ハリス・フェロー
2004年８月　　　  ベネファクター
2012年６月　　　  マルチプル・ポール・ハリス・フェロー 
2012年７月～　　　米山功労者（第５回）マルチプル

ガバナー補佐挨拶
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　若輩の私が昨年ガバナー補佐への推薦を受
けた時には本当に驚きました。過去補佐に輩出
された先輩の鞄持ちを経験しご苦労されたお
姿は今でも目に焼き付いていますので、その責
任の重さは重々承知しているつもりです。自ク
ラブにおける三回の幹事と会長職の経験を買
われての推薦だったとは思います。そしてロー
タリアンを続ける以上いつかは責任のある役
職も覚悟しなければならないのでしょうが流石
にこのスピードで回って来るとは全く予期して
いませんでした。案の定2/26に行われた第一
回目のG補佐研修会でお会いした私以外の９
名の補佐の皆さんは立派な方ばかりで、多分
50歳代は一人だけであろう私としては大変な
アウェー感を感じた次第です。
　しかし引き受けた以上泣き言を言っても始ま
りません。幸い二回目の補佐を買って出られた
第５グループの岩崎様をはじめ数名の補佐の方
とは面識がありましたし、第６グループ各クラ
ブには合計４年間に渡り参加させて頂いた会
長幹事会での40名近い戦友がいらっしゃいま
す。ここは恥も外聞も捨てて皆様からのご指導
を希い、何とか大役を全う出来ますよう努力す
る所存です。
　さて次年度のテーマ「ロータリー:変化をもた
らす」ですが「：」の部分の解釈で様々な意味に
取れるようです。現在日本では人口減少を筆頭
に問題は山積しており、その中において国家も
含むありとあらゆる団体や個人も変化を余儀な
くされます。もちろんロータリーも社会の変化
に翻弄されている感を否めないのが現状です。
しかし原点に返ると、営利目的ではないロータ
リーなのですから自分の仕事で社会に貢献し、
仲間との親睦を大切にし、奉仕を出来る人を育
てる事さえ行えれば、規模や人数に必要以上に
拘るのは無意味であり、社会の規範として世間
の皆様に思って頂けるそのプライドこそがロー
タリアンとしての最大の恩恵であることを再確
認するためのとても素晴らしいテーマだと思い
ます。
　次年度から駒井号の漕ぎ手の一人として微
力ながら頑張りたいと思います。皆様のご協力
を心よりお願い申し上げます。

　このたび、2017～2018年度第５グループガ
バナー補佐を拝命いたしました佐世保西ＲＣ
の岩崎邦臣と申します。
　私は、ロータリーが大好きなこともあり、当
クラブの会長、幹事、理事の方々にお願いして
第５グループガバナー補佐をさせていただく運
びとなりました。
　私の担当する第５グループは、佐世保RC，平
戸RC，北松浦RC，松浦RC,佐世保西RCの５
クラブで構成されています。
　本年度RI会長イアン・ライズリー氏の方針で
ある「ロータリー：変化をもたらす」第2740地区
運営方針の「地域社会に変革を」を第５グルー
プの各クラブに伝達し、実行していただく事がガ
バナー補佐の仕事であると考えております。
　今迄、RIの方針は、上意下達に思えてなりま
せんでしたが、駒井ガバナーは、上意下達では
なく、それぞれのクラブ独自にクラブ主体で決
定する事が出来ると申されました。これから、
クラブの運営がスムーズになるのではないかと
思います。
　今後、ガバナー補佐としての職務を全うする
ように努力しながら各クラブに訪問することを
楽しみにしております。
　私は、1978年３月に佐世保西RCに入会後
38年間在籍させていただいておりますが今に
なって、もっと色々なロータリーの役割を経験
しておけば良かったなと思っております。それ
は、色々な役割の経験がロータリーの良さを理
解する機会となり、また、色々な役割をこなす
ことでロータリーの仲間が増え、親密さも出て
くると思われるからです。そんな浅学菲才な私
ではありますが2017年７月から2018年６月迄
第５グループのガバナー補佐として一生懸命務
めて参りたいと思っております。
　最後になりましたが、第５グループの皆様方に
は、何かとお世話をお掛けすることと思います
が、ご指導ご協力のほど宜しくお願い致します。

第６グループ　ガバナー補佐

前田　和隆
（佐世保東ＲＣ）
【ロータリー歴】
1999年　　　　　  入会
2004～2005年度　クラブ幹事
2007～2008年度　クラブ幹事
2009～2010年度　クラブ会長
2013～2014年度　クラブ幹事
2016年　　　　　  ポール・ハリス・フェロー

第５グループ　ガバナー補佐

岩崎　邦臣
（佐世保西ＲＣ）
【ロータリー歴】
1978年3月　　　　入会
1984～1985年度　クラブ幹事
1996～1997年度　クラブ会長
2007～2008年度　第５グループガバナー補佐
2015～2016年度　クラブ会長
　　　　　　　　　マルチプル・ポール・ハリス・フェロー（７回）
　　　　　　　　　べネファクター
　　　　　　　　　メモリアルコントリビューション
　　　　　　　　　メジャードナー（11回）

ガバナー補佐挨拶
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　この度、2017－18年度　第８グループガバ
ナー補佐を拝命いたしました、諫早西ロータ
リークラブの小野秀喜と申します。
　私はロータリー歴こそ32年になりますが、こ
の間、ロータリーの知識も深く吸収することな
く不真面目に過ごして参りました。よって、ガバ
ナー補佐の研修会や事前セミナーを経るにつ
れ、責任の重さを知り、自分の勉強不足を痛感
致しております。しかしながら、お引き受けした
以上は第８グループの皆様を始め、多くのロー
タリアンと知り合える絶好の機会とすると同時
に、自らの自己研鑽の年として捉え、補佐の仕
事に取り組んでまいりたいと思います。
　駒井英基ガバナーは、地区運営方針のテー
マを『地域社会にも変革を！』と掲げられ、又、
本年度の会員増強、ロータリー財団、米山記念
奨学会への寄付目標等を明示されました。こ
の、駒井ガバナーの思いを達成すべく、メッセ
ンジャーとして第８グループの皆様に伝達し、
理解を頂くのが、ガバナー補佐の使命だと思っ
ております。私が担当させていただく第８グ
ループの、諫早、諫早北、諫早多良見、諫早南、
諫早西のクラブの皆様、ご支援とご協力を賜り
ますよう、よろしくお願い申し上げます。
　尚、今年度の第７・８グループのＩＭは、
2018年３月３日の開催予定としております。よ
り有意義な充実したＩＭになりますよう、会員
の力を総結集して臨みたいと思っておりますの
で多くの皆様のご出席を心からお願い申し上
げます。
　第８グループの皆様方には、何かと、お世話
をお掛けするかと思いますが、ロータリアンの
「寛容」の精神で、ご容赦いただき、今年一年、
お力添えを宜しくお願い申し上げます。

　この度、２月26日に佐賀市マリトピアで開催
されました、次年度ガバナー補佐研修会に於
いて、駒井ガバナーエレクトから第７グループ
のガバナー補佐の委嘱状を受取りました。
　その後に、ガバナー補佐の役割と責務等の
講習をお聞きして、身が引き締まる思いでした
が、又、同時に不安と戸惑いもありました。とい
うのも、ロータリーに入会して、35年と年数は
長く、その間二つのクラブにも在籍してきまし
たが、ロータリーに対する姿勢は、常に真 に
向き合ってきたというよりも、ただただ漫然と
過ごしてまいりましたので…。
　この一年間、駒井ガバナーの補佐が無事遂
行できるように、現ガバナー補佐や次期ガバ
ナー補佐と連絡を取り合い、又相談や指導を
受けながら、懸念であります、健康に留意しな
がら、各クラブを訪問したいと思っております。
その中で、駒井ガバナーの指針を理解し、実践
して頂ける様に旨く伝え、各クラブの特徴や事
情を反映した年間計画書等の良さをガバナー
に伝え理解して頂き、各クラブとガバナーの意
志の疎通がうまく行く様にできるのが自分の
役目と思い、行動してまいりたいと思っており
ます。と申しましても、前ガバナー補佐の人達
の様に優れた人格とロータリー感も持ち合わ
せておりませんので、自分のスタイルで、ロー
タリアンの方 と々接していければと思っており
ます。
　最後に私達第７グループは、大村市と島原半
島から構成されておりまして、車で１時間から
それ以上と離れた所にあります。私は、島原南
クラブに所属しておりまして、近隣の島原クラ
ブ、雲仙クラブの方々しか、あまり存じておりま
せん。これを機会に多くのロータリーの方 と々
お会いして、そのクラブの良さや、土地の良さを
知ることが出来るのではと楽しみにクラブ訪問
をさせて頂きたいと思っております。
　この一年間、宜しくお願い致します。

第８グループ　ガバナー補佐

小野　秀喜
（諌早西ＲＣ）
【ロータリー歴】
1985年５月　諌早西ロータリークラブ入会
1992～1993年度　クラブ幹事 
2001～2002年度　クラブ会長
　　　　　　　　　 ポール・ハリス・フェロー
　　　　　　　　　 米山功労者

第７グループ　ガバナー補佐

吉田　秀隆
（島原南ＲＣ）
【ロータリー歴】
1980年度　島原ロータリークラブ入会 
1987年度　島原南ロータリークラブ入会
　　　　　  （チャーターメンバー）
1998～1999年度　クラブ会長
2006～2007年度　クラブ会長
1994年　ポール・ハリス・フェロー

ガバナー補佐挨拶
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　このたび第10グループガバナー補佐を拝命
いたしました、長崎みなとロータリークラブ山
口善生と申します。私の所属する長崎みなと
RCは、1980年に東長崎RCとして創立、東長
崎地区を中心に活動して参りましたが、2012
年長崎みなとRCとしてクラブ名称を変更し、現
会場において例会を続けています。
　現会員27名の少数クラブでありますが、全
員の後押しもあり、今回の大役をお引き受けし
た次第であります。
　さて、新年度がスタート致しました。H.S.ラ
イズリーRI会長が挙げられましたテーマ「ロー
タリー：変化をもたらす」又、駒井ガバナーの地
区運営方針「地域社会にも変革を！」にもとづ
き、変化著しい現代社会の中にあって、ロータ
リークラブとしてできる奉仕は何か、又変革で
きるものは何であるかを考えてまいります。
　各クラブでは、会員増強、退会防止など、
色々な課題に取り組まれ、又地域活動を通
して多くの貢献を行っておられます。今年度、
ロータリークラブの「四つのテスト」の実現実
行に努め、RIテーマと地区方針推進のため、各
クラブでの現状等を伺い、クラブ運営の目標、
計画が実現されますよう、微力では有りますが
会長、幹事の手助けとなれますよう、ガバナー
補佐としての務めを果たしたいと思います。
　第10グループ６クラブの皆様には、ご指導ご
協力をいただき、駒井ガバナーをはじめとして
多くのロータリアンの輪が広がりますよう努力
してまいります。宜しくお願い致します。

　2017－2018年度、第９グループガバナー補
佐を拝命いたしました長崎ロータリークラブの
中村重敏でございます。
　平成６年（1994年）に入会以来、23年にな
ります。先輩諸氏から、ロータリーは参加する
ことに意義があり、ロータリーでの役目や義務
については断ることがあってはならないと、教
えられてまいりました。クラブ会長を拝命した
のが平成22年（2010年）であり、3.11当時で
した。その時色々学び、また援助した事は、良
い経験でした。毎年岩手に参り復興の様子を
見ています。入会以来、国際奉仕や交換留学
生のお世話が多かったのでこの震災で受け入
れられなかった関東地区へのアメリカからの
留学生を受け入れた事があります。その時のい
ろんな苦労から、今回の機会にロータリーが何
が出来るか、駒井ガバナーの元、せっかくの機
会を頂きましたので70代の区切りとして、GO　
FOR　BRAKE！ 当たって砕けろの気持ちで
お引き受けした次第です。
　ただ皆様に地区の方針をお伝え、理解して
頂けるよう、改めてロータリーのことを勉強し
て参りますので第９グループの皆様と素晴らし
い関係ができますよう願い、微力ではあります
が御支援、御協力賜りますよう、この１年間、よ
ろしくお願い申し上げます。

第10グループ　ガバナー補佐

山口　善生
（長崎みなとＲＣ）
【ロータリー歴】
2007～2008年度　クラブ幹事
2009～2010年度　クラブ会長
2012～2013年度　クラブ幹事

第９グループ　ガバナー補佐

中村　重敏
（長崎ＲＣ）
【ロータリー歴】
2004～2005年度　クラブ幹事
2010～2011年度　クラブ会長

ガバナー補佐挨拶
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2017-2018年度ガバナーエレクト事務所開設のお知らせ
国際ロータリー第2740地区
ガバナーエレクト　福田金治

開設日時　　2017年７月１日
執務時間　　午前９時～午後５時（土･日･祝日は休み）
　　　　　 （７月～８月は不定期、９月１日以降は常勤）
所 在 地　　〒857-0055　佐世保市湊

みなと

町
まち

2-8石井ビル
　　　　　　TEL 0956-37-2470　FAX 0956-37-2471
　　　　　　E-mail：ri2740sasebo@eagle.ocn.ne.jp
事務局員　　豊村みどり

　「ロータリー文庫」は日本ロータリー50周年記念事業の一つとして1970年に創立された
皆様の資料室です。
　ロータリー関係の貴重な文献や視聴覚資料など、約２万４千点を収集・整備し皆様のご利
用に備えております。閲覧は勿論、電話や書信によるご相談、文献・資料の出版先のご紹介、
絶版資料についてはコピーサービスも承ります。また、一部資料はホームページでPDFもご利
用いただけます。
　クラブ事務所にはロータリー文庫の「資料目録」を備えてありますので、ご活用願います。
　以下資料のご紹介を致します。

ロータリー情報
◎「もっと世界を見つめ直ほそう」　　千　玄室　〔2016〕　６p（D.2640地区大会記録誌）
◎「まとめと提言」　　黒田正宏　2017　３p　（ロータリーの職業奉仕の歩みと今後への提案） 
◎「私の信奉するロータリー」　　松宮　剛　2017　10p
◎「ロータリーはどこに行く？～日本のロータリー100周年に向けて」
　本田博己　2017　10p（D.2760地区大会記録誌）
◎「ロータリーを解り難くしているもの」　　大重勝弘　2017　１p（D.2730月信）
◎「職業奉仕・Vocational Service」　　2017　２p（D.2730月信）  
◎「2016年規定審議会における職業奉仕の変更点」　　2017　２p（D.2650月信）
◎「規定審議会決定に対する日本ロータリーの統一的見解について」
　富田英壽　2017　４p（D.2700月信）
◎「ロータリー考『例会の頻度』」　　岡部一輝　2017　２p（D.2610月信）
◎「ロータリーの新しいゾーン構成が決まる」　　2017　２p（D.2650月信）

〔上記申込先：ロータリー文庫〕

文　庫　通　信（357号）

ロータリー文庫
〒105-0011東京都港区芝公園2-6-15黒龍芝公園ビル３階
TEL（03）3433-6456・FAX（03）3459-7506　　http://www.rotary-bunko.gr.jp
開館＝午前10時～午後５時　　休館＝土・日・祝祭日
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ガバナー公式訪問  クラブ協議会日程表

※…夜開催
グ
ル
ー
プ

クラブ名 クラブ協議会
公　式　訪　問

訪問日 例　会　場

第
１
グ
ル
ー
プ

佐　　　　　賀 ７月13日㈭ ７月20日㈭ ホテルニューオータニ佐賀
小　　　　　城 ８月９日㈬ ８月23日㈬ ゆめぷらっと小城３F
牛　　　　　津 ８月４日㈮ ８月18日㈮ セリオ内
多　　　　　久 ９月７日㈭ ９月14日㈭ あいぱれっと内
佐　賀　大　和 ９月19日㈫ 10月13日㈫ ホテル龍登園

第
２
グ
ル
ー
プ

佐　　賀　　西 ７月10日㈪ ７月24日㈪ マリトピア
佐　　賀　　北 ８月２日㈬ ８月９日㈬ グランデはがくれ
佐　　賀　　南 10月10日㈫※ 10月17日㈫※ グランデはがくれ
神　　　　　埼 ８月29日㈫ ９月５日㈫※ 割烹きはら
佐　賀　空　港 10月４日㈬ 10月11日㈬ 佐賀空港ターミナルビル

第
３
グ
ル
ー
プ

有　　　　　田 ８月８日㈫ ８月22日㈫ 大有田焼会館3F
武　　　　　雄 ８月７日㈪ ８月21日㈪※ 武雄温泉ハイツ
鹿　　　　　島 ７月４日㈫ ７月11日㈫ 鹿島商工会館
嬉　　　　　野 ８月18日㈮ ８月25日㈮ 観光ホテル大正屋
大　　　　　町 ８月３日㈭ ８月17日㈭ 大町マーケット協同組合
白　　　　　石 ９月13日㈬ ９月20日㈬ 白石商工会研修センター
太　　　　　良 ８月31日㈭※ ９月７日㈭※ 太良ロータリークラブ会館

第
４
グ
ル
ー
プ

唐　　　　　津 ７月11日㈫ ７月18日㈫ 唐津信用金庫
伊　　万　　里 ７月12日㈬ ７月19日㈬ ロイヤルチェスター伊万里
唐　　津　　東 ８月24日㈭ ８月31日㈭ 唐津シーサイドホテル
唐　　津　　西 ８月30日㈬ ９月６日㈬ 唐津商工会館
伊　万　里　西 ９月28日㈭ 10月12日㈭ 伊万里迎賓館
唐　津　中　央 ８月25日㈮ ９月１日㈮ 唐津ロイヤルホテル

第
５
グ
ル
ー
プ

佐　　世　　保 ７月５日㈬ ７月12日㈬ 佐世保玉屋
平　　　　　戸 ７月20日㈭ ７月27日㈭ ニュー平戸海上ホテル
佐　世　保　西 ８月22日㈫ ８月29日㈫ セントラルホテル佐世保
北　　松　　浦 ８月１日㈫ ８月８日㈫ サンパーク吉井（ソレイユ）
松　　　　　浦 ７月21日㈮ ７月28日㈮ 松浦シティホテル
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ガバナー公式訪問  クラブ協議会日程表
※…夜開催

グ
ル
ー
プ

クラブ名 クラブ協議会
公　式　訪　問

訪問日 例　会　場

第
６
グ
ル
ー
プ

佐　世　保　南 ９月１日㈮ ９月15日㈮ JAながさき西海させぼホール
佐　世　保　東 ８月17日㈭ ８月24日㈭ ホテルオークラJRハウステンボス
佐　世　保　北 ７月24日㈪ ７月31日㈪ ㈱西沢本店カトレアホール
佐 世 保 中 央 ９月21日㈭ ９月28日㈭ セントラルホテル佐世保
佐 世 保 東 南 ９月27日㈬ 10月４日㈬ ホテルオークラJRハウステンボス
ＨＴＢ佐世保 ９月19日㈫ ９月26日㈫ ホテルヨーロッパ内レンブラントホール

第
７
グ
ル
ー
プ

大　　　　　村 ８月８日㈫ ８月22日㈫※ いけす寿楽
島　　　　　原 10月３日㈫ 10月10日㈫ ホテル南風楼
雲　　　　　仙 ７月15日㈯ ７月22日㈯ 雲仙観光ホテル
大　　村　　北 ９月６日㈬ ９月13日㈬※ 長崎空港観光ホテル
島　　原　　南 ９月20日㈬ ９月27日㈬ 原城温泉真砂
大　　村　　東 ８月21日㈪ ８月28日㈪※ 長崎インターナショナルホテル

第
８
グ
ル
ー
プ

諫　　　　　早 ７月14日㈮ ７月21日㈮ 水月楼
諫　　早　　北 ７月20日㈭ ８月３日㈭ L＆Lホテルセンリュウ
諫　　早　　西 ８月30日㈬ ９月13日㈬ 平安閣　諫早サンプリエール
諫 早 多 良 見 ９月５日㈫ ９月19日㈫ ホテルグランドパレス諫早
諫　　早　　南 ８月21日㈪ ９月４日㈪ 諫早観光ホテル道具屋

第
９
グ
ル
ー
プ

長　　　　　崎 ７月６日㈭ ７月13日㈭ ホテルニュー長崎
福　　　　　江 ９月８日㈮ ９月22日㈮ カンパーナホテル
長　崎　北　東 ８月23日㈬ ８月30日㈬ 長崎新聞文化ホール　アストピア
福　江　中　央 ９月19日㈮ ９月22日㈮※ 観光ビルはたなか
長　　崎　　西 ８月29日㈫ ９月５日㈫ ホテルニュー長崎
長　崎　琴　海 ９月28日㈭ 10月５日㈭ パサージュ琴海

第
10
グ
ル
ー
プ

長　　崎　　北 ９月11日㈪ ９月25日㈪ ホテルニュー長崎
長　　崎　　南 ７月19日㈬ ７月26日㈬ ANAクラウンプラザホテル長崎グラバーヒル
長　　崎　　東 ７月28日㈮ ８月４日㈮ ㈱平安閣サンプリエール
長 崎 み な と ９月５日㈫ ９月12日㈫ ㈱平安閣サンプリエール
長　崎　中　央 ７月31日㈪ ８月７日㈪ ザ・ホテル長崎BWプレミアコレクション
長　崎　出　島 ９月１日㈮ ９月８日㈮ ホテルニュー長崎
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2017年
月 特別月間 日・曜日 行　　　事 担　　　当

７　

月

１日㈯

７日㈮
８日㈯～９日㈰
23日㈰
29日㈯

第1回ガバナー会議
ガバナー・元・次期ガバナー懇談会
第１回諮問委員会
米山奨学生研修旅行（雲仙、島原）
青少年交換学生オリエンテーション
インターアクト年次大会（有田工業高校）

ガバナー事務所

ガバナー事務所
地区委員会
地区委員会
地区委員会

８　

月

会
員
増
強
・

拡
大
月
間

27日㈰ 青少年交換学生オリエンテーション
米山奨学生・カウンセラー研修会（卓話）

地区委員会
地区委員会

９　

月

基
本
的
教
育
と

識
字
率
向
上
月
間

４日㈪～５日㈫
６日㈬
９日㈯
24日㈰

GETS
地区研修リーダーセミナー
職業奉仕セミナー
青少年交換学生オリエンテーション
来日学生歓迎会

ガバナー事務所
ガバナー事務所
地区委員会
地区委員会

10　

月

経
済
と
地
域
社
会
の

発
展
月
間
米
山
月
間

１日㈰
７日㈯
未定
未定
22日㈰

米山の集い
青少年交換学生 長崎くんち見学
第２回諮問委員会
インターアクト前期指導者研修会
青少年交換学生オリエンテーション

地区委員会
地区委員会
ガバナー事務所
地区委員会
地区委員会

11　

月

ロ
ー
タ
リ
ー
財
団
月
間

２日㈭～４日㈯
未定
17日㈮
18日㈯
19日㈰
20日㈪
21日㈫

22日㈬～23日㈭
26日㈰

青少年交換学生 唐津くんち見学
米山奨学生国際交流会（佐賀市）
地区大会（ＲＩ会長代理晩餐会他）
地区大会（本会議）
懇親ゴルフ大会
R財団地域セミナー
RI会長歓迎晩餐会
メジャードナー午餐会
第２回ガバナー会議・第２回GETS
ロータリー研究会
青少年交換学生オリエンテーション

地区委員会
地区委員会
ガバナー事務所
ガバナー事務所
ガバナー事務所
ガバナー事務所
ガバナー事務所
ガバナー事務所
ガバナー事務所
ガバナー事務所
地区委員会

12　

月

疾
病
予
防
と

治
療
月
間

10日㈰

未定
未定

青少年交換学生オリエンテーション
クリスマス会
第３回諮問委員会
2018-19年度米山奨学生面接試験

地区委員会

ガバナー事務所
地区委員会

地区主要行事予定表
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2018年
月 特別月間 日・曜日 行　　　事 担　　　当

１　

月

職
業
奉
仕
月
間

未定
14日㈰～20日㈯
28日㈰

インターアクト後期指導者研修会
国際協議会（サンディエゴ）
青少年交換学生オリエンテーション

地区委員会
ガバナー事務所
地区委員会

２　

月

平
和
と
紛
争
予
防

紛
争
解
決
月
間

11日㈰
17日㈯
25日㈰

第９・10グループIM
第７・８グループIM
青少年交換学生オリエンテーション 地区委員会

３　

月

水
と
衛
生
月
間

未定
25日㈰

米山奨学生修了式
青少年交換学生オリエンテーション

地区委員会
地区委員会

４　

月

母
子
の
健
康
月
間

22日㈰ 青少年交換学生オリエンテーション 地区委員会

５　

月

青
少
年
奉
仕
月
間

未定
未定

未定

第４回諮問委員会
青少年交換学生
Japan-Tour地区旅行
第39回RYLA

ガバナー事務所
地区委員会

地区委員会

６　

月

ロ
ー
タ
リ
ー

親
睦
活
動
月
間

10日㈰

未定
24日㈰～27日㈬

青少年交換学生オリエンテーション
歓送迎会
新旧AG・委員長会
国際大会（カナダ：トロント）

地区委員会

ガバナー事務所
ガバナー事務所

地区主要行事予定表
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国際ロータリー第2740 地区

ガバナー諮問委員会
PG 宮島傳兵衞 唐津東
PG 市瀬久米嘉 佐世保東
PG 佐古　亮尊 大村北
PG 野﨑　元治 長崎
PG 武井　洋一 佐世保
PG 隅田　達男 伊万里
PG 安部　直樹 佐世保
PG 栗林　英雄 諫早北
PG 本城　好春 唐津
PG 田口　　厚 長崎
PG 野口　　清 佐賀
PG 高城　昭紀 島原
PG 高原　武彦 有田
PG 岩永　信昭 長崎北東
PG 福元　裕二 佐賀北
PG 塩澤　恒雄 平戸
PG 宮﨑　清彰 諫早北
PG 﨑永　　剛 長崎北

①クラブ奉仕統括委員会
◎ 髙木　義和 島原
佐藤　　豊 長崎琴海
竹田　健介 平戸
久保　泰正 諌早西
貞方　正一 平戸
林　　高明 大村東

会員増強委員会
◎佐藤　　豊 長崎琴海
七田　利秀 小城
谷上　　守 牛津
藤永　勝之 鹿島
熊川　嘉秀 唐津西
貞方　正一 平戸
馬場　貴博 佐世保中央
上田　善行 大村北
折式田一豊 長崎西

インターアクト委員会
◎松田　洋一 諌早北
堤　　保裕 佐賀南
益田　保彦 有田
德川　清隆 唐津
榎並　三家 諌早北
山田　吉盛 長崎西

ローターアクト委員会
◎ 松尾　慶一 佐世保
髙松　茂信 鹿島
坂本慎一郎 唐津東
西畑栄一郎 佐世保東
前田　寛信 島原
伊東　譲二 長崎
牧山　伸広 長崎北

国際青少年交換委員会
◎藤山　英周 唐津
古藤　俊隆 佐賀大和
合瀬　一男 神埼
織田　高徳 鹿島
新納　英明 武雄
アーリー ジェフリースチュアート 諌早多良見
辻　登志美 諌早北
樋口　征司 諌早南
梅本　國和 長崎

クラブ管理運営委員会
◎竹田　健介 平戸
野田　初憲 神埼
日向　　啓 島原南
小林　靖明 諌早
谷川　任宏 長崎南

ＩＴ公共イメージ向上委員会
顧問 岩永　信昭 長崎北東
◎ 久保　泰正 諌早西
坂口　忠久 佐賀
立石　泰彦 佐賀北
古川　尋美 佐賀南
岸本　大志 唐津中央
森山　政幸 北松浦
公門　新治 佐世保北
原田　　徹 雲仙
永江　圭爾 諌早
山口　孝佳 長崎北東
岡村　保彦 長崎みなと

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　  地区委員会　　（◎印は委員長　　　　　　　

②職業奉仕委員会
◎ 吉岡　義治 佐賀南
山本　正樹 佐賀南
鬼橋　正敏 武雄
矢野　京子 諫早北
末次　伸至 長崎北

③社会奉仕委員会
◎ 帯屋　　徹 大村
古井　俊路 多久
小田　　浩 松浦
佐藤　　誠 雲仙
野島　進吾 大村
森崎　良昌 長崎中央

④青少年奉仕統括委員会
◎ 奥村　　豊 唐津
藤山　英周 唐津
松田　洋一 諌早北
松尾　慶一 佐世保
山口　宏二 長崎

ガバナー指名委員会
PG 宮島傳兵衞 唐津東
PG 市瀬久米嘉 佐世保東
PG 佐古　亮尊 大村北
PG 野﨑　元治 長崎
PG 武井　洋一 佐世保
PG 隅田　達男 伊万里
PG 安部　直樹 佐世保
PG 栗林　英雄 諫早北
PG 本城　好春 唐津
PG 田口　　厚 長崎
PG 野口　　清 佐賀
PG 高城　昭紀 島原
PG 高原　武彦 有田
PG 岩永　信昭 長崎北東
PG 福元　裕二 佐賀北
PG 塩澤　恒雄 平戸
PG 宮﨑　清彰 諫早北
PG 﨑永　　剛 長崎北
G 駒井　英基 佐賀南

ガバナー補佐
担当 氏　　　名 所　　　属
1 八頭司　博 小城
2 山口　誠二 佐賀北
3 花島　光喜 鹿島
4 白川　十郎 伊万里
5 岩崎　邦臣 佐世保西
6 前田　和隆 佐世保東
7 吉田　秀隆 島原南
8 小野　秀喜 諌早西
9 中村　重敏 長崎
10 山口　善生 長崎みなと

ガバナー事務所スタッフ
役職 担　　　当 氏　　　名 所属
幹事 総　　　括 笠　　慶宣 佐賀南
副幹事 クラブ奉仕部門 鐘ヶ江輝昭 佐賀南
副幹事 職業奉仕、社会奉仕 櫻田　康則 佐賀南
副幹事 青少年奉仕部門 下村　敬司 佐賀南
副幹事 青少年奉仕部門 西田　信行 佐賀北
副幹事 ロータリー財団部門 古宇田れい子 佐賀南
副幹事 ロータリー財団部門 岸川　正人 佐賀
副幹事 米山記念奨学 本村　　一 佐賀西
会計長 会　　　計 園田　嘉生 佐賀南
編集長 月信、HP 菰田　秀三 佐賀南
編集委員 月信、HP 山下　雄司 佐賀
編集委員 月信、HP 古川　尋美 佐賀南
編集委員 月信、HP 川副　隆裕 佐賀南
編集委員 月信、HP 福成　有美 佐賀南
事務局長 成清　啓二 佐賀南
副事務局長 奥田　律雄 佐賀南

RI会長
イアン　H.S.　ライズリー

地区拡大委員会
宮﨑　清彰 諌早北
﨑永　　剛 長崎北

財務委員会
森　栄一郎 諌早北
佐伯　岳歩 唐津東
小林　純一 長崎北

ガバナーエレクト
福田　金治 佐世保

ガバナー（RI役員）
駒井　英基 佐賀南

※クラブのグルーピングは従来どおり



GOVERNOR'S  MONTHLY  LETTER  vol.1 18

ROTARY  INTERNATIONAL  DISTRICT 2740

2017～2018 年度　地区組織図

ライラ委員会
◎ 山口　宏二 長崎
相浦　封哉 多久
谷口　恭士 伊万里
池田　直彦 平戸
本多　　進 島原南

資金推進委員会
◎ 永尾　竹則 佐賀西
中津隈一成 佐賀南

ポリオプラス委員会
◎ 溝口　尚則 佐世保
香月　　武 佐賀

資金管理委員会
◎ 岡村　康司 長崎南
岡崎信一郎 佐賀南
竹内　　一 長崎北

補助金委員会
◎ 隅　　康二 佐賀西
○ 喜多　清基 島原
財
団
奨
学・

学
友
小
委
員
会

福湯　英雄 佐賀南
森本　大輔 大村
小嶺　嘉浩 島原

○ 原田　知行 長崎中央
グ
ロ
ー
バ
ル

補
助
金

小
委
員
会

原田　典範 諌早西
山形　浩介 長崎出島

○ 岡田　金助 HTB佐世保
地
区
補
助
金

小
委
員
会

堤　　貞喜 佐賀西
伊達　秀喜 大村

　　　　　　 ○印は小委員長）

⑤ロータリー財団委員会
◎ 西川　義文 大村 ロータリー平和フェローシップ担当
隅　　康二 佐賀西
永尾　竹則 佐賀西
溝口　尚則 佐世保
岡村　康司 長崎南

⑥米山記念奨学委員会
◎ 大家　和義 小城
本村　　一 佐賀西
山口　　保 嬉野
樋渡　徳美 伊万里
永田　　章 北松浦
本多　善彦 雲仙
芦塚　義幸 大村
近藤　祐子 諌早北
牧　　文春 長崎西
中嶋　久光 長崎北

戦略計画委員会
委　  員 宮﨑　清彰 諫早北
委　  員 﨑永　　剛 長崎北
委　  員 駒井　英基 佐賀南
委　  員 福田　金治 佐世保

地区研修委員会
リーダー 宮﨑　清彰 諌早北
委　  員 奥村　　豊 唐津
委　  員 西川　義文 大村

PETS実行委員会
委 員 長 吉田裕一郎 佐賀北
副委員長 中尾　勇人 佐賀北

地区研修・協議会実行委員会
委 員 長 上村　春甫 佐賀
副委員長 木下　博行 佐賀
副委員長 大坪　恵介 佐賀

地区大会実行委員会
委 員 長 田中　洋介 佐賀南
副委員長 神代　　剛 佐賀南

危機管理委員会
顧　 　 問 野口　　清 佐賀
委　員　長 奥村　　豊 唐津
委　　　員 大家　和義 小城
委　　　員 西川　義文 大村
委　　　員 隅　　康二 佐賀西
委　　　員 藤山　英周 唐津
委　　　員 松田　洋一 諌早北
委　　　員 松尾　慶一 佐世保
委　　　員 山口　宏二 長崎
委　　　員 北郷　雅子 外部有識者

ガバナーエレクト福田　金治 佐世保
地 区 幹 事 笠　　慶宣 佐賀南
弁　護　士 奥田　律雄 佐賀南
弁　護　士 牟田　清敬 佐賀

「ロータリーの友」地区代表委員
北島　恭一 佐賀南

ポール・ハリス・ソサエティ・コーディネーター
田口　　厚 長崎

（財）米山記念奨学会
2015～2019年度評議員 高城　昭紀 島原
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地区関係予算
Ⅰ．地区関係資金人頭分担金 （単位：円）

16～17年度予算 17～18年度予算 前年予算対比

（１）地区資金会計

地区資金 6,300 6,300 - 
地区大会分担金 5,300 5,300 - 

日本事務局分担金
Ｒ文庫協力金 300 300 - 
全国Ｇ会運営費 200 200 - 
平和奨学生支援金 15 15 - 

特別会費分担金 世界社会奉仕資金 360 360 - 
小　計 12,475 12,475 - 

（２）Ｇ事務所分担金
Ｇ事務所分担金 4,500 4,500 -
月信費 1,900 1,900 - 
小　計 6,400 6,400 - 

（３） 国際青少年交換資金会計 1,900 1,900 - 
合　計 20,775 20,775 - 
予算算定基礎会員数 2,210 2,250 40 
Ⅱ．地区資金一般会計 （単位：千円）

16～17年度予算 17～18年度予算 前年予算対比

収
入
の
部

（１）　地区資金 13,923 14,175 252 
（２）　地区大会分担金 11,713 11,925 212 
（３）　日本事務局分担金 1,138 1,159 21 
（４）　特別会計分担金 795 810 15 
（５）　その他収入 - - -
収入合計　（Ａ） 27,569 28,069 500 

支　
　

出　
　

の　
　

部

（１）　ガバナー関係費 6,300 5,850  △450
ＧＥ国際協議会 1,200  1,200 -
全国Ｇ・ＰＧ会議費 2,300 2,300 -
地区Ｇ・ＰＧ会議費 1,300 1,300 -
各種会議費 850 850 -
Ｇ記念品代 100 100 -
渉外・広報費 550 100  △450

（２）　地区活動費・補助金 14,263 14,475 212 
地区大会 11,713 11,925 212 
地区協議会 300 300 - 
ＰＥＴＳ 300 300 - 
地区チーム研修セミナー 400 400 -
インターアクト助成金 600 600 -
ローターアクト助成金 550 550 -
ＲＹＬＡ助成金 300 300 -
Ｒ財団学友会 100 100 -

（３）　Ｇ補佐費 1,700  1,700 -
（４）　地区委員会費 3,030 3,730 700 

クラブ奉仕 200 200 -
会員増強 350 350 -
IT公共イメージ向上 - 550 550 
クラブ管理運営 - 100 100 
職業奉仕 250 250 -
社会奉仕 200 250  50
青少年奉仕 150 150 -
青少年危機管理委員会 - - -
ＩＡ 400 400 -
ＲＡ 180 180 -
ＲＹＬＡ　 200 200 -
国際青少年交換 - - -
国際奉仕 - - -
Ｒ財団　 150 150 -
補助金委員会 450 450 -
資金推進 50 50 -
資金管理委員会 50 50 -
ポリオプラス 50 50 -
米山記念奨学 350 350 -

（５）　日本事務局分担金 1,138 1,159 21 
（６）　特別会計繰入金 1,095 1,110 15 
（７）　研修会関係費用 - - -
（８）　予備費 43 45 2 
支出合計　（Ｂ） 27,569 28,069 500 
収支差額　（Ａ）－（Ｂ） - -
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地区関係予算
Ⅲ．ガバナー事務所・月信会費会計 （単位：千円）

16～17年度予算 17～18年度予算 前年予算対比
収
入
の
部

Ｇ事務所分担金 9,945 10,125 180 
月信費 4,199 4,275 76 
ＲＩ補助金 1,500 1,700 200 
雑収入・その他 - -  -
収入合計　（Ａ） 15,644   16,100 456 

支　

出　

の　

部

公式訪問費 300 500 200 
人件費 2,900 2,900 -
月信費 4,199  4,275 76 
通信費 550 550 - 
消耗品費 900 900 - 
室料及び会議費 1,000 1,000 - 
旅費交通費 200 200 - 
ＧＥ事務所費 5,400 5,400 - 
直前Ｇ事務所費 100 100 - 
予備費  95 275 180 
支出合計　（Ｂ） 15,644 16,100 456 
収支差額　（Ａ）－（Ｂ） - - -

Ⅳ．国際青少年交換資金会計 （単位：千円）
16～17年度予算 17～18年度予算 前年予算対比

収
入
の
部

国際青少年交換資金 4,199 4,275 76
地区資金助成金 - - - 
クラブ負担金 - - - 
来日学生負担金 - - - 
前年度繰越金 - - - 
収入合計　（Ａ） 4,199 4,275 76 

支　

出　

の　

部

学生滞在費補助金 2,000 1,200 △800 
学生旅行補助 700 1,700 1,000 
オリエンテーション費用 200 200 - 
学生歓送迎会費他 400 300 △100 
委員会費・全国委員会費 300 300 - 
印刷費他 50 50 - 
通信費 50 50 - 
RIJYEC維持協力金 442 442 - 
損害保険料 20 20 - 
予備費 37 13 △24 
支出合計　（Ｂ） 4,199 4,275 76 
収支差額　（Ａ）－（Ｂ） - - - 

Ⅴ．特別会計 （単位：千円）
年　　度 期首残高 収　　入 支　　出 期末残高 備　　考

世界社会奉仕
15～16年予算 7,382 798 - 8,180  
16～17年予算 8,180 - A
17～18年予算 A 810  B

規定審議会
15～16年予算  700 199 899 0 開催年度
16～17年予算 0 300 - 300 
17～18年予算  300 300  600 

ＶＴＴ
15～16年予算 8,000 - 3,000 5,000 
16～17年予算 5,000  - - 5,000 
17～18年予算 5,000 -  - 5,000 
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送金のしおり

※１.中途入会会員RI人頭分担金について
中途入会会員の登録後、請求書が届き次第、その金額に応じて早急に納めてください。

※２.人頭分担金、比例人頭分担金、規定審議会追加年会費（上期のみ）、ザ・ロータリアン誌はクラブ請
求書にて一緒に請求されます。
請求書通りにお支払ください。

送金資金の種類 金　　　　　額 期　　　限 振　　込　　先

人　
　

頭　
　

分　
　

担　
　

金

RI人頭分担金
前期　2017年7月1日現在会員
後期　2018年1月1日現在会員

（年額US＄　60.00）
US＄　30.00
US＄　30.00

※請求書通りお支払ください。

請求書受領後
速やかに

【三井住友銀行】
新宿通支店（普）　6733244
国際ロータリー日本事務局

中途入会会員RI人頭分担金
※新会員の入会年月日により
納入金が変わります。　

※1.　下記参照 請求書にて
請求された時

規定審議会の為の
追加人頭分担金 上期のみUS＄1.50 請求書受領後

速やかに

地
区
関
係
資
金
等

地 区 資 金 年間　　6,300円　 （半期　　3,150円）

2017年7月1日
及び2018年
1月1日の
会員数を
基準に15日
以内に送金を
行う。

【佐賀銀行】
本店（普）　3131558

国際ロータリー第2740地区
2017～2018年度
ガバナー事務所

ロータリー文庫協力金 年間　　   300円　（半期　　　150円）

全国ガバナー会運営費 年間　　　200円　（半期　　　100円）

平 和 奨 学 生 支 援 金 年間　　　  15円　（後期のみ　  15円）

世 界 社 会 奉 仕 資 金 年間　　　360円　（半期　　　180円）

ガ バ ナ ー 事 務 所 費 年間　　4,500円　 （半期　　2,250円）

ガバナー月信購読料 年間　　1,900円　（半期　　　950円）

国際青少年交換資金 年間　　1,900円　（半期　　　950円）

計 年間　 15,475円　 （半期　　7,730円）

地 区 大 会 分 担 金 年間　　5,300円 後程ご案内
いたします 後程ご案内いたします

寄　
　
　

付　
　
　

金

ロータリー財団寄付金

寄付金 ： 個人／法人／クラブ／地区
寄付分類 ：
年次基金（シェア）
ポリオ・プラス
恒久基金（シェア）
補助金（補助金番号）
その他（詳細）

随　時
【三井住友銀行】

赤羽支店（普）　3978101　　　
公益財団法人

ロータリー日本財団

米山記念奨学会寄付金

（普通預金）
金額×会員数（7月1日、1月1日現在）

2017年7月末日
2018年1月末日

【三井住友銀行】
京橋支店（普）　0920373

公益財団法人
ロータリー米山記念奨学会

（特別寄付）
準米山功労者

米山功労者
準米山功労法人

米山功労法人

米山特別功労法人

表彰金額
3万円以上
10万円未満
10万円以上
5万円以上
50万円未満
50万円以上
100万円未満
100万円以上

随　時

そ
の
他

ザ・ロータリアン誌購読料 1部・半期分US＄12.00 請求書受領後
速やかに 　RI人頭分担金と同じ

「ロータリーの友」購読料 1部・半期分1,200円（税別）
※購読部数

請求書にて
請求された時

【三井住友銀行】
浜松町支店（普）　7450015
㈳ロータリーの友事務所文献資料代 表示価格 随時
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※半期報告書はなくなりました。会員の入退会の更新は随時行い必ず７/１・１/１までに会員情報が正しい
ことをご確認ください。

◆国際ロータリー日本事務局
　〒108-0073
　東京都港区三田１丁目4-28
　三田国際ビル24Ｆ
　クラブ・地区支援室…TEL.03-5439-5800（旧奉仕室）
　　　　　　　　　　　FAX.03-5439-0405
　室長 ： 中井　啓介　rijapan@rotary.orｇ
　財団室…………………TEL.03-5439-5805
　　　　　　　　　　　FAX.03-5439-0405
　室長 ： 清水　優季　yuki.shimizu@rotary.org
　経理室…………………TEL.03-5439-5803
　　　　　　　　　　　FAX.03-5439-0405
　室長 ： 斎藤　愛子　aiko.saito@rotary.org
　業務推進・資料室……TEL.03-5439-5802
　　　　　　　　　　　FAX.03-5439-0405
　コーディネーター
　牧野　美希　miki.makino@rotary.org

◆ガバナー会事務局
　〒105-0011
　東京都港区芝公園２丁目6-15
　黒龍芝公園ビル4Ｆ
　　　　　　　　　　　TEL.03-3433-6497
　　　　　　　　　　　FAX.03-3433-7395
　　　　　　　　govkai@orange.ocn.ne.jp

◆ロータリー文庫
　〒105-0011
　東京都港区芝公園２丁目6-15
　黒龍芝公園ビル3Ｆ
　　　　　　　　　　　TEL.03-3433-6456
　　　　　　　　　　　FAX.03-3459-7506
　　　　  rotary-bunko@msj.biglobe.ne.jp

◆一般社団法人　ロータリーの友事務所
　〒105-0011
　東京都港区芝公園２丁目6-15
　黒龍芝公園ビル4Ｆ
　　　　　　　　　　　TEL.03-3436-6651
　　　　　　　　　　　FAX.03-3436-5956
　　　　　　　 hensyu@rotary-no-tomo.jp

◆公益財団法人　ロータリー米山記念奨学会
　〒105-0011
　東京都港区芝公園２丁目6-15
　黒龍芝公園ビル3Ｆ
　　　　　　　　　　　TEL.03-3434-8681
　　　　　　　　　　　FAX.03-3578-8281
　　　　　　 mail@rotary-yoneyama.or.jp

◆ガバナー事務所
　〒840-0815
　佐賀県佐賀市天神２丁目2-28　
　松尾天神ビル1103号室
　　　　　　　　　　　TEL.0952-26-6868
　　　　　　　　　　　FAX.0952-26-6844
　　　　ri2740sagapiece@orion.ocn.ne.jp

報　　告　　先

報告の種類 報告期日 報告書式 報告先
次年度会長・幹事
決定報告

（公式名簿掲載資料）
2017年12月31日

「Ｍｙ ＲＯＴＡＲＹ」からオンライン登録
※ガバナー事務所、ガバナーエレクト事務所には
メールもしくは電話

ガバナー事務所
ガバナーエレクト事務所

クラブ事務所通知
（変更の場合） 都度速やかに 書式自由

ＲＩ日本事務局
ガバナー事務所
ロータリーの友事務所

会員の入会・
退会・変更 都度速やかに 「Ｍｙ ＲＯＴＡＲＹ」からオンライン登録又は、

ＲＩ所定の用紙を使用
ＲＩ日本事務局
ガバナー事務所

会長・幹事変更、
例会日時・場所等 都度速やかに

「Ｍｙ ＲＯＴＡＲＹ」からオンライン登録（ＲＩ
日本事務局）
書式自由

ＲＩ日本事務所
ガバナー事務所
ロータリーの友事務所

クラブ月報 毎月15日 所定の用紙 ガバナー事務所

国際大会信任状 2018年4月末日 ＲＩ事務所からメール送信された用紙を使用
会長・幹事の署名が必要

2017～2018年度
ガバナー事務所

報告のしおり
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国際ロータリー第2740地区
2017-2018年度　ガバナー

駒井　英基

　この月信が発刊される頃は、ガバナーとして活動を始めて
１か月を経過したことになっている頃です。ガバナー訪問は、
約1/3ほど勤めている時期ですが、まだまだこれからという頃です。
また、８月は、会員増強月間ですので、早速、東彼杵のコミュニティーセンターにて会員増強と
公共イメージ向上セミナーが開催されることになっております。今年も佐藤委員長の下、会員の
増強を皆様方の協力を賜りながら強力に努めていかなくてはなりません。
　また、今年から新設委員会として、ＩＴ公共イメージ向上委員会・クラブ管理運営委員
会が発足いたしております。その中の活動の一貫としてＲＩが求めております、地区内各ク
ラブのクラブセントラルへの登録を進めるために同時開催のＩＴセミナーにて、登録の仕
方などの実務のセミナーも併設して開催したいと考えております。しかし、本来の目的は、登
録だけでなく、各クラブさんが取り組まれている日頃の奉仕活動内容を世界に発信してい
くことにあります。同時に地区のHPやSNSでも発信して参りたいと考えております。どん
なことも小さな一歩から始めなくてはなりません。どうぞその面でもご理解と御協力を
お願いしたいと願っております。

ガバナー挨拶
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第１グループ　ガバナー補佐

八頭司　博
（小城ＲＣ）

　不安一杯のスタート、2017年～2018年、第１グループ・ガバ
ナー補佐が始動しました。
　始動は緊張の中に４月20日を皮切りにガバナー補佐就任の
挨拶をして回りました。
　これまでのメーキャップと異なり、異風望外の歓迎を受け、新
たなる緊張の中に、ことは一瞬に通り過ぎ去りました。
　各ロータリーさんを訪問し再認識したことは「ロータリーは素
晴らしい」の一言に尽きるでしょう。その心は、どんな美辞麗句を並べて褒めたたえても「社
会倫理性」に基づく友情と職業奉仕の繋がりから生まれる「ロータリーの心と原点」にある
のではないでしょうか。
　訪問した佐賀ロータリークラブ、佐賀大和ロータリークラブ、多久ロータリークラブ、牛津ロータリー
クラブは、どのクラブも個性ある中身で価値観を意識し表現をしている素晴らしいクラブでした。
　ここでは２クラブを紹介いたします。
　佐賀大和クラブさんにおかれましては、先にクラブの価値観と申しましたが、その中身を取
り上げ紹介しましょう。その心は、友情を第一とする「毎日会える楽しいクラブ」。
　第二に会員一人ひとりが友情にあふれ誇りを持ち、地域に貢献する気迫に溢れている。
　第三に年間を通じ、月間の活動計画を明白にされ実施されている。
　第四に外部に対するホームページの充実。
　など地域貢献は勿論のこと会員確保をも意図するホームページの開設にも私自身感動し
疲労感に満足した次第です。
　次に牛津ロータリークラブさんをご紹介しましょう。
　牛津ロータリークラブさんは、５月27日に創立40周年を迎えられました。山本康徳会長さ
んは挨拶にも「地域に奉仕するロータリー」と位置づけ普段の活動がいかに活発か、また内
容が豊かであり、内部活動についても２年間の積立を行い家族旅行の実施はロータリー活
動の礎となり、素晴らしい実感でした。
　地域発展はもとより、内外共にさまざまな事業に積極的に取り組まれています。
　記念講演に「青年塾長」上

じょう

甲
こう

 晃
あきら

氏が「己の損得を超えて」と題して１時間40分の講演が
ありました。
　経営に関する講演の内容は、経営者の基本的姿と将来のあるべき姿を、実現の段取りか
ら実行まで経営の三条件としてこんな人間になる、こんな人生を送る…人間の経営について
１時間40分の緊張溢れる内容の拝聴でした。
　ロータリーを「楽しみましょう！」ロータリーを「楽しもう」ロータリーの発展は、地域、各ク
ラブの相互を超えてロータリアンの心と友情で結束して行きましょう。その精神は日本を支え
発展に貢献できる要因を備えている。と、言っても過言ではないでしょう。
　最後に駒井英基ガバナーは「地域社会にも変革を！」を地区運営方針として挙げておられ
ます。第１グループを訪問し、正に変化の動きが始まっている様相を肌で感じる訪問でした。
これを起爆として駒井ガバナーを盛り上げ、新しいロータリーを築いて行きましょう。　

ガバナー補佐リレー随想



GOVERNOR'S  MONTHLY  LETTER  vol.2 4

ROTARY  INTERNATIONAL  DISTRICT 2740

地区委員長挨拶

　地区クラブ奉仕委員会は、愈々、従来の会員増
強と共に新たにＩＴ公共イメージ向上委員会を設
け、クラブ管理運営委員会を礎に「クラブサポート
と強化」「公共イメージと認知度の向上」を目標
とするロータリー戦略計画を推めるべく組織を
改めました。
　五大奉仕活動には、他に類の無いロータリーの
特徴であり根拠となる職業奉仕。ロータリーの醍
醐味で貢献度溢れる財団と青少年を含む社会奉
仕。そして、己を耕しクラブの基盤と骨太さを築くク
ラブ奉仕はロータリーの基本です。その基本なくし
て、ロータリーの発展は考えられません。
　57クラブのサポートとして管理運営委員会が窓
口となり、クラブの問題点・少人数クラブの運営・
規定審議会クラブ奉仕関係改正・ＩＴへの理解・事
業構造の変化・国際指向の拡散等時代はスピード
を加速して刻 と々変化しており、柔軟性、多様化、
リーダーの育成・ロータリーブランド向上認知・
ネットワーク等価値観を更に充実させて、クラブの
発展に寄与助力して参ります。
　これからは、クラブの問題点解決と目標達成を
幅広く計画立案する事が肝要です。
　例会の進行は各クラブ変わらないようですが、そ
の雰囲気は57クラブ夫々異なって感じます。例会で
一人一人相見え、クラブの特色を出しつつ、自主性
を重んじ、奉仕の理想に向かって進んでいるか、着
地点を見定め、長期計画をしっかり立案し、毎年変
わらぬ活動と変化による対応ができる柔軟性を持
ち、易簡而理を得るか、一丸となって邁進して行け
る様、変革改善して戴けることを願います。

クラブ奉仕統括委員長

髙木　義和
（島原ＲＣ）

変革と改善

　本年度のＲＩ会長テーマは、『ロータリー: 変化を
もたらす』と掲げられました。これはロータリーの
奉仕の力で世界中の困難な事や地域社会に必要と
されている事に「より良い変化をもたらそう」という
ものです。しかしながら、私たちが地域社会に「より
良い変化をもたらす」為には、まず私たちロータリ
アン一人ひとりが変わらなくてはなりません。ロー
タリアン自身が、地域社会が何を必要としているの
か情報をひろく集め、またロータリーの奉仕活動
自体を広く地域市民に理解してもらわなければな
りません。そのために、その一人ひとりのロータリア
ン自身が変わるお手伝いをするのが当委員会の役
目と思っています。
　図らずも2740地区に今年度新たにＩＴ公共イ
メージ向上委員会という部門が作られました。ＩＴ
＝コンピューター技術等のハード的な面と公共イ
メージ向上＝ソフト的な面を兼ねたかなり幅広い
分野を受け持つ委員会です。
　まず当委員会ではロータリアン一人ひとりに
MyRotaryの登録をお願いしたいと思っています。
マイロータリーとは、ロータリーの活動や、地区、ク
ラブ運営に必要な情報やデーターを随時ロータリ
アン個人が入手できる便利なシステムのことです。
　今までロータリーに関する情報は、クラブ会
報、地区ガバナー月信、ロータリーの友といったア
ナログ情報を主体とした受け身の情報でしたが、
MyRotaryを登録することで、クラブ・地区・日本・
世界中のロータリークラブのデジタル情報が、あな
たのお手元に瞬時に届き、あなたのロータリー奉
仕活動に劇的な変化をもたらしてくれるに違いあり
ません。
　皆様には地区大会までに、再度MyRotaryの
全員登録をお願いして、私の就任あいさつに代え
たいとおもいます。一年間どうぞよろしくお願いし
ます。

ＩＴ公共イメージ向上委員長

久保　泰正
（諫早西ＲＣ）

ロータリアンに
変化をもたらす！
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　日本のロータリーの会員数は13万人を記録したが（97年６月末・2,238クラブ・131,731人）、
98年以降、連続して会員数の減少を余儀なくされた。ここ数年の統計資料は、減少に

歯止めができているが、決して安定的ではない。ロータリー関連の資料や各地区におけるあらゆる会合、セミナーに
おいても改善策、解決策が熱心に検討されているが「これで大丈夫」と言える決定的な答えは見出されていない。

【会員減少の問題点】
会員数減少の原因を分析すると、まず退会防止が第１の原因である。
●世界と日本全域に、不況に伴う不安定、不透明な経済環境→退会　●高齢、病気、死亡→退会
●地方都市の過疎化→退会　●事業の合理化に関する職務多忙（例会に参加できない）→退会
●例会時間帯、例会費が高い→退会…負担
●ロータリー情報不足、理解不足（ロータリーの魅力がわからない）→退会…失望感（期待はずれ）
　（入会３年未満の退会者が多い）

　会員減少の第２の原因
●円熟したロータリアンの熱意不足…せっかくの貴重な経験や豊富な知識が活かされない
●炉辺会談の不足（建設的、親密な人間関係が築けない）…ロータリーの過去の歴史や現在・将来を時間を気
にせず語り合う機会が失われつつある
●「ロータリー愛」が全般的に薄れる傾向…熱いハートでロータリーを語れる人々が減少
●ロータリー本来のもつ、ステータスや魅力にかげりが発生しているのでは？
　（１業種１名、メークアップ期間延長など価値判断基準の多様化）
●クラブ会長の会員増強スイッチがＯＮでない
●クラブ会長・幹事は奉仕活動に優先順位があり、会員増強の順位向上ができない
●会員増強は誰かがやってくれるという「他力本願」的な考えに支配されていないか？
●会員増強委員会は、社会不安の中、地域内での増強見込みに消極的になっていないか？
●女性会員への理解不足

などが考えられる。
【会員減少に類する問題点】
●８月の会員増強月間で提唱された熱意が持続できない。
●クラブ会長、幹事が会員増強について、具体的な方針や計画を持たない。その結果、熱意、使命感を持って訴え続け
られない。

●クラブ奉仕関連、会員増強セミナーなどで学んだことが、ホームクラブに完全に伝達されていない。
　「委員会報告」で発表して終わり。（義務的な出席、資料を受け取って自己満足→会員増強に反映されない）
●クラブ運営の理事役員において会員増強の年間を通した長期的展望がない。
●女性会員の入会に拒否反応を示す会員がいる。

【会員減少に類するその他の問題点】
●女性会員の入会について、積極的に推進しようという雰囲気づくり、理解を深めようとする努力の欠如が
ある。（女性経営者の増加、女性だからこそできる職業分類上の増大、女性会員が入会されることによ
る効果など）
●退会者を再入会へと促す視点の欠如。
●入会を進めるに当って、テキストになる具体的な資料がない。（入会のしおり）
●新しい会員にロータリーへの理解を助ける具体的な資料がない。
　（入会３年未満の会員向け…平易な言葉と写真付のテキスト、ビデオテープ・ＤＶＤなどの映像）

【問題点を解決するために】
●どのような道程を考えれば良いか、更に効果的で満足感、達成感を実感できるか。私たちに求められる共通
課題として、共に考えを進めよう。
　また、入会金制度の廃止や例会数の月２回以上への移行など、急激な変化をもたらすRIの方針は、会
員増強にも直接的な影響が考えられるため、各地区や各クラブの活動にも大きな見直しが望まれる。

駒井ガバナーの会員増強目標値
会員50名以上　２名純増　　　会員50名未満　１名純増

会員増強に対する
専門的知識や
方法・手段が不足

会員増強委員長

佐藤　豊
（長崎琴海ＲＣ）

会員増強の現状と長期戦略

地区委員長挨拶
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　2017-2018年度のロータリーのテーマは『変化
をもたらす』であります。
　国際ロータリーの2016年の規定審議委員会に
おいて、手続要覧、定款第５条のロータリーの目的
には、何ら変化はありませんが、第６条に５大部門
という項目があり、それぞれの部門の奉仕のあり方
が明記されています。
　2016年度規定審議委員会において、５大奉仕の
規定がなされました。
　内容としては、ロータリーの目的にある「奉仕の
理念」を順守しつつ、活動、実践することが求めら
れています。
　昨年の規定審議委員会の中で、職業奉仕の規定
に団体活動も追加されました。
　そこで今年は地区の皆様とともに、ロータリーに
おける職業奉仕も含めて「奉仕の理念」は私達、
ひとりひとりにとって、何を意味するのかを改めて
考えていただき、他にはない、ロータリーの魅力を
皆様方のクラブの会員の方々にお話ししていただけ
ればと考えております。
　９月には第2650地区、2016-2017年度刀根荘
兵衛ガバナーを講師としてお招きし、職業奉仕セミ
ナーを開催いたします。
　また、１月の職業奉仕月間では、各クラブで、従来
からの「職業奉仕論」の卓話に加えて、ＲＩの推奨
する団体としての職業奉仕活動についても、企画
し、行動して各クラブの活性化を図っていただけれ
ばと思っております。

職業奉仕委員長

吉岡　義治
（佐賀南ＲＣ）

　クラブ奉仕統括委員会と会員増強委員会だった
組織に、このたびIT公共イメージ向上委員会とクラ
ブ管理運営委員会の２つの委員会が新設されまし
た。早くからロータリーの奉仕活動を世間の人々に
認知していただく必要があるとの思いから、公共イ
メージ向上は言われていましたが、クラブ管理運
営委員会としての位置づけはクラブのサポートと
強化ということです。それぞれのクラブが会員増強
を図り、クラブの魅力を高める努力をしているにも
かかわらず、会員の退会を防げないのが現状です。
それを各クラブの力だけではなく、地区全体のこと
としてどうしたらクラブの活性化を図っていくかを
考えていくことが求められていると考えます。私は
2013～2014年度の塩澤ガバナーの地区幹事とし
て55クラブ（２クラブは代理の人に頼みました）を
訪問させていただきました。それぞれにクラブの伝
統と持ち味があり、会長の思いが反映されていて好
感がもてるクラブばかりでした。その中でも魅力の
あるクラブの条件というものを感じることができま
した。以下それを述べさせていただきます。
①会長の言動がしっかりしている。幹事がそれを
しっかり支えている。

②会員が活き活きとし、皆が協力しあっている。
③傍観者ではなく自分の役割を果たしている。

等々

　ロータリーは自分の仕事を通して地域に貢献し
ていこうという人の集まりです。さらに力を合わせ
て社会奉仕をし、国際奉仕にまで高めていこうとい
う崇高な精神で満ちあふれています。また「ロータ
リーの例会は人生の道場である」とは先達の言葉
です。楽しく、充実した例会にしていきましょう。

クラブ管理運営委員長

竹田　健介
（平戸ＲＣ）

地区委員長挨拶
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地区委員長挨拶

　昨年度に引き続き社会奉仕委員長を務めさせて
いただきます。皆様にはご協力賜りますようお願い
申し上げます。
　３月19日に次年度地区社会奉仕委員会を開催
し、委員の皆様とともに、前年度の委員会の活動を
検討し、今、ロータリー活動に求められていること
を鑑み、今年度の委員会の活動テーマ並びに活動
方針を決定させて頂きました。

2017～18年度地区社会奉仕テーマ：
『社会奉仕活動を通してロータリーの公共イメー
ジの向上をはかろう』

活動方針
１．「ロータリーデー」の推進
・地域の祭りやイベントに参加しロータリーへの理
解を促す
・ポリオ撲滅運動の紹介や募金活動
・東日本大震災や熊本大震災などへ募金活動
・地域の人たちにロータリー活動の紹介
２．地区補助金を活用した社会奉仕事業の拡大
・2740地区には地区補助金として利用できるお金
が年間500万程度ある訳ですが、すべて有効に
利用されているわけでは有りません。この補助金
を有効活用してロータリーの社会奉仕活動を盛
り上げていきましょう。
３．「児童虐待防止推進月間」取組強化
・毎年11月は｢児童虐待防止推進月間｣です。2740
地区の57クラブが同じ目標で活動することが、大
きな話題となり市民の理解や関心を促し、幼い命
を救う一助になるのではないでしょうか。

　以上の内容につきましては、５月20日に開催さ
れました｢地区研修・協議会｣において、各クラブの
社会奉仕委員長にはご説明いたしましたが、各クラ
ブの会長をはじめ会員の皆様にもご理解をいただ
き、各クラブで取り組んで頂けたら幸いです。
　１年間を通し、各クラブが有意義な活動を実施
されますことを祈念申し上げ、就任のご挨拶に代え
させて頂きます。

社会奉仕委員長

帯屋　徹
（大村ＲＣ）

　昨年度に続き青少年奉仕統括委員長を努めさせ
て頂きます。本年度も皆様のご支援ご協力をよろし
くお願い申しあげます。
　昨年度も申しあげましたが、ロータリークラブの
五大奉仕の一つに「青少年奉仕」があります。青
少年奉仕部門はインターアクト・ローターアクト・
RYLA・国際青少年交換の四委員会があり、それぞ
れ委員会が有意義な活動を行っています。青少年
奉仕統括委員長は、この四委員会を掌る位置づけ
になってますが実際には各委員長指導の下に個別
に活動されています。昨年度は、インターアクトで
は少子高齢化によって生徒数が減少し、各クラブの
会員が減少傾向にある中、佐世保高等専門学校に
IACができ、21校が22校になりました。ローターア
クトもほとんどのRACの会員数が減少しており、
活動にも支障をきたしているのが現状で、昨年度青
少年奉仕委員会で提唱してます、「インターアクト
からローターアクト」での実践を2クラブではありま
すが、交流活動が始まりました。今年度も一層の交
流でお互いの理解から会員増強に成ればと期待し
ています。RYLA（ロータリー青少年指導者育成プ
ログラム）はロータリー主催で行われる若者のため
のリーダー育成プログラムです。青少年の研修だと
私は認識しています。今年度も大いに期待します。
　そして国際青少年交換委員会は派遣学生の研修
指導、来日学生の世話は大変なことです。そして危
機管理の対策も大事です。楽しく学生生活できるよ
うに危機管理委員長として対策を講じていきたい
と思います。今年度も青少年奉仕四委員会の自主
活動はもちろん四委員会の交流を深め青少年部門
が一体となる活動になるように努力したいと思って
ます。改めてよろしくお願いします。

青少年奉仕統括委員長

奥村　豊
（唐津ＲＣ）
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　昨年度から引き続き今年度もインターアクト委
員長を務めさせて頂きます。
　地区委員メンバーと一緒に、他の青少年関係の
委員会と連係をとりながら、一年間頑張っていきた
いと思いますので、皆様のご支援のほど、宜しくお
願します。
　現在2740地区では、前年度、佐世保北ＲＣの提
唱の佐世保工業高等専門学校インターアクトクラ
ブが新しく発足され、21のロータリークラブが提唱
する22インターアクトクラブが活動しています。
　今年度は、既存のインターアクトクラブの部員の
減少に歯止めをかけ、活性化をしながら一つでも新
しいインターアクトクラブを発足させられるように　
まだ提唱クラブをお持ちでないロータリｰクラブ様
に、是非インターアクトクラブを提唱して頂くよう
に、お願いして拡大をしていきたいと思います。　　
　地区の委員会では、アクターの活動が円滑に継
続して行われる様に、アクターと顧問教諭を対象
に、年２回の指導者研修会を計画しています。
　また今年度で、第35回目となります年次大会を、
ホスト校 有田工業高校（有田ＲＣ提唱）、コ・ホスト校 
唐津西高校（唐津ＲＣ提唱）、武雄高校（武雄ＲＣ
提唱）で計画実行をして頂いております。
　そして、次年度の事業ではございますが、全国イ
ンターアクト研修会を、九州４地区でホストをする
事になっておりますので、今年度から準備をしてい
きます。　
　福岡で開催されますので、沢山の方に参加をして
頂けることを期待します。
　地区委員会では、インターアクトクラブをロータ
リアンの方 と々共に大きな心で見守って協力・支援
を惜しまない活気ある委員会活動を行っていく所
存でありますので、宜しくお願い申しあげます。

インターアクト委員長

松田　洋一
（諫早北ＲＣ）

地区委員長挨拶

　昨年度に続き本年度も国際青少年交換委員長を

務めさせて頂く事となりました。

　今年度は３名の委員が交代して９名の委員にて

運営してまいります。また昨年同様委員会全員で

情報の共有し役割分担を図りたいと思います。

　またオリエンテーションの開催場所も昨年同様

の会場の使用をご同意頂き安心して開催できる事

となりました。

　本年度の派遣学生はオーストラリアに２名（１名

は派遣中）、アメリカに２名派遣します。来日学生

はオーストラリアから２名（１名来日中）アメリカか

ら２名の４名の受け入れとなります。

　毎月のオリエンテーションでは来日学生は日本

語でのスピーチを行い日本語の習熟を図ります。派

遣予定の学生にはプロジェクターを使用して住んで

いる地区や行事、学校・家族等の紹介が英語でス

ピーチ出来る様に研鑚と指導を行います。

　昨今留学希望の学生が減少して苦戦しています

が、ロータリー会員の子弟が参加できる唯一のプ

ログラムですのでご検討いただきたいと思います。

また来日学生受け入れのクラブも経済的等の理由

で減少していますが、単一クラブの受入れだけでな

く地域の複数のクラブ合同の受入れも可能かと思

います。

　是非伝統あるこの事業が成功すべく皆様のご理

解と協力をお願い致します。

国際青少年交換委員長

藤山　英周
（唐津ＲＣ）
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地区委員長挨拶

　今年度の、ローターアクトクラブの地区委員長を
拝命して、また新しい経験ができる事へ期待と希
望を抱きワクワクとした気持ちになっております。
　歴代の委員長さんたちのこれまでのご努力を引
き継ぎながら地区委員の皆さんと協力して１年間
を全うしたいと思っております。
　また、青少年奉仕活動はインターアクト・ロー
ターアクト・ライラ・国際青少年交換という４つの
委員会が互いに助け合って活動をしておりますの
で統括委員長と連携を取りながら、より良い方向を
模索して参ります。
　ところで、青少年の４委員会を見渡しまして共通
して懸念している所は私たちロータリアンが、どの
くらいこれに関心を持っているかと言う点であり
ます。
　私は、中学校の時にロータリーの家族会へと父に
連れられて行きましたが、奉仕と言う言葉とは無縁
でした。ところが高校へ入り縁あってＪＲＣ（青少年
赤十字団）に入会しまして、愛と奉仕と人道を学び
奉仕活動を実践いたしました。
　12年前に佐世保ロータリークラブに入会させて
頂き、高校時代を思い出しました。そして、縁なも
のでインターアクトの役員をさせて頂き、ローター
アクトへと導かれているような気がいたします。現
在の高校を見てみるとＪＲＣは無くなりました。お
そらく、それがインターアクトクラブへと移行した
のではないかと希望的観測を持っております。その
インターアクトからローターアクトへと引き継いで
行かれるはずと思っておりましたが現実は厳しく、
ローターアクトのクラブ数は年々減少しているでは
ありませんか。このローターアクトは1968年に提
唱された素晴らしい青少年育成プログラムであり
ますので、何とかしたい、積極的に関わり合い、健
全な育成に取組まなければならないと思います。
　第2740地区の会長さん、役員さん達はローター
アクトの必要性について十分な関心が有られると
思います。よって、現在活動しているクラブを減らさ
ない様に精一杯、支援しながら地区委員の皆さん
と協力して参ります。

ローターアクト委員長

松尾　慶一
（佐世保ＲＣ）

　本年度より、新しくＲＹＬＡ地区委員長を担当す
る事になりました長崎ＲＣの山口です。初めての地
区委員長となります。宜しくお願いします。
　まずは、第38回ＲＹＬＡが伊万里ＲＣをホスト
クラブとして5月27日、28日2日間にわたり佐賀黒
髪少年自然の家にて開催されました。多くの青少
年並びにロータリアンの参加のもと無事盛会に行
われた事に対して心から感謝申し上げます。来年
第39回は多久RCにて、そして記念の第40回大会
は島原南ＲＣがホストクラブとしての開催が決定し
ています。このＲＹＬＡの開催につきましては、各ク
ラブの理解を得ながら地区内で持ち回りにて開催
されています。今後41回大会以降の開催にあたっ
てホスト開催をお願いするクラブにおかれまして
は、青少年の指導者育成の観点からご理解いただ
けますよう宜しくお願い致します。このように40年
近くＲＹＬＡが開催された事については、やはり温
故知新『故きを温ね新しきを知る』、各開催クラブ
の青少年への熱い思いの継承があったからだと思
います。過去の開催クラブの思いを受け継ぎ、それ
から時として時代背景を考慮しながら参加してくれ
る青少年への実りある指導者育成プログラムを開
催できればと思います。
　しかしながら近年地区内の青少年活動について
は、厳しい状況にあります。ＲＡＣの会員数並びに
クラブ数の減少、事業継承の変化、青少年の価値
観の多様化、地域間格差など、私達ロータリアン
が青少年を指導育成する環境が厳しくなり、活動
が縮小化しています。
　このような状況の中、微力ではありますが、今一
度青少年の指導者育成活動の活性化の為、地区内
で、情報を共有し議論し、活発に活動できる環境づ
くりを進めて参りたいと考えております。ご理解ご
協力の程、宜しくお願い致します。

敬　具

ＲＹＬＡ委員長

山口　宏二
（長崎ＲＣ）
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　今年度のロータリー財団・補助金委員会を担当
させて戴きます。
　補助金活動はロータリアンが、そのポリシーを実
践する場としてコアな部分にあたります。全世界の
ロータリアンが共通体験できる身近な活動は“世
界平和”、“貧困救済”、“教育”、“環境改善”などを中
心として行う １）地区補助金による地域のための
活動、２）グローバル補助金による国際的な活動、
３）海外へ留学生を輩出できる活動の３部門で構
成されています。
　さて、現在では上記のような明確な呈示ができ
るようになりましたが、６年前に財団活動を大きく
改革する「未来の夢計画」が掲げられた折には、委
員会がどのように組織され、補助金申請がどのよう
な段取りで進めていくものか世界中のロータリーク
ラブが困惑し、2740地区も暗中模索で活動を行い
ました。このために、“財団の話はわかり難い”との
声をたくさん頂きました。それは、委員会を担当す
る私どもも不確かな情報しか入手することができ
ず、システムが把握できなかったという背景があり
ました。
　時は流れて、財団活動の仕組みが明瞭となり、今
年度より補助金の申請システムの簡素化を図る試
みを行なっております。手続きの煩雑さはかなりダ
イエットされていますので、ぜひ積極的な活動を計
画、申請して頂ければと思います。私たちの地区内
では、地域の子供たちを支援するユニークな活動
もありますし、海外を活動の拠点とする大きなテー
マの活動もあります。クラブ内、或いは協力支援団
体と一緒になって、思い切ってチャレンジして頂け
ればと思います。当委員会はその成功をサポートす
る委員会として活動を進めて参りたいと思います。
なにとぞよろしくお願い致します。

補助金委員長

隅　　康二
（佐賀西ＲＣ）

地区委員長挨拶

　昨年度はロ-タリ-財団100周年として、委員会
活動にご協力を賜ったことに感謝申しあげます。
特に残り３カ国、0.1％となったポリオ撲滅「END 
POLIO NOW」運動への寄付等のご協力に衷心よ
り御礼申しあげます。
　ロ-タリ-財団は「世界で良いことをしよう」
（Doing good in the world）の標語のもと、
「ロータリアンが、健康状態を改善し、教育への
支援を高め、貧困を救済することを通じて、世界理解、
親善、平和を達成できるようにすることである。」
というロ-タリ-財団の使命に添い、海外や地区内
クラブの国際奉仕や社会奉仕事業等へ支援を行って
きました。2017-18年度、駒井ガバナ-は「地域社会
にも変革を！」と述べられています。
　ロ-タリ-財団委員会として、新たな視点と試み
で補助金活動を更に遂行し、各クラブが行う奉仕
活動を通じて、変革を遂げた者の集まる集団の奉
仕活動を支援していく所存です。
　皆様から戴く①年次基金、②恒久基金、③ポリオ
プラス基金等への寄付は、地元や海外で実施され
る多様な活動を支援する資金や人々の生活がより
良くなるための補助金となって活用され続けられる
のです。
  今年も各クラブの行う地区内や海外への人道支
援を地区補助金やグロ-バル補助金として有益に
活用出来るよう支援を行い、地区目標に沿った活
動を推進して参ります。
　皆様のご協力をお願い申しあげ、就任の挨拶とさ
せて戴きます。

ロータリー財団委員長

西川　義文
（大村ＲＣ）
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地区委員長挨拶

　2017－18年度国際ロータリー第2740地区資金
推進委員会委員長を仰せつかりました佐賀西ロー
タリークラブの永尾竹則と申します。本年度も昨年
度に引続き資金推進委員長として、ロータリークラ
ブの地区あるいは国際的な奉仕活動に対するご寄
付をお願いさせていただくことになります。今年度
１年間どうぞ宜しくお願い申し上げます。
　まずは、昨年度、国際ロータリー財団100周年の
年に当たり、2740地区の各クラブの皆様から多大
なご協力を頂きましたことに対して、御礼申し上げ
ます。今年度からは、新たにつぎの100年に向けて
引続き皆様のご協力を頂ければ幸いに存じます。
　さて、今年度の当地区の年次寄付の目標額は、
昨年度に引続き１人平均１５０ドル／年間です。同時
に、引続き寄付ゼロクラブをなくすことです。
　当地区では、今年度の運営方針に、人道的奉仕
にもう一度目を向けよう、ロータリーの公共イメー
ジと認知度の向上を目指そうというものが掲げられ
ています。人道的奉仕には活動資金として頂いた
皆様のご寄付から使われることになりますし、奉仕
活動を行わなければ多くの方から公共イメージも
持ってもらうことはできません。公共イメージを広
く認知してもらうためには広報も必要ですが、その
根本には奉仕活動がなければいけません。その意
味で、皆様からのご寄付が大変重要になります。
　ご寄付を毎年頂くのは大変なことかと存じます
が、ロータリークラブの重要な要素である社会奉仕
を充実させロータリークラブを発展させて行く為に
も、各クラブの皆様からのご寄付をお願い申し上げ
ます。
　各クラブの皆様から頂いたご寄付は全てロータ
リークラブの奉仕活動に使用されます。今後ます
ます充実した奉仕活動のために引続き財団への
ご寄付に対するご理解とご協力をお願い申し上げ
ます。

以上

資金推進委員長

永尾　竹則
（佐賀西ＲＣ）

　本年度もポリオプラス委員長を拝命致しました
溝口です。昨年度に続きポリオプラスにご寄付を誠
に有り難うございます。毎年少しずつではあります
が寄付額も増加しておりポリオ撲滅に対する意識
も上がって来ているように思います。
　ポリオプラスは、世界からポリオを撲滅するとい
うロータリーの大規模な活動です。このポリオプラ
スの運動でアフリカと中東以外の国ではポリオの
撲滅ができました。昨年度は、アフリカでのポリオ
発生数が0であと少しというところでナイジェリア
でポリオが発生しました（2017／3／14発）。これ
によりアフリカの西部、中部の1億1600万人の子供
を対象にポリオを恒久的に根絶する為の緊急処置
としての予防接種が現在行われています。撲滅ま
であと少しというところでいつもポリオが発生しま
すが、確実にすこしずつではありますが撲滅に向け
て活動が進行しています。
　日本でのポリオ撲滅に対する意識も年々高まっ
て来ています。寄付額の増加のみではなく世界ポ
リオデーなどでのイベント開催によるポリオ撲滅
活動のアナウンス等を通して確実に日本の一般の
皆様にもわれわれの活動を理解して頂いて来てい
るように思います。このようなロータリーの運動に
2740地区も財団からの寄付も頂き確実に私たち
のポリオ撲滅への気持ちも運動に届いていると考
えています。
　今年度も、がんばってポリオ撲滅に2740地区
として出来るだけの努力をして行きましょう！
　今後も宜しくお願い致します。

ポリオプラス委員長

溝口　尚則
（佐世保ＲＣ）
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　昨年度より、今年度と思って引き続き、米山記念

奨学地区委員長を拝命させて頂きました大家和義

（小城ＲＣ）です。前任の本多委員、地区委員の

経験者である本村・牧・近藤・中嶋さんの留任を

お願し、更に良い結果を残せるように頑張ってい

きます。

　これまで総ての事業に悔いを残さぬ様に心掛け

て居りますが、思う様にお世話出来ずに申し訳な

いと思っております。また、総ての米山記念奨学生

への配慮が充分出来るのか心配ですが、地区委員

の本多委員には顧問・学友会担当、本村委員には

奨学生担当、中嶋委員には寄付増進担当として、

ご指導を頂きたいと思っており、他の地区委員の

皆様の協力をお願いし、頑張って努めて行きます

ので、第2740地区内の57ＲＣの会員の皆さん、特

にクラブ米山委員長の皆さん、どうぞ宜しくお願い

致します。

　駒井ガバナーより、年間個人平均寄付額￥16,00

円／人を目指すことを、地区研修・協議会等の折に

呼び掛けて頂いておりますので、私と共に地区委員

とカウンセラーの皆様には米山月間の10月前後に

実施する「出前卓話」にお供して頂き、個人平均寄

付額の目標達成を呼び掛けて頂く様、お願い申し

上げます。

米山記念奨学委員長

大家　和義
（小城ＲＣ）

地区委員長挨拶

　当委員会２期目（１期３年）の委員長を拝命しま

した長崎南クラブの岡村でございます。

　当委員会は、財団から各クラブに助成された補

助金が各クラブにおいて適正に管理されるよう支

援することを最大の目的としています。補助金の申

請から実行後の報告に至るまでの書類にかかる規

定がやや厳格で複雑なため、会計の専門知識が必

要なところも数多くあることから私のような職業専

門家に出番が回ってきたと思っております。また、

難解なものを極力平易なものにしていくこと、これ

も大事な目的であるので職業奉仕の一環と考えて

職務を全うしたいと思います。

　2013～2014年度に初めて設置されたこの委

員会も４年が経過して、各クラブにおかれても補

助金への理解が深まったものと思いますが、今

年度も次の４項目に沿って活動致します。

①財務管理計画書および地区との覚書（ＭＯＵ）の作成

②財団セミナーや補助金セミナーを通じて各クラ

ブの補助金に対する意識と理解を高めることで

補助金事業を支援していく

③補助金に関する利害対立を未然に防ぐ手段を講じる

④資金の不適切な利用や管理がないよう周知を行う

　以上、このような活動方針で参りますので１年

間よろしくお願いいたします。

資金管理委員長

岡村　康司
（長崎南ＲＣ）
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2017-2018 年度会長・幹事・
米山記念奨学委員長セミナー報告

　５月14日（日）、2017-2018年度の地区内の米山記念奨学委員長と一緒に、会長・幹事を対象とした第
１回セミナーを開催しました。
　まず、本村地区委員の司会のもと、開会とともに「国歌」・「奉仕の理想」を斉唱し、出席者の紹介を地区役員
及び地区委員にとどめ、学友会と米山奨学生は後半で自己紹介をし、自己のＰＲをして頂く様にしました。
　最初に、駒井英基ガバナーエレクトより、2017-2018年度の目標額16,000円／人を地区研修会で提唱
しているので、米山記念奨学委員長と会長・幹事の方々には、達成出来る様に今までとは違う方法を考慮
して頂き、目標額を達成して頂く様、強く激励して頂きました。
　続いて、パストガバナーの高城昭紀米山記念奨学会の評議員より、「米山記念奨学事業」について、講
義をして頂きました。この事業は、戦後の日本が恒久平和であり続ける為に、東京ロータリークラブの提
唱により始まった、日本独自の事業であり、海外からの留学生は、将来は自国の指導的立場に成るであろ
う若人達に、日本の文化と歴史、日本人の人柄と心を理解して頂き、日本国が求める世界平和の一翼を育
てる為に、継続しなければ成らない事業であることを講義され、参加されたロータリアンに充分理解して
頂いたものと思っています。
　その後に、大家地区委員長より、米山記念奨学会と第2740地区の状況について、ＰＰＴを見ながら、
米山基金から米山記念奨学金となり、カウンセラー制度及び国内最大級の事業規模であることを説明
し、当地区の2017-2018年度の学生数、出身国などを紹介し、奨学生の選出についてのフローチャートを
流れに応じて補足を入れ、最後は面接試験を行ない、面接官全員で選んでいることを説明し、また面接
官においては、面接官オリエンテーションを受講して頂かないと面接官に成れないことを理解して頂いた
と思います。約1時間ほど、説明し休憩を取りました。
　後半の最初に、ＤＶＤ「広がれ人づくりの輪」を見て頂いてから、学友会の説明を本多地区委員と学友
会ドーゴックビツ新会長（2015-2016年）より経験を活かし、本多地区委員より学友会に付いて詳しく話
をして頂きました。
　その後、近藤地区委員の指導のもと、当地区の学友会の役員5人の会長から監事が一人づつ挨拶して
から、2017-2018年の米山記念奨学生に自己紹介を名前・出身国・学校・勉強の目的などを語って頂き、
「今期一年間宜しくお願いします」と、学友会会長が挨拶してくれました。
　最後に、本村地区委員の閉会の辞にて終了しました。

米山記念奨学地区委員長
大家  和義（小城ＲＣ）
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2017-2018 年度地区研修・協議会報告

　国際ロータリー第2740地区2017-2018年度地区研修・協議会が、去る５月20日晴天の中「ホテルグ

ランデはがくれ」で、地区57ロータリークラブの次年度役員、10グループのガバナー補佐、パストガバナーを

始めとして、地区の役員を含め417名の会員の皆様をお迎えして開催されました。

　駒井ガバナーエレクトの点鐘により開会し、国歌・ロータリーソングの斉唱、本年度﨑永ガバナーの

ご挨拶と続き、駒井ガバナーエレクトの次年度地区方針「地域社会にも変革を！」のご説明とイアンH.S.

ライズリー次年度国際ロータリー会長のテーマ「ロータリー：変革をもたらす」の詳細についての説明を

いただきました。休憩の後、岩永信昭パストガバナーによる演題「今、クラブに求められているもの」で基調

講演を頂きました。会場を移動して６分科会それぞれに各部会のテーマに基づきリーダーから活動方針と

各クラブへの伝達事項の説明がなされました。続いての全体会議では「次年度地区運営について」笠  慶宣

次年度地区幹事より、地区組織についての説明と地区役員へのお願い・各クラブへの地区行事の説明が

なされました。園田嘉生地区会計長からは、次年度地区予算案の説明に続き、次期クラブ会長による

予算案の承認が行われ、満場一致でご承認をいただきました。最後に﨑永  剛ガバナーより講評をいただき、

福田金治ガバナーノミニーの閉会の辞で、研修の部を終了し閉会の点鐘となりました。

　最後にロータリーの根幹をなす親睦のための懇親会に移動して、牟田清敬佐賀ロータリークラブ会長の

歓迎の挨拶に続き、野口  清パストガバナーの乾杯の発声で開宴しました。会場には佐賀特産の佐賀牛カレー・

イカの活き造りや山海の珍味、近年クローズアップされて来た佐賀の酒が所狭しと並べられ、メンバーや

クラブ同士の親睦に花を添えていました。最後まで和やかに親睦の輪が広がり「手にて手つないで」の

斉唱に続き駒井ガバナーエレクトの閉会のご挨拶で、地区研修・協議会を無事終了しました。

　最後になりましたが、地区研修・協議会の開催につきましては、駒井ガバナーエレクトはじめガバナーエ

レクト事務所の皆様方のご指導ご協力に感謝し、佐賀ロータリークラブ会員皆様のご協力で終了できま

したことを、ここに報告し、2740地区各クラブのますますの発展を祈念して、報告といたします。

地区研修・協議会実行委員長
上村  春甫（佐賀ＲＣ）
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ロータリー財団奨学生研修会

　平成29年６月22日（木）、佐世保市ハウステンボスにて財団奨学生候補者の留学前研修会が開催さ
れました。候補者の一名はイギリスにて「母子の健康問題」をテーマに留学を予定している酒井貴子さ
ん（社会人女性）で、もう一名は同じくイギリスにて「マラリアの感染メカニズムの解明」をテーマとして
留学を予定している外川裕人君（長崎大学熱帯医学研究所・大学院生）です。
　二人にはロータリーの歴史、信条など学んで頂き、その後、留学先でお世話になるロータリークラブ
で卓話をする折のマナーやプレゼンテーション作成について研修を行いました。　
　二人とも大変優れた研究テーマを持っており、また堪能な英語で発表する準備が整っていましたが、
イギリスの、ロータリークラブ例会での挨拶や発表としてはやや堅く、ジョークも不足しているなど財団
の委員の方々からは厳しい指導など受けつつも、和やかな雰囲気の中で進められた研修会でした。　

2740財団委員長　　　　  西川義文（大村ロータリークラブ）
財団奨学委員長　　 　　  喜多清基（島原ロータリークラブ）
地区補助金委員長　 　　  岡田金助（ハウステンボスロータリークラブ）
財団奨学委員　　　　　　森本大輔（大村ロータリークラブ）
2740補助金委員長　　　  隅　康二（佐賀西ロータリークラブ）
グローバル奨学生候補者　 酒井貴子（社会人・文学士）
　　　留学先：University of Sussex（イギリス・サセックス大学大学院）
地区補助金奨学生候補者　 外川裕人（長崎大学大学院・獣医師）
　　　留学先：The Francis Crick Institute（イギリス・フランシスクリック研究所）

研修会参加者

ロータリー財団補助金委員長
隅　康二（佐賀西ＲＣ）

プレゼンテーション中の酒井貴子さん 集合写真
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　「ロータリー文庫」は日本ロータリー50周年記念事業の一つとして1970年に創立された
皆様の資料室です。
　ロータリー関係の貴重な文献や視聴覚資料など、約２万４千点を収集・整備し皆様のご利
用に備えております。閲覧は勿論、電話や書信によるご相談、文献・資料の出版先のご紹介、
絶版資料についてはコピーサービスも承ります。また、一部資料はホームページでPDFもご利
用いただけます。
　クラブ事務所にはロータリー文庫の「資料目録」を備えてありますので、ご活用願います。
　以下資料のご紹介を致します。

ロータリー情報

 ◎「ロータリー概論－ロータリー史からみた奉仕の理想」　　あわじ中央R.C.　2002　167p　
 ◎「ロータリーエッセイ-英米史の中でのポール P.ハリス考」　　矢作好英　2009　27p
 ◎「ロータリーの基本～研修の手引き」　　本田博己　2012　40p　
 ◎「全く私(わたくし)的なロータリーの記録」　　井原俊彦　〔2015〕　83p　       
 ◎「職業奉仕を学ぶ」　　D.2680　〔2015〕　108p
 ◎「クラブ会長スピーチ集」　　D.2650　2016　94p 
 ◎「『ロータリーの真髄』～変えてはいけないロータリー」　　深川純一
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　D.2510 IM実行委員会　2017　31p

〔上記申込先：ロータリー文庫〕
 ◎「世界でよいことをしよう:ロータリー財団百年誌」
　　　　　　　　　　　　　デイビッド C.フォワード　R.I.　2015  296p

〔申込先：国際ロータリー日本事務局　FAX（03）5439-0405〕
 ◎「ロータリー入門書2017～2018年度版」
　　　　　　　　　　　　　前原勝樹・重田政信・渡辺好政　　　2017　227p

〔申込先：北斗事業出版　TEL（03）5207-6681〕
 ◎「ロータリー財団ハンドブック」　D.2750　2017　112p 

〔申込先：D.2750　FAX（03）5472-2750〕

文　庫　通　信（358号）

ロータリー文庫
〒105-0011東京都港区芝公園2-6-15黒龍芝公園ビル３階
TEL（03）3433-6456・FAX（03）3459-7506　　http://www.rotary-bunko.gr.jp
開館＝午前10時～午後５時　　休館＝土・日・祝祭日
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ロータリークラブ事務局連絡一覧表

グループ クラブ名 会　　長 幹　　事 ＴＥＬ ＦＡＸ メールアドレス

第
１
グ
ル
ー
プ

佐　　賀 副島真一郎 古賀　浩之 0952-22-7118 0952-20-7605 sagarc@hyper.ocn.ne.jp

小　　城 池田　安正 古川　博文 0295-73-4111 0952-72-4120 m_nisimu@ogi-cci.or.jp

牛　　津 今泉　孝之 明石　寿彦 0952-66-1463 0952-66-1463 usizu.rotary.club@gmail.com

多　　久 永石　喜八 古井　俊路 0952-75-2122 0952-75-2122 taku-rc2740@saga.email.ne.jp

佐賀大和 井手　浩利 川浪　正大 0952-37-9180 0952-37-9180 yamatorc358@juno.ocn.ne.jp

第
２
グ
ル
ー
プ

佐 賀 西 宮地　大治 松本　　一 0952-22-7119 0952-22-3866 sagaw-rc@po.saganet.ne.jp

佐 賀 北 古川　清文 野中　　毅 0952-20-1100 0952-20-1101 s-n-rc@aurora.ocn.ne.jp

佐 賀 南 藤井　義博 北村栄一郎 0952-22-6145 0952-20-7710 s-src2740@wind.ocn.ne.jp

神　　埼 空閑　彰彦 下津浦　公 0952-51-4321 0952-51-4365 kanzaki-rc@guitar.ocn.ne.jp

佐賀空港 承山　孝吉 大久保美季 0952-22-7119 0952-22-3866 cxc2xkks4@i.softbank.jp

第
３
グ
ル
ー
プ

有　　田 福田　雅信 石川　慶蔵 0955-43-3120 0955-43-3140 aritarc@isis.ocn.ne.jp

武　　雄 谷川　大志 山下　　功 0954-22-3644 0954-22-3659 takeorc@cableone.ne.jp

鹿　　島 織田　喜六 山下　義則 0954-62-2624 0954-62-2633 kasimarc@vip.saganet.ne.jp

嬉　　野 森　　四朗 吉田　直樹 0954-43-0310 0954-43-0310 ureshinorotary@cocoa.ocn.ne.jp

大　　町 山口輝二郎 池田　英紀 0952-82-5002 0952-82-5059 ohmatirc@star.saganet.ne.jp

白　　石 大田尾一美 山口　繁喜 0952-82-5002 0952-82-5059 xf332483@dj8.so-net.ne.jp

太　　良 久保　信弘 秀島　　寛 0954-62-2624 0954-62-2633 kasimarc@vip.saganet.ne.jp

第
４
グ
ル
ー
プ

唐　　津 東島　吉隆 德川　清隆 0955-75-0101 0955-73-3336 karaturc@iris.ocn.ne.jp

伊 万 里 松本　壽雄 小山　　晃 0955-22-3737 0955-22-3737 imarirc@arion.ocn.ne.jp

唐 津 東 都市右太雄 平野功二郎 0955-75-0102 0955-73-3336 k-east-rc@circus.ocn.ne.jp

唐 津 西 吉井　正司 牧原　　康 0955-75-0103 0955-73-3336 karatsuwrc@vc1.people-i.ne.jp

伊万里西 古賀　秀仁 栗原　充昭 0955-22-7878 0955-22-7878 i-westrc@po.saganet.ne.jp

唐津中央 時津芽久美 中山　　亘 0955-75-4643 0955-73-3336 ka-chuo-rc@vc1.people-i.ne.jp

第
５
グ
ル
ー
プ

佐 世 保 富永　雅弘 坂元　　崇 0956-22-7720 0956-25-6323 src@circus.ocn.ne.jp

平　　戸 加賀江順市 江田　洋一 0950-22-3131 0950-22-3130 infohirado@hiradocci.or.jp

佐世保西 吉武　直亮 樋口　聡子 0956-23-9030 0956-24-9292 wrotary@fsinet.or.jp

北 松 浦 辻田　智一 横尾　成人 0956-62-4162 0956-62-4163 ri2740kitamatsuura@gmail.com

松　　浦 角野　智志 中山　吉則 0956-72-5678 0956-72-5678 matsuura.rc.2740@carrot.ocn.ne.jp
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ロータリークラブ事務局連絡一覧表

グループ クラブ名 会　　長 幹　　事 ＴＥＬ ＦＡＸ メールアドレス

第
６
グ
ル
ー
プ

佐世保南 小川　　信 矢次　保夫 0956-22-5600 0956-22-5755 ssrc580110@beach.ocn.ne.jp

佐世保東 鶴﨑　耕一 西畑栄一郎 0956-39-5570 0956-39-5907 ssbestrc@gaea.ocn.ne.jp

佐世保北 峯　　徳秀 渡会　祐二 0956-22-7144 0956-22-1201 offi  ce@sasebonorth.org

佐世保中央 岩政　　孝 川島　千鶴 0956-25-5595 0956-25-3445 chuo.rc@theia.ocn.ne.jp

佐世保東南 法本憲一郎 柳場　嘉邦 0956-76-8642 0956-76-8643 info@saseboes-rc.jp

ＨＴＢ佐世保 佐々木茂彦 中川　英俊 0956-58-4008 0956-58-4008 htbs2740@m21.alpha-net.ne.jp

第
７
グ
ル
ー
プ

大　　村 森本　英敏 太田　陽子 0957-42-6192 0957-42-6193 omura.rc@cap.bbiq.jp

島　　原 花田　勝美 谷川　正文 0957-73-6131 0957-73-6132 rc2740shimabara@gmail.com

雲　　仙 金子壽重子 福田　宥晃 0957-73-3617 0957-73-2261 miyamoto@unzen.org

大 村 北 庭木　秀男 上田　善行 0957-20-7205 0957-20-7206 omura-n-rc@celery.ocn.ne.jp

島 原 南 森　　　誠 赤司　智子 0957-84-3883 0957-84-3883 shimabara-M-Rotary.club@shokokai-nagasaki.or.jp

大 村 東 吉川　幸太 緒方　伸彦 0957-54-5155 0957-47-5119 oeast.rc@lily.ocn.ne.jp

第
８
グ
ル
ー
プ

諫　　早 松原　　究 立川豊三郎 0957-22-3323 0957-24-3638 icci35@abeam.ocn.ne.jp

諫 早 北 辻本　　隆 光石　尚彦 0957-22-3323 0957-24-3638 icci18@orange.ocn.ne.jp

諌 早 西 塚原　浩三 山本　健志 0957-22-3323 0957-24-3638 icci41@ninus.ocn.ne.jp

諌早多良見 橋本　満典 馬來　直志 0957-22-3323 0957-24-3638 icci10@orange.ocn.ne.jp

諌 早 南 荒木　和美 中島　毅洋 0957-35-8686 0957-35-8786 rc373373@galaxy.ocn.ne.jp

第
９
グ
ル
ー
プ

長　　崎 前原　晃昭 坂本　卓也 095-821-1009 095-824-9071 nrc@ninus.ocn.ne.jp

福　　江 中村　吉廣 才津　喜彦 0959-72-3108 0959-74-1588 frc64-fcrc75@vc.fctv-net.jp

長崎北東 辻村　栄蔵 浜本　義文 095-843-6635 095-845-9411 n-hokutorc@nerotary.org

福江中央 江口　正則 富川　吉夫 0959-72-3108 0959-74-1588 frc64-fcrc75@vc.fctv-net.jp

長 崎 西 水本　由幸 深堀　俊一 095-828-1091 095-824-5520 nwrc2740@ngs2.cncm.ne.jp

長崎琴海 佐藤　　豊 西村　潮満 095-884-0169 095-884-0118 kinkairc@road.ocn.ne.jp

第
10
グ
ル
ー
プ

長 崎 北 中部　省三 鈴木　茂之 095-825-6485 095-824-9071 n-kitaro@giga.ocn.ne.jp

長 崎 南 山田　　晃 瀬戸　信二 095-821-1041 095-826-4756 info@minamiro.jp

長 崎 東 瀬崎　陽三 山本きよみ 095-825-6491 095-821-5857 n-eastrc@ngs2.cncm.ne.jp

長崎みなと 松尾　龍彦 本多秀一郎 095-834-8530 095-837-8536 higanagaro@mxc.cncm.ne.jp

長崎中央 本田　徳光 田中　達也 095-825-8585 095-825-8587 n-chuorc@arion.ocn.ne.jp

長崎出島 松園　　隆 佐伯　秀人 095-822-9632 095-826-4756 dejimaro@lime.ocn.ne.jp
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国際ロータリー第2740地区
2017-2018年度　ガバナー

駒井　英基

新年度の開始に伴って思う事
　例年通り、今年も７月11日鹿島RC様からガバナー訪問が始ま
りました。
　当地区の恒例となっているのですが、ガバナー訪問に先立って祐徳稲荷神社さんへの安
全祈願のお祓いを受けてからスタートすることになっております。
　毎年鹿島RC様には、大変良くしていただいておりまして、ここで153段の階段を上り、壮麗
な神殿にて清祓をしていただき、当地区2,250名の会員の皆さんのご活躍と各クラブの益々
のご繁栄を祈りつつ、自らの心を清めてから、地区内の訪問スタートを切ることになりまし
た。先輩ガバナー様方から、特に体に気を付けて取り組んでくださいと言われておりましたこ
とを改めて、思いだし、訪問スケジュール表を改めて見直しつつ、一年で一番暑い時期に、両
県内57クラブを訪問するのですから、なるほどと思いつつ、「鹿島立ち」の意味を重くかみし
めながら、気を引き締めて参らなければと、決意を新にさせていただきました。
　ガバナー訪問は、鹿島RC様に続き、佐世保RC様、長崎RC様、唐津RC様、伊万里RC様、
佐賀RC様、諫早RC様、地区内唯一の土曜日例会である雲仙RC様、そして佐賀西RC様、
長崎南RC様、平戸RC様、松浦RC様、インターアクト年次大会に参加し、７月末に佐世保北
RC様の訪問と年次大会などの事業が目白押しでした。
　私の年度では、今年３月に2016年度規定審議委員会決議を盛り込んだ新しい手続き要
覧が、配布されていますので、其れに従い各クラブ様方も、標準定款を新しいものにと取り
換えていただくことと、常設委員会の配置が今までと異なっておりますので、それに準じた委
員会構成にしていただけるように、御願いすることになります。ただ、クラブ管理運営のみが
聞きなれない委員会ですが、これは従来のクラブ奉仕委員会に新会員の教育を加えた機能
を有する委員会と認識して頂ければ、その他の委員会は既に各クラブに既に機能しておられ
る委員会であると思われますので、混乱は少ないのではないかと思っております。８月６日の
クラブ奉仕戦略セミナーにて詳しく各部門から説明があると思いますので、御協力宜しくお
願い致します。

ガバナー 挨 拶
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第２グループ　ガバナー補佐

山口　誠二
（佐賀北ＲＣ）

　初秋とはいえ、残暑が残るような季節になっています。地球
温暖化の環境になっていますね。地球は人類だけのものではな
く、アンコの薄皮みたいなうすっぺらな大気圏はすべての生物の
共有物です。みんなで大切に使いましょう。
　さて、駒井ガバナーの助走段階の研修が今年になって始ま
り、準備を整え本番の新年度が始まりました。私の担当である第
２グループの皆様にもご挨拶させていただき、ただいま序盤のク
ラブ協議会回りの段階です。
　今回佐賀北ロータリークラブの先輩が会社に来られてガバナー補佐の要請を受けまし
た。状況が私に「ガバナー補佐をやりなさい」また「ロータリーを深く知る機会を与えたよ」と
指示しました。またチャンスを与えていただき感謝します。
　各クラブには知り合いがいて日頃の活動は雑談の中でお聞きはしていたものの公式にお
伺いする機会を得て大変感謝しております。各クラブさん地域に根差した奉仕活動をされて
いますね。継続事業だけでなく、今年度新しい奉仕活動を検証出来たらと楽しみにしてい
ます。
　イアン・ライズリーRI会長も次世代のために知識豊富なリーダーを育成し続ける必要があ
るとも言われていて、私たちロータリアンは元気なクラブにするため会員増強と若いリーダー
を育てていかなければいけません。私も入会したての時は不安だらけでした。新入会員さん
が入会され不安な時はみんなで声掛けしていきましょう。サポート体制も検証させていただ
きながら地区からのご支援も伝えればと思っています。
　また今年度のRIのテーマ「ロータリー：変化をもたらす」ということで「私たちロータリアン
が変化して行くこと」が、地域・地区・世界を変えていくことだと述べられています。駒井ガバ
ナーも挨拶の中で言われていますが、「人道的な奉仕活動はいつの時代にも普遍的な価値
がある」ということを、いつも唱和している「奉仕の理想」ロータリーに入ってから今までみん
なと歌ってきていましたが、今回ガバナー補佐になりロータリーの目的を読み返すごとにこの
「奉仕の理想」の重みを感じる今日この頃です。
　他クラブのロータリアンと話す機会があり、「ロータリーと他の奉仕団体との違いは」が議
題になり、結論としてロータリーの目的第２項、職業上の高い倫理基準を保ち、役立つ事後
とはすべて価値あるものとして認識し、社会に奉仕する機会としてロータリアン各自の職業
を高潔にすることという「職業奉仕」に達しました。
　今回ガバナーアシスタントとして、各担当クラブにお邪魔して、時間の取れる限り一緒に奉
仕活動させていただき、各クラブさんの中から検証お手伝いをさせていただきたいと思いま
す。第２グループの皆さんよろしくお願い申し上げます。

ガバナー補佐リレー随想
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　2019～2020年度ガバナー候補者の推薦について、2016年12月ガバ
ナー月信（Vol.６）にて地区内クラブ会長宛に募集が通知されましたが、
期限内に推薦の申し出はありませんでした。
　従いまして、国際ロータリー細則第14条第２節「ガバナー指名手続」の
定めにより、2017年7月7日のガバナー指名委員会に於いて指名されました
千葉憲哉君（諌早北RC）が、2019～2020年度ガバナーに就任するガバ
ナーノミニーに選出されたことを決定宣言いたします。

2017年８月１日
国際ロータリー第2740地区

ガバナー　　駒　井　英　基

生年月日　　1946年11月30日
住　　所　　長崎県諫早市貝津町
役　　職　　医療法人祥仁会　理事長
　　　　　　社会福祉法人祥仁会　理事長

経　　歴　　1976年　　 　長崎大学医学部専門課程卒業
　　　　　　1977年　　 　長崎大学第二外科教室入局
　　　　　　1988年　　 　救急　西諌早病院　院長　
　　　　　　1990年　　 　医療法人祥仁会　理事長
　　　　　　1999年　　 　社会福祉法人祥仁会　理事長
　　　　　　2003～13年　長崎大学医学部臨床教授
　　　　　　2011年～　 　九州経済連合会　会員　　
　　　　　　2012年～　 　地方独立行政法人長崎市立病院機構　理事

ロータリー歴　　1990年　　　 諫早北ロータリークラブ入会
　　　　　　2014-15年　  諫早北ロータリークラブ会長
　　　　　　1991年　　　 米山功労者
　　　　　　1997年　　    ポール・ハリス・フェロー
　　　　　　1999年　　　 マルチプル・ポール・ハリス・フェロー
　　　　　　2014年　　 　米山功労者（４回目）
　　　　　　2016-17年　  RI2740地区　第8グループガバナー補佐
　　　　　　2016年10月　マルチプル・ポール・ハリス・フェロー認証（４回目）

学 位 他　　医学博士号取得
　　　　　　アメリカ外科学会正会員　F.A.C.S
　　　　　　日本外科学会指導医・専門医
　　　　　　日本消化器外科学会指導医・専門医
　　　　　　日本核医学学会PET核医学臨床認定医
　　　　　　日本大腸肛門病学会　指導医・専門医
　　　　　　国際膵臓病学会正会員

ガバナーノミニー決定宣言

千葉  憲哉（ちば  けんや）君のプロフィール
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　恒例による鹿島立ち。祐徳稲荷神社に駒
井ガバナー、笠地区幹事、花島ガバナー補佐
他２名のお客様をお迎えし、神前にて2740
地区の繁栄と駒井ガバナーを始め会員の健
勝と、この１年各人が重責を全うできますよ
う祈願いたしました。
　その後、懇談会にて活動計画の説明と意
見交換を行いました。当クラブの質問として、
「次年度以降の組織作り（CLPに向けて）」、
「交換留学生の派遣受け入れ」、「ローター
アクトの育成、助成（地区からの補助）」、
「クラブフォーラム開催の考え方」等を取り
あげ、これに対し助言指導を頂きました。
　その後、公式訪問例会にて駒井ガバナーよ
り地区運営方針を簡潔に分かりやすく説明

　2017年７月12日（水）佐世保ロータリークラブ
第3267回、本年度第２回目の例会は、国際ロー
タリー第2740地区駒井英基ガバナー、第５グルー
プ岩崎邦臣ガバナー補佐、笠 慶宣地区幹事をお
迎えしての公式訪問例会を開催いたしました。
　当日は、例会に先立ち11：30より懇談会を開き、
当クラブの現況の説明を行い、活動計画、佐世保
８ロータリーの事業に対して、ご意見やアドバイス
を頂きました。また、CLPに沿った当クラブの組織
図表に対して、お褒めのお言葉を頂きました。
　引き続き例会では、RIテーマ「ロータリー：変化
をもたらす」、地区運営方針「地域社会にも変革
を！」を含むRIテーマに対する地区運営の考え方
をお話し頂きました。特に、RIの定款、細則の変
更に伴い、各クラブの戸惑いに対してガバナーと
してのお考えを述べられ又、ロータリーの公共イ
メージと認知度の向上を目指していくことの重要

をして頂き、新しい時代の流れを感じながら
不易流行を心に留め「変化をもたらす」を実
行していきます。

性を説明して頂きました。
　ガバナー公式訪問例会は和やかな中にも緊張
感のある佐世保クラブらしい例会が開催できま
した。駒井英基ガバナー、第５グループ岩崎邦臣
ガバナー補佐、笠 慶宣地区幹事には、今後ともご
指導頂きながら、ますますのご活躍をお祈り申し
上げます。
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　平成29年７月13日（木）、駒井英基第2740地区
ガバナー、中村重敏第９グループガバナー補佐、鐘ヶ
江輝昭地区副幹事、成清啓二事務局長をお迎えし
て、ガバナー公式訪問例会を開催いたしました。
　当日は例会前に、前原晃昭会長、川原強会長エ
レクトに幹事・副幹事を交えて懇談会が行われ、
当クラブの概況報告やクラブ運営方針の説明を
させて頂きました。
　駒井英基ガバナーより、昨年のRI規定審議委
員会での規約改訂への対応や、地域社会に認知
されるロータリーを目指しての活動・広報の重要
性について、ご教示頂きました。
　その後例会では、駒井英基ガバナーによる卓
話を行って頂き、RIテーマとイアン・ライズリーRI
会長のメッセージ「ロータリー:変化をもたらす」
をわかりやすくご説明頂き、地区運営方針である
「地域社会にも変革を！」の方針と共に、変革の
方向性が良く理解出来ました。

　駒井英基ガバナー、笠慶宣地区幹事、白川十郎
第４グループガバナー補佐（当伊万里クラブ）を
お迎えして、ガバナー公式訪問例会を開催しま
した。
　例会に先立ちまして当クラブの会長、幹事、
会長エレクトの３人が参加して懇談会が行われ
ました。
　当クラブの最大の目標は現在28名の会員を最
低30名に、又それ以上の会員増強を図ることを
話し合いました。　駒井ガバナーは当クラブが
継続して行っている、第11回伊万里観光いろはか
るた大会、第52回青少年伊万里有田剣道大会等
を通して職業奉仕にて地域社会に貢献しつつ新
聞や市の広報などで活動を多くの人に知ってもら
うことがロータリーのテーマ「ロータリーとは何
ですか」との問いに　『ロータリー：変化をもた
らす』で地域社会に知ってもらえば会員増強にも
繋がるのではないかとのことでした。

　当クラブも時代の変化に対応するために、クラ
ブ創立80年を超える歴史と伝統を大切にしながら
も、果敢に変革に取り組んで参りたいと思います。
　駒井英基ガバナー、中村重敏ガバナー補佐、
鐘ヶ江輝昭地区副幹事、成清啓二事務局長に
は、この度のご来訪に感謝申し上げますと共に、
一年間のご活躍、ご健勝をお祈り申し上げます。

　例会では本年度の方向性や地区の方針、クラブ
としての取り組みをわかりやすく講演していただ
きました。
　最後に駒井英基ガバナー、白川十郎ガバナー
補佐、笠慶宣地区幹事のご健勝とご活躍を御祈
念し、今後ともご指導をよろしくお願いします。
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　平成29年７月20日に駒井英基ガバナー、
八頭司博ガバナー補佐、笠慶宣地区幹事をお迎
えして、ガバナー公式訪問例会を開催致しま
した。
　例会に先立ち、岸川会長エレクト、古賀幹事と
ともに懇談会を開催、ガバナーより、RIからの要
望事項等をお伝え頂きました。
　当クラブ概要については、事前に現況と活動計
画書をきちんと読まれ、御理解をして頂いたため
に、特段の説明をすることもありませんでした。
　尚、青少年健全育成のために選抜した高校生
へ給付している公益信託佐賀ロータリークラブ
奨学基金については、今後も続けて、又広報する
ように適切な御指導を頂きました。
　その後、例会では、駒井ガバナーがプロジェク
ターを使って、今年度のRIよりのメッセージ、地
区運営方針等について、非常にわかりやすく、時
にはウィットも含めて、具体的な説明をして頂い

　国際ロータリー2740地区　駒井ガバナー・吉
田ガバナー補佐・笠地区幹事をお迎えしてのガバ
ナー公式訪問と例会を開催いたしました。
　例会に先立ち、当クラブ会長・幹事・会長エレ
クトとの懇談会を行いました。
　雲仙クラブの概要及び運営方針の説明会を
行った後、駒井ガバナーより次のような講評を頂
いたところです。
①定款や細則が整備されている事。
②クラブ活動報告及び計画書において、
　冒頭にロータリーの目的及び四つのテストが、
掲げられていることについて高い評価を頂いたと
ころです。
　駒井ガバナーの卓話では、ロータリーの在り
方も時代とともに変化して行く、そうした流れに
あって、変化に対応出来る体制づくりが求められ
てくることは必置である。
　ITやメディアの活用によってクラブの特徴や活
動を広くアピールするとともに個々の研鑽や親睦
を深めるとともに、限りなく、奉仕の理想を追求

たため、大変有意義な時間を過ごす事ができま
した。
　駒井ガバナーはじめ地区幹事の皆様方御苦労
様でした。
　今後の御健勝と御活躍を祈念しております。

していくことが求められる。と力説されました。
　大変充実した時間でありました。
　数々のご教示を頂き、厚く御礼申し上げます。
　また、ご同行頂きました、佐賀南クラブの江副
了君より会長エレクトとして、11月に開催される
地区大会のご案内を頂きました。
　駒井ガバナー始めご出席頂きました皆様方の
ご健勝を祈念申し上げ、公式訪問の報告と致します。
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　さる７月26日、駒井英基ガバナー、第10グルー
プ山口善生ガバナー補佐、笠慶宣地区幹事をお
迎えし、公式訪問例会を行いました。例会に先立
ち、山田会長、杉田会長エレクト、瀬戸幹事とと
もに懇談会を行い、当クラブの概況、当年度方針
説明、質疑応答など意見の交換を行い、熱心な
意見交換は当初30分の予定を超えて、例会開始
直前まで続きました。
　例会においては、本年度RI方針などについての
説明がなされ、「ロータリー：変化をもたらす」に
ついて、決してRIは大幅な改革を考えているわけ
ではなく、今まで通りにロータリー活動を行って
ほしいとのことでした。また、当クラブ例会場入
り口に掲示している「入りて学び、出でて奉仕せ
よ」にも触れていただき、職業奉仕の大切さをお

話しいただき公式訪問例会を無事に終えること
ができました。
　駒井ガバナーをはじめとした皆様の公式訪問
に感謝いたしますとともに、この一年のご活躍を
祈念いたします。

　７月27日（木）駒井英基ガバナー、岩崎邦臣第５
グループガバナー補佐、笠慶宣地区幹事をお迎え
してのガバナー公式訪問を開催いたしました。
　例会前の会長、会長エレクト、幹事、次期幹事
との懇談会では、当クラブの運営方針及び概要に
ついて説明させて頂きました。CLPによる委員会
組織再編ではお褒めの言葉を戴き、当クラブの、
平戸つつじ花壇と鄭成功廟の清掃を年3回程度
行っており、クラブの活動の一つとして取材しても
らうようアドバイスを頂きました。
　例会では駒井ガバナーより本年度のRIの方針
や地区運営方針をご説明頂き、クラブセントラ
ル、マイロータリーの登録など、ロータリーをより
理解できるよう目指したいと思います。翌日も隣
の松浦ＲＣのガバナー公式訪問が続くため、例会
後は懇親会を開催し、和やかな雰囲気の中、２次

会まで盛り上がり楽しいガバナー公式訪問となり
ました。
　駒井ガバナー、岩崎ガバナー補佐、笠地区幹事
のご来訪に感謝し、今後ともご指導の程よろしく
お願いいたします。暑い中、ガバナー公式訪問が
続きますのでご自愛ください。



ROTARY：MAKING  A  DIFFERENCE

GOVERNOR'S  MONTHLY  LETTER  vol.39

　７月28日（金）駒井英基ガバナー、岩崎邦臣ガ
バナー補佐、笠慶宣地区幹事をお迎えして、ガバ
ナー公式訪問例会を開催しました。例会に先立
ち行われた会長幹事との懇談会では、当クラブの
現況と前期の活動内容、当期及び今後の活動計
画について報告しました。駒井ガバナーからは、
今期の地区運営方針「地域社会にも変革を！」
とはどういう意味か、CLPに対する取り組み方、
クラブ運営委員会を通じた新人教育の必要性、
ロータリーの活動内容をクラブセントラルに登録
し、広報活動していくことの重要性等についての
ご指導をいただきました。また、例会の卓話でも
上記に加え、RIの戦略計画、ロータリーの目的、
クラブ定款と細則の違いについてお話しいただ
き、会員一同、大変有意義な時間を過ごせたと思

います。松浦クラブは現在会員数30名（昨年比
純増３名）、今年45周年を迎えます。角野会長の
運営方針「人びとの人生に変革を！」を目標に、地
域社会においてリーダーシップを発揮すべく元気
に活動していきたいと考えております。

 スリランカの洪水被災支援および
九州北部集中豪雨被害義援金への御礼

　福岡県朝倉地区の大水害に対する義援金として2,326,689円
　スリランカ大水害に対する義援金として1,206,600円  を賜りました。
　地区内各クラブの皆様方へ心より感謝申し上げます。
 

　８月10日に、福岡県の第2700地区とスリランカ大使館の指定口座へ振込させていただき
ました。
　特に第2700地区は地区社会奉仕委員会が中心となって被災された方々への直接の支援
に当たられるとの報告と当地区の皆様方へのお礼の言葉を頂いております。
　皆様方からの、温かいご支援に心より感謝いたします。
　最後になりましたが、第2700地区の皆様のますますのご発展とご健勝を祈念して御礼の
言葉と致します。

第2740地区ガバナー　駒井英基
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■各ゾーンにはロータリーコーディネーター（RC）、ロータリー公共イメージコーディネーター（RPIC）、ロータリー財団
地域コーディネーター（RRFC）、恒久基金／大口寄付アドバイザー（EMGA）の３人のコーディネーターと１人のアドバイ
ザーが国際ロータリーから任命されています。私どもの役割は、研修者、コンサルタント、アドバイザーとして、ガバナーと
地区チームの皆さまをサポートすることです。会員の入会と参加の促進、地域社会でのロータリーの推進、ロータリー財団
の支援を通じて国際ロータリーの戦略計画を遂行するために、ガバナーの皆さまと地域リーダーがチームとなって協力す
ることが重要となります。従いまして、地区セミナー、地区大会、PETS、地区研修・協議会などにおいて、それぞれの分野
に関するプレゼンテーションを行うことのできる機会がありましたら、お手伝いをさせていただきます。コーディネーター、
アドバイザーおよびコーディネーター補佐一同、今年度が皆さまにとって実り多い１年となることを願っております。

Zones 1 & 2 & 3

コーディネーターコーディネーター

NEWSNEWS
2017年８月号
発行：Zones 1 & 2 & 3
ロータリーコーディネーター
ロータリー公共イメージコーディネーター

第１ゾーン　ロータリーコーディネーター　酒井正人（RID2510：函館五稜郭RC）
　RCの主な役目は「クラブのサポートと強化」で、特に会員増強に向けた支援であります。しかし、ご承知
のようにゾーンの再編が行われ、日本は2.5ゾーンに縮小されることになります。これを元に戻すためには約
６千名の会員を純増しなければまりません。日本には２千強のロータリークラブがあります。5年間で各クラ
ブが純増３名を達成できれば決して夢のような話ではないと思います。みんなで頑張りましょう。

第２ゾーン　ロータリーコーディネーター　田中正規（RID2760：西尾RC)
　昨年４月の規定審議会はロータリーの歴史上の転機と言われています。すなわちクラブの裁量が大きくな
り、柔軟性が増しました。柔軟なクラブ運営（例会の形式の多様化、出席要件の緩和、異なる会員種類の
提供、例会スケジュールの変更等）とクラブの強化が求められています。それには例会の充実、多くの会員の
リーダーシップの発揮、ビジョンの作成、新会員の指導等があります。戦略計画に基づき、目標設定、行動
計画の立案、実行が必要とされます。そのために、RIから多くのリソースが提供されています。私たちゾーン
のロータリーコーディネーターも利用してください。

第３ゾーン　ロータリーコーディネーター　若林紀男（RID2６60：大阪東RC）
　愈々新年度が始まり、ガバナーの皆様には勇躍の思いを持って任務に就かれておられると存じます。RIの
会長は年ごとに替わっても常に会員基盤の強化推進を提唱されます。日本に於いても「会員増強」は喫緊の
課題であり、地区・クラブでは大きなウェイトをかけて取り組み続けておられます。本年度第３ゾーンのリー
ダーの方 と々共に、地道にクラブ活性化→会員維持・会員増強の成果をあげる為、ARCによる地区別専任
担当制を用いてご協力させていただきますので、どうぞ宜しくお願い致します。
関西地区担当　高島凱夫（D2660）　中国地区　伊藤 文利（D2690）　九州地区　穴井元昭（D2700）

第1ゾーン　ロータリー公共イメージコーディネーター　鈴木秀憲（RID2570：吹上RC）
　公共イメージと認知度の向上のために行うべき事は、①我々ロータリアンの活動について　②世間へ発
信する内容について　③世間へ発信する方法について　の三つに分けられると考えます。単に広報するので
はなく、「世間の方々に良いイメージでロータリーについてご理解頂く」事が大切です。この観点から、今後
上記①,②,③について、皆様と共に考えたいと存じます。どうぞ宜しくお願い致します。

第２ゾーン　ロータリー公共イメージコーディネーター　渡辺治夫（RID2780：横須賀RC）
　国際ロータリー第２ゾーン「ロータリー公共イメージコーディネーター」という身に余る重責に身の引き締
まる思いでおります。ＲＰＩＣの任務に初めて取り組みますが、誠心誠意務めてまいりますので皆様のお力添
えを賜りたくお願い申し上げます。イアンＨ．Ｓ．ライズリーＲＩ会長は、「ロータリーとは何ですか？」という問
いに「自らの〝行動〟によって答えましょう」と述べました。そしてＲＩは「People of Action（世界を変える行
動人）」公共イメージキャンペーンをはじめています。このキャンペーンに則り、行動を持って「公共イメージ
と認知度の向上」に取り組んで参りたいと存じます。

第3ゾーン　ロータリー公共イメージコーディネーター　横山守雄（D2660：大阪中央RC）
　昨年度一年目はRPICとして、どの様な活動が各クラブと各地区にメリットを齎すことができるのか暗中模
索の状態からスタートいたしました。ゾーン内各地区の皆様と対話を重ねることによって、各クラブや地区の
ニーズが次第に汲み取れるようになりました。近年、ロータリーの公共イメ－ジと認知度の向上活動、そして
RI・地区・クラブ運営のIT化が加速しております。新年度はギアアップを図り会員の皆様に少しでもお役に立
てますように努力いたします。引き続き皆様のご協力を宜しくお願い申上げます。 
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　「ロータリー文庫」は日本ロータリー50周年記念事業の一つとして1970年に創立された
皆様の資料室です。
　ロータリー関係の貴重な文献や視聴覚資料など、約２万４千点を収集・整備し皆様のご利
用に備えております。閲覧は勿論、電話や書信によるご相談、文献・資料の出版先のご紹介、
絶版資料についてはコピーサービスも承ります。また、一部資料はホームページでPDFもご利
用いただけます。
　クラブ事務所にはロータリー文庫の「資料目録」を備えてありますので、ご活用願います。
以下資料のご紹介を致します。

地区大会講演より
 ◎「Rotary－かえりみて、あすを考える」　久野　薫　2017　16p　（D.2630地区大会）
 ◎「ロータリアンの矜持」　藤川享胤  2017 　８p　（D.2590地区大会の記録）
 ◎「2020年東京オリンピックのレガシーとロータリーの多様性」　水野正人　2017　７p

（D.2590地区大会の記録）
 ◎「危機管理の人生」　安斎　隆　2017　12p　（D.2530地区大会記念誌）    
 ◎「2030年、そのとき日本は」　国谷裕子　2017　２p　（D.2640地区大会記録誌）
 ◎「みどりの力で心の復旧・復興を」　涌井雅之　2016　11p　（D.2530地区大会記念誌）
 ◎「人はどうがんと向き合うか？」　垣添忠生　2017　４p　（D.2710地区大会特集号）
 ◎「青森県の短命県返上活動の現状」　中路重之　2015　７p　（D.2830地区大会記録誌）
 ◎「障害者アートで社会を変える」　播磨靖夫　2016　５p　（D.2640地区大会記録誌）
 ◎「フランス人から見た日本文化のあれこれ」　リシャール　コラス　2017　４p

（D.2780地区大会報告書）

〔上記申込先：ロータリー文庫〕

文　庫　通　信（359号）

ロータリー文庫
〒105-0011東京都港区芝公園2-6-15黒龍芝公園ビル３階
TEL（03）3433-6456・FAX（03）3459-7506　　http://www.rotary-bunko.gr.jp
開館＝午前10時～午後５時　　休館＝土・日・祝祭日

【お詫びと訂正】 　月信７月号に誤記載がありました。ここに訂正し、お詫び申し上げます。 
訂正：13、14 頁　ガバナー公式訪問 クラブ協議会日程表 
　　　　（誤）神埼 RC 吉野ヶ里商工会館 → （正）神埼 RC 割烹きはら
　　　　（誤）大村 RC 12：30 ～ 長崎インターナショナルホテル 
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　→ （正）大村 RC 18：30 ～ いけす寿楽 
　　　16 頁　地区主要行事予定表 
　　　　（誤）第 7・8 グループ IM２月 17日（土） → （正）第７・８グループ IM３月３日（土） 
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国際ロータリー第2740地区
2017-2018年度　ガバナー

駒井　英基

清秋気配を受けて
　今年も短い梅雨の後、暑い夏が過ぎようやく秋風が心地よい
季節となってきました。地区内会員の皆様方は如何お過ごしに
なられたでしょうか。
　ガバナー訪問も８月中は、お盆休みの時を除いて、８月３日の諫早北RC様から３１日の唐
津東RC様まで、地区内の１７クラブを回らせていただきました。
　皆さん其々特徴のある活発なクラブ運営をなされており、当方も勉強させられました。こ
の地区は熱心な地区だと、他地区から言われる所以だと思います。
　今後も益々活発に活動していただけますように祈念いたしております。
　先月号の後、地区行事としては、７月29日のインターアクト地区大会が有田で開催されまし
て、地元有田RC様には、大変お世話になりました。またインターアクト委員会の皆様方お疲
れさまでした。来年は当地区が担当で全国大会を開催される予定との事。しっかりと準備さ
れてください。
　また、８月６日には、従前はクラブ奉仕セミナーでしたが、今年からクラブ奉仕戦略計画
セミナーと呼称も変わり、会員増強に加えて、新しく新設されたIT公共イメージ向上委員会、
クラブ管理運営委員会との合同セミナーが東彼杵コミュニティーセンターにて開催されまし
た。会員増強は、勿論いつの時代も重要ですが、折角入っていただいた新会員の方々の教育
やフォローも無くてはならない大切な事業となっています。それを担当するのが、クラブ管理
運営委員会の役割です。皆様方のクラブでもこの委員会新設をぜひお願いしたいと訪問中
に御願いしてまいりました。開設よろしくお願いいたします。同時開催のIT公共イメージ向上
委員会のセミナーでは、RIからクラブセントラルの登録を地区内クラブ様に御願いしてほしい
との意向もありましたし、My Rotaryへの登録も情報入手のためになくてはならないツールと
して活用していただくよう、今回から登録方法などの実務のセミナーも分科会として、準備い
たしました。地区内の皆様方には取り組んでいただけたでしようか。今後はペーパーレスの時
代が参ります。難なく対応できるようになりたいものです。また、折角の各ロータリーの素晴
らしい事業もマスコミに積極的に発信していかなくては、市民&県民の皆様方へロータリー
の認知が充分なされないことは勿体ないことですので、ぜひクラブ単位でも積極的に発信に
心がけてくださいますようお願い申し上げます。難しい時は地区IT公共イメージ向上委員会
に御相談下さい。委員長以下協力できる体制を、整えております。地区HPも７月以降改編し
ておりまして、必要書類のダウンロードや奉仕活動紹介欄なども充実させております。社会
に広く皆様方のロータリー活動が認知されますことを祈っております。

ガバナー 挨 拶
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第３グループ　ガバナー補佐

花島　光喜
（鹿島ＲＣ）

　この度、思いがけずガバナー補佐の役目をお引き受けし、仕
事そして業界団体の行事、警察関連団体＆福祉関連団体＆法
人、商工会議所団体の役を仰せつかり、奮闘しております。 
　2017年度～2018年度、２月26日（日）、ガバナー補佐研修
会、終了後、地区チーム研修セミナー・３月26日（日）会長エレク
ト、次期幹事研修セミナー・５月14日（日）米山委員長セミナー・
５月20日（日）地区研修・協議会・最後に新旧ガバナー補佐会議及び懇親会が長崎ANプ
ラザホテルで開催され、ご苦労して頂いた、ガバナー補佐の感想はすがすがしく、素晴らし
い、経験が出来、素晴らしい仲間が出来たと満足の皆様でした。
　しかし、2017年～2018年度のガバナー補佐は、皆さんが、やや緊張してのスピーチで明暗
があつた感じがしましたが、我 も々1年後には、素晴らしい、経験と仲間が出来る事を楽しみ
に頑張る覚悟をして、思案橋方面に流れました。小林地区幹事の案内で、駒井ガバナー、笠
地区幹事、諸石ガバナー補佐、他関係者の皆さんと、楽しい一時が出来安心致しました。 
　いよいよ、７月４日（火）、鹿島クラブ、ガバナー補佐公式訪問、クラブ協議会が始まり、33
年目の自クラブですが、少し緊張しながら、楽しい訪問で終わりました。
　ガバナー補佐としてクラブの現況報告のなかで、『特徴ある事業』『珍しい事業』、『会員
増強』『年次寄付目標』『米山記念奨学会寄付目標』ガバナーの方針に沿った、各委員会ご
との表を作成し、各委員会のポイントを吸い上げ、僕は僕なりの、ガバナー補佐として鹿島ク
ラブの良い処・その他不足の処の報告を致しました。      
　７月11日（火）いよいよ、ガバナー公式訪問です。第2740地区では、ガバナーは例年鹿島
クラブからの、公式訪問で、祐徳稲荷神社で１年間『第2740地区の会員の皆様の健康と、
地区のロータリーの健全運営、交通安全、その他色々な祈願をして頂き、鹿島だちが出来ま
した。神社では、権宮司様が、ご本殿まで来て頂き、特別な説明、巫女さんの説明や、巫女
さんと、写真まで、どうぞと言われ、なかなか普段踏み込めない所に入る事が出来ました。
　駒井ガバナー、笠地区幹事、織田会長、山下幹事、植松会長エレクト、ガバナー補佐、会
議では、織田会長の今年度の方針の説明で、キーワードは変化・改革でクラブを取り巻く環
境の変化に対応します、そしてクラブ定款・細則については理事会、クラブ総会で承認され、
植松会長エレクトが実行委員長となり、今年度組織をつくり、次年度より運営する報告。

＊尚　最後に成りましたが、第3グループは、ガバナー補佐として、他クラブに訪問致しており
ませんので、書くことが出来ませんので、申し訳御座いません、此処で終わらせて頂きます。

ガバナー補佐リレー随想



GOVERNOR'S  MONTHLY  LETTER  vol.4 4

ROTARY  INTERNATIONAL  DISTRICT 2740

　平成29年７月18日、駒井ガバナー、笠地区幹事、第４
グループ白川ガバナー補佐、佐賀南RC中山様の皆様を
お迎えして、ガバナー公式訪問例会を開催しました。
　例会前に、駒井ガバナーを含めた３名の地区役員の
方 と々東島吉隆会長、平野直人会長エレクトに幹事を
交えて懇談の場を持ちました。
　最初に『2017-2018年度　第2740地区　駒井英基
ガバナー公式訪問　白川十郎ガバナー補佐訪問　唐
津ロータリークラブ現況並びに活動報告書』を参照し
ながら、クラブの概況、姉妹クラブとの交流内容、各委
員会の構成と活動内容などを中心に説明しました。
　また、駒井ガバナーより、昨年度のクラブ創立60周
年記念事業を終えた事について、歴史あるクラブとの
認識を深められました。
　今年度のＲＩテーマ『ロータリー：変化をもたらす』
（ROTARY：MAKING　A　DIFFERENCE）より地
区運営方針として『地域社会にも変革を』を駒井ガバ
ナーは唱えられており、その中でも特にロータリーの
公共イメージと認知度の向上を目指すとして、クラブ
運営の中に積極的に取組むよう説明されました。
　具体的には次の４点で、①クラブ管理運営委員会の
設置、②クラブセントラルの登録と活用、③市民の方に
事業広報をより努力すること、④クラブ細則に入会金、

例会日等を明記することと説明されました。
　会場を移し、例会では通常の報告事項の後、駒井ガ
バナーの卓話を行って戴きました。
　世界大会の模様、RIテーマ、地区運営方針とクラブ
のサポートと強化について等、プロジェクターを使っ
て説明を行って戴きました。限られたわずかな時間で
ありましたが、駒井ガバナーの丁寧な説明で、クラブ
会員の理解は図られたものと考えます。
　例会終了後、全員で記念撮影を行いました。
　最後に、駒井ガバナーを初めとする地区役員の方々
への感謝とご健勝を祈念しご報告といたします。あり
がとうございました。

　７月21日（金）駒井英基ガバナー、小野秀喜第８
グループガバナー補佐、笠慶宣地区幹事、藤井義博
佐賀南RC会長をお迎えし、ガバナー公式訪問例会
を開催いたしました。
　例会に先立ち懇談会を行い「クラブ現況報告」
「クラブ運営方針活動」等を報告させて頂きま
した。ガバナーから、本年度諫早RCの活動であ
る「道案内看板設置」「スポーツ教室」「世界社
会奉仕事業」等は地元新聞社や放送局を巻き込
み、諫早RCの公共イメージを高め認知度向上に
努めていただきたいとご指導を受けました。
　ガバナーの所属クラブの佐賀南RCは会員41名
でガバナーを支えておられます。73名の諫早RC
からガバナーを輩出、または地区への出向を希望
するとの感想をいただきました。
　公式訪問例会は諫早名物うなぎの昼食のあと、
「職業奉仕にて地域社会に貢献」「クラブ委員会

構成の変更」等をプロジェクターを使いわかりや
すく卓話をいただきました。例会終了後、全員で
記念写真の撮影をして恙なく終わる事が出来ま
した。
　猛暑、厳しき折、お身体に充分ご留意され無事
に公式訪問が終了されることをご祈念申し上げ
ます。
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　７月24日、駒井ガバナー、山口第２Gガバナー
補佐、笠地区幹事、本村地区副幹事をお迎えして
公式訪問例会を開催しました。
　三役懇談会では、宮地会長から「有意義で楽し
いクラブ活動」の方針説明やクラブの現況、松本
幹事からバルーンを活用した地区補助金事業に
ついて説明し、公共イメージの向上に関連し、興
味を持っていただきました。
　例会に先立ち、北部九州豪雨被災者へ黙祷を
ささげ、ガバナー卓話では「地域社会にも変革
を！」を中心に、変えるべきところは変え、守るべ
きところは守っていく。柔軟性導入についてもガ
バナーのお考えを会員全員で考える機会を与え
ていただき、有意義なご指導を頂きました。
　CLPに基づく組織づくり、地区補助金事業など

当クラブの運営姿勢、活動計画書に高い評価を
いただきましたことは、会員の誇りとするところ
であります。

　７月31日（月）の第1492回例会に、駒井英基
ガバナー、前田和隆ガバナー補佐、鐘ヶ江輝昭地
区副幹事をお迎えしてのガバナー公式訪問が開
催されました。
　まず、懇談会では、当クラブの現況をご報告し、
運営方針、主要な事業をご説明しました。駒井ガ
バナーからは、当クラブの活動が充実している旨
のお褒めの言葉をいただきました。また、これら
の事業を市民の皆様に認知いただくよう、マスコ
ミへの投げかけを更に取り組んで欲しい旨のご助
言をいただきました。
　例会では、駒井ガバナーから今年度のRI方針と
地区運営方針についてお話をいただき、当クラブ
の会員もしっかりと理解できたものと思います。
最後に、クラブ奉仕、職業奉仕の重要性をお話し
されたのが印象的でした。

　ご訪問いただいた駒井ガバナー、前田和隆
ガバナー補佐、鐘ヶ江地区副幹事へ御礼申し
上げますとともに、今後のご活躍をお祈りいた
します。
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　８月３日（木曜日）駒井英基ガバナー、小野秀喜
第８グループガバナー補佐、笠慶宣地区幹事を
お迎えして、公式訪問例会を開催しました。例会
前の懇談会には、会長、会長エレクト、幹事、副
幹事が同席して、当クラブの概要や活動内容を報
告し、ガバナーよりご意見やご感想をいただきま
した。
　例会には、栗林パストガバナー、宮崎パストガ
バナー、千葉ガバナーノミニーはじめ61名の会
員が出席し、駒井ガバナーの今年度地区運営方
針などの説明を聞きました。特にIT公共イメージ
向上に関する説明は非常に興味深く、またサン
ディエゴで開催された国際協議会の様子などは、
ユーモアを交えながら楽しくお話ししていただき

ました。変化をもたらすべくご活躍される駒井ガ
バナーの情熱を感じることができた公式訪問例
会となりました。

　猛暑の中、８月４日（金）に駒井英喜ガバナー、
山口善生ガバナー補佐、笠慶喜地区幹事をお迎
えしてガバナー公式訪問を開催いたしました。
　例会に先立ちまして、会長、会長エレクト、幹事
との懇談会を行い、当クラブの運営方針とクラブ
現況及び活動計画について報告させて頂きまし
た。前年度より取り組んでおります児童養護施設
「明星園」とのふれあい奉仕活動を新たな企画
で検討中である事、また青少年スポーツ大会（長
崎市少年剣道大会）への参加・支援、姉妹クラブ
「台湾・高雄RC」及び友好クラブ「函館RC」との
交流について説明させていただき、活動に良い評
価を頂きました。
　例会では駒井ガバナーよりイアンＨ.Ｓ.ライズ
リーRI会長のテーマである「ロータリー：変化を

もたらす」についてご説明されたうえで地区方針
「地域社会にも変革を！」という運営方針に沿っ
たお話を頂きました。
　最後に駒井ガバナーを始め皆様方の御来訪に
感謝申し上げますとともに今後とも御指導くださ
いますようお願いいたします。
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　台風５号もどうにか無事に通過して、８月７日
（月）駒井英基ガバナー公式訪問例会が開かれ
ました。前日のクラブ奉仕戦略計画研修セミナー
に続き、当日は猛暑の中、ご来訪頂き有難うござ
います。
　RI戦略的目標３本柱の
　　１．クラブのサポート
　　２．人道奉仕の重点化
　　３．公共イメージと認知度向上
を目標に、ガバナーからお話を頂きました。
　特に、駒井ガバナーの地区運営方針の「地域社
会にも変革を！」を胸に刻み、会員増強を純増２
名以上、「My Rotary」「Club Central」の活用、
また、中央ロータリーは多年素晴らしい奉仕事業
「ロータリーサンタ」「ゆうゆう牧場のホースセラ
ピー」を実施されているので、是非公共イメージ

と認知度向上を遠慮なく実施して下さいとのお言
葉を頂きました。
　ガバナーの温かいお言葉で、どうにか一年間、
会員全員で頑張っていけそうです。
　ガバナーはじめ地区役員の皆様、お身体をご自
愛なさり、ご指導の程よろしくお願い致します。

　さる８月８日、駒井英基ガバナ－様御一行を北松
浦RCの例会場であるサンパ－ク吉井にお迎えしガ
バナ－公式訪問が開催された。事前にガバナ－補佐
より「ガバナ－は優しい気さくな方ですよ」との言
葉を頂き緊張の中にも少し「ほっ」として臨むこ
とができた。実際にその通りのお人柄で、クラブ
の現況報告に耳を傾けながら良い面を沢山取上
げて頂き、意外にも当たり前と思っていたことが
良い伝統なのだと気付かされた。また、当クラブ
は、「次年度50周年を迎える事になります。」と
の話題には、「素晴らしいですね、是非呼んで下
さい。」と声をかけて頂き、45分の予定が5分程
超過しあっという間の懇談会となった。また、例
会ではサンディエゴでの美味しい…話など交え

た報告があり、終始和やかに公式訪問を終了す
ることができた。
　公式訪問も前半途中かと思われます。酷暑の
中無事に終了されることを祈念致します。



GOVERNOR'S  MONTHLY  LETTER  vol.4 8

ROTARY  INTERNATIONAL  DISTRICT 2740

　８月９日（水）に、駒井英基ガバナー・山口誠二
ガバナー補佐・笠慶宣地区幹事、古川尋美「月信」・
HP編集委員をお迎えし、ガバナー公式訪問例会
を開催いたしました。例会に先立ち会員・幹事・
会長エレクトとの懇談会を行い、当クラブの今年
度の活動計画・方針を説明いたしました。
　当クラブは、今年度の会員増強目標である純増
２名を７月に達成し、会員数45名になりました。
２年後は、50周年を迎えますので、50周年へ向
けて、会員50名という更なる増強目標に精進して
いくことや、実行委員会の立ち上げ、事業計画の
立案を行いたい旨を報告いたしました。
　例会では、駒井ガバナーより、国際協議会に出
席された時のお話や、RI会長イアン・ライズリー
氏のメッセージ［ロータリー：変化をもたらす］地
区運営方針［地域社会にも変革を！］についての
卓話をいただきました。クラブ管理委員会の役

割・クラブセントラル活動の登録・ロータリー公
共イメージの向上を目指そう・マイロータリーへ
の登録等を詳しく説明していただき大変有意義
な時間を過ごすことができました。
　駒井ガバナーはじめ地区役員の皆様のご訪問
を感謝いたしますと共にますますのご活躍をご祈
念申し上げます。今後ともご指導のほどよろしく
お願いいたします。

　去る８月17日、お盆休み明け早々に駒井ガバ
ナー様、花島ガバナー補佐様、笠地区幹事様にお
越しいただきました。
　例会前の懇談会ではクラブの内情、問題点、今
後の課題など時間一杯まで聞いていただき適切
なアドバイスにより小さなクラブなりの今後の方
針が見えてきたような気がします。
　例会卓話においてはガバナー研修時の詳細な
内容、中には本音を織り込んだお話も聞かせてい
ただき例会場の雰囲気も和んで楽しい時間とな
りました。
　他にもロータリークラブの発祥は仕事仲間が
集まったことからとの解説と現代においても自分
の仕事内容を会員相互でどんどん話し、各会員の

ビジネスにプラスになるようなクラブを作れば会
員も増える筈である、とおっしゃったことは私個
人としても非常に賛同したところでした。
　登録者数促進中の「マイ　ロータリー」、公式
訪問終了後私自身なんとか完了いたしました。
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　新しい年度が始まりもう２ケ月。私の仕事はゾーン１．２．３の各種コーディネーターの皆様と力を合わせて会員増強のた
めに動くことです。GEの皆様にお願いしたい事を以下にまとめました。
①名門クラブと歴史あるクラブの皆様にロータリーの矜持を維持し、よりクラブ運営を強化して頂くこと。
②いつの間にか（多分ここ10～15年の間に）30人未満のクラブになってしまった我がクラブを町おこしの中心クラブに
なっていただくためにクラブのビジョン声明を３年以内に作っていただくこと。
③分区（地域の線引きによる区分）を越えて1分区あるいは２分区から３分区で一つのクラブを新しく作っていただくこと。
等を提案申し上げたいと思います。2017-18年度は準備期間、2018-19年度、20年度は立ち上げ期として用意されるこ
とをお勧めします。日本のメンバー10万人の復活を夢見ています。

国際ロータリー理事　斎藤　直美

Zones 1 & 2 & 3

コーディネーターコーディネーター

NEWSNEWS
2017年９月号
発行：Zones 1 & 2 & 3
ロータリーコーディネーター
ロータリー公共イメージコーディネーター
第２ゾーン担当

ロータリーの中核的価値観について
　世界の変化にロータリーが追いついていく必要を認めたのは、2015年10月のRI理事会・財
団管理委員会でした。時の流れの速い現代社会では、ロータリーの競合団体が数多く作り出
され、ロータリーの特色が薄れ、会員のメリット、価値を実感できなくなっています。再び他の
団体と異なる輝ける団体で存続するためには、ビジョンを持ち続けることです。そして自分たち
のアイデンティティであるロータリアン其々が持っている共通の価値観、すなわち親睦・高潔
性・多様性・奉仕・リーダーシップの５つの中核的価値観を意識して行動することです。
　ロータリーが初めて創られたのはお互い正直に語り合える楽しい仲間を作ること、つまり親
睦からでした。そして己の利益だけでなく、人に良いことをする、いわゆる利他の心が奉仕にな
りました。それは自分を律し、品格を高めることとなり、高潔性を生み出しました。いろんな会員
が増えることで寛容を必要として、多様性を育みました。ロータリアン一人ひとりが職業・地域
社会のリーダーであることの自覚が必要となってきました。しかしロータリーのリーダーシップ
は支配型（牽引型）リーダーシップではなく、目標に向かって進む仲間を応援することです。管
理・命令といった上から目線で指導する従来のリーダーと異なり、相手に対する思いやりや奉
仕の精神を常に置くことが特徴です。トップダウンの一方通行でなく対話型のリーダーシップで
す。これをサーバント・リーダーと呼ばれています。利他を意識し、組織を己の力で支配しようと
しないサーバント・リーダーは組織に強い絆をもたらします。ロータリーならず一般企業でも新
しいリーダー像として信頼され用いられています。この名称を作ったアメリカのロバート・グリー
ンリーフは「リーダーである人はまず相手に奉仕し、その後相手を導く」と著書にサーバント・
リーダーについて書き残しています。

第２ゾーン ロータリーコーディネーター　田中　正規

ロータリーの中核的価値観
　  奉仕　　（Service）
　  親睦　　（Fellowship）
　  多様性　（Diversity）
　  高潔性　（Integrity）
　  リーダーシップ
　　　　　  （Leadership） 

　 第 2 7 8 0 地区横 須賀 R C
「10,000メートルプロムナードグ
リーン作戦」に参加した横須賀
市を拠点とした６ロータリークラ
ブ、ローターアクト、ボーイスカウ
ト、６高校からの621名の参加者

行動をもって「公共イメージと認知度の向上」を推進しましょう
　イアンＨ．Ｓ．ライズリーＲＩ会長は、「ロータリーとは何ですか？」という問いに「自らの〝行
動〟によって答えましょう」と述べました。ロータリーの「公共イメージと認知度の向上」への取
り組みにおいても、〝ロータリアンの行動する姿〟を見てもらうのが一番効果的であると実感し
ております。
　私の所属する第2780地区横須賀ロータリークラブ（神奈川県）では、10年前より毎年
「10,000メートルプロムナードクリーン作戦」を開催しています。地域の清掃ボランティア活動
ですが、今年は３月12日の日曜日に実施。横須賀市に拠点を置く6つのロータリークラブ、ロー
ターアクト、ボーイスカウト、６高校から総勢621名の参加がございました。この621名が６つの
出発点に別れて一斉にスタート、清掃活動をしながら市民と触れ合いながらゴール地点である
横須賀港湾岸緑地である「海辺つり公園」を目指しました。清掃活動をする私達の行動を、昇
り旗のロータリーの文字を、キャップについたロータリーのロゴをいったい、何千人、何万人の
市民が見たことでしょう。
　私自身もこの活動をしていて、多くの市民の方と触れ合ったり、挨拶をしたり、そして人の目に
触れている事を実感致します。人間の五感（視覚・聴覚・嗅覚・味覚・触覚）の内、最も情報摂
取量が多いのは全体の87%を占める〝視覚〟なのです。「ロレックス」は世界的一流の時計ブラ
ンドですが、「ロレックス」というと皆様はすぐに「腕時計」をイメージされるでしょう。
　何故でしょうか?　腕時計は〝行動〟する人の腕にあるからです。つまり〝行動性〟があるので、
他人の目に触れる機会が多いのです。一方、壁掛け時計は自宅の壁に固定されているため、他
人の目に触れる機会が少ないのです。私達は行動する事によって、そしてその姿をより多くの人
に見てもらう事によって「公共イメージと認知度の向上」を推進して参りたいと存じます。 

第２ゾーン ロータリー公共イメージコーディネーター　渡辺　治夫
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　「ロータリー文庫」は日本ロータリー50周年記念事業の一つとして1970年に創立
された皆様の資料室です。
　ロータリー関係の貴重な文献や視聴覚資料など、約２万４千点を収集・整備し皆様
のご利用に備えております。閲覧は勿論、電話や書信によるご相談、文献・資料の出
版先のご紹介、絶版資料についてはコピーサービスも承ります。また、一部資料はホー
ムページでPDFもご利用いただけます。
　クラブ事務所にはロータリー文庫の「資料目録」を備えてありますので、ご活用願い
ます。
　以下資料のご紹介を致します。

新着の文献から

◎「職業奉仕とロータリーの魅力」　大迫三郎　D.2730　2016　30p

◎「ロータリーの根幹は『ロータリーの目的』が規定する職業奉仕である」　D.2760　2017　90p 

◎「ロータリーって何だろう－クラブ奉仕を中心に」　松山R.C.　2012　73p

◎「新会員推薦の手引き」　大阪R.C.　2013　9・23p

◎「ロータリーのしおり」　明石西R.C.　2014　22p

◎「シェルドンなきロータリー」　田中 毅　源流の会　2017　6p　（シェルドンの森を巡る旅）

◎「ロータリーの正義（Ⅲ）」　田渕水作夫  2017 　55p 

〔上記申込先：ロータリー文庫〕

 

◎「ロータリー米山記念奨学会50年のあゆみ」　ロータリー米山記念奨学会　2017  127p
〔申込先：ロータリー米山記念奨学会　TEL（03）3434-8681〕

◎「ロータリー情報ハンドブック（改訂第２版）」　ロータリー情報研究会　2017　821p
〔申込先：ロータリー情報研究会　FAX（050）3730-5737〕

文　庫　通　信（360号）

ロータリー文庫
〒105-0011東京都港区芝公園2-6-15黒龍芝公園ビル３階
TEL（03）3433-6456・FAX（03）3459-7506　　http://www.rotary-bunko.gr.jp
開館＝午前10時～午後５時　　休館＝土・日・祝祭日
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私たちの新しい仲間になられました方々をご紹介いたします。

小城RC

大島英明 君
農業
代表者

佐賀南RC

日髙忠吉 君
積水ハウス㈱
支店長

松浦RC

武内勝正 君
九電産業㈱松浦事業所

所長

伊万里RC

中村秀人 君
伊万里信用金庫
財務企画部長

多久RC

大嶋哲也 君
一般社団法人　たく21
タウンマネージャー

唐津RC

渡邊　耕 君
アスタスク㈱唐津
代表取締役

佐世保北RC

中川信次 君
九州電力㈱佐世保営業所

所長

唐津東RC

大谷賢二 君
大谷商事
代表

佐賀北RC

野中修誠 君
㈱ビープラスト
専務取締役

唐津西RC

野﨑伸也 君
ペインティングプラン

代表

大村東RC

井手浩文 君
九州ひぜん信用金庫竹松支店

支店長

佐世保西RC

松瀬政司 君
飯盛神社
宮司

小城RC

橋村和夫 君
㈲小城新生興業社
代表取締役

唐津RC

川島雄輔 君
松尾法律事務所
弁護士

佐世保北RC

小西研一 君
小西&パートナーズ不動産鑑定㈱

代表取締役

唐津東RC

前谷逸生 君
㈲前谷薬局
代表取締役

佐賀西RC

川本賢哉 君
住友生命保険相互会社　佐賀支社

支社長

唐津RC

西島　治 君
㈱百花園
代表取締役

佐世保東南RC

井上　勝 君
樹積算事務所
会長

佐世保RC

安部雅隆 君
長崎国際大学
准教授

佐賀北RC

大坪義典 君
㈲東島新建材店
代表取締役

有田RC

坂本敏彦 君
坂本事務所
代表

長崎RC

小川圭司 君
ニュー長崎ビルディング㈱ホテルニュー長崎
代表取締役社長

松浦RC

大城　修 君
電源開発㈱松浦火力発電所

所長

７月入会
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長崎RC

遠藤理史 君
NHK長崎放送局

局長

長崎南RC

森　邦芳 君

長崎東RC

青柳　潔 君
長崎大学医学部公衆衛生学分野

教授

長崎北東RC

高木　潤 君
リコージャパン㈱販売事業本部　長崎支社

支社長

長崎東RC

森下豊邦 君
㈱長崎国際テレビ
常務取締役営業局長

ロータリー財団・米山記念奨学会からの認証者リストに基づき
寄付者をご紹介いたします。ご厚意に深く感謝申し上げます。

■ ロータリー財団 ■ 米山記念奨学会
種　　　類 氏　　　名 ク ラ ブ 名 種　　　類 氏　　　名 ク ラ ブ 名

７　
　
　

月

メジャードナー 駒井　英基　佐　賀　南

７　
　
　

月

メジャードナー

白川　十郎 伊　万　里
ベネファクター 川尻　　治 佐 世 保 南 前田　一彦 佐 世 保 南

マルチプル・
ポール・ハリス・フェロー

藤井　義博 佐　賀　南 雪竹　弘男 佐 世 保 南
田中　洋介 佐　賀　南 南野　　健 大　村　北
高森　紘二 佐　賀　南

マルチプル

久保　康俊 武　　　雄
石橋　一雄 佐　賀　南 小川　　信 佐 世 保 南
古宇田れい子 佐　賀　南 太田　博道 佐 世 保 南
白川　十郎 伊　万　里 矢次　保夫 佐 世 保 南
山﨑　　弘 平　　　戸 山口　嘉浩 佐 世 保 南
加賀江順市 平　　　戸 池田　敏章 佐 世 保 南
雪竹　弘男 佐 世 保 南 川尻　　治 佐 世 保 南
小川　　信 佐 世 保 南 山下　　実 福　　　江
作元　誠司 佐 世 保 南 岡田　康信 長 崎 中 央
吉川　幸太 大　村　東

米山功労者

奥田　律雄 佐　賀　南
馬場　政廣 長　崎　東 藤井　義博 佐　賀　南

江副　　了 佐　賀　南
草野　惠介 諫　早　西
安田　伸幸 長 崎 中 央

唐津RC
本城　好春 君

2005-2006年度ガバナー
７月28日（享年 86歳）
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2017年７月　会員数・出席報告
グ
ル
ー
プ
クラブ名

例
会
数

平
均
出
席
率

会員数 当該月
累　

計

グ
ル
ー
プ
クラブ名

例
会
数

平
均
出
席
率

会員数 当該月
累　

計
７
月
１
日

う
ち
女
性

当
月
末

う
ち
女
性

新　
　

入

退　
　

会

増　
　

減

７
月
１
日

う
ち
女
性

当
月
末

う
ち
女
性

新　
　

入

退　
　

会

増　
　

減

第
１
グ
ル
ー
プ

佐　　賀 4 71.7 73 2 73 2 0 0 0 0

第
６
グ
ル
ー
プ

佐世保南 4 100.0 74 0 74 0 0 0 0 0
小　　城 4 74.0 27 2 29 2 2 0 2 2 佐世保東 4 94.0 21 0 21 0 0 0 0 0
牛　　津 4 71.6 32 0 32 0 0 0 0 0 佐世保北 4 98.7 42 1 44 1 2 0 2 2
多　　久 4 84.2 37 4 38 4 1 0 1 1 佐世保中央 4 93.4 45 1 45 1 0 0 0 0
佐賀大和 3 70.3 26 5 26 5 0 0 0 0 佐世保東南 3 86.1 28 0 29 0 1 0 1 1
小計 74.4 195 13 198 13 3 0 3 3 HTB佐世保 3 79.7 23 3 23 3 0 0 0 0

第
２
グ
ル
ー
プ

佐 賀 西 4 82.8 39 2 40 2 1 0 1 1 小計 92.0 233 5 236 5 3 0 3 3
佐 賀 北 4 70.9 43 2 45 2 2 0 2 2

第
７
グ
ル
ー
プ

大　　村 3 81.3 51 3 51 3 0 0 0 0
佐 賀 南 4 85.8 41 3 42 3 1 0 1 1 島　　原 4 81.0 26 2 25 1 0 1 -1 -1
神　　埼 4 81.5 41 4 41 4 0 0 0 0 雲　　仙 5 91.1 19 1 19 1 0 0 0 0
佐賀空港 3 86.4 16 1 16 1 0 0 0 0 大 村 北 4 87.6 20 1 19 1 0 1 -1 -1
小計 81.5 180 12 184 12 4 0 4 4 島 原 南 4 69.0 27 1 27 1 0 0 0 0

第
３
グ
ル
ー
プ

有　　田 4 78.2 31 0 32 0 1 0 1 1 大 村 東 4 81.8 43 4 43 4 1 1 0 0
武　　雄 4 88.4 56 4 56 4 0 0 0 0 小計 82.0 186 12 184 11 1 3 -2 -2
鹿　　島 4 89.4 33 4 33 4 0 0 0 0

第
８
グ
ル
ー
プ

諫　　早 4 80.7 73 0 73 0 0 0 0 0
嬉　　野 4 77.6 28 2 28 2 0 0 0 0 諫 早 北 4 75.0 74 4 74 4 0 0 0 0
大　　町 3 77.1 16 0 16 0 0 0 0 0 諫 早 西 4 92.7 43 0 43 0 0 0 0 0
白　　石 4 60.0 5 0 5 0 0 0 0 0 諌早多良見 4 94.5 32 0 32 0 0 0 0 0
太　　良 4 87.5 10 0 10 0 0 0 0 0 諫 早 南 2 90.6 16 6 16 6 0 0 0 0
小計 79.7 179 10 180 10 1 0 1 1 小計 86.7 238 10 238 10 0 0 0 0

第
４
グ
ル
ー
プ

唐　　津 4 89.5 57 0 59 0 3 1 2 2

第
９
グ
ル
ー
プ

長　　崎 4 89.4 78 0 80 0 2 0 2 2
伊 万 里 4 90.5 28 0 29 0 1 0 1 1 福　　江 4 91.1 33 0 33 0 0 0 0 0
唐 津 東 4 89.1 51 0 53 0 2 0 2 2 長崎北東 4 79.9 38 3 39 3 1 0 1 1
唐 津 西 4 92.3 31 0 32 0 1 0 1 1 福江中央 4 93.1 20 0 20 0 0 0 0 0
伊万里西 4 97.3 44 0 44 0 0 0 0 0 長 崎 西 4 83.6 49 0 48 0 0 1 -1 -1
唐津中央 4 84.7 38 4 38 4 0 0 0 0 長崎琴海 4 62.9 16 0 16 0 0 0 0 0
小計 90.6 249 4 255 4 7 1 6 6 小計 83.3 234 3 236 3 3 1 2 2

第
５
グ
ル
ー
プ

佐 世 保 4 100.0 79 0 80 0 1 0 1 1

第
10
グ
ル
ー
プ

長 崎 北 4 76.8 85 0 85 0 0 0 0 0
平　　戸 4 82.6 34 2 34 2 0 0 0 0 長 崎 南 4 80.0 71 0 72 0 1 0 1 1
佐世保西 4 89.1 24 2 25 2 1 0 1 1 長 崎 東 4 80.9 43 2 45 2 2 0 2 2
北 松 浦 3 90.3 26 0 26 0 0 0 0 0 長崎みなと 4 90.0 25 1 25 1 0 0 0 0
松　　浦 4 95.0 28 1 30 1 2 0 2 2 長崎中央 4 94.9 60 0 60 0 0 0 0 0
小計 91.4 191 5 195 5 4 0 4 4 長崎出島 4 80.5 59 8 59 8 0 0 0 0

＊上記の表の新入・退会は当月中の数字で、累計は
　 ７月１日から2017年７月末までの増減です。

小計 83.9 343 11 346 11 3 0 3 3
57クラブ合計 84.5 2,228 85 2,252 84 29 5 24 24











GOVERNOR'S  MONTHLY  LETTER  vol.5 2

ROTARY  INTERNATIONAL  DISTRICT 2740

国際ロータリー第2740地区
2017-2018年度　ガバナー

駒井　英基

秋の声を感じ始めて
　ご挨拶文が掲載される頃は、秋本番の季節となっていること
と存じます。
　地元佐賀ではシチメンソウが紅葉し、バルーンが秋空に舞っている一年で最も過ごしや
すい季節です。各地で秋祭りも盛んに行われている季節だと思います。
　執筆している９月末現在では、50番目のガバナー訪問を終えたところであり、57クラブを
回らなくてはならない所ですが、幸いにも今回訪問させていただいたクラブのほとんどのクラ
ブさんは積極的に奉仕活動をなされていて、会員数も少しずつでも純増に向かっている現状
を確認し、安心しての訪問となりました。
　ロータリークラブはそれを構成する会員の方々が増えて、活動に自体に活気が出てきて、
初めて奉仕活動にも厚みが出てまいります。地区内の皆さん方の熱い情熱が高まることを心
より願っております。
　私の今年度の重点的な地区目標の一つに公共イメージ向上があります。ガバナー訪問で
も、各クラブの方々にご協力をお願いしてまいりましたところ、９月になってようやく、新聞な
どの報道にも各クラブの取り組みが掲載されるようになり、地区HPに掲載する記事が多く
寄せられるようになりました。これでようやく地区HPへ掲載できる奉仕事例報告が、充実し
てまいりました。これはSNSを通して、両県の市民県民への皆さんに広報していくことができ
そうです。
　何事も積み重ねですから、３年～５年継続していくことでロータリー活動が幅広く認知さ
れることでしょう。みんなで盛り上げていきたいものです。
　

ガバナー 挨 拶
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第４グループ　ガバナー補佐

白川　十郎
（伊万里ＲＣ）

　ガバナー補佐を拝命し、早や３か月が過ぎました。重責に身の
引き締まる思いですが、第４グループの皆様に心温かく迎えて頂
き、改めてロータリーの素晴らしさを実感しております。
　さて、マニュアルによりますと、ガバナー補佐の役割とは、
①地区のガバナー方針を伝えること。 ②各クラブ会長の計画と
活動に助言すること。 ③各クラブの定期訪問を実施すること。
と記載されております。
　私もガバナー補佐として、第４グループの唐津、唐津東、唐津西、唐津中央、伊万里、伊万
里西の６クラブに伺ったところ様々な気付きがありました。
　まずは６クラブのいずれも順調に増員され、駒井ガバナーが設定された『会員50人未満
クラブ純増１人、50人以上クラブ純増２人』という目標に達せられていました。出席率88～
90％と高く、年間奉仕計画もしっかりと立てられており、非常に心強く感じました。
　唐津クラブでは、例会で着席する前に笑顔で握手を交わす姿が見られ、会員の方々の友
情や、これまでに培われてきた伝統に感銘いたしました。
　唐津東クラブでは、会長が先頭に立って虹ノ松原の清掃に励まれており、地域奉仕の精
神を自ら体現されていました。
　唐津西クラブでは、会長がまだだいぶ若く、活気にあふれていました。職業奉仕の理念を
熱く語っていただき、私自身も深く共感いたしました。
　唐津中央クラブでは、地区の補助金を活用した児童養護施設への寄贈や、中学生への模
擬面接を積極的に進めておられました。こういった若者が未来に巣立ち、地域の活性化に
貢献すると思うと将来が楽しみでなりません。
　伊万里２クラブでは、年に一度のゴルフコンペ（有田ＲＣとの３クラブ合同）、夜の合同観
月会で大いに盛り上がり友好を深めています。
　伊万里クラブでは、51回開催の青少年剣道大会、地元由来のかるた制作を活かした11回
開催のかるた大会を開いております。
　伊万里西クラブでは、高校生による市議会を開き、新聞にも掲載されるなど大きな反響を
得られています。
　就任して３ヶ月が過ぎ、ガバナー補佐という貴重な経験をさせていただいております。
　ロータリーは「人生の道場」であると言われます。私自身も28年間、ロータリアンとして時
代や職業を超え、たくさんの仲間と出会い、切磋琢磨して歩んできました。これからも大いに
楽しみながら、人生の勉強を重ねて参ります。
　今後ともよろしくお願いいたします。

ガバナー補佐リレー随想
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米山記念奨学地区委員　中嶋　久光（長崎北RC）

米山奨学カウンセラー研修・奨学生出前卓話研修報告

　国際ロータリー第2740地区「米山奨学カウンセラー研修・奨学生出前卓話研修」が、８月
27日（日）に、長崎県東彼杵郡の「東彼杵町総合会館」で実施されました。私は、当委員会２年
目になります。偶然ですが、前年度もこの研修の報告をさせて頂いております。
　参加者は、米山記念奨学生12名（２名欠席）、各カウンセラー、大家委員長をはじめ地区委員
です。米山記念奨学生出前卓話とは、本年９月～11月にかけて、米山奨学生が当地区57クラブの
中で要請のあったクラブを訪問し、出前卓話を行うものです。当地区で選ばれた米山記念奨学
生としてどのような学習や研究をしているか、またその奨学金に対してどのような思いを持ってい
るか、そして将来どのような仕事や活動をしたいかということ、また出身国の特徴などを約20分
で発表するものです。もちろんすべて日本語で行います。米山奨学生はこの制度に感謝していま
すし、それを支えているロータリアンに感謝しています。ひいては、この制度のある日本国に対して
も、とても感謝しています（※当地区は、既に学友会もできています）。米山奨学生は、今回の研
修をもとに、PCでカウンセラーとともに出前卓話を作り上げ、皆様のもとへ出向き、卓話を行いま
す。奨学生と各クラブのロータリアンがふれあうことの出来る、数少ない機会だと思います。米山
奨学生が、要請のありました各クラブへカウンセラーとともに（※地区委員も同行することがあり
ます）卓話に参りますので、宜しくお願い致します。本年度は、奨学生数は残念ながら２名減です
が、出身国は幅広くなっておりますので、感謝の言葉とともに各国の楽しい話も聞くことができる
のではないかと思います。
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　平成29年８月18日（金）、駒井ガバナー、八頭
司第１グループガバナー補佐、笠地区幹事、佐賀
南RC神代剛様をお迎えして、ガバナー公式訪問
例会を開催致しました。例会に先立ち行われた
会長・幹事・会長エレクトとの懇談会では、当ク
ラブの現況について説明申し上げ、今後の運営に
ついてご指導を頂きました。卓話では、駒井ガバ
ナーが出席された国際協議会の様子についてパ
ワーポイントを使って紹介して頂き、また、今期
の国際ロータリーのテーマ、そして地区運営方針
である「地域社会にも変革を！」に関わる詳細な
ご説明をして頂きました。我々牛津ロータリーク
ラブは、ロータリアンとしての誇りを持ち、今期の
テーマ及び地区運営方針を胸に今年１年活動して
参ります。

　最後になりますが、今回お越し頂いた、駒井ガ
バナーを始めとする４名の皆様のご健康とご活
躍をお祈り申し上げます。

　８月21日（月）武雄温泉ハイツにて、ガバナー
補佐によるクラブ協議会に続き、ガバナー公式訪
問例会を開催しました。駒井英基ガバナー、花島
光喜ガバナー補佐、笠慶宣地区幹事にご出席頂
いての公式訪問例会でした。
　また、例会前のガバナーとの懇談会では、My 
Rotaryへの登録や日頃活動していることをもっ
と色んな方々に知って頂きたいとの思いを語ら
れ、そのひとつの方法として、マスコミ等を通じて
広めて欲しいとの事でした。
　例会後の懇親会では、ガバナーの歌も飛び出し
て、会員の皆さんと楽しいひと時を過ごす事がで
きました。
　これからも会員の皆さんと一緒に頑張って活動

して行きたいと思います。ガバナーにおかれまし
ても、ご健康に十分留意され、今後の尚一層のご
活躍を心よりお祈り致します。
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　８月22日（火）、駒井英基ガバナー、花島光喜
ガバナー補佐、鐘ヶ江輝昭地区副幹事をお迎えし
て公式訪問例会を開催いたしました。
　例会前の懇談会では概況の報告、現状での課
題、クラブの特性について説明させていただきま
した。活動の中身では当地出身の福島喜三次翁に
因んだ福島奨学金という奨学金制度を設けてい
ることをご紹介し関心を示していただきました。
　例会では、会長時間の折に有田の概況や歴史
について、特に焼き物の歴史については香蘭社の
深川社長にも手伝ってもらい400年に亘る有田
焼の歴史を紹介いたしました。ガバナーの卓話で
は運営方針を簡潔に示していただき、理解しやす
い内容だったと思います。

　結びに、駒井ガバナーの今後益々のご健勝を
祈念し閉会いたしました。以上ご報告とさせてい
ただきます。

　８月22日（火）駒井ガバナー、第７グループ
吉田ガバナー補佐、鐘ヶ江地区副幹事をお迎
えし、ガバナー公式訪問例会を開催しました。
例会に先立ち行われた懇談会では会長、幹事、
会長エレクトを交え、隔意のない懇談を頂きま
した。
　当クラブの現況及び活動計画について報告
させて頂く中で、本年度開催予定である、会員
のご家族をお招きした例会や多くの親睦活動
事業について、また会員が若年層・中間層・高
齢層と偏らず在籍している現状について、駒井
ガバナーよりお褒めの言葉を頂きました。
　更に、本年度より新たに立ち上げました『戦
略計画委員会』につきましては、激励のお言葉
とその方向性についてご教授頂きました。
その後の例会では、スクリーンを使い駒井ガバ

ナーよりRI会長の方針や地区の方針を、とても
分かり易くご説明頂き大変有意義な例会とな
りました。
　最後に、ご来訪頂きました駒井ガバナー、吉
田ガバナー補佐、鐘ヶ江地区副幹事に心より
の感謝を申し上げご報告とさせて頂きます。
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　例年にない猛暑が続く中、駒井英基ガバナー、
八頭司博ガバナー補佐及び鐘ヶ江輝昭地区
副幹事をお迎えして、ガバナー公式訪問例会
（第2543回）を開催いたしました。
　例会前の懇談会にて当クラブの年間行事につ
いての説明及び意見交換をさせていただきました
が、ロータリーの森清掃などの環境保全活動、母
子家庭への奨学金支援、高齢者・障碍者への支
援、ロータリーディ活動の一環のおぎア・カペラ
コンテストの開催、小中学生の野球大会及びサッ
カーフェスティバル大会の開催など、クラブ員30名
弱の活動としては素晴らしい活動内容で、是非と
も継続してくださいとの激励を受けました。
　更なる会員増強の指導も受けましたが、増員だ
けが必須要件ではなくクラブ員の資質の向上が
大事であることを共通認識しました。

　また、活動内容が地域の皆さんに周知されて
いない旨を指摘されましたので、今後は様々なメ
ディアを使って市民・県民の皆さんへの広報に努
めていきたいと考えています。
　今年の地区運営方針「地域社会にも変革を！」
の主旨を全クラブ員が理解し、そして実践してい
くクラブづくりを進めて参ります。

　駒井英基ガバナーをお迎えしての公式訪問を、
８月24日に開催いたしました。当日は、笠慶宣地
区幹事・藤井義博佐賀南RC会長・前田和隆第６
グループガバナー補佐にもご同行いただきま
した。
　事前懇談会では、当クラブが昨年度50周年を
迎え本年度は新たな一歩を踏み出し運営に努め
ていることなどを説明いたしました。
　ガバナーからは、事前懇談会から例会終了ま
で終始穏やかに、ロータリーの基本理念と公共
イメージの向上などRI会長の意に沿うご指導を
頂きました。基本理念としては、ロータリアンとし
て、親睦を基本に据え高潔性・多様性のある奉仕
を中核とした活動が重要であることを感じた次
第であります。加えて、公共イメージの向上のため
ホームページやSNSの活用によるクラブ情報の
広報をすることやマイロータリーの有用性など貴

重なお話をしていただきました。まさに、ロータ
リーとしての「不易と流行」を改めて示していただ
いたものと思っております。
　これからも、ガバナーには地区内外の行事が目
白押しだと思いますが、ガバナー事務所皆様共々
ご自愛いただき、今後のご活躍・ご健勝をお祈り
いたします。
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　８月25日（金）駒井英基ガバナー、花島光喜ガ
バナー補佐、笠慶宣地区幹事、成清啓二ガバナー
事務所事務局長をお迎えして、ガバナー公式訪問
例会を例会場である観光ホテル大正屋で開催致
しました。
　例会に先立って会長、幹事、会長エレクトとの
懇談会では吉田幹事を中心にクラブの現況や運
営方針を説明し、会長、会長エレクトも補足の形
で進めていきました。和やかなうちに話は進み、
ガバナーからは、クラブセントラル、マイロータ
リー、クラブ委員会の構成の変更等についての説
明がありました。
　例会では、駒井ガバナーが2017-18年度RI会
長イアンH.S.ライズリー氏の方針と目標を詳しく

パワーポイントを使ってお話頂きました。
　終了後は出席者全員で記念写真を撮り、意義
ある例会を閉じることが出来ました。

　平成29年８月28日（月）18：30～、駒井英基
ガバナー、吉田秀隆ガバナー補佐、笠慶宣地区幹事、
江副了君（佐賀南RC）をお迎えし、ガバナー公式
訪問例会を開催いたしました。
　例会に先駆け、会長・会長エレクト・幹事との
懇談会を実施し、クラブの現況、委員会の活動内
容について説明を行い、当クラブで特に力を入れ
たい活動として
　１. 親睦活動の充実
　２. 会員拡大活動・退会防止の強化
　３. 財団への寄付、米山奨学会への寄付
等の説明を行いました。委員会の活動内容の説
明の際には、ガバナーより地区補助金活用や奉
仕活動取材依頼書の活用のアドバイスがありまし
た。今後の検討項目としてクラブ内で議論をした
いと思います。また、近年の大村東RCの会員拡
大活動への評価もガバナーより頂き、会員の年代

別構成も非常にバランスがいいとの評価も頂き
ました。今後さらなる会員拡大活動に邁進してい
きたいと思います。
　御来訪頂きました皆様の有難い御指導を糧と
して、会員一同力をあわせクラブの発展に邁進し
ていきたいと思います。駒井ガバナー及びご来訪
頂きました皆様の御健勝をお祈り申し上げます。
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　８月29日に駒井英基ガバナー，岩崎邦臣ガバ
ナー補佐，笠慶宣地区幹事，吉岡義治地区職業
奉仕委員長をお迎えし，ガバナー公式訪問例会
を開催致しました。
　懇談会では，奉仕プロジェクトとして計画中の
事柄について，その目的や報道へのアクセスの仕
方等についてご助言を頂いたり，現段階でロータ
リー財団へ4300ドルを送金していることについ
て高評価を得たり，会員増強について意見を交換
しあったりと，和やかな雰囲気での非常に有意義
な会となりました。西クラブの良さが少しでもお
伝えできていたら幸甚です。
　例会では，RIの活動方針や地区運営方針等に
ついて，映像を交えてのガバナーの分かりやすい

ご講話を拝聴し，ロータリーについての思いを新
たに致しました。
　駒井ガバナーをはじめ，ご来訪いただきまし
た皆様方のご健勝とご活躍をお祈り申し上げ
ます。

　平成29年８月30日、駒井英基ガバナー、中村
重敏ガバナー補佐、笠慶宣地区幹事、中山晴義
佐賀南RCをお迎えしてガバナー公式訪問例会が
開催されました。例会に先立ち、会長、副会長、
幹事との懇談会では、現況および活動計画書を
基にクラブの概況、運営方針、目標などについて
のお尋ねにご説明をさせて頂きました。例会では
駒井ガバナーから、ご自身の１週間のロサンゼル
ス、ガバナー研修会参加時のエピソードを交えな
がら、ロータリーの目的や奉仕活動の意義、対外
アピールの必要性など、地区運営の大切を講演し
ていただきました。また、ロータリー会員のID登
録を推奨され、ID登録することで会員メリットも
紹介して頂きました。これからの１年間ガバナー

のご指導のもと、現在籍の39会員から５年計画
で55会員達成を目指す活動に全力を注ぎ、更に
地域社会への貢献活動に努めたいと思います。よ
ろしくお願い致します。
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　猛暑も若干和らぎつつある８月31日、駒井英基
ガバナー・白川十郎ガバナー補佐・笠慶宣地区幹事・
菰田秀三地区月信編集長同席のもと、ガバナー
公式訪問例会が開催されました。
　例会に先立ち開催された懇談会では、当クラブ
より会長・副会長・幹事が出席し、クラブの活動
報告書をもとに、ガバナーよりいろいろな質問も
ありましたが、財団への寄付を含め良好な運営
がなされているとのお言葉を頂戴しました。加え
て、本年度毎月実施している虹の松原駅清掃活
動に関して、地区のホームページへ奉仕活動報告
事例として掲載するとも言って頂きました。
　例会に於いても、来年度に向けロータリー
クラブの定款変更や委員会構成の一部変更に対

して、適切な示唆と貴重な意見を聞くことがで
き、和やかな雰囲気のガバナー公式訪問例会を
開催することができました。駒井ガバナーの更な
るご活躍を祈念いたします。ありがとうございま
した。

　９月１日に国際ロータリー第2740地区駒井
英基ガバナー、第４グループ白川十郎ガバナー補
佐、笠慶宣地区幹事をお迎えして、ガバナー公式
訪問例会を開催いたしました。
　当日は例会前に、当クラブの会長、会長エレク
ト、幹事の３名が参加して懇談会が行われ、クラ
ブの概況、基本方針、事業内容の説明をさせてい
ただき、今後の事業の取組み方や会員増強、ロー
タリー広報の重要性などについてご教示いただき
ました。
　その後の例会では、本年度のRIテーマ「ロータ
リー：変化をもたらす」、地区運営方針「地域社会
にも変革を！」についてわかりやすく説明を頂き、
大変有意義な時間を過ごすことができました。

　駒井ガバナー、白川ガバナー補佐、笠地区幹事
のご来訪に感謝し、今後ともご指導をよろしくお
願いいたします。今後の益々のご健勝とご活躍を
祈念いたします。
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　当クラブとしましては、今期、月に２回例会を取り
入れ、16名でスタートしました会員を25名まで増や
す事を最大の目標にして、新たな諫早南クラブに変
化出来るように努力して行きたいと思います。
　最後に、ご訪問頂きました駒井ガバナーを始め
地区役員の皆様に厚く感謝申し上げますと共に
今後のご健勝とご活躍をお祈り申し上げます。

　９月４日（月）駒井英基カバナー、小野秀喜 
第８グループカバナー補佐、笠慶宣地区幹事、
山崎嘉浩会員（佐賀南RC）をお迎えしてガバナー
公式訪問例会を開催致しました。
　例会前の懇談会では、会長、幹事、会長エレク
トが出席し、当クラブの現況報告、今年度より取
り入れましたCLPへの組織、定款、細則の変更、
今年で13回目となります青少年剣道大会など説
明させて頂きました。
　定款、細則の変更や会員減少の中でのCLP導
入などを駒井カバナーより「お誉め言葉」を頂き
ました。
　例会では、イアン H．S．ライズリー会長からの
メッセージの紹介や地区の運営方針について詳
しくご説明頂きました。

　平成29年９月５日（火）駒井英基ガバナー、
笠慶宣地区幹事、中村重敏第９グループガバナー
補佐、江副了佐賀南RC会長エレクトをお迎えして、
ガバナー公式訪問例会を開催致しました。当日
例会前に水本会長、川瀬会長エレクト、深堀幹事
との懇談会が行われ当クラブの概況活動報告等
をお伝え致しました。駒井ガバナーより地域社会
へのロータリー活動の実績と歴史の告知で公共
イメージを高め、同時に新会員への認知を深め
る事が会員増につながる等、具体的なご教示を
戴きました。続く例会では、駒井ガバナーに基調
講演を戴き、本年度RI方針に続き、地区運営方針
「地域社会に変化をもたらす」は根幹をおろそか
にせず、その上で特徴ある西クラブ奉仕事業の目

的と意義を伝える事が変化に繋がるのではない
かとの事でした。駒井ガバナーはじめ公式訪問の
皆様のご指導に深く感謝申し上げますと共に、御
健勝をお祈り申し上げます。
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　神埼クラブでは、駒井ガバナー・山口ガバナー
補佐・笠地区幹事・田中地区大会実行委員長に
お越しいただきました。
　懇談会では、昨今ロータリークラブ（以下
「RC」）そのものの変容が囁かれるなか、RCの
揺るがない信念について改めて認識を共有化す
べくご指導賜りました。
　また、当クラブでは、青少年育成支援に長年取
り組んできておりますが、ガバナーからも一層邁
進することへの期待を受け、引き続き取り組んで
いきます。
　例会の卓話では、インターネットを利用した活
動や世間への広報の重要性など、これからもっと
RCが世間に浸透していくための視座をご説明い

ただきました。神埼クラブでも、より発信力の強
化に努めていくことを方針の一つとして参ります。
懇親会では、秋の味覚を愉しみながら神埼クラ
ブの親睦の深さを実感していただき、とても充実
した時間となりました。
　ご来訪いただいた皆様に感謝申し上げますと
ともに、これからのご活躍を祈念致します。

　９月６日（水）に駒井英基ガバナーはじめ白川
十郎ガバナー補佐、笠慶宣地区幹事と佐賀南RC
の田畠寿太郎氏の４名の方をお招き、例会に先立
ち11時30分より私共からは会長の吉井と幹事の
牧原、会長エレクトの岩下の合計７名での懇談会
を行いました。
　駒井ガバナーより本年度のRIテーマであります
「ロータリー：変化をもたらす」についてのお話が
なされ、変化という言葉で誤解を生じるかもしれ
ないが、基本的なロータリーの考え方や活動内
容に変わりはなく、ただ時代の変化に応じて柔軟
な対応は必要になるので少しずつ変化を遂げ成
長していくことが必要であるとの事でした。また
規定審議会で議論された内容で変更された事項
は、各クラブでも情報を共有し対応してください
とのことでした。その中の一つに手続要覧に記載
されてある必須委員会の確認と委員会構成の見

直しを本年度中に進めるようにとのアドバイスを
頂きました。
　非常に短い時間ではありましたが、分かりやす
い充実した内容のお話をお伺いして非常に勉強
になり、今後のクラブ活動に生かせていけたらと
思います。
　誠にありがとうございました。
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　「コーディネーターニュース」が今年度も発刊されることに関係者の皆様に心よりの敬意と感謝を申し上げます。
　元よりロータリー活動は会員の皆様の熱意に因るところが基本であります。このコーディネーターニュースを通じて国際
ロータリーの現状の最新ニュースが届けられることと思います。
　　私はこの７月より国際ロータリー理事を拝命しましたが、何分浅学非才でありますので、皆様方のご指導をお願いする
次第です。国際ロータリー理事として、斎藤理事と共に、日本のロータリーが世界から乖離しないように努めるのが責務
と考えております。ロータリーコーディネーター並びにコーディネーター補佐の皆様は、会員の皆様と国際ロータリーと
の最前線の接点であると思います。このコーディネーターニュースをご活用されますことを祈念致します。
　　今、世界は全ての分野で「変革」がキーワードです。ロータリーも同様です。変わることを楽しむのが成熟というので
はないかと考えるようにしております。

国際ロータリー理事　石黒　慶一

Zones 1 & 2 & 3

コーディネーターコーディネーター

NEWSNEWS
2017年10月号
発行：Zones 1 & 2 & 3
ロータリーコーディネーター
ロータリー公共イメージコーディネーター
第２ゾーン担当

公共イメージと認知度の向上＝世間の方々に良いイメージで認められる
　公共イメージと認知度の向上とは「世間の方々にロータリーを良い印象で知って頂く」事です。そして、
世間の方々はロータリー（又はロータリアン）がどんな旨い事を言っても、云っている事よりもロータリア
ンの行動を見て判断します。
　つまり、ロータリアンの日頃の行動が一番大切です。これは大変だ！常に見張られているのだろうか？
そんな心配は無用です。第一、四六時中人の目を気にしなければならないなんて、そんな緊張は持続で
きません。普通に行動すればよいのです。
　但し、次の事を忘れないでください。
　「奉仕・親睦・多様性・高潔性・指導力」つまり中核的価値観と云われている５項目。「中核的価値
観」とは難しい言葉ですネ。我々の「行動規範」と受け留めましょう。行動規範を念頭に置いて活き活き
と輝いた行動をとりましょう。
　又、日頃からロータリー活動だけに偏らないで、地域や広域の業界活動に参加しましょう。又、地域自治会や消
防団、交通安全協会活動にも参加しましょう。これらの活動に参加すること自体が（地域社会）奉仕活動です。地
域の奉仕活動には加わらないで、「私は日頃から奉仕活動を行っている。」と言っても、通用しないでしょう。
　地域の経済活動、すなわち地元商工会や商工会議所活動、法人会や労働基準協会等にも、お誘いが
有れば加わりましょう。お誘いがないのにこちらから売り込むのはおかしいですが、お誘いが有ったら協
力しましょう。
　ロータリー活動に一所懸命になって居て、「私はロータリーが忙しいので、他の会の活動は出来ませ
ん。」等と云う事は間違っても言わない様にしましょう。
　その様に心掛ければ、世間の方々のロータリー（ロータリアン）に対する評価は、必ずや上がる事で
しょう。

第１ゾーン RPIC　鈴木　秀憲

クラブの後継者を育成しましょう
　左のグラフは同じ都市のほぼ同じ時期に創立した２つのクラブをMy 
Rotaryのデーターから年齢別会員数の比較をしたものです。当初の会
員数は同じくらいで推移しておりましたが創立30年目位から少しずつ会
員数に変化が見られるようになりました。
　さて、このグラフからどんなことが連想されるでしょうか？５年後、10
年後を想像してみましょう。
　Ａクラブの会員は大変仲が良く、クラブの運営には満足しているよう
です。
　皆さんならＡクラブにどんなアドバイスをされるでしょうか？
　ヒントとしては「柔軟なクラブの運営」として例会スケジュールの変
更、例会形式の多様化、出席要件の緩和、異なる会員種類の提供など
があります。
　さらに、衛星クラブの導入により、現クラブとの差別化をしてハードル
下げたクラブを提供することもできるでしょう。今月号で石黒慶一理事は
『変わることを楽しむのが成熟というのではないか』と述べております。
「変える」勇気が必要ではないでしょうか？ 

第１ゾーン RC　酒井正人

29歳以下
30-39
40-49
50-59
60-69
70歳以上
未報告

2017-18
0
0
2
1
7
9
1
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0
4
9
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16
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8

2017-18 2017-18
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　「ロータリー文庫」は日本ロータリー50周年記念事業の一つとして1970年に創立された皆様の資
料室です。
　ロータリー関係の貴重な文献や視聴覚資料など、約２万４千点を収集・整備し皆様のご利用に備
えております。閲覧は勿論、電話や書信によるご相談、文献・資料の出版先のご紹介、絶版資料につ
いてはコピーサービスも承ります。また、一部資料はホームページでPDFもご利用いただけます。
　クラブ事務所にはロータリー文庫の「資料目録」を備えてありますので、ご活用願います。
　以下資料のご紹介を致します。

ロータリー資料より
◎「米山先生と和田家の父母そして兄」　　神崎正陳　米山梅吉記念館　2017　６p　（館報Vol.30）
◎「ポール・ハリスはフリーメーソンだった」　　塚原房樹　2016　２p　（D.2510月信）
◎「ロータリーへの道　私達のポール・ハリス研究」　　西宮夙川R.C.　1996　58p
◎「ロータリーの歴史年表（2017年８月改訂版）」　　諏訪昭登　2017　10p 
◎「ロータリー歴史探訪」　　田中 毅　〔2004〕　131p
◎「ロータリーの向かう所」　　斎藤直美　2017　３p　（D.2830地区大会記録誌）
◎「２つの奉仕理念と実践活動」　　石井良昌　2017　７p　（D.2670地区大会記録）
◎「ロータリーにはなぜ高潔性Integrityが必要？」　　刀根荘兵衛　2017　３p　（D.2650月信）
◎「ロータリーの心を学ぶ」　　富田英壽　2017　３p　（D.2700月信）

〔上記申込先：ロータリー文庫〕

文　庫　通　信（361号）

ロータリー文庫
〒105-0011東京都港区芝公園2-6-15黒龍芝公園ビル３階
TEL（03）3433-6456・FAX（03）3459-7506　　http://www.rotary-bunko.gr.jp
開館＝午前10時～午後５時　　休館＝土・日・祝祭日

国際大会
基本旅行代金（航空機：エコノミークラス利用　ホテル：２名１室利用）
カナダ・トロント６日間　お一人様  490,000円（予定）

駒井英基ガバナーと
行くトロント国際大会

2018年（平成30年）６月23日（土）～６月28日（木）（予定）
　　　　　　　第１次締め切り日：平成29年11月30日（木）
　　　　　　　第２次締め切り日：平成30年  2月28日（水）

※旅行申し込み・国際大会登録に関して不明な点がありましたらガバナー事務所までお問い合わせください。

お申込み締切
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私たちの新しい仲間になられました方々をご紹介いたします。

佐賀RC

原田耕治 君
西部電気工業㈱佐賀支店

支店長

長崎出島RC

池田久美子 君
扇精光ホールディングス㈱

代表取締役社長

長崎RC

八反田義隆 君
㈱ドコモCS九州 長崎支店

支店長

佐賀大和RC

江口加代子 君
リリーフ
代表

長崎出島RC

野口和子 君
SHINJU INTERNATIONAL㈱

取締役　副社長

長崎RC

宮前周司 君
㈱テレビ長崎
代表取締役社長

大村東RC

山口泰一郎 君
Bar Rooster
代表

伊万里RC

釘島眞一 君
釘島商事不動産
代表取締役

長崎出島RC

宮崎涼子 君
㈱地中海

長崎RC

常盤淳一 君
農林中央金庫長崎支店

支店長

諫早南RC

田口直美 君
㈱メモリード
県央地区支配人

佐世保東南RC

浦　裕次 君
グローバル建機㈱
営業所所長

長崎北RC

小路隆之 君
西日本電信電話㈱
ビジネス営業部長

諫早南RC

長谷川妙子 君
第一生命保険㈱長崎支社多良見営業オフィス

オフィス長

佐世保東南RC

中村敏彦 君
うなぎ処　なかむら

代表

長崎南RC

盛澤篤司 君
長崎ターミナルビル㈱
代表取締役社長

長崎RC

二宮浩一 君
九州電力㈱長崎支社
執行役員長崎支社長

８月入会
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ロータリー財団・米山記念奨学会からの認証者リストに基づき
寄付者をご紹介いたします。ご厚意に深く感謝申し上げます。

■ ロータリー財団 ■ 米山記念奨学会
種　　　類 氏　　　名 ク ラ ブ 名 種　　　類 氏　　　名 ク ラ ブ 名

８　
　
　

月

メジャードナー
岩崎　邦臣 佐 世 保 西

８　
　
　

月

マルチプル

川副　隆裕 佐　賀　南

石坂　和彦 大　　　村 石坂　和彦 大　　　村

マルチプル・
ポール・ハリス・フェロー

内田　光俊 佐　賀　南 大田　義弘 長　崎　東

北島　恭一 佐　賀　南

福田　輝機 佐 世 保 西

﨑田　誠伸 佐 世 保 西

西沢　雅幸 佐 世 保 南

宇土　義継 佐 世 保 南

佐世保南RC
池富　幸男 君
（享年 66歳）

長崎RC
大堀　　哲 君
（享年 80歳）
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2017年８月　会員数・出席報告
グ
ル
ー
プ
クラブ名

例
会
数

平
均
出
席
率

会員数 当該月
累　

計

グ
ル
ー
プ
クラブ名

例
会
数

平
均
出
席
率

会員数 当該月
累　

計
７
月
１
日

う
ち
女
性

当
月
末

う
ち
女
性

新　
　

入

退　
　

会

増　
　

減

７
月
１
日

う
ち
女
性

当
月
末

う
ち
女
性

新　
　

入

退　
　

会

増　
　

減

第
１
グ
ル
ー
プ

佐　　賀 4 78.3 73 2 74 2 1 0 1 1

第
６
グ
ル
ー
プ

佐世保南 3 100.0 74 0 73 0 0 1 -1 -1
小　　城 4 86.2 27 2 29 2 0 0 0 2 佐世保東 4 89.3 21 0 21 0 0 0 0 0
牛　　津 4 72.7 32 0 32 0 0 0 0 0 佐世保北 3 93.8 42 1 44 1 0 0 0 2
多　　久 4 80.1 37 4 38 4 0 0 0 1 佐世保中央 4 95.8 45 1 45 1 0 0 0 0
佐賀大和 3 72.1 26 5 27 6 1 0 1 1 佐世保東南 4 87.9 28 0 31 0 3 1 2 3
小計 77.9 195 13 200 14 2 0 2 5 HTB佐世保 4 79.5 23 3 23 3 0 0 0 0

第
２
グ
ル
ー
プ

佐 賀 西 2 78.9 39 2 40 2 0 0 0 1 小計 91.0 233 5 237 5 3 2 1 4
佐 賀 北 4 77.9 43 2 45 2 0 0 0 2

第
７
グ
ル
ー
プ

大　　村 4 83.5 51 3 51 3 0 0 0 0
佐 賀 南 4 85.6 41 3 42 3 0 0 0 1 島　　原 4 81.7 26 2 25 1 0 0 0 -1
神　　埼 4 82.2 41 4 41 4 0 0 0 0 雲　　仙 3 94.1 19 1 19 1 0 0 0 0
佐賀空港 3 62.5 16 1 16 1 0 0 0 0 大 村 北 4 98.6 20 1 19 1 0 0 0 -1
小計 77.4 180 12 184 12 0 0 0 4 島 原 南 4 67.4 27 1 27 1 0 0 0 0

第
３
グ
ル
ー
プ

有　　田 4 78.2 31 0 32 0 0 0 0 1 大 村 東 3 93.9 43 4 44 4 1 0 1 1
武　　雄 4 92.0 56 4 56 4 0 0 0 0 小計 86.5 186 12 185 11 1 0 1 -1
鹿　　島 4 93.9 33 4 33 4 0 0 0 0

第
８
グ
ル
ー
プ

諫　　早 3 77.4 73 0 73 0 0 0 0 0
嬉　　野 3 79.8 28 2 28 2 0 0 0 0 諫 早 北 4 72.0 74 4 74 4 0 0 0 0
大　　町 5 72.5 16 0 16 0 0 0 0 0 諫 早 西 4 95.1 43 0 43 0 0 0 0 0
白　　石 4 65.0 5 0 5 0 0 0 0 0 諌早多良見 4 89.1 32 0 32 0 0 0 0 0
太　　良 4 95.0 10 0 10 0 0 0 0 0 諫 早 南 2 79.0 16 6 18 8 2 0 2 2
小計 82.3 179 10 180 10 0 0 0 1 小計 82.5 238 10 240 12 2 0 2 2

第
４
グ
ル
ー
プ

唐　　津 4 92.7 57 0 59 0 0 0 0 2

第
９
グ
ル
ー
プ

長　　崎 4 87.5 78 0 83 0 4 1 3 5
伊 万 里 4 86.7 28 0 30 0 1 0 1 2 福　　江 3 90.4 33 0 33 0 0 0 0 0
唐 津 東 4 89.5 51 0 53 0 0 0 0 2 長崎北東 4 84.6 38 3 39 3 0 0 0 1
唐 津 西 4 87.2 31 0 32 0 0 0 0 1 福江中央 4 90.0 20 0 20 0 0 0 0 0
伊万里西 4 93.6 44 0 44 0 0 0 0 0 長 崎 西 4 81.0 49 0 47 0 0 1 -1 -2
唐津中央 3 82.3 38 4 38 4 0 0 0 0 長崎琴海 3 53.2 16 0 16 0 0 0 0 0
小計 88.6 249 4 256 4 1 0 1 7 小計 81.1 234 3 238 3 4 2 2 4

第
５
グ
ル
ー
プ

佐 世 保 4 100.0 79 0 80 0 0 0 0 1

第
10
グ
ル
ー
プ

長 崎 北 3 82.5 85 0 85 0 1 1 0 0
平　　戸 4 77.1 34 2 33 2 0 1 -1 -1 長 崎 南 4 77.7 71 0 73 0 1 0 1 2
佐世保西 4 92.5 24 2 25 2 0 0 0 1 長 崎 東 3 75.2 43 2 45 2 0 0 0 2
北 松 浦 5 93.9 26 0 26 0 0 0 0 0 長崎みなと 3 88.0 25 1 25 1 0 0 0 0
松　　浦 3 93.2 28 1 30 1 0 0 0 2 長崎中央 3 95.2 60 0 60 0 0 0 0 0
小計 91.3 191 5 194 5 0 1 -1 3 長崎出島 3 84.4 59 8 62 11 3 0 3 3

＊上記の表の新入・退会は当月中の数字で、累計は
　 ７月１日から2017年８月末までの増減です。

小計 83.8 343 11 350 14 5 1 4 7
57クラブ合計 84.4 2,228 85 2,264 90 18 6 12 36
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国際ロータリー第2740地区
2017-2018年度　ガバナー

駒井　英基

地区大会を終わって思う事
　今年も７月11日鹿島RC様からガバナー訪問が始まりました
が、10月17日佐賀南RCの訪問で地区内57クラブ全部の訪問が
終了しました。訪問してみて今思うに、佐賀県と長崎県は、地図上で思い描く以上に広いこ
と、地区内クラブは、規模の大きさこそ様々ですが、それぞれに工夫を凝らし、日常の奉仕活
動にいそしんでおられることを知りました。また、例会の運営方法も様々で、ユニークな発想
で運営し、寄付活動も創意工夫に満ちた方法でなさっておられる姿を見て、地区内のロータ
リーアンの皆様方の活動に力強さを感じました。私としては、実際無理に拡大を図るより、内
容を充実していただき、力強い結束力を持ったクラブにしていただけるよう御願いも致して回
りました。
　私の年度では、今年３月に2016年度規定審議委員会決議を盛り込んだ新しい手続き要
覧が、配布されていますので、其れに従い各クラブ様方も、標準定款を新しいものにと取り
換えていただくことと、常設委員会の配置が今までと異なっておりますので、それに準じた委
員会構成にしていただけるように、御願いすることになりました。さすがに９月以降に訪問さ
せていただきましたクラブでは、色々な情報が伝わったのか、すでに新定款になさっておら
れましたし、委員会構成も新しいものに変更された活動計画になっておりました。
　多少の委員会編成替えがあっても、既に各クラブで長年にわたって活動され、機能してお
られる委員会の下で活動されている奉仕活動そのものは、そのまま継続しつつ、今後の予算
と人員の有効活用に役立てていただけることを、心より願っております。皆様方の御協力を心
より感謝いたします。
　また、11月18日に開催されました、地区大会では、RI会長様に酒井正人RIコーディネーター
を御迎えして、今年はRI現況報告に加えて「変わりゆくロータリー」という演題にて基調講演
もいただきました。具体的な変更事項も明確にお話しいただけましたので、今後の皆様方の
クラブ運営に参考にして頂ければ幸いです。
　７月のガバナー年度スタート以来５か月間は、瞬く間に過ぎてまいりましたが、多分、RIの
言っている変革の年というのは、こういうものなのでしょう。
　皆様方にとって、充実した年度となることを心より願っております。

ガバナー 挨 拶
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第５グループ　ガバナー補佐

岩崎　邦臣
（佐世保西ＲＣ）

　第2740地区　2017～2018年度　第５グループ　ガバナー
補佐を拝命し駒井ガバナーご指導のもと、７月１２日に佐世保
ロータリークラブ、７月27日に平戸ロータリークラブ、７月28日に
松浦ロータリークラブ、８月８日に北松浦ロータリークラブ、８月
29日に佐世保西ロータリークラブと第５グループ各会員の皆様
のご協力により、駒井ガバナー公式訪問が終了いたしました。そ
の際、駒井ガバナーからは、第５グループ各々のクラブ活動に対し「素晴らしくよく出来てお
り私からは特に申し上げることはございません。」とお褒めいただき、大変「ほっ」としており
ます。
　小生もガバナー補佐として公式訪問させていただき第５グループ全会員の皆様のご協力に
深く感謝申し上げます。
　現在、佐世保地区において第５・６グループ８ロータリークラブ合同会長・幹事会が行わ
れておりますが、第５グループのみでの会長・幹事会は、行われておりません。今回、新たに
第５グループの５ロータリークラブでの第１回会長・幹事会を10月10日にサンパーク吉井に
て開催いたしました。
　議題として「IM開催について」と「第５グループの今後について」の２点を取上げました。
「IM開催について」ここ２年間は、第５・６グループとしての開催が無く本年度は、「第５・６
グループでIM開催を…」との声が多く聞かれ来年の４月～５月頃に開催することで決りまし
た。次に「第５グループの今後について」では、今後も第５グループの合同会長・幹事会を開
催することで佐世保ロータリークラブ富永会長のご指導により、スムーズに議案も承認され
ました。IMでは「楽しいロータリーをめざそう！」を目標に進めていきたいと思っておりますの
で皆様のご協力をお願い致します。
　最後になりますが、まだまだ下半期を残しております。各クラブの今年度の目標を完遂す
る事を期待しまして、各クラブの例会場でお会いする事を楽しみにしております。

ガバナー補佐リレー随想
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2016-17年度 RYLA決算書
地区ガバナー、地区幹事、Ｇエレクト 3
地区関係者 9
来賓計 12
登録者ロータリアン 80
〃ローターアクト 21
〃一般 41
〃インターアクト 13
その他（事務局） 1
合計 156
合計 168

第2740地区第38回RYLA
　黒髪少年自然の家（H29/５/27～28）

収入の部
費　　目 予　算　額 決　算　額 増　　　減 摘　　　要

前年度繰越金 2,612,804 2,612,804 0
地区補助金 300,000 300,000 0
クラブ負担金 1,783,200 1,783,200 0 800円×2,229人
登録料 ロータリアン 400,000 320,000 △ 80,000 4,000円×80名

一般、IA、RAC 200,000 150,000 △ 50,000 2,000円×75名
雑収入 0 20,000 20,000 お祝い金
合計 5,296,004 5,186,004 △ 110,000

支出の部
費　　目 予　算　額 決　算　額 過　不　足 摘　　　要

RYLA運営費 735,000 716,771 18,229
宿泊食事代 200,000 190,790 9,210 黒髪少年自然の家(宿泊・食事）
会場設営費 90,000 93,200 △ 3,200 会場看板、外看板
登録関係費 160,000 159,138 862 記念ボールペン、ホルダー他
懇親会費 35,000 34,483 517 研修後夜の懇親会
案内状・プログラム 150,000 156,160 △ 6,160 登録案内チラシ・ポスター、プログラム
運営輸送関係費 100,000 83,000 17,000 温泉タクシー（移動マイクロバス）

記念誌 900,000 902,120 △ 2,120
記念誌製本費 750,000 740,120 9,880 280冊
写真・記録 50,000 54,000 △ 4,000
記念講演DVD費 100,000 108,000 △ 8,000 280枚

記念講演、HUG研修、ゲーム 1,273,620 1,273,620 0
記念講演料 1,233,620 1,233,620 0 植松努様講演料、交通費、記念品代他
防災士会、ゲーム吉永 40,000 40,000 0 佐賀県防災士会様、ゲーム吉永様

諸費 760,000 729,168 30,832
会議費 200,000 196,900 3,100 準備会議、事前研修
保険料 50,000 49,766 234 損害保険(団体割引）
通信費 70,000 70,000 0 切手代、記録誌送付代
スタッフジャンパー 400,000 380,592 19,408 40枚（名入れ込み）
雑費 40,000 31,910 8,090 銀行送料手数料、文具

次年度繰越金 1,627,384 1,564,325 63,059
合計 5,296,004 5,186,004 110,000
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クラブ奉仕統括委員長　髙木　義和（島原RC）

クラブ奉仕戦略計画セミナー報告
＜８月６日（日）　於　東彼杵町教育センター＞

　台風が目前に迫る前夜、講師横山守雄RPIC（大阪中央RC）パストガバナーをお迎えして、駒
井ガバナー、岩永パストガバナー、久保委員長と晩餐の歓迎を開き、ロータリーの話題で盛り上
がり、横山氏のお人柄に感銘しました。
　台風の心配も無くなり、真夏の猛暑が覆う会場に、駒井ガバナー始め地区の要員、クラブ会
長・幹事・クラブ奉仕・会員増強・IT広報・事務員合わせて250名の出席を動員してクラブ奉仕
戦略計画セミナーを開催しました。
　駒井ガバナー挨拶「今年度は五大奉仕委員会の中のクラブ奉仕にIT公共イメージ向上委員会
を設けて地域に於けるロータリー活動の理解を図り、クラブ管理運営委員会を設け運営の充実と
会員育成に力を注ぎ、会員増強と共に戦略計画を推進していきます。」と、クラブ奉仕の重大性を
２委員会の新設として形にされ、変化をもたらす期待を受けることとなりました。
　講師横山氏は、ロータリーは時代に追いつき適応し将来への備えをしていかなければならない。
16年規定審議会に於いてクラブ運営の柔軟性が問われている、例会時間・オンライン活用・出
席要件の緩和・会員種類を増やす・二重会員他戦略計画を詳しく示して戴きました。東京御苑
RCや大阪水都RCの新しいクラブの例は新鮮な驚きです。
　休憩を挟み各分科会へ移動、会員増強分科会では佐藤豊委員長をリーダーとして第2720地
区研修委員会副委員長中川貴夫氏とJAPAN.O.KロータリーEクラブ副会長片山勇氏がコメン
テーターとして熱弁を受けました。IT公共イメージ向上分科会では久保泰正委員長をリーダーと
して、また地区顧問岩永パストガバナーがコメンテーターとなりMy Rotaryの登録・クラブセント
ラル活用・地区ホームページの一般閲覧・四半期ごとの報告・情報広報活動の重要性を示して
おります。クラブ管理運営委員会では竹田健介委員長をリーダーに野口パストガバナーをコメン
テーターとしてクラブのサポートと強化・刷新・柔軟・育成を図り、クラブが抱える問題や模索に詳
しく答えられていました。
　台風のその後が頭を霞め、横山氏を早めにお見送りし、17時までに点鐘を終え、地区の同士た
ちと撤収を完了。事故、延滞、不備無く完了したことは皆様のクラブ奉仕に対する熱意の賜物と
感謝します。
　入りて学ぶ４時間を消化するだけでなく、その栄養分を充分に吸い取って頂き、幹・枝・葉・
花・実になるよう期待し、また、厳しい折はご相談ご協力を惜しまず57クラブのお役に立てるよう
努力して参ります。
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　潮目が変わり、不変と変易、変えてはいけないもの変わらなければならないものを見極め「変
化をもたらす」。地区の発展を心より願います。

〈第2740地区　1996～2017年度会員数推移〉 
年　度 ガバナー ７/１ 年度末 女　性 クラブ
96～97 牟田　勝輔 ３０９６ ３１４２ ? ５５
97～98 辻　　洋三 ３１５５ ３０９４ ２３ ５６
98～99 野﨑　元治 ３０１９ ３０３９ ２３ ５８
99～00 草場立太郎 ３０８２ ３０２２ ? ５８
00～01 武井　洋一 ３０２１ ２９４４ （５０） ５８
01～02 福井　　順 ２９４６ ２８５４ ６１ ５８
02～03 隅田　達男 ＊２８５４ ２６９９ ６２ ５８
03～04 安部　直樹 ２７０７ ２６２６ ６２ ５８
04～05 栗林　英雄 ２６３０ ? ６１ ５８
05～06 本城　好春 ２５３１ ２４２１ ６０ ５８
06～07 田口　　厚 ２４２１ ２３８２ ６５ ５７
07～08 野口　　清 ２３７７ ２３２４ ６３ ５７
08～09 鈴木　泰彦 ２３２６ ２２０７ ６４ ５７
09～10 高城　昭紀 ２２１８ ２２０４ ６８ ５７
10～11 高原　武彦 ２２０３ ２１９９ ７１ ５７
11～12 岩永　信昭 ２１９８ ２１６３ ７４ ５７
12～13 福元　裕二 ２１６１ ２１６９ ７９ ５７
13～14 塩澤　恒雄 ＊２１６９ ２１７６ ８０ ５７
14～15 宮﨑　清彰 ＊２１７６ ２１９１ ８０ ５７
15～16   宮﨑清彰（太田） ＊２１９１ ２１８８ ８１ ５７
16～17 﨑永　　剛 ＊２１８８ ２２２８ ８５ ５７
＊前年度６月末と７月１日付が重なります
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職業奉仕委員長　吉岡　義治（佐賀南RC）

職 業 奉 仕 セ ミ ナ ー ご 報 告
＜９月９日（土）　於　武雄センチュリーホテル＞

　晴天の土曜日、お忙しい中、多くの皆様にご出席いただき、ありがとうございました。
　今回のセミナーも昨年同様、入会３年未満の方 を々対象としたセミナーでした。

　基調講演は福井県敦賀市より、第2650地区の刀根荘兵衛PGをお迎えし、
『職業奉仕の現状とその歴史…職業奉仕で変化をもたらす』
というテーマで、ロータリーの今までの歩みを振り返りつつ、これから先、国際社会の中で、日本
のロータリアンはどのようにして進むべきか、どうあるべきか、を休憩をはさみ、スライド200枚
超の２時間という、中身の濃いお話しをしていただきました。
　今一度、職業奉仕の原点であるシェルドンの哲学を振り返りながら。これからの21世紀の職業
奉仕の在り方について議論することは意義あることです。特に21世紀は共生社会、心の資本主義
と言われる中で、是非、日本のロータリアンから世界に向けて、
『セルフレスの心で個人の利益を超えて社会全体の利益を考える』
ソーシャルビジネス型のビジネスモデルや職業理念を発信することが、こらからのロータリーの発
展につながるのではないかと結ばれました。

　国際ロータリーの2016年規定審議委員会において、一部変更がありました。
　第６条５大部門にそれぞれの部門の奉仕のあり方が明記されております。その中の第２項・職
業奉仕の規定に団体活動も追加されました。
　違和感をもって観られる方も多い中、世界のロータリアンのスタンダードとの違いを認識しつ
つ、今後のロータリーライフを模索したいと考えました。
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青少年奉仕統括委員長　奥村　　豊（唐津RC）

　2017年９月10日（日）有田ポーセリングパークにおいて駒井英基ガバナーをはじめ、６人のガバ
ナー補佐、地区青少年部門委員長、委員それに各クラブの青少年部門委員長95名各位の出席の
下、セミナーを開催しました。
　昨年度のセミナーは危機管理を中心に議論しましたが、本年度は、ここ２，３年を振り返って
各委員会の活動を精査し実情と将来像を報告してもらいました。特に今年度は各クラブにはイン
ターアクト、ローターアクト、交換留学生など関わりがないクラブも現在の実情と将来像を十分ご
理解を頂き、ご協力をお願いするためのセミナーでありました。
　⑴〈国際青少年交換委員会〉昨今留学希望の学生が減少して苦戦している。また来日学生受
け入れのクラブも経済的等の理由で減少していますが、単一クラブの受け入れだけでなく地域の
複数のクラブ合同の受け入れも可能かと思う。
　⑵〈インターアクト委員会〉現在2740地区では、前年度、佐世保工業高等専門学校インターア
クトクラブ（佐世保北RC提唱）が新しく発足され、21のロータリークラブが提唱する22インターア
クトクラブが活動している。今年度は、既存のインターアクトクラブの部員の減少に歯止めをかけ
活性化をしながら一つでも新しいインターアクトクラブを発足させられるように、まだ提唱クラブ
をお持ちでないロータリークラブに是非インターアクトクラブを提唱して頂くよう、お願いして拡大
をしていきたい。地区の委員会では、アクトの活動が円滑に継続して行われるように、アクトと顧
問教師を対象に、年2回の指導者研修会を実施します。また、今年度で35回目になります年次大
会を有田工業高校（有田RC提唱）ホスト校で盛会に終わりました。次年度は全国インターアクト
研修会を福岡で開催されるが、九州4地区でホストをするので今年度から準備している。

青少年 奉 仕 統 括 セミナー報 告
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　⑶〈ローターアクト委員会〉青少年の４委員会が共通して懸念しているところは私達ロータリ
アンが、どのくらい青少年に関心をもっているかという点。インターアクトからローターアクトへと引
き継いで行かれるはずと思っていたが、現実は厳しく、ローターアクトのクラブ数は年々減少して
いる。何とかしたい、積極的に関わり合い、健全な育成に取り組まなければならない。
　⑷〈RYLA委員会〉①RYLAについて　ロータリー青少年指導者養成プログラムの略。参加者
の年齢制限はなくなったが、主に14歳から30歳迄の若者が集まり、リーダーシップスキルと人格
を養いながらロータリーについて学ぶ集中研修プログラムである。地元地域やその範囲を超えて
活躍できる若き有望なリーダーを指導する機会である。ロータリアンの役割は職場や地域社会の
リーダーとなる道を開くため若者を導くこと。当地区では、１泊２日で行われており、リーダーの養
成は重要課題ですが、他に参加青少年とロータリアンとの交流、又は青少年間での異業者交流を
通して地区の青少年活動が活性化される事もRYLAの大切なテーマであると考えてる。
②RYLAの実情について　RYLA開催については、本年５月に伊万里RCにて、来年第39回は多
久RC、第40回は島原南RCがホストクラブとして開催が決定。尚、各開催予定ロータリークラブ
からRYLA地区委員として活動していただくことになっている。
③予算について　収入としては、2740地区全員全てから1人当たり800円の負担を頂き（凡そ
170万円、補助金並びに登録料の合計で、1開催当たり250万円程度の予算にて開催。2740地区
内全員からの開催費用の負担を義務づけられているRYLAについて地域での指導者養成活動
がロータリーにおいて大事かがご理解いただけると思う。（委員会報告は敬語略）
　質疑応答も前向きな意見で実のあるものでした。
　最後に挨拶を頂いた駒井英基ガバナーから講評までいただき、充実したセミナーになったと思
います。皆様のご参加と熱心な協議ありがとうございます。感謝
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米 山 の 集 い

米山記念奨学地区委員　永田　　章（北松浦RC）

　地区米山記念奨学委員会の行事として、10月１日（日）九十九島ベイサドホテル＆リゾートフ
ラッグスを会場に2017～2018年度「米山の集い」が開催され、米山奨学生・カウンセラー・大学
関係者およびロータリー関係者37名が参加しました。
　芦塚地区委員の総合司会のもと、斉唱の後、大家地区委員長の開会挨拶に始まり、牧地区委
員より来賓及び参加者紹介が行われ、続いて福田ガバナーエレクトより来賓挨拶が行われ、「折
角の機会だから、関係者との交流を深めてほしい」と式辞を述べられました。さらには、「財団設
立50周年記念DVD」の上映も行われました。
　「米山奨学事業について」と題し、栗林米山記念奨学会理事から講話があり、「平和に取り
組む姿勢を知ってもらうものであること、卒業生からも寄付があること、地区の目標が１人平均
１万６千円であること」などを話されました。
　また、大家地区委員長より地区の現状について説明が行われ、米山記念奨学会活動の取組み
等について参加者と共有しました。
　記念写真の後、懇親会に入り、栗林米山記念奨学会理事より乾杯の挨拶においてホシザキ電気㈱
より上場にあたり1億3千万円を、そして株式配当金の45%を寄付頂けた事を御報告されました。
　各奨学生と担当カウンセラーによる発表が行われ、奨学生からは近況と米山記念奨学事業に
対する想いを、カウンセラーからは奨学生の紹介が行われました。続いて学校関係者より挨拶が
行われ、西九州大学 健康福祉学部 田中豊治教授より「この機会を通してアジアと日本の架け橋
になってほしい。」と、また、長崎大学 国際教育リエゾン機構事務室 松尾孝浩主査より「アジア
の中の九州とならないと生き残れない。教育のグローバル化に取り組んでいきたい。」とおっしゃ
いました。続いて米山記念奨学会・学友会ジョ カイホウ副会長より「学友会に入って交流ができ
たらうれしい。」と、さらに増本次年度地区幹事より総評として「人生は一期一会、今日の出会いを
活かし楽しい人生を送ってほしい。」とそれぞれおっしゃいました。
　最後に本多地区委員からの閉会のことばにより、2017～2018年度「米山の集い」は終了しました。

 
 

 

ロータリアンの皆様へ
ロータリー米山記念奨学事業は、日本の全ロータリー地区が
参加する「多地区合同奉仕活動」であり、
全国のロータリアンからの寄附金で支えられています。
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インターアクト委員長　松田　洋一（諫早北RC）

インターアクト前期指導者研修会報告

　10月７日（土）１３時より第2740地区インターアクト前期指導者研修会が長崎県東彼杵町総合会館で
開催されました。
　前日の夜中、私は胆石から胆嚢炎を発症し、緊急入院となり、皆さんに大変ご迷惑をお掛けしました。
　まず、講師を愛知県からお招きしていたのですが、面識があるのが私だけだったので、空港迄迎えに
行く様にしていたのですが、それを地区委員の方に代わって貰い、研修会の委員長挨拶をLINEで送って
代読をして貰いました。関係者の皆様には、ご迷惑をお掛けしたことを心よりお詫び申し上げますと共に、
ロータリアンの助け合いの心に感謝を申し上げます。研修会の内容を地区委員の徳川さんより具体的に
報告を受けましたので、載せさせて頂きます。

　研修会は駒井ガバナーの点鐘に始まりプログラムに沿って進められ、『奉仕の先にあるもの』と題して
愛知県中部大学春日丘高等学校渉外部教諭の松本誠太様に講話をして頂きました。松本先生は、イン
ターアクトクラブの顧問となられて8年間指導されております。このクラブの特徴は、活動の企画から実行
に至るまでの殆どが、生徒たちの自立した活動となっており、先生は終始アドバイス程度になっていると
の事で、もっぱら外部団体等の折衝（営業活動）に終始されているとの事でした。活動内容は、クラブ理
念「目の前の人たちを笑顔にさせる事」を掲げ、部員数66名と共に年間300回を超える活動回数で、主に
高齢者・障害者施設養護学校、学童保育へ訪問し、外出支援や遠足支援、読み聞かせや地域イベント
に参加し、物販のお手伝いやステージでのダンス披露等を、年間50ヶ所の施設や地域で活動を行ってい
るとの説明がありました。
　そして、クラブの生徒たちもお互いを尊重し、理解し楽しく活動を行っていますとの事で、その活動から
得られる経験や人間力が、やがてその生徒たちの人生に大きく影響しているとの事でした。活動シーンも
プロジェクターで映写され大変参考になりました。又、一番興味深かったのは、自分達の活動費を祭りの
イベント等で、バザーや有料のゲーム等をして、一部を自分達で賄っていると云う事でした。その後、生徒
達とロータリアン、顧問の先生方がそれぞれ４グループに分かれ、「奉仕の先にあるもの」をテーマにグ
ループディスカッションを実施し、それぞれ４グループ代表者がまとめの発表を行い、顧問の先生からは
今年度参加された全国大会の模様を発表と合わせて、来年度、福岡市で開催される同じ全国大会の開
催内容に触れられ、「何をメインにするのか？」「顧問の先生方々同士の話し合う機会が必要では？」等
のご意見を頂きました。
　生徒達からは、他校のIACと交流をする機会を増やして、部員の少ないクラブと合同で活動をしたら良
いのでは等の意見も出ていました。
　今後、改めて検討する課題も見えたと思います。
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　2017年９月７日（木）第1081回例会は国際
ロータリー第2740地区駒井英基ガバナー、第３
グループ花島光喜ガバナー補佐、笠慶宣地区幹
事をお迎えして公式訪問を開催致しました。

　当日は例会に先立ちクラブ協議会、会長、幹事、
会長エレクトの懇談会が行われ当クラブの概況
報告、クラブ運営方針を説明させて頂きました。
　駒井ガバナーから組織表を変える事と、少年野
球、中学生ソフトテニス大会の継続とマスコミに奉
仕活動取材依頼書の提出等の指導頂きました。

　その後例会では駒井ガバナーによるRIのテーマ
「ロータリー：変化をもたらす」地区運営方針「地域
社会にも変革を！」を含むRIのテーマに対する地区運
営方針を分かりやすく、具体的に説明頂きました。

　さる９月８日（金）、駒井英基ガバナー、第10グルー
プ山口善生ガバナー補佐、笠慶宣地区幹事をお迎え
し、ガバナー公式訪問例会を開催いたしました。
　例会に先立ち行われた懇談会では、当クラブの運
営方針及び概況について説明をさせて頂き、その中で
当クラブの単独事業である児童養護施設を支援する
プロジェクトや女性会員とのコミュニケーション等の
質問を受け、意見交換と様々なアドバイスを頂戴する
ことができました。
　例会開始の際には、全員起立のうえ拍手をもって
御一行をお迎え致しました。ガバナー卓話におきまし

公式訪問後、１名（来年度）新入会員の獲得が出
来ました。あと１人頑張ります。

　最後に駒井英基ガバナー、花島光喜ガバナー補
佐、笠慶宣地区幹事のご公式訪問に感謝申し上
げますと共に、この１年間のご活躍、ご健勝をお
祈り申し上げます。
 

ては、本年度のRI方針や地区運営方針、RIの定款・細
則の変更に伴うクラブの在り方、ロータリーの公共イ
メージと認知度の向上、マイロータリーの登録メリット
等をパソコンを駆使しながらわかりやすく説明をして
頂きましたので、会員にとりまして大変有意義な例会
となりました。
　このように、今回のガバナー公式訪問例会は和やか
な中にも緊張感のある当クラブらしい雰囲気をもって
無事に終えることができました。駒井ガバナー、山口
ガバナー補佐、笠地区幹事のご来訪に心より感謝し、
今後ともご指導の程よろしくお願いいたします。
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2017の意味、等をお話し頂きました。
　ご訪問を機会に、会員一同がRIのテーマに沿っ
て、１つでも変化をもたらす１年にして参ります。
　駒井ガバナー、山口ガバナー補佐、笠地区幹事
に、心より感謝申し上げますと共に、引き続き、ご
指導よろしくお願い致します。

　９月12日（火）駒井英基ガバナー、山口善生ガ
バナー補佐、笠慶宣地区幹事をお迎えし、ガバ
ナー公式訪問例会を開催致しました。例会に先
立ち、会長、会長エレクト、幹事との懇談会では、
クラブの現況と活動計画、運営方針を説明しま
した。ガバナーより、活動計画は上手く出来てい
る、大いに活動していただきたい。活動を活発化
する事でクラブの認知度も向上し、会員の増加も
図られる。
　親睦会だけでは必ず会員は減少する。また、活
動に際しては、クラブの名前を出してもらい、事前
に新聞社などに取材依頼するようにしてほしい、
などご指導を頂きました。
　例会では、５年間の戦略計画、来年から５つの
委員会をおく事、クラブ定款は細則まで受け入れ
る、MY ROTARYは百科事典、ロータリーの樹

　９月13日（水）に駒井英基ガバナー、笠慶宣地
区幹事、小野秀喜ガバナー補佐、随行者の江副了
佐賀南クラブ会長エレクトをお迎えしてガバナー
公式訪問を開催いたしました。

　例会に先立ち、当クラブ幹事、会長エレクト、
第二副会長、会長の私との懇談会では当クラブの
概況、運営方針等を説明させていただきました。

　そのうちの青少年奉仕事業のミニバスケット
ボール教室＆ミニバスケットボール大会、国際奉
仕事業のダービースクールと諫早市内の小学校と
の交流会の説明をしまして、駒井ガバナーより、
いくつかの質問と広報の利用等に関してのアドバ
イスを頂き、緊張のなかにも笑いありで、無事に
懇談会を終了することができました。

　例会では、駒井ガバナーのユーモアを含めた、
アメリカでのこととか、貴重なお話を頂き和やか
な雰囲気のなか公式訪問が終了しました。

　残暑厳しい中での公式訪問に対して会員一同
感謝申し上げますとともに、今後のご活躍を心よ
りお祈り申し上げます。
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変化への対応に取り組んで参りたいと思います。
　駒井ガバナーはじめ皆様方の公式訪問、誠に
有難うございました。会員一同心より感謝申し上
げます。

　平成29年９月14日（木）、駒井英基ガバナー、
八頭司博ガバナー補佐、笠慶宣地区幹事、奥田
律雄副事務局長をお迎えして、公式訪問例会を
開催しました。例会前の懇談会では、当クラブよ
り会長・幹事・会長エレクト・副幹事が出席し、幹
事が当クラブの現況報告・活動内容・活動計画等
説明いたしました。駒井ガバナーより、RI規定審
議委員会での規約改訂への対応、来年度からは
新しい定款に基づいて運営を行うこと、これから
５年間のクラブの目標を立てること等のご教示を
頂きました。例会での卓話では、RIの戦略計画や
ロータリーの目的、地区運営方針、ロータリーの
世界的な優れた活動について、わかりやすく御説
明頂きました。当クラブも目標を定め、時代の

　例会では、駒井ガバナーより、RIの方針や地区
運営方針について簡潔で明快な卓話を頂きました。
　駒井ガバナーはじめ皆様の公式訪問に感謝致
しますとともに、今後ともご指導の程よろしくお
願い致します。

　駒井英基ガバナー、吉田秀隆第７グループガバ
ナー補佐、笠慶宣地区幹事をお迎えし公式訪問
例会を開催しました。例会に先立ち会長、幹事、
会長エレクトが参加して懇談会を開き、当クラブ
の概況報告や運営方針等を説明し、アドバイスを
頂きました。
　一番の悩みは、会員増強のことで、現在19名を
如何にして増強するかであり、会員全員で知恵を
出し合い、積極的に働きかけていく決意を表明し
ました。
　駒井ガバナーからは、常設委員会の配置が今
までと異なるので、今後適切な委員会の構成を図
ること、また、積極的な奉仕と広報を諮るよう指
導助言を頂きました。
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｢ロータリー：変化をもたらす｣、地区運営方針｢地域社
会にも変革を！｣を含むRIテーマに対する運営方針の考
えを卓話いただきました。特に、定款、細則の変更に伴
う各クラブの戸惑いに対し、わかりやすく説明いただき
ました。また、他団体との違いを話され、職業奉仕のあ
り方の大切さが理解出来ました。
　今後、クラブの活動をアピールするべく、クラブセン
トラルやマイロータリーの登録など、ロータリーをよ
り理解できるよう目指します。
　駒井ガバナーをはじめ皆様の公式訪問に感謝し、皆
様のご健勝を祈念し公式訪問の報告とさせていただ
きます。

　９月19日（火）駒井英基ガバナー、第８グループ
小野秀喜ガバナー補佐、笠慶宣地区幹事をお迎えして
のガバナー公式訪問例会を開催いたしました。
　例会に先立ち、橋本会長、石田会長エレクト、馬來
幹事と懇談会を行い、当クラブの概況、運営方針を説
明させていただき、質疑応答では活動内容について、
先日の諫早のんのこ祭における『ポリオ撲滅PR』の
為の出店、10月予定の『聖母の騎士園との交流活動』
には激励と指導をいただきました。またこういった活
動をPRの為、取材を受けるようアドバイスをいただき
ました。
　例会においては、駒井ガバナーより、本年度RIテーマ

が深く理解することができました。また、MyRotaryの
登録者を増やして欲しいとの要望を受け、担当委員会
を決めて対応していくようにしております。
　創立60周年を迎える当クラブですが、RIテーマ
「ロータリー：変化をもたらす」、地区運営方針「地域
社会にも変革を！」を念頭に置いて、変化・変革のある
組織作りや運営に邁進していきたいと思っております。
　駒井ガバナー、前田ガバナー補佐、笠地区幹事、公
式訪問ありがとうございました。今後の御健勝と御活
躍を祈念しております。
 

　平成29年９月15日（金）、国際ロータリー第2740
地区 駒井英基ガバナー、国際ロータリー第2740地区
第６グループ 前田和隆ガバナー補佐、国際ロータリー
第2740地区笠慶宣地区幹事にご来臨、佐世保南ロー
タリークラブ第2912回例会を開催いたしました。
　例会に先立ち、小川会長・中島会長エレクト・矢次
幹事を交えて懇談会を開催し、当クラブの概況報告、
活動計画の説明をさせていただきました。
　ガバナーからは、標準定款の採用や五大委員会の
設置に関しての助言がありました。また、当クラブ
の継続事業である国際青少年交換学生については、
1968年度より派遣・受け入れをクラブ事業とし、間数
年間空くことは多少あったが、近年ほぼ毎年度行なっ
ている現状に、高い評価を受けるとともに、この事業
の持つ課題や問題点について協議することができま
した。
　公式訪問例会でのガバナー卓話は、ウイットにとんだ
語り口で場内に笑いが漏れる一幕もありました。クラ
ブ定款と細則やクラブ常任委員会・理事構成の変更、
公共イメージと認知度向上などについて、会員一人一人
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　ロータリーの広報活動として、白石クラブに出来
る事を考えて行動して、新聞掲載にもっていけるよ
うにして欲しいと課題のなげかけがありました。
　駒井ガバナー、笠地区幹事、各委員会の委員の
皆様のご苦労に感謝し、今後の活躍を祈念してお
ります。

　９月20日(水)、駒井英基第2740地区ガバ
ナー、笠慶宣地区幹事、花島光喜第３グループガ
バナー補佐をお迎えしてのガバナー公式訪問例
会を開催しました。総勢４名のお客様を会員３名
でお迎えし、通常例会の倍以上の人数での開催
となりました。
　当クラブが置かれている現状、とりわけ会員数
の減少（現在会員数５名、例会出席者３名）は会
運営に重くのしかかり存続の危機になっている
事、各セミナーほか地区及びグループ主催の行事
への複数参加ができない事等を訴えました。ガ
バナーからは当クラブの管理運営について、現に
新しい組織つくりが出来ているとお褒めの言葉
をいただきました。

　駒井ガバナーからは昨年のRI規定審議委員会での
規約改定への対応や、地域社会に認知されるロータ
リーを目指しての活動・広報の重要性について、ご教
示頂きました。クラブセントラル、マイロータリーの登
録など、ロータリーをより理解できるように目指した
いと思います。
　熱心な意見交換は当初30分の予定を超えて盛り上
がり、楽しい懇談会となりました。
　駒井英基ガバナー、中村重敏ガバナー補佐、笠慶宣
地区幹事には、この度のご来訪に感謝申し上げますとと
もに、一年間のご活躍、ご健勝をお祈り申し上げます。

　平成29年９月22日（金）、駒井英基第2740地区ガ
バナー、中村重敏第９グループガバナー補佐、笠慶宣
地区幹事をお迎えして、ガバナー公式訪問例会を開催
いたしました。
　当日は長崎空港より空路にて、９時55分五島椿空
港に到着予定でしたが、「使用機故障の為欠航、２便
に変更しますがこの便も遅れる見込みです。」との笠
幹事からの連絡がありました。結局はこの便は55分
遅れの12時10分到着で、例会開始20分前、急遽予定
を変更して、例会終了後に懇談会を開催することにな
りました。
　例会では、駒井英基ガバナーによる講話を行って頂
き、RIテーマとイアン・ライズリーRI会長のメッセージ
『ロータリー：変化をもたらす』をわかりやすくご説明
頂き、地区運営方針である『地域社会にも変革を！』
の方針、クラブとしての取り組みをわかりやすく講演し
ていただきました。
　その後、順番が逆になりましたが、当クラブの会
長、副会長、会長エレクト、幹事が参加しての懇談会
が行われ、当クラブの概況報告やクラブ運営方針の
説明をさせて頂きました。
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会員の理解は深まったものと思います。
　離島ゆえの特別な事情で、翌日、お帰りなるまで
の時間等を通じて色々なお話をさせて頂きました。
　この会話を通じてクラブの進むべき方向を暗
示して頂いたような思いと五島の地を皆様に知っ
て頂く機会になったように思います。
　飛行機のトラブルで、時間が取れたことが、私
どもには幸いしたと考えております。
　五島と言う交通の便が悪い中、当クラブを訪問
して頂きありがとうございます。

　９月22日(金)に、駒井ガバナー・中村ガバナー
補佐・笠地区幹事の３名に当クラブへ公式訪問し
ていただきました。
　例会に先立ち会長・副会長・幹事との懇談会を
行いました。
　委員会の構成・米山記念奨学会・ロータリー財
団に対する寄付金の累計額等・活動計画報告書
に、丹念に目を通して頂き寄付金額についてお褒
めの言葉を頂きました。　　
　委員会組織については、御指導いただきました。
　ロータリーの公共イメージと認知度の向上を目
指すとしてクラブの運営に積極的に取り組むよう
に説明して頂きました。
　御指導を受けた事項については、理事会に諮っ
て改善方法を検討したいと思います。
　例会では、プロジェクターを使って世界大会
の様子、RIのテーマ、地区運営方針とクラブのサ
ポート強化についての説明と限られた時間でした
が、映像とエピソードを交えた具体的な説明で、

　その後の例会では、駒井英基ガバナーによる
卓話を行っていただき、本年度ＲＩテーマ「ロータ
リー：変化をもたらす」と地区運営方針「地域社
会にも変革を！」についてわかりやすくご説明い
ただきました。

　去る９月25日、駒井英基ガバナー、山口善生第
10グループガバナー補佐、笠慶宣地区幹事をお
迎えして、ガバナー公式訪問例会を開催いたしま
した。
　例会に先立ち行われた当クラブ会長、会長エレ
クト、幹事、副幹事との懇談会においては、当ク
ラブの概況、運営方針等について説明をさせてい
ただき、その後駒井ガバナーよりＲIからの要望等
をお伝えいただき、有意義な意見交換をすること
ができました。特に当クラブ独自の留学生に対す
る奨学金制度である国際交流基金については高
い評価をいただきました。また、委員会組織の再
編についての当クラブの考え方を説明し、アドバ
イスをいただきました。
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を置いて活動しているとの説明をいただき、会員全員
が、ロータリアンの誇りを持って活動していただきたいと
のお話をいただきました。
　駒井ガバナーの公式訪問によりRIの国際的な広がり
と奉仕活動を再確認でき、2740地区の連携を深めるこ
とができ、ハウステンボス佐世保RCの更なる連携が深ま
りました。
　会員に有意義な公式訪問例会となりました。ありがと
うございました。
　会員一同感謝いたしております。

　2017年９月26日（火）、駒井英基ガバナー、前田和隆
ガバナー補佐、笠慶宣地区幹事、江副了佐賀南RC会長
エレクトをお迎えして、ガバナー公式訪問例会を開催い
たしました。
　例会に先立ち、会長（佐々木）、幹事（中川）、会長エレ
クト（川副）との懇談会を行い、当クラブの現況、今年度
の運営方針及び、活動計画について報告させていただき
ました。
　本クラブは、会員数23名、今年度創立22周年となるこ
と、ガバナーからの要請でもあった、「マイ・ロータリー」
登録25％をクリアーし現状登録35％となっていること、
また、例年行っている 墓地清掃活動については、報道
機関宛、奉仕活動取材依頼書を提出し、ロータリーの広
報活動にしようとのご意見もいただきました。毎月１回
の夜例会の開催、年４回の家族同伴例会の開催で、小さ
いクラブならではの家族を交えた懇親を図っていること
のご報告、近隣クラブ（東クラブ）との合同例会開催も
あわせてご報告しました。
　例会は、駒井ガバナーよりプロジェクターによるRI会
長方針（変化をもたらす）の解説、地区方針（地域社会に
も変革を！）の具体的な説明と卓話をいただきました。
　ガバナーの卓話では、ポリオ撲滅も後２～３年で達成
し、ノーベル賞に値する奉仕である事、また、以前から
行っている教育、医療、水の奉仕についてもロータリー
は箱モノを作って終わりではなく、その後の育成に重点

ただきました。
　最後に駒井英基ガバナー、吉田秀隆ガバナー
補佐、笠慶宣地区幹事のご健勝とご活躍を祈念
し、今後ともご指導宜しくお願い申し上げます。

　９月27日（水）、駒井英基ガバナー、第７グルー
プ吉田秀隆ガバナー補佐（当島原南ロータリーク
ラブ）、笠慶宣地区幹事をお迎えしてのガバナー
公式訪問例会を開催しました。
　例会に先立ち、会長、幹事、会長エレクトと
の懇談会を行い当クラブの概要や現況、クラブ
運営方針を説明し当クラブの問題点や質問に
丁寧にわかりやすくアドバイスをしていただき
ました。
　例会の駒井英基ガバナーの卓話では、プロジェ
クターを使ってのRIテーマ「ロータリー：変化をも
たらす」、地区運営方針「地域社会にも変革を！」
についての話をされ、ロータリーの公共イメージ
と認知度向上を目指すことの大切さを説明してい
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　国際ロータリー細則第14.020.4項により、2020～2021年度ガバ

ナーに就任するガバナーノミニー・デジグネート候補者の推薦を希望す

るロータリークラブは、2018年3月15日までに地区ガバナー指名委員

会宛（国際ロータリー第2740地区ガバナー事務所気付）に文書を以て

ご推薦下さい。推薦する場合には、候補者を推薦することをクラブ例

会で決議した後に、クラブ幹事がその決議を証明する形で推薦書を提

出して下さい。

　尚、ガバナー指名委員会がその選択をするにあたっては、その選択

の範囲は地区内クラブによって提案された指名に限定されるものでは

ありません。

　ガバナーノミニー・デジグネートの資格条件は、国際ロータリー細則

第16.070項を参照下さい。

　ご推薦のない場合は、指名委員会で決定された方がガバナーノミ

ニー・デジグネートになります。

ガバナー　 駒 井  英 基

2020～2021 ガバナーノミニー・デジグネート推薦の件

国際ロータリー第2740地区クラブ会長　各位
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３年に一度、世界中全ての地区から代表議員がシカゴに集まり、規定審議会が開催されます。
これは、ロータリーの組織運営にクラブの声を反映させる機会です。

　今年から決議審議会が、毎年オンラインで開催されるようになりました。
決議案とは、組織規定文書に記載されている事柄の範囲外で、RI理事会またはロータリー財団管理委員会による決定を
求めるものです。また、ロータリー世界に影響を与える提案が求められています。
今回世界から提案された決議案は38件で、そのうち19件が日本から提案されました。
日本のロータリアンがいかにロータリーのルールに関心を持ち、今後のロータリーのことについて考え、意見を述べようとし
ているのか如実に物語っていると思われます。これからも規定審議会に関心を持ち続けて頂きますようお願い致します。

国際ロータリー理事エレクト　三木　明

Zones 1 & 2 & 3

コーディネーターコーディネーター

NEWSNEWS
2017年11月号
発行：Zones 1 & 2 & 3
ロータリーコーディネーター
ロータリー公共イメージコーディネーター
第３ゾーン担当

地区・クラブ戦略計画立案の重要性

　「地区・クラブ戦略計画の立案」「地区・クラブ会員基盤の向上・活性化」が様々な機会に唱えられてから既に多くの時間が経過致し
ました。皆様方の地区、或いはクラブの「戦略計画委員会」は発足してその役目を果たしているでしょうか？
　「戦略計画委員会で何をしたら良いのか？」という声をしばしば耳に致します。ロータリークラブは、これまで単年度制で運営されてきま
したが、これからは３年、或いは５年スパンの継続された目標を立て地区・クラブの運営を行い、双方の活性化を図ることが推奨されていま
す。2016年４月の規定審議会においても「クラブの目的・目標を明確化する（16-06)」ということが決定しています。皆様方の企業は、縦系
列の統治組織により継続的な中長期計画に基づいた事業の管理運営が可能であり、これが功を奏し事業が発展していると考えます。しか
し、ロータリークラブの組織運営は各年度の理事会による単年度制であり、組織の中長期目標の立案・実施が極めて難しいのが現状です。
故に、地区・クラブ戦略計画委員会、並びにそこで立案される中長期目標＝戦略計画、及びその実施が必要となってくる訳です。
　地区戦略計画委員会は、地区の目標立案の大切なことですが、地区内各クラブに戦略計画委員会を設立するための支援、設立した後
のフォローが大切な活動でしょう。
　クラブ戦略計画委員会での検討項目は、①クラブの使命・価値観・VISION・魅力を見出し、中長期目標を立案・実施、②ロータリー
学友など若い世代・女性会員の比率の向上・奉仕意欲のある退職者などの入会予定者の発掘を図り、会員増強・維持・これ以下対策を
検討、③クラブの財政問題・運営方法の検討、④会員研修の方法、⑤会員参加型の奉仕活動のあり方の検討、⑥クラブ内外への広報活
動のあり方、等が考えられます。
　クラブ戦略計画委員会の運用時の留意点としては、①クラブ理事会がクラブの管理主体であり戦略計画委員会は諮問的立場である、
②戦略計画は会員全員参加で立案、③戦略計画委員会は活動の進捗状況を理事会、会員に説明する責任がある、などでしょう。
　地区・クラブ戦略計画委員会において、地区・クラブ中長期計画＝戦略計画を立案し、地区・クラブの更なる発展、また日本のロータ
リーが復活することを願います。 

第３ゾーン　ロータリーコーディネーター補佐　高島　凱夫

「公共イメ－ジ向上」地域社会における広報活動

　各クラブはそれぞれの地域社会で意義ある活動を毎年度幾つか進めておりますが、自分達の活動を一般
社会へ広報し、ロータリ－の存在を理解して貰うという意識が概して希薄であります。また殆どのクラブは報
道機関との関係を持ち合わせておりませんから、第３ゾ－ン各地区では報道機関へのアクセスを維持してい
る地区広報委員会がクラブに代わりマスメディア各社との取材折衝を支援することを推奨しております。最近
ではクラブから地区委員会に対する取材依頼が徐々に増えているとの報告を各地区より受けております。
ところで、各クラブはクラブ定款上で「クラブの所在地域」を定めることになっておりますが、近年はその意
識が、特に大都市に存在するクラブではかなり薄くなっています。これは会員候補者を出来るだけ広範囲の
地域で見出したいという各クラブの会員増強上の思惑もあります。以前は各クラブがカバ－する地域は、細か
いところまで線引きが行われていました。クラブの所在地域は、英文定款では、「Locality of the Club」に
なっています。その原文の響きからはロ－タリ－クラブの存在はロ－カル制であることが感じ取れます。
　地方に存在するクラブは地域社会に密着した数々の活動を展開されておりますが、その活動が地方紙や
TV局で広報されることは件数的には限られております。一方、市町村が毎月、或いは定期的に発行しており
ます「市町村便り」に地元ロ－タリ－クラブの活動の模様が掲載されれば、地元クラブの会員増強や、RAC
やIACなど青少年活動の大きな支えになります。各クラブの所在地域での地方行政機関などとタイアップし
た広報活動は、マスメディア向けの広報以上に地域社会の人 と々、その地域をベースにするロータリ－クラブ
の両方により良い効果を齎します。各クラブでこの様な地域社会に密着した広報への取り組みについてもご
検討ください。
 
　地域社会の活動に重点を置かれている本年度地区ガバナ－お二人の活動スロ－ガンを左のコラム内に記
載させて頂きましたのでご参照ください。

第３ゾ－ン　ロータリー公共イメージコ－ディネ－タ－　横山　守雄

ロータリー：
変化もたらす

第2710地区
ガバナー藤中秀幸
「ロータリーの心で

地域の創生を！」
「ロータリーの元気は

地域の元気」

第2740地区
ガバナー駒井英基
「地域社会にも変革を！」
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文　庫　通　信（362号）

　「ロータリー文庫」は日本ロータリー50周年記念事業の一つとして1970年に
創立された皆様の資料室です。
  ロータリー関係の貴重な文献や視聴覚資料など、約２万４千点を収集・整備し
皆様のご利用に備えております。閲覧は勿論、電話や書信によるご相談、文献・
資料の出版先のご紹介、絶版資料についてはコピーサービスも承ります。また、
一部資料はホームページでPDFもご利用いただけます。
　クラブ事務所にはロータリー文庫の「資料目録」を備えてありますので、ご活
用願います。
　以下資料のご紹介を致します。

ロータリーの精神

◎「ロータリーの精神」　　ビチャイ・ラタクル　2017　６p
（D.2680地区大会記録誌）

◎「奉仕の理想と自利利他と黄金律」　　吉田雅俊   2017　１p　（D.2580月信）
◎「一業一会員制と親睦の関係」　　玉井清治　2017　１p　（D.2510月信）
◎「ロータリーの魅力－元R.I.理事今井鎮雄、ロータリーを語る」

神戸西R.C.　2004　〔178p〕
◎「ロータリーの社会奉仕」　　武田和夫　2011　２p　（航跡Ⅳ）
◎「ロータリーからのプレゼント」　　長崎南R.C.　1998　８p  　 
◎「世界中でよいことをしてきた100年－ロータリー財団100周年記念イベント特集」

D.2770 　2017　31p
◎「ポリオ・プラス活動15年の歩み」　　中井義尚  D.2640　2001  36p      　
◎「ロータリーデー」　　D.2770 　〔2015〕　39p

〔上記申込先：ロータリー文庫〕

ロータリー文庫
〒105-0011東京都港区芝公園2-6-15黒龍芝公園ビル３階
TEL（03）3433-6456・FAX（03）3459-7506　　http://www.rotary-bunko.gr.jp
開館＝午前10時～午後５時　　休館＝土・日・祝祭日
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私たちの新しい仲間になられました方々をご紹介いたします。

８・９月入会

ロータリー財団・米山記念奨学会からの認証者リストに基づき
寄付者をご紹介いたします。ご厚意に深く感謝申し上げます。

■ ロータリー財団 ■ 米山記念奨学会
種　　　類 氏　　　名 ク ラ ブ 名 種　　　類 氏　　　名 ク ラ ブ 名

メジャードナー 前田　一彦 佐 世 保 南
メジャードナー

川野　恒雄 諫　早　北
ベネファクター 前原　晃昭 長　　　崎 馬場　政廣 長　崎　東

マルチプル・
ポール・ハリス・フェロー

金武　良弘 佐　賀　南

マルチプル

成清　啓二 佐　賀　南
笠　　慶宣 佐　賀　南 鐘ヶ江輝昭 佐　賀　南
松浦　孝明 松　　　浦 菰田　秀三 佐　賀　南
朝永　春郎 松　　　浦 園田　嘉生 佐　賀　南
藤永　辰弘 佐 世 保 南 岡崎信一郎 佐　賀　南
花田　勝美 島　　　原 安達　健蔵 長　　　崎
千葉　憲哉 諫　早　北 神之浦　潔 福 江 中 央
神之浦　潔 福 江 中 央 中嶋　久光 長　崎　北
中嶋　久光 長　崎　北 本田　徳光 長 崎 中 央
馬場　政廣 長　崎　東

功労者
神代　　剛 佐　賀　南

岡田　康信 長 崎 中 央 谷口　　優 武　　　雄

ポール・ハリス・フェロー

太田　博道 佐 世 保 南 山口　富嘉 佐 世 保 南
下川　弘樹 佐 世 保 南
森山　隆明 佐世保東南
御厨　善光 諫　早　西

佐賀西RC

園田敬二 君
九州電力㈱佐賀営業所

所長

佐世保南RC

角田隆一郎 君
スミダ企画

代表

佐世保東RC

岡　末広 君
有限会社　岡佛檀店

代表取締役

佐世保東南RC

川上貴之 君
㈲川上建設
取締役
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2017年９月　会員数・出席報告
グ
ル
ー
プ

クラブ名
例
会
数

平
均
出
席
率

会員数 当該月
累　

計

グ
ル
ー
プ

クラブ名
例
会
数

平
均
出
席
率

会員数 当該月
累　

計
７
月
１
日

う
ち
女
性

当
月
末

う
ち
女
性

新　
　

入

退　
　

会

増　
　

減

７
月
１
日

う
ち
女
性

当
月
末

う
ち
女
性

新　
　

入

退　
　

会

増　
　

減

第
１
グ
ル
ー
プ

佐　　賀 4 73.7 73 2 73 2 0 1 -1 0

第
６
グ
ル
ー
プ

佐世保南 4 100.0 74 0 74 0 1 0 1 0
小　　城 4 74.9 27 2 29 2 0 0 0 2 佐世保東 4 83.9 21 0 22 0 1 0 1 1
牛　　津 4 69.2 32 0 32 0 0 0 0 0 佐世保北 3 95.7 42 1 44 1 0 0 0 2
多　　久 4 83.0 37 4 38 4 0 0 0 1 佐世保中央 4 87.8 45 1 45 1 0 0 0 0
佐賀大和 4 69.9 26 5 27 6 0 0 0 1 佐世保東南 4 70.0 28 0 31 0 0 0 0 3
小計 74.1 195 13 199 14 0 1 -1 4 HTB佐世保 4 88.9 23 3 23 3 0 0 0 0

第
２
グ
ル
ー
プ

佐 賀 西 3 73.3 39 2 41 2 1 0 1 2 小計 87.7 233 5 239 5 2 0 2 6
佐 賀 北 4 73.8 43 2 45 2 0 0 0 2

第
７
グ
ル
ー
プ

大　　村 4 82.3 51 3 51 3 0 0 0 0
佐 賀 南 4 83.5 41 3 42 3 0 0 0 1 島　　原 4 77.0 26 2 25 1 0 0 0 -1
神　　埼 4 72.2 41 4 41 4 0 0 0 0 雲　　仙 4 93.1 19 1 19 1 0 0 0 0
佐賀空港 3 62.5 16 1 16 1 0 0 0 0 大 村 北 4 96.9 20 1 19 1 0 0 0 -1
小計 73.1 180 12 185 12 1 0 1 5 島 原 南 4 71.7 27 1 27 1 0 0 0 0

第
３
グ
ル
ー
プ

有　　田 4 75.0 31 0 32 0 0 0 0 1 大 村 東 3 78.0 43 4 43 3 0 1 -1 0
武　　雄 3 92.9 56 4 56 4 0 0 0 0 小計 83.2 186 12 184 10 0 1 -1 -2
鹿　　島 4 97.0 33 4 33 4 0 0 0 0

第
８
グ
ル
ー
プ

諫　　早 5 82.6 73 0 73 0 0 0 0 0
嬉　　野 4 84.8 28 2 28 2 0 0 0 0 諫 早 北 4 72.0 74 4 72 4 0 2 -2 -2
大　　町 4 65.6 16 0 16 0 0 0 0 0 諫 早 西 4 90.2 43 0 43 0 0 0 0 0
白　　石 4 70.0 5 0 5 0 0 0 0 0 諌早多良見 4 90.6 32 0 32 0 0 0 0 0
太　　良 4 100.0 10 0 10 0 0 0 0 0 諫 早 南 2 94.4 16 6 18 8 0 0 0 2
小計 83.6 179 10 180 10 0 0 0 1 小計 86.0 238 10 238 12 0 2 -2 0

第
４
グ
ル
ー
プ

唐　　津 4 90.0 57 0 59 0 0 0 0 2

第
９
グ
ル
ー
プ

長　　崎 4 82.0 78 0 83 0 0 0 0 5
伊 万 里 4 90.0 28 0 30 0 0 0 0 2 福　　江 5 85.2 33 0 33 0 0 0 0 0
唐 津 東 4 87.0 51 0 53 0 0 0 0 2 長崎北東 4 80.3 38 3 37 2 0 2 -2 -1
唐 津 西 4 92.5 31 0 32 0 0 0 0 1 福江中央 4 90.7 20 0 20 0 0 0 0 0
伊万里西 4 95.4 44 0 44 0 0 0 0 0 長 崎 西 4 80.6 49 0 47 0 0 0 0 -2
唐津中央 4 91.7 38 4 38 4 0 0 0 0 長崎琴海 4 58.1 16 0 16 0 0 0 0 0
小計 91.1 249 4 256 4 0 0 0 7 小計 79.5 234 3 236 2 0 2 -2 2

第
５
グ
ル
ー
プ

佐 世 保 4 100.0 79 0 80 0 0 0 0 1

第
10
グ
ル
ー
プ

長 崎 北 3 79.5 85 0 85 0 0 0 0 0
平　　戸 4 76.8 34 2 33 2 0 0 0 -1 長 崎 南 4 81.8 71 0 71 0 0 2 -2 0
佐世保西 4 90.2 24 2 25 2 0 0 0 1 長 崎 東 5 77.1 43 2 45 2 0 0 0 2
北 松 浦 3 88.3 26 0 26 0 0 0 0 0 長崎みなと 3 86.7 25 1 25 1 0 0 0 0
松　　浦 5 90.6 28 1 30 1 0 0 0 2 長崎中央 3 94.7 60 0 60 0 0 0 0 0
小計 89.2 191 5 194 5 0 0 0 3 長崎出島 5 83.9 59 8 62 11 0 0 0 3

＊上記の表の新入・退会は当月中の数字で、累計は
　 ７月１日から2017年９月末までの増減です。

小計 84.0 343 11 348 14 0 2 -2 5
57クラブ合計 83.3 2,228 85 2,259 88 3 8 -5 31



国際ロータリー第2740地区　駒井英基ガバナーと行く
2018年トロント国際大会参加旅行のご案内

（第１次案内）

【トロント＋ナイアガラフォールズ６日間】添乗員同行プラン

※ 下記行程・料金等については、現在計画段階のため変更になる場合があります。

日　次 月日（曜） 地　名 現地時刻 交通機関 スケジュール 食　事

1 ６/22
（金）

福　岡　発
仁　川　着

21:05
22:35

KE0782 空路、仁川へ
着後、空港周辺ホテルへ

＜仁川泊＞

朝：－
昼：－
夕：機内

2 ６/23
（土）

仁　川　発
トロント着

9:35
9:40

KE0073
専用車

トロントへ  
到着後、観光  

＜トロント泊＞

朝：〇
昼：〇
夕：〇

3 ６/24
（日）

トロント 専用車 午前：トロント国際大会開会式　参加
午後：トロント市内観光

＜トロント泊＞

朝：〇
昼：〇
夕：〇

4 ６/25
（月）

トロント
ナイアガラフォールズ

午前 専用車 トロント発ナイアガラへ（約１時間30 分）
ナイアガラ観光・遊覧船など
＜ナイアガラフォールズ泊＞

朝：〇
昼：〇
夕：〇

5 ６/26
（火）

ナイアガラフォールズ
トロント発

午前
12:40

専用車
KE0074

集合後、空港へ
空路、仁川へ

＜機中泊＞

朝：機内
昼：〇
夕：〇

6 ６/27
（水）

仁　川　着
仁　川　発
福　岡　着

15:10
18:35
19:55

KE0781 仁川乗継、福岡へ
通関後は自由解散

朝：機内

基本旅行代金（航空機：エコノミークラス利用　　ホテル：２名１室利用）
　トロント・ナイアガラフォールズ６日間　　お一人様　490,000円（予定）
　　　　　　　　　　2018年（平成30年）６月22日（金）～６月27日（水）
　　　　　　　　　・ビジネスクラス利用追加料金　390,000円
　　　　　　　　　・シングルルーム追加料金　　　 99,000円
　　　　　　　　　・燃料サーチャージ・空港税 　　  11,940円（９/20現在、日々変動）
□国際大会登録料　第１期（12月15日〆切） 345US$　　第２期（３月31日〆切） 420US$
□利用予定ホテル　 ＜トロント＞　ヒルトン ガーデン イン トロント エアポート
　　　　　　　　   ＜ナイアガラ フォールズ＞　オークス ホテル オーバールッキング ザ フォールズ
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国際ロータリー第2740地区
2017-2018年度　ガバナー

駒井　英基

新年あけましておめでとうございます
　昨年の１１月の地区大会では、地区内のクラブの皆様方に大変
お世話になりまして、とてもよい雰囲気での地区大会とさせることが
できました。感謝です。
　今年も地区内の会員の皆様方のますますのご発展をお祈りいたしております。
　福田ガバナーエレクトも、いよいよ１５日からサンディアゴでの研修が始まり、新体制の準
備も進みつつあるようです。次年度も活気あるロータリー活動ができますように心より願って
おります。
　さて、地区内の会員数も着実に増えつつありますし、財団によるモンゴルでの医療支援活
動も新しいステージに移行しつつあるようです。私の年度でぜひ実現したかったことの中に
は、上の２つに加えて公共イメージの向上がありましたが、各クラブさんのご努力で、唐津地
区、鹿島地区、諫早地区、長崎地区など、地元に密着した奉仕活動の新聞報道がなされ、そ
れらが地区HPに17件ほど掲載されております。同時に地区のフェイスブックにもリンクいたし
ますので、続けていけば、必ずや市民&県民の皆様方にロータリーの社会貢献について、幅
広く認知していただけるものと確信しております。何事も第一歩に勇気がいりますが、確実に
踏み出すことが大切で、それを継続していくことも重要です。皆で頑張ってみましょう。
　また、今月は職業奉仕月間です。昨今、職業奉仕に対する取り組み方や考え方が変化して
まいったようですが、自らの職業に誇りを持ち地域社会の役に立つというロータリーの基本
理念は変わることがありません。
　今月は、各クラブにおいても、地域社会に対して、いろんな角度で行動し、それらを発信し
ていっていただけたらと願っております。
　今年も地域社会に変革をもたらせる活動をしてまいりましょう。

ガバナー 挨 拶
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第６グループ　ガバナー補佐

前田　和隆
（佐世保東ＲＣ）

　ガバナー補佐という大役を仰せつかり緊張感一杯で迎えた今
年度、７月24日の佐世保北RCのクラブ協議会訪問に始まり10月
４日の佐世保東南RCガバナー公式訪問随行までの前半戦を何
とか無事に終える事が出来て先ずは安堵しております。それにし
ても、自クラブの幹事を三回もさせて頂いたにも関わらず、未だに
ロータリーの知識が浅い私にも分かるように、RIの方針とロータ
リーの魅力を易しく教えて頂いた駒井ガバナーの見識と情熱には本当に感服いたしました。

　年度が始まるまでは甚だ若輩の私を各クラブの皆様は本当に受け入れて頂けるのか心配
でなりませんでしたが、実際に訪問するとどちらのクラブからも暖かい歓迎を受け感激いた
しました。心優しく懐の深いロータリアンの皆様には心より感謝申し上げます。そしてそれぞ
れのクラブが特徴のある活動をなされていて、表現の方法は様々ですが全ての会員にロータ
リーを盛り上げたいという気持ちが溢れている事に心が熱くなりました。
　ちなみに「趣味の域を超えているのでは?」と揶揄される私の趣味の演奏活動の影響なの
か、多くの方から見知って頂いている事を改めて確認できたのも訪問の副産物でした。

　さて、安堵したのも束の間、まだ年度後半の訪問があります。浅学な私が皆様にお役に立つ
ような卓話など到底思いつかないので、先日第6グループの皆様には家族同伴での例会や懇
親会でのトーク&音楽ライブをもって訪問に代えさせて頂けないかとのお問い合わせをさせて
頂いたところ、既にいくつかのクラブより快諾を頂きました。本当にありがとうございます。

　10月18日には第4グループの白川ガバナー補佐様のお差配で伊万里RCと伊万里西RCの
合同例会懇親会でのアトラクション演奏をさせて頂きましたが、私のバンドメンバー全員が
素晴らしい歓迎を受け更に交流が広まりました。職業奉仕はロータリアンの基本ですが、私
の場合は「ジャズの街佐世保」をアピールするために演奏活動をすることでの社会奉仕も目
指しております。もしお役に立てる場がありましたら佐世保地区以外のクラブからでも是非ご
連絡ください。

ガバナー補佐リレー随想
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地区大会実行委員長

田中　洋介
（佐賀南ＲＣ）

　11月17日・18日の地区大会の開催の折には、酒井正人RI会
長代理ご夫妻を遠路北海道函館からお迎えし、全国各地より
たくさんの来賓の方々においで頂き誠に有難うございました。ま
た、地区内より1200数十名のロータリアンの方々に多数ご登録
ご参加を頂き厚く御礼を申し上げます。
　地区大会も第１グループ、第２グループの各コホストクラブ皆様のご協力により滞りなく開
催をし、無事に終了することができましたこと心より感謝申し上げます。
　本会議前日の地区指導者育成セミナーには2840地区（群馬県）パストガバナーの
本田博己氏（前橋RC）を講師にお迎えし「変わりゆく時代とロータリー」というテーマで
ご講演をして頂き、酒井正人RI会長代理には本会議においてRIの現況報告の後「変わり
ゆくロータリー」の演題にて、奉仕の形が時代とともに変化しつつある内容で基調講演を
して頂きました。
　記念講演では櫻井よしこ氏に「これからの日本と誇りある国づくり」のテーマで日本国を
取り巻く環境がますます厳しい中、タイムリーな講演をして頂きました。
　懇親会では、地方ではなかなか鑑賞できない能を短時間でしたが堪能して戴きましたが
如何でしたでしょうか？
　19日には、親睦ゴルフ大会を開催し120名もの多くの方々にご参加を頂き、盛会の内に終
了致しました。
　皆様のご協力の元、一生懸命準備を重ねてきましたが、不行き届きの点が多 あ々ったかと
思います。どうかお許しいただければ幸いです。
　2740地区が今後、ますます発展することをご祈念申し上げ、御礼に代えさせていただきます。
有難うございました。

地区大会のお礼
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社会奉仕委員長　帯屋　　徹（大村RC）

　当日は、福田金治ガバナーエレクト、千葉憲哉ガバナーノミニー、ガバナー補佐にも多数出席を
賜り、130名程の参加のもと、社会奉仕セミナーを開催いたしました。
　福田ガバナーエレクトの挨拶に始まり
１．本年度地区社会奉仕委員会の「テーマ並びに活動方針」の説明

テーマ「社会奉仕活動を通してロータリーの公共イメージと認知度を向上させよう」
活動方針　①「ロータリーデー」の推進　　②地区補助金を活用した社会奉仕事業の拡大
　　　　　③「児童虐待防止月間」取り組み強化

２．社会奉仕活動の各クラブアンケートのまとめの発表
３．「社会奉仕とIT公共イメージ向上委員会の連携」というテーマで、IT公共イメージ向上委員会

の久保委員長に講演頂きました。
４．社会奉仕活動の実例と実績の発表１部

松浦クラブ 「地域に根差す多彩な奉仕活動」　　長崎南クラブ 「少年ラグビー大会」
雲仙クラブ 「取り組みやすい、ロータリーデーの取り組み」

５．「児童虐待の実情とロータリアン」というテーマでロータリー財団地区補助金奨学生でも
ある、「大村子供の家」の副施設長松本幸治君の講演を頂きました。

６．社会奉仕活動の実例と実績の発表２部
神埼クラブ 「少年の居場所づくり」　　大村クラブ 「児童虐待防止への取り組み」

７．総評　千葉ガバナーノミニー

　以上のようなプログラムで開催いたしましたが、各クラブの社会奉仕活動に関するアンケートを
拝見させていただくと、どのクラブも素晴らしい事業を成されています。ただその事がどれ程、世
の中に認知されているかといえば、ほとんど知られていないのが現状ではないでしょうか。本年の
テーマにも上げていますように、「ロータリーの公共イメージと認知度を向上させよう」地域の人
たちにロータリーの活動を知ってもらう事により、コミュニティに必要な団体であることを理解し
て頂きたい訳です。その為の活動方針を立てさせていただきました、そこを理解いただく事がセミ
ナーの目的でありましたが十分伝えることができたか心配です。
　最後になりますが、セミナー開催にあたりご協力いただきました皆様に心より御礼申し上げます。

社 会 奉 仕 セ ミ ナ ー 報 告
＜10月15日（日）13：30開会　東彼杵町教育センター大会議室＞
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財団奨学・学友小委員会委員　小嶺　嘉浩（島原RC）

　2017-2018年度第2740地区ロータリー財団セミナーが、多くの参加者により東彼杵町総合会
館にて滞りなく開催されました。皆様のご協力、誠に有難うございました。
　 今年度ロータリー財団セミナーの特色は、西川義文ロータリー財団委員長の基調報告に基づ
き、各委員長と小委員長が第2740地区と日本国内の他地区との活動について具体的に比較検討
し、極めて分かりやすく解説をいただいたことにあると思います。また、エンドポリオ報告ではロー
タリー財団の活動が歴史的偉業達成まであとわずかであることも再確認できました。そして、GG
奨学生朝重耕一さんと大坪竜太さんからそれぞれの研究内容と現況報告、財団とロータリアン
への心からの感謝の言葉が述べられました。総評におきましては、千葉憲哉ガバナーノミニーから
も有意義なセミナーであったとのお言葉を頂戴しました。
　今後とも、ロータリー財団の活動に一層の理解と協力を深めていくセミナーが開催されるよう
全員で力を合わせて努力していきましょう。来年度もまたお会いできることを楽しみにしておりま
す。今後ともロ－タリ－財団へのご協力ご 撻を宜しくお願い致します。

参加クラブ：55クラブ（欠席クラブ：２クラブ）
参加人員：108名
配布資料：プログラム・出席者名簿・クラブ出席者名簿・ロータリーカードQ＆A
セミナー内容：
・ロータリー財団現況報告　　　　ロータリー財団委員長　西川義文
・財団奨学・学友小委員会報告　　財団奨学・学友小委員長　喜多清基
・GG奨学生帰国報告　　　　　　朝重耕一さん、大坪竜太さん
・地区補助金委員会報告　　　　  地区補助金委員長　隅康二
・資金推進委員会報告　　　　　  資金推進委員長　永尾竹則
・エンドポリオ報告　　　　　　　 ポリオプラス委員長　溝口尚則　　　以上

ロ ー タ リ ー 財 団 セ ミ ナ ー 報 告
＜11月12日（日）13：00～16：55　東彼杵町総合会館＞
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米 山 奨 学 生 国 際 交 流 会 報 告

米山記念奨学委員会委員　芦塚　義幸（大村RC）

　2017年11月17日、奨学生14名と共に学校法人 佐賀学園 成穎中学校に訪問し中学１年生84
名の学生との交流会を行いました。成穎中学は、中高一貫校で佐賀県でも優秀な生徒が集まる
学校です。１年生は入学早 イ々ギリスへ行き、短期ホームステイを行うようなレベルの高い学校で
す。交流会は中学生６名で14のグループを作り20分づつ３回ローテーションし、各奨学生が民族
衣装をまとい、そのグループの中で交流するというスタイルで、まずは奨学生が自身の事や国の事
を紹介します。奨学生も今まではロータリー会員（大人）へのプレゼンテーションでしたが今度は
中学１年生という事で、お互いに程よい緊張感で始まりましたが、徐々に打ち解け、事前に準備し
ていた質問や思い思いの質問しながら奨学生との交流を行いました。興味津々の中学生に奨学
生も驚くほどで、アジアの国々、そして数国の奨学生との交流に世界観を感じることが出来たと思
います。ただ、発展途上国の様々な問題を抱えながら自らの国を背負う使命感を持つ奨学生の考
え方と、先進国で恵まれた日本の子供達に、どれだけ自身の存在する意義や使命感そして目標を
得ることが出来るのかが大人の役目であると感じる国際交流事業でした。



GOVERNOR'S  MONTHLY  LETTER  vol.7 8

ROTARY  INTERNATIONAL  DISTRICT 2740

ベ ト ナ ム ・ ハ ノイ 訪 問

米山記念奨学委員会委員　中嶋　久光（長崎北RC）

　ロータリー米山奨学会第2740地区では、このたび、大家委員長以下有志７名で、ベトナムのハ
ノイを訪問しました。訪問の理由は、2740地区初代学友会会長だった、ズォン・トゥイ・リンさん
の結婚式に出席をするためでした。11月24日朝、福岡空港から出国し、ハノイを訪れました。初日
は、リンさんの実家を訪問しました。こちらの結婚式は、３日間？くらい毎日披露宴があるみたい
です。そこで、リンさんのご家族にお会いし、パーティーにも参加しました。その後26日は、ご主人
がリンさんを実家に迎えに来て、ハノイの近くのホテルで披露宴がありました。400名以上の出席
者でした。最初から歌手の方々が歌を披露され、日本の芸能人の披露宴みたいで、素晴らしかっ
たです。また、リンさんも自慢の歌を披露されました。その中で、ご主人が「日本の米山奨学会に
とても感謝しています」と、日本語で挨拶され、本当に米山奨学会は、外国との架け橋になってい
るとあらためて実感しました。リンさん夫妻は東京に住まれるということで、米山学友としてますま
す活躍されることを期待しております。
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タリーの成り立ちの話を受けて、卓話でより情報
を提供して下さり、ロータリーについて非常に解
りやすい有意義なお話を頂きました。
　駒井ガバナー、前田ガバナー補佐、笠地区幹事
の御来訪に感謝しつつ、今後ますますのご活躍、
ご健勝をお祈り致します。これから佐世保中央
ロータリークラブの活動により一層精進したいと
思います。

　2017年９月28日（木曜日）、国際ロータリー第
2740地区駒井英基ガバナーの下、前田ガバナー
補佐、笠慶宣地区幹事、随行に佐賀南RC秀島宣
雄様に御来訪頂き、岩政会長・川島幹事・崎元会
長エレクトとの例会に先立ち懇談会を11時30分
から開催致しました。
　会長の今年度クラブ方針の報告、現況報告を
致しました。
　駒井ガバナーよりとても良いクラブ活動をな
さっていますので、是非広報として、ホームページ
に各事業をあげて下さい。など当クラブの活動を
褒めて下さり、クラブ運営や国際ロータリーや地
区の方針などご説明を頂き様々なアドバイスを頂
きました。
　12時30分から公式訪問例会を開催致しました
が、ガバナー卓話前にロータリー情報で国際ロー

クラブセントラル、マイロータリーへの早期登録
依頼もありました。
　当クラブは歴史が浅く構成メンバーも若年であ
りますので、今回のガバナーのご来訪、卓話は今
後のクラブ運営に貴重なものとなりました。
　最後に、駒井ガバナー、八頭司ガバナー補佐、
笠地区幹事に今回のご来訪に対して感謝を申し
上げるとともに、今後の益々のご活躍をご祈念申
し上げます。

　さる10月３日、駒井英基ガバナー、第１グルー
プ八頭司博ガバナー補佐、笠慶宣地区幹事をお
迎えし、公式訪問例会を開催いたしました。
　当日は例会に先立ち、当クラブの会長、幹事及
び会長エレクト、次期幹事を交えての懇談会が行
われ、当クラブの概況報告ならびに運営方針に
ついてご報告させていただきました。内容は、会
員増強、ロータリー財団年次寄付、奉仕プロジェ
クトの状況等が主な内容でした。ガバナーからは
奉仕活動を行った際、マスコミ等を通じてロータ
リー活動を地域にアピールするようにとのご指摘
も受けました。
　その後の例会では、ガバナー卓話を行ってい
ただき、イアン・ライズリー本年度RI会長のテー
マ「ロータリー：変化をもたらす」について分かり
やすくしかも丁寧なご説明を頂きました。特にRI
テーマに対する地区運営（定款・細則の変更にと
もなうクラブの対応）についてのガバナー所見、
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ふれる一日でした。
　多忙の中、今回の訪問に改めて感謝申し上げま
すと共に、任期中のご活躍、ご健勝、地区大会の
成功をお祈り致します。

　10月５日（木）、駒井英基ガバナー、中村重敏
第9グループガバナー補佐、笠慶宣地区幹事、山
﨑様をお迎えして公式訪問例会を開催致しまし
た。例会前には協議会が行われ、クラブの概況報
告、運営方針の説明、主な事業報告などについて
説明させて頂きました。私たちの要望についても
真剣にお聞き頂き、駒井ガバナーからは、昨年の
規定審議会での規約改定への見解や地域社会へ
の活動・広報の重要性などをご指導頂きました。
　例会での駒井ガバナーの卓話では、RI年間テー
マ「ロータリー:変化をもたらす」、地区運営方針
「地域社会にも変革を！」に類するご説明があり
ました。協議会、例会でも常に熱いロータリー愛
が示され、終始なごやかな公式訪問に充実感あ

に繋がる事とご教授いただきました。
　例会においてはIT公共イメージ向上に関する説
明をわかりやすく、これからの進むべき道をお教
えくださいました。また、国際協議会の様子もお
聞かせいただきまして本当に意義のある例会で
あったと思います。今後ご指導いただきましたこ
とを実現に向けて進んでいきたいと思っておりま
す。皆様方のご来訪に感謝いたしまして今後とも
ご指導くださいますようにお願い申し上げます。

　2017年10月４日（水）駒井ガバナー・前田ガバ
ナー補佐・笠地区幹事それに加え佐賀南ロータ
リークラブの田代様・田畠様をお迎えしましてガバ
ナー公式訪問例会を開催することが出来ました。
　例会前に懇談会を行ないました。懇談会にお
きましては、当クラブの現況報告を行い、駒井ガ
バナーの方からは、これからの当クラブの方針
に基づいた進路をご指導いただきました。My　
Rotaryへの登録を進めることも、活動すること
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の意義を感じました。
　また、ロータリー活動の基本は、職業を通じた
親睦が主である事は間違いない事であるが、親
睦の意味を十分理解し、履違えない様に活動す
る事が大切だともご指導戴きました。

　10月10日（火）　駒井英基ガバナー、吉田秀
隆ガバナー補佐、笠慶宣地区幹事、古川尋美「月
信」HP編集委員、大木傑君をお迎えしての公式
訪問例会を開催しました。
　予定時間より30分も早く到着されて、お待た
せしてしまいました。例会前に、会長、幹事、副会
長と懇談会をさせて頂きました。当クラブの現況
報告を行いましたが、とてもやさしく聴いて頂き、
適切に指導していただきました。マイロータリー
の登録目標30％を必ずやりたいと思っています。
新会員増強目標３名としていますが、当日２名の
入会者があり、ガバナーにバッチをつけて戴いた
事がとても嬉しかったです。
　駒井ガバナー他地区委員の皆様、今後ともご指
導よろしくお願いいたします。

　10月11日（水）駒井英基ガバナー、山口誠二ガ
バナー補佐、笠慶宣地区幹事をお迎えし、ガバ
ナー公式訪問例会を開催しました。
　例会に先立ち、会長、幹事、会長エレクトとの
懇談会を行いました。
　懇談会では、佐賀空港ロータリークラブの特
色、他のロータリーと違った独自性を説明しまし
た。例えば「花を咲かそう実行委員会」、「全国空
港フォーラム」への参加等です。
　駒井ガバナーから「花を咲かそう実行委員会」
への参加については、もっと外部にアピールする
べきだとご指導頂きました。
　例会では駒井ガバナーより卓話を戴き、その卓
話の中でマイロータリーへの参加、ロータリー財
団への寄付、ロータリー財団の足跡や成果の大き
さの説明があり、改めてロータリークラブの存在
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ることになり、本年度はガバナー年度としてクラ
ブを活性化し会員増強に努め、予定される行事
を成功させるために会員一丸となって活発に活動
していくことをご報告し、駒井ガバナー、笠地区
幹事から的確な助言をいただきました。
　その後の例会では、RI方針、地区方針などスク
リーンを使って、詳しくご説明いただきました。

　10月17日（火）、駒井英基ガバナー、山口誠二
ガバナー補佐、笠慶宣地区幹事をお迎えして、
ガナバー公式訪問例会を開催いたしました。
　会長、幹事、会長エレクト、SAAとの懇談会で
は、クラブの現況や運営方針、継続して実施して
いる環境保全活動等について報告致しました。
　また、当クラブでは初めてのガバナーを輩出す

大変なご苦労があったかと思いますが今後とも
ご指導の程宜しくお願い致しますと共に会員一
同心より感謝申し上げます。

　10月12日（木）に駒井英基ガバナー、白川十
郎ガバナー補佐、笠慶宣地区幹事、田畠寿太郎氏
（佐賀南RC）をお迎えして公式訪問例会を開催
しました。駒井ガバナーの例会卓話でRIの方針
や地区の方針をわかりやすくご説明いただきまし
た。例会前の懇談会や例会は日頃のありのまま
を見て頂く様に努めました。当クラブは今年度よ
り組織を５委員会に集約してクラブ運営に当たっ
ています。駒井ガバナーから的確なクラブ運営を
指導していただき、近年行った事業の中で婚活事
業や高校生議会などにお褒めの言葉を戴いた事
に感謝申し上げます。
　当クラブの公式訪問例会は地区内最後から２
番目の開催でした。全クラブの公式訪問例会は
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RPICの渡辺治夫さんの訃報に接し、言葉もありません。９月号の彼の寄稿を読み返し、
その鋭い視点を改めて学ばせていただきました。 　　　　　　　　　　　　　　合掌。

　今月号は小生の担当（400字）です。９月号に引き続いて会員増強への御協力をお願いすることになります。「我がクラ
ブを町おこしの中心クラブになっていただくためにクラブのビジョン声明を…」と前号で述べました。過去様々な世界の
ロータリーリーダー達が、“ロータリー運動がたとえ世界的規模に拡がろうとも、原点はクラブレベルでは地域への奉仕活
動です”と、説いています。
　私達は、自分達の企業が地域の皆さんのおかげで成り立っていることを知っていますから、地域が元気になるための努
力を惜しんではいません。これからは、その方策をクラブとして考え実施していくことが必要となると思います。それをビ
ジョンとして明確化させ、継続して取組みを続けていきたいと考えますが…そんな貴兄の姿やクラブを地域の人々が見て
います。やがては一緒に活動する仲間に加わってくれると信じています。
　そんなことを夢見ている綿秋です。

国際ロータリー理事　斎藤　直美

Zones 1 & 2 & 3

コーディネーターコーディネーター

NEWSNEWS
2017年12月号
発行：Zones 1 & 2 & 3
ロータリーコーディネーター
ロータリー公共イメージコーディネーター
第３ゾーン担当

新会員のオリエンテーションやセミナーは重要

　早いもので、今年も余すところ１ヶ月となりました。ロータリー年度では12月末と年度末の６月がクラブ会長・幹事、会員増強委員長に
とって、一番心を悩ますシーズンです。
　ガバナー年度、2750地区では4,900名を超え5,000名が見えたと思った瞬間があり、楽しみに年度末の会員数を心待ちにしていまし
たが、結果は想像以上に厳しいもので、5,000名はおろか4,900名をも割り込みました。純増数は80名前後に留まりました。日本全体で
は、６月に700名の方が会員となられましたが、なんと2,800名の方が一ヶ月で退会されました。会員増強に各クラブ、各地区が努力され
ている一方で、ロータリーの本来の楽しみを理解する前に多くの方が退会されることが散見されます。
　クラブにおいても地区においても、新会員オリエンテーションや新会員セミナーの重要性を一層理解して頂きたいと思います。また、
ロータリークラブに入った大きな理由である業種を超えた交流をクラブは無論、グループ、地区、地区外ロータリアンとの交流の場を多く
の会員が持てるよう、配慮して頂きたいと考えます。ロータリーでは様々な活動に、実際に参加して行動してこそ、ロータリー本来の楽しみ
を見出すことが出来ると思います。
　リーダーの方々には是非そのことをクラブ会員に伝えて頂き、クラブの活性化、クラブ基盤の強化に繋げていただきたく思います。

第２ゾーン　ロータリーコーディネーター補佐　水野　功

行動をもって「公共イメージと認知度の向上」を推進しましょう

　イアンＨ．Ｓ．ライズリーRI会長は、「ロータリーとは何ですか？」という問いに「自らの〝行動〟に
よって答えましょう」と述べました。ロータリーの「公共イメージと認知度の向上」への取り組みにお
いても、〝ロータリアンの行動する姿〟を見てもらうのが一番効果的であると実感しております。
　私の所属する第2780地区横須賀ロータリークラブ（神奈川県）では、10年前より毎年「10,000
メートルプロムナードクリーン作戦」を開催しています。地域の清掃ボランティア活動ですが、今年
は３月12日の日曜日に実施。横須賀市に拠点を置く６つのロータリークラブ、ローターアクト、ボー
イスカウト、６高校から総勢621名の参加がございました。この621名が６つの出発点に別れて一斉
にスタート、清掃活動をしながら市民と触れ合いながらゴール地点である横須賀港湾岸緑地であ
る「海辺つり公園」を目指しました。清掃活動をする私達の行動を、昇り旗のロータリーの文字を、
キャップについたロータリーのロゴをいったい、何千人、何万人の市民が見たことでしょう。
　私自身もこの活動をしていて、多くの市民の方と触れ合ったり、挨拶をしたり、そして人の目に触
れている事を実感致します。人間の五感（視覚・聴覚・嗅覚・味覚・触覚）の内、最も情報摂取量
が多いのは全体の87%を占める〝視覚〟なのです。「ロレックス」は世界的一流の時計ブランドです
が、「ロレックス」というと皆様はすぐに「腕時計」をイメージされるでしょう。
　何故でしょうか?　腕時計は〝行動〟する人の腕にあるからです。つまり〝行動性〟があるので、他
人の目に触れる機会が多いのです。一方、壁掛け時計は自宅の壁に固定されているため、他人の目
に触れる機会が少ないのです。私達は行動する事によって、そしてその姿をより多くの人に見てもら
う事によって「公共イメージと認知度の向上」を推進して参りたいと存じます。

第２ゾーン　ロータリー公共イメージコーディネーター　渡辺　治夫
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文　庫　通　信（363号）

　「ロータリー文庫」は日本ロータリー50周年記念事業の一つとして1970年に
創立された皆様の資料室です。
　ロータリー関係の貴重な文献や視聴覚資料など、約２万４千点を収集・整備し
皆様のご利用に備えております。閲覧は勿論、電話や書信によるご相談、文献・
資料の出版先のご紹介、絶版資料についてはコピーサービスも承ります。また、
一部資料はホームページでPDFもご利用いただけます。
　クラブ事務所にはロータリー文庫の「資料目録」を備えてありますので、ご活
用願います。
　以下資料のご紹介を致します。

デジタル化されたロータリー文献（６）

◎「東一郎」　　米山梅吉編　1921  124p
◎「ロータリー旅行記」　　水嶼峻一郎    1935　28p
◎「職業奉仕の勘どころ」　　D.365　1970　39p
◎「素顔のロータリー」　　三宅徳三郎　高松R.C. 　1974　85p
◎「落穂集・斎藤堅治パストガバナー講話より」　　青森R.C.　1976　172p
◎「ロータリーの心」　　笹気幸助　仙台R.C.　1978　9p
◎「決議23-34はロータリーのキイ・ポイントである」　末積 正

関西ロータリー研究会　1985　112p
◎「社会的責任の中心としての職業奉仕」　 鈴木憲輔　1994　9p 
◎「職業奉仕における『個人奉仕』の意義-個人は良心の座であり創造性と責任感の源泉である」

鈴木憲輔　1995　10p
◎「フォアウエイ・テストは前進する」　　大阪R.C.　2003　39p

〔上記申込先：ロータリー文庫〕

ロータリー文庫
〒105-0011東京都港区芝公園2-6-15黒龍芝公園ビル３階
TEL（03）3433-6456・FAX（03）3459-7506　　http://www.rotary-bunko.gr.jp
開館＝午前10時～午後５時　　休館＝土・日・祝祭日
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私たちの新しい仲間になられました方々をご紹介いたします。

佐賀空港RC

徳久　保 君
㈱徳久建設
代表取締役

大村東RC

朝長靖洋 君
瑞鳳会グループ 北村理子クリニック 皮ふ形成外科

事業統括部長

福江RC

橋本武敏 君
㈲イー・ウィンド
代表取締役

佐世保南RC

峯喜一郎 君
佐世保観光タクシー㈱

専務取締役

唐津西RC

華頂孝俊 君
宗教法人　西念寺

住職

北松浦RC

永安久幸 君
YAS建築設備設計

代表

福江中央RC

貞方英世 君
福江信用組合
理事長

島原RC

酒井範示 君
㈱肉せん

代表取締役社長

長崎北RC

古川充彦 君
アサヒビール㈱
長崎支店長

諫早RC

上野　浩 君
㈱エブセム
取締役

島原RC

原　弘美 君
㈱西松フーズ
取締役

佐世保西RC

井上正人 君
佐世保魚市㈱
代表取締役社長

諫早西RC

坂本伸二 君
たちばな信用金庫南支店

支店長

長崎南RC

松本隆行 君
㈱十八銀行

取締役　常務執行役

佐賀西RC

小林明宏 君
学習塾　小鳩の集い

代表

諫早南RC

梅﨑香織 君
ゆとりん
代表

10 月入会
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ロータリー財団・米山記念奨学会からの認証者リストに基づき
寄付者をご紹介いたします。ご厚意に深く感謝申し上げます。

■ ロータリー財団 ■ 米山記念奨学会
種　　　類 氏　　　名 ク ラ ブ 名 種　　　類 氏　　　名 ク ラ ブ 名

メジャードナー 古賀　良一 佐 世 保 南
メジャードナー

堤　　和之 佐 賀 大 和
ベネファクター 松園　　隆 長 崎 出 島 福田　俊郎 佐 世 保 北

マルチプル・
ポール・ハリス・フェロー

村田　純一 佐 世 保 南

マルチプル

村田　純一 佐 世 保 南
長野　公道 佐 世 保 東 古賀　良一 佐 世 保 南
上田　明子 長　崎　北 相良紘一郎 佐 世 保 南

ポール・ハリス・フェロー
鶴﨑　耕一 佐 世 保 東 上村　　昇 佐 世 保 南
塚原　浩三 諫　早　西 藤井　良介 佐 世 保 北
光富　智子 長 崎 出 島 深町　　等 佐 世 保 北

近藤　竜一 佐 世 保 北
古賀　新二 佐 世 保 北
宮原　明夫 佐 世 保 北
渡会　祐二 佐 世 保 北
村瀬　高広 佐 世 保 北
髙瀬　正之 大　　　村
岩永　信昭 長 崎 北 東

功労者

富永　雅弘 佐　世　保
中嶋　英博 佐 世 保 南
中島　　悟 大　　　村
川島　邦元 長　崎　北
山本きよみ 長　崎　東
松園　　隆 長 崎 出 島
鶴田　　修 長 崎 出 島
福島　　誠 長 崎 出 島
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2017年10月　会員数・出席報告
グ
ル
ー
プ
クラブ名

例
会
数

平
均
出
席
率

会員数 当該月
累　

計

グ
ル
ー
プ
クラブ名

例
会
数

平
均
出
席
率

会員数 当該月
累　

計
７
月
１
日

う
ち
女
性

当
月
末

う
ち
女
性

新　
　

入

退　
　

会

増　
　

減

７
月
１
日

う
ち
女
性

当
月
末

う
ち
女
性

新　
　

入

退　
　

会

増　
　

減

第
１
グ
ル
ー
プ

佐　　賀 4 73.5 73 2 73 2 0 0 0 0 

第
６
グ
ル
ー
プ

佐世保南 4 100.0 74 0 75 0 1 0 1 1 
小　　城 4 71.6 27 2 29 2 0 0 0 2 佐世保東 4 84.1 21 0 22 0 0 0 0 1 
牛　　津 4 71.1 32 0 31 0 0 1 -1 -1 佐世保北 4 98.1 42 1 44 1 0 0 0 2 
多　　久 4 83.0 37 4 38 4 0 0 0 1 佐世保中央 4 89.5 45 1 45 1 0 0 0 0 
佐賀大和 4 71.3 26 5 27 6 0 0 0 1 佐世保東南 4 69.2 28 0 31 0 0 0 0 3 
小計 74.1 195 13 198 14 0 1 -1 3 HTB佐世保 5 77.9 23 3 23 3 0 0 0 0 

第
２
グ
ル
ー
プ

佐 賀 西 4 67.9 39 2 42 2 1 0 1 3 小計 86.5 233 5 240 5 1 0 1 7 
佐 賀 北 4 71.5 43 2 45 2 0 0 0 2 

第
７
グ
ル
ー
プ

大　　村 5 77.1 51 3 51 3 0 0 0 0 
佐 賀 南 5 89.4 41 3 42 3 0 0 0 1 島　　原 4 80.2 26 2 26 2 2 1 1 0 
神　　埼 4 74.9 41 4 40 4 0 1 -1 -1 雲　　仙 4 87.6 19 1 19 1 0 0 0 0 
佐賀空港 3 62.5 16 1 17 1 1 0 1 1 大 村 北 4 98.6 20 1 19 1 0 0 0 -1 
小計 73.2 180 12 186 12 2 1 1 6 島 原 南 4 70.0 27 1 27 1 0 0 0 0 

第
３
グ
ル
ー
プ

有　　田 4 70.9 31 0 32 0 0 0 0 1 大 村 東 4 75.8 43 4 42 3 1 2 -1 -1 
武　　雄 4 91.1 56 4 55 4 0 1 -1 -1 小計 81.6 186 12 184 11 3 3 0 -2 
鹿　　島 4 93.2 33 4 33 4 0 0 0 0 

第
８
グ
ル
ー
プ

諫　　早 4 77.8 73 0 74 0 1 0 1 1 
嬉　　野 4 81.2 28 2 28 2 0 0 0 0 諫 早 北 4 74.6 74 4 72 4 0 0 0 -2 
大　　町 4 62.5 16 0 16 0 0 0 0 0 諫 早 西 4 95.8 43 0 44 0 1 0 1 1 
白　　石 4 70.0 5 0 5 0 0 0 0 0 諌早多良見 4 82.0 32 0 32 0 0 0 0 0 
太　　良 4 85.0 10 0 10 0 0 0 0 0 諫 早 南 2 97.2 16 6 18 9 1 1 0 2 
小計 79.1 179 10 179 10 0 1 -1 0 小計 85.5 238 10 240 13 3 1 2 2 

第
４
グ
ル
ー
プ

唐　　津 4 91.3 57 0 59 0 0 0 0 2 

第
９
グ
ル
ー
プ

長　　崎 3 77.3 78 0 83 0 0 0 0 5 
伊 万 里 4 92.5 28 0 30 0 0 0 0 2 福　　江 4 81.4 33 0 34 0 1 0 1 1 
唐 津 東 4 84.3 51 0 53 0 0 0 0 2 長崎北東 4 78.6 38 3 37 2 0 0 0 -1 
唐 津 西 4 89.2 31 0 33 0 1 0 1 2 福江中央 5 89.2 20 0 21 0 1 0 1 1 
伊万里西 4 94.8 44 0 44 0 0 0 0 0 長 崎 西 4 78.3 49 0 47 0 0 0 0 -2 
唐津中央 4 79.2 38 4 38 4 0 0 0 0 長崎琴海 4 53.2 16 0 16 0 0 0 0 0 
小計 88.5 249 4 257 4 1 0 1 8 小計 76.4 234 3 238 2 2 0 2 4 

第
５
グ
ル
ー
プ

佐 世 保 4 100.0 79 0 80 0 0 0 0 1 

第
10
グ
ル
ー
プ

長 崎 北 4 76.7 85 0 86 0 1 0 1 1 
平　　戸 4 71.9 34 2 33 2 0 0 0 -1 長 崎 南 4 78.9 71 0 72 0 1 0 1 1 
佐世保西 4 88.5 24 2 26 2 1 0 1 2 長 崎 東 3 75.4 43 2 45 2 0 0 0 2 
北 松 浦 5 88.8 26 0 27 0 1 0 1 1 長崎みなと 4 86.0 25 1 25 1 0 0 0 0 
松　　浦 4 89.9 28 1 30 1 0 0 0 2 長崎中央 3 96.2 60 0 60 0 0 0 0 0 
小計 87.8 191 5 196 5 2 0 2 5 長崎出島 3 79.6 59 8 62 11 0 0 0 3 

＊上記の表の新入・退会は当月中の数字で、累計は
　７月１日から2017年10月末までの増減です。

小計 82.1 343 11 350 14 2 0 2 7 
57クラブ合計 81.5 2,228 85 2.268 90 16 7 9 40 



国際ロータリー第2740地区　駒井英基ガバナーと行く
2018年トロント国際大会参加旅行のご案内

（第１次案内）

【トロント＋ナイアガラフォールズ６日間】添乗員同行プラン

※ 下記行程・料金等については、現在計画段階のため変更になる場合があります。

日　次 月日（曜） 地　名 現地時刻 交通機関 スケジュール 食　事

1 ６/22
（金）

福　岡　発
仁　川　着

21:05
22:35

KE0782 空路、仁川へ
着後、空港周辺ホテルへ

＜仁川泊＞

朝：－
昼：－
夕：機内

2 ６/23
（土）

仁　川　発
トロント着

9:35
9:40

KE0073
専用車

トロントへ  
到着後、観光  

＜トロント泊＞

朝：〇
昼：〇
夕：〇

3 ６/24
（日）

トロント 専用車 午前：トロント国際大会開会式　参加
午後：トロント市内観光

＜トロント泊＞

朝：〇
昼：〇
夕：〇

4 ６/25
（月）

トロント
ナイアガラフォールズ

午前 専用車 トロント発ナイアガラへ（約１時間30 分）
ナイアガラ観光・遊覧船など
＜ナイアガラフォールズ泊＞

朝：〇
昼：〇
夕：〇

5 ６/26
（火）

ナイアガラフォールズ
トロント発

午前
12:40

専用車
KE0074

集合後、空港へ
空路、仁川へ

＜機中泊＞

朝：機内
昼：〇
夕：〇

6 ６/27
（水）

仁　川　着
仁　川　発
福　岡　着

15:10
18:35
19:55

KE0781 仁川乗継、福岡へ
通関後は自由解散

朝：機内

基本旅行代金（航空機：エコノミークラス利用　　ホテル：２名１室利用）
　トロント・ナイアガラフォールズ６日間　　お一人様　490,000円（予定）
　　　　　　　　　　2018年（平成30年）６月22日（金）～６月27日（水）
　　　　　　　　　・ビジネスクラス利用追加料金　390,000円
　　　　　　　　　・シングルルーム追加料金　　　 99,000円
　　　　　　　　　・燃料サーチャージ・空港税 　　  11,940円（９/20現在、日々変動）
□国際大会登録料　第１期（12月15日〆切） 345US$　　第２期（３月31日〆切） 420US$
□利用予定ホテル　 ＜トロント＞　ヒルトン ガーデン イン トロント エアポート
　　　　　　　　   ＜ナイアガラ フォールズ＞　オークス ホテル オーバールッキング ザ フォールズ
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国際ロータリー第2740地区
2017-2018年度　ガバナー

駒井　英基

　正月気分も抜け、はや２月となりました。季節的には、またまだ
寒い日が続きます。九州西部でもインフルエンザが流行ってい
るそうです。皆様方には風邪などひかれませんように、注意しな
がら日々の生活を送ってください。
　１月は、職業奉仕月間でした。如何に時代と共に奉仕の在り方が変わろうと、ロータリーの
奉仕の理念は変えてはなりません。それを認識していただけた月間であったように思えます。
皆様方のクラブでは如何でしたでしょうか。
　２月は、世界の平和月間です。身近な些細な事でも。世界平和につながるものも多いものです。
米山奨学生とのお付き合いもそうでしょうし、交換留学生や財団奨学生などもその大切な
事業の一つと考えております。それぞれのクラブで、できることから取り組んでいきたいものです。
　さて、これを執筆している１月１５日には、サンディアゴから福田エレクトの参加されてい
る国際協議会より次年度RIテーマが発表されました。それは「インスピレーションになろう」
です。私たちロータリアンは、世界で、地域社会で、そして自分自身の中で、持続可能な良い
変化を生むために、人びとが手を取り合って行動する世界を目指しています。次期会長ラシ
ン氏は、このビジョン声明の意義を強調し、声明がめざすロータリーを実現するためにリー
ダーシップを発揮するよう皆に求めました。
 　変化を生み出そうという意欲を、クラブ会長と地区内ロータリアンの皆様方の心に芽生え
させていただきたいとのことです。もっと何かをしよう、可能性を最大限に発揮しようというや
る気を引き出し、それぞれのやり方で前進していきましようという内容です。福田エレクトが
帰国なさってから、地区の具体的な年次方針が決まることと思います。それに従って、皆で地
域社会にお役にたてるロータリー活動をして参りたいものです。

ガバナー 挨 拶
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第７グループ　ガバナー補佐

吉田　秀隆
（島原南ＲＣ）

　初めまして、ガバナー補佐に就任致しましてちょうど上半期が
過ぎました。
　この間地区グループへの新任挨拶、クラブ協議会、ガバナー
公式訪問、その間に地区委員会への出席、そして最後の締めとし
て11月に地区大会と、やっと一息ついたと云う所です。（駒井ガ
バナーの方がもっと大変だと思いますが）
　最初クラブを訪問した時は、学校で云うならばちょうど新学年が始まった時の様な感じ
で、私も緊張しておりましたが、会長・幹事を始め会員の皆様のやる気、熱気で春に新芽が
吹き出ている感じで圧倒される雰囲気でした。

　第７グループを簡単に紹介させて頂きますと、大村市と島原半島のそれぞれ３クラブずつで
計６クラブから成っております。その距離は車で移動しますと１時間半から２時間弱掛かります。
その為、３クラブ間の交流は密ですが、島原・大村間の情報としては、おもに週報が情報源
ではないかと思われます。その乏しい情報で訪問しましたら、地域によりクラブに特徴が有
り、楽しみにクラブ訪問させて頂きました。まず大村の３クラブは通常の例会はお昼ですが、
月に一回程夜の例会になっております。昼の例会ではロータリーに対して非常に真 に取
り組まれ、他のクラブへの見本になる様な立派なクラブになるのだと云う意気込みが感じら
れます。夜の例会ではお酒も出され、親睦とクラブの融和をうまく兼ねられ、息抜きされた
雰囲気の例会をされております。又、島原の３クラブは新組織表を早く取り入れ「マイロータ
リー」、「クラブセントラル」への登録をガバナーの目標値に近づけようと取組まれています。
　又、久しく途絶えていた島原、雲仙３クラブ合同例会を再開しようと３クラブ会長幹事会を
行って、12月に３クラブ合同例会が復活致しました。

　次期ガバナー補佐の選出も大村東クラブの為永氏に快諾して頂きまして、有難うございま
した。ただ、肝心なガバナーと各クラブの意志の疎通を図る私の役目がうまくいっているか
は、まだ疑問ではありますが、残された下半期を精一杯務めて行きたいと思っております。

ガバナー補佐リレー随想
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　今年度のライズリー会長のテーマは「ロータリー：変化をもたらす」であります。ロータリーが岐路に差し掛かっている
と言われる現在、我々は変革（Transform）を目指さなければなりません。
　去る11/20～11/23に開催した第46回ロータリー研究会には全国から多くのシニアリーダーの皆様にご参加を頂き盛会
裏に終了できました。研究会では「日本の心をどう世界に発信するか」を基本理念にプログラムを構成して実施しました。
幸い参加された皆様から好評を得ましたことは望外の喜びです。
　具体的には、セッション１では「日本のロータリー100周年を迎えてのもう少しの努力」（日本のロータリーのこれまでの歴
史と将来展望）、セッション２では「日本の元気なクラブ」（それぞれの規模のクラブの努力成果）、セッション３では「変化を
もたらす日本のロータリーの将来ヴィジョン」（世界と乖離しない日本のロータリーの存在意義）の研修を行いました。

国際ロータリー理事　石黒　慶一

Zones 1 & 2 & 3

コーディネーターコーディネーター

NEWSNEWS
2018年１月号
発行：Zones 1 & 2 & 3
ロータリーコーディネーター
ロータリー公共イメージコーディネーター
第１ゾーン担当

世界を変える行動人（People of Action）

〇公共イメージに関連するさまざまな課題に取り組むため、ロータリーは今年度、「世界を変える行動人」と題された新たな公共イメー
ジキャンペーンを開始しました。
〇ロータリーでは、地域に根付いて活動する会員達が、地元や世界に持続可能な変化をもたらす為に、行動しています。
〇公共イメージキャンペーンの目的
　１．認識と理解の間の格差を埋める
　２．「ロータリーとは何か」を定義し、ロータリーによる影響を明確に示す
　３．会員の参加、目的意識、寄付、活動を促すための土台を築く
　４．それぞれの地元にふさわしい広告をクラブが作れるようにする
〇目的を果たすための戦略
　１．People of Action（世界・地域を変える行動人）としてのロータリアンを紹介する。
　２．地域社会に課題・問題があれば、解決策と可能性を見出すロータリアンの姿を表現する。
　３．長期的な解決策をもたらすために、ロータリアン、地域社会のパートナー、専門家がビジョンを共有し、アイデアを交換する姿を示す。
〇具体的な戦術…RPICとしての提案（ロータリアン自身が広告塔です。）
　１．身近に「世界や地域を変えたロータリアン」が居て、地域へ紹介されてなければ、商工会議所ニュースや法人会広報誌等を通じ

て、地域へ紹介して下さい。
　２．地域社会の問題解決の為、ロータリアンは地域社会(ロータリー以外の団体)のパートナーやリーダーと共に積極的に意見交換し、

問題解決にご尽力下さい。
〇キャンペーンの一環として、ロータリーのブランドリソースセンターから新しい「メッセージ作成ガイド」をダウンロード出来ます。
〇このガイドには、すべてのロータリアンが一貫した方法で心に訴えるロータリーのストーリーを伝え、ロータリーへの参加を促す為の
メッセージが紹介されています。
〇ブランドリソースセンターでは、公共イメージに関するその他のリソースを利用できます。

第１ゾーン　ロータリー公共イメージコーディネーター　鈴木　秀憲

「増強についての思い」

　現在の日本ロータリーの会員数は多少の増加傾向にあるものの、40％は30人以下であると言われています。また平均年齢は60歳以上
が多く70歳以上のクラブも少なくありません。RIは地区の構成として1地区2700人75クラブ（１クラブ36人となります）が望ましいといっ
ています。会員増強の課題の1つは斎藤RI理事も仰っていましたが、30人以下のクラブの会員数をいかにして増やしていくかだと思いま
す。小人数クラブは元々活動できる会員数が少なく、またその地域での子クラブ、孫クラブ、ひ孫クラブである事が多く、これは親クラブ
に対してある意味不利になる事でしょう。
　１つの参考事例を述べてみたいと思います。昨年2570地区の坂戸さつきクラブは年初会員数18名でスタートして８名増やして増加率
44.4％としています。
１）年度会長は就任前から増強に対する強い思い、やる気があり、７月当初に会長推薦で２名入会させています。
　（常にパンフレットと入会申込書を持ち歩き、これはと思う人にはロータリーを説明して入会を勧めていた）
２）会長のリーダーシップを意気に感じてクラブ会員一丸となって積極的に勧誘を行った結果７月から11月まで５ヶ月間毎月のように入
会者を得ています。

３）退会者（パスト会長）の再入会や７月に入会した新会員による紹介で新たな入会者もありました。
　この例から分かることは、会長を始めとしてクラブ会員全員のやる気と普段からの積極的な継続的勧誘奉仕活動があれば増強は確実
に出来るという事ではないでしょうか。またクラブ戦略委員会等で目標が決まったならば、会長や増強委員長等が挫けることなく常に増
強活動を引っ張り続けていく姿勢の大切さが重要であることを示しています。増強して仲間を増やす事はロータリーの素晴らしさを広め
る事になるのです。これは正に公共イメージアップにも通じる事でしょう。
「為せば成る　為さねばならぬ　何事も　成らぬは人の　為さぬなりけり」上杉鷹山

第１ゾーン　ロータリーコーディネーター補佐　坂本　元彦
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私たちの新しい仲間になられました方々をご紹介いたします。

佐世保東南RC

岸川孝志 君
岸川石油㈱
代表取締役

諫早RC

関　泰司 君
㈱関電設
代表取締役

大村北RC

菊地廣行 君
江洋工業㈲
代表取締役

小城RC

中原　晃 君
㈲中原設備
代表取締役

長崎出島RC

原ちなみ 君
㈱チョーハイ
代表取締役社長

大村北RC

浦田直彦 君
㈲オービス
相談役

武雄RC

鈴木滋土 君
武雄センチュリーホテル

総支配人

佐世保中央RC

宮﨑宗長 君
日本郵便㈱　佐世保塩浜郵便局

局長

大村東RC

中西賢一 君
大村湾カントリー倶楽部

支配人

佐賀大和RC

古賀伸忠 君
古賀設計
代表

11 月入会

文　庫　通　信（364号）

　「ロータリー文庫」は日本ロータリー50周年記念事業の一つとして1970年に創立された皆様の
資料室です。
　ロータリー関係の貴重な文献や視聴覚資料など、約２万４千点を収集・整備し皆様のご利用に備えて
おります。閲覧は勿論、電話や書信によるご相談、文献・資料の出版先のご紹介、絶版資料については
コピーサービスも承ります。また、一部資料はホームページでPDFもご利用いただけます。
　クラブ事務所にはロータリー文庫の「資料目録」を備えてありますので、ご活用願います。以下資料の
ご紹介を致します。

講演より
◎「国際ロータリー会長 田中作次さんに聞こう！ロータリーとは、奉仕とは、
　  人生とは（講演及び会員との質疑応答）」　田中作次　〔2017〕 11p　（D.2570地区大会報告書）
◎「地球温暖化防止の切り札は？」　牛山 泉  2017　17p　（D.2550地区大会の記念誌）
◎「世界を照らすLED」　天野 浩　2017　９p　（第45回ロータリー研究会報告書）
◎「四国で一羽の蝶々がはばたくと、世界でハリケーンが生じる～
　  情熱と意志を持って」　北川正恭　2017　10p　（D.2670地区大会記録）    
◎「安全保障と危機管理」　越野修三 〔2017〕 10p　（D.2830RYLA報告書）
◎「日露首脳会談と政局の行方」　岸井成格　〔2017〕 19p　（D.2660地区大会報告書）
◎「母子の健康」　対馬ルリ子　2017　６p　（D.2830地区大会記録誌）
◎「福井県の恐竜時代」　東 洋一　2017　４p　（D.2650地区大会記念誌）            　
◎「山形大学のナスカの地上絵研究」　山形大学研究チーム　2014　５p　（D.2800地区大会講演集）

〔上記申込先：ロータリー文庫〕

ロータリー文庫
〒105-0011東京都港区芝公園2-6-15黒龍芝公園ビル３階
TEL（03）3433-6456・FAX（03）3459-7506　　http://www.rotary-bunko.gr.jp
開館＝午前10時～午後５時　　休館＝土・日・祝祭日
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ロータリー財団・米山記念奨学会からの認証者リストに基づき
寄付者をご紹介いたします。ご厚意に深く感謝申し上げます。

■ ロータリー財団 ■ 米山記念奨学会
種　　　類 氏　　　名 ク ラ ブ 名 種　　　類 氏　　　名 ク ラ ブ 名

メジャードナー
福田　俊郎 佐 世 保 北 マルチプル 﨑永　　剛 長　崎　北
緒方　信行 佐 世 保 北 功労者 山辺　忠厚 唐　津　西

ベネファクター 峯　　徳秀 佐 世 保 北

マルチプル・
ポール・ハリス・フェロー

諸隈　正剛 多　　　久
吉岡　　励 神　　　埼
福山　和彦 神　　　埼
藤井　良介 佐 世 保 北
渡会　祐二 佐 世 保 北
小川　一貴 佐 世 保 北
小川　　寛 佐 世 保 北
近藤　竜一 佐 世 保 北
永田　武義 佐 世 保 北
林田　敏幸 長　崎　北

ポール・ハリス・フェロー 古井　俊路 多　　　久

大村RC
吉川　　豊 君
（享年 82歳）

佐世保北RC
深町　　等 君
（享年 61歳）
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2017年11月　会員数・出席報告
グ
ル
ー
プ
クラブ名

例
会
数

平
均
出
席
率

会員数 当該月
累　

計

グ
ル
ー
プ
クラブ名

例
会
数

平
均
出
席
率

会員数 当該月
累　

計
７
月
１
日

う
ち
女
性

当
月
末

う
ち
女
性

新　
　

入

退　
　

会

増　
　

減

７
月
１
日

う
ち
女
性

当
月
末

う
ち
女
性

新　
　

入

退　
　

会

増　
　

減

第
１
グ
ル
ー
プ

佐　　賀 4 78.1 73 2 73 2 0 0 0 0 

第
６
グ
ル
ー
プ

佐世保南 2 100.0 74 0 75 0 0 0 0 1 
小　　城 5 79.3 27 2 30 2 1 0 1 3 佐世保東 4 83.0 21 0 22 0 0 0 0 1 
牛　　津 2 65.9 32 0 31 0 0 0 0 -1 佐世保北 4 100.0 42 1 43 1 0 1 -1 1 
多　　久 4 80.9 37 4 38 4 0 0 0 1 佐世保中央 4 90.2 45 1 46 1 1 0 1 1 
佐賀大和 4 77.4 26 5 28 6 1 0 1 2 佐世保東南 4 70.4 28 0 32 0 1 0 1 4 
小計 76.3 195 13 200 14 2 0 2 5 HTB佐世保 4 80.8 23 3 23 3 0 0 0 0 

第
２
グ
ル
ー
プ

佐 賀 西 4 78.8 39 2 42 2 0 0 0 3 小計 87.4 233 5 241 5 2 1 1 8 
佐 賀 北 4 74.4 43 2 45 2 0 0 0 2 

第
７
グ
ル
ー
プ

大　　村 4 83.5 51 3 50 3 0 1 -1 -1 
佐 賀 南 4 90.7 41 3 42 3 0 0 0 1 島　　原 4 74.3 26 2 26 2 0 0 0 0 
神　　埼 4 84.5 41 4 40 4 0 0 0 -1 雲　　仙 3 89.5 19 1 19 1 0 0 0 0 
佐賀空港 3 62.5 16 1 17 1 0 0 0 1 大 村 北 5 92.3 20 1 21 1 2 0 2 1 
小計 78.2 180 12 186 12 0 0 0 6 島 原 南 4 68.0 27 1 27 1 0 0 0 0 

第
３
グ
ル
ー
プ

有　　田 4 77.4 31 0 32 0 0 0 0 1 大 村 東 4 75.5 43 4 43 3 1 0 1 0 
武　　雄 4 92.3 56 4 56 4 1 0 1 0 小計 80.5 186 12 186 11 3 1 2 0 
鹿　　島 4 92.4 33 4 33 4 0 0 0 0 

第
８
グ
ル
ー
プ

諫　　早 3 78.5 73 0 75 0 1 0 1 2 
嬉　　野 4 87.2 28 2 28 2 0 0 0 0 諫 早 北 4 71.2 74 4 72 4 0 0 0 -2 
大　　町 4 71.9 16 0 15 0 0 1 -1 -1 諫 早 西 4 91.7 43 0 44 0 0 0 0 1 
白　　石 5 60.0 5 0 5 0 0 0 0 0 諌早多良見 4 88.3 32 0 32 0 0 0 0 0 
太　　良 4 90.0 10 0 10 0 0 0 0 0 諫 早 南 2 97.2 16 6 18 9 0 0 0 2 
小計 81.6 179 10 179 10 1 1 0 0 小計 85.4 238 10 241 13 1 0 1 3 

第
４
グ
ル
ー
プ

唐　　津 4 89.0 57 0 59 0 0 0 0 2 

第
９
グ
ル
ー
プ

長　　崎 4 81.8 78 0 83 0 0 0 0 5 
伊 万 里 5 96.0 28 0 30 0 0 0 0 2 福　　江 2 87.1 33 0 34 0 0 0 0 1 
唐 津 東 3 87.0 51 0 53 0 0 0 0 2 長崎北東 5 82.5 38 3 37 2 0 0 0 -1 
唐 津 西 4 88.0 31 0 33 0 0 0 0 2 福江中央 4 92.0 20 0 21 0 0 0 0 1 
伊万里西 4 93.6 44 0 44 0 0 0 0 0 長 崎 西 4 91.6 49 0 46 0 0 1 -1 -3 
唐津中央 3 85.2 38 4 37 3 0 1 -1 -1 長崎琴海 3 54.4 16 0 16 0 0 0 0 0 
小計 89.8 249 4 256 3 0 1 -1 7 小計 81.6 234 3 237 2 0 1 -1 3 

第
５
グ
ル
ー
プ

佐 世 保 5 100.0 79 0 80 0 0 0 0 1 

第
10
グ
ル
ー
プ

長 崎 北 4 90.5 85 0 86 0 0 0 0 1 
平　　戸 4 75.2 34 2 33 2 0 0 0 -1 長 崎 南 4 78.7 71 0 72 0 0 0 0 1 
佐世保西 4 86.5 24 2 26 2 0 0 0 2 長 崎 東 2 81.4 43 2 45 2 0 0 0 2 
北 松 浦 4 88.8 26 0 27 0 0 0 0 1 長崎みなと 4 86.2 25 1 25 1 0 0 0 0 
松　　浦 3 90.0 28 1 30 1 0 0 0 2 長崎中央 3 96.8 60 0 59 0 0 1 -1 -1 
小計 88.1 191 5 196 5 0 0 0 5 長崎出島 2 79.4 59 8 63 12 1 0 1 4 

＊上記の表の新入・退会は当月中の数字で、累計は
　７月１日から2017年11月末までの増減です。

小計 85.5 343 11 350 15 1 1 0 7 
57クラブ合計 83.5 2,228 85 2,272 90 10 6 4 44 



国際ロータリー第2740地区　駒井英基ガバナーと行く
2018年トロント国際大会参加旅行のご案内
【トロント＋ナイアガラフォールズ６日間】添乗員同行プラン

※ 下記行程・料金等については、現在計画段階のため変更になる場合があります。

日　次 月日（曜） 地　名 現地時刻 交通機関 スケジュール 食　事

1 ６/22
（金）

福　岡　発
仁　川　着

21:05
22:35

KE0782 空路、仁川へ
着後、空港周辺ホテルへ

＜仁川泊＞

朝：－
昼：－
夕：機内

2 ６/23
（土）

仁　川　発
トロント着

9:35
9:40

KE0073
専用車

トロントへ  
到着後、観光  

＜トロント泊＞

朝：〇
昼：〇
夕：〇

3 ６/24
（日）

トロント 専用車 午前：トロント国際大会開会式　参加
午後：トロント市内観光

＜トロント泊＞

朝：〇
昼：〇
夕：〇

4 ６/25
（月）

トロント
ナイアガラフォールズ

午前 専用車 トロント発ナイアガラへ（約１時間30 分）
ナイアガラ観光・遊覧船など
ナイアガラライトアップディナー
＜ナイアガラフォールズ泊＞

朝：〇
昼：〇
夕：〇

5 ６/26
（火）

ナイアガラフォールズ
トロント発

午前
12:40

専用車
KE0074

集合後、空港へ
空路、仁川へ

＜機中泊＞

朝：〇
昼：機内

6 ６/27
（水）

仁　川　着
仁　川　発
福　岡　着

15:10
18:35
19:55

KE0781 仁川乗継、福岡へ
通関後は自由解散

朝：機内

夕：機内

基本旅行代金（航空機：エコノミークラス利用　　ホテル：２名１室利用）
　トロント・ナイアガラフォールズ６日間　　お一人様　480,000円（予定）

※10名以上の場合
　　　　　　　　　　2018年（平成30年）６月22日（金）～６月27日（水）
　　　　　　　　　・ビジネスクラス利用追加料金　370,000円（満席）
　　　　　　　　　・シングルルーム追加料金　　　 68,000円
　　　　　　　　　・燃料サーチャージ・空港税　　  22,500円（1/12現在、日々変動）
□国際大会登録料　第２期（３月31日〆切） 420US$
□利用予定ホテル　 ＜トロント＞　シェラトン ゲートウェイホテル イン トロント インターナショナル エアポート
　　　　　　　　   ＜ナイアガラ フォールズ＞　クラウンプラザ ナイアガラフォールズ フォールズビュー

（eTA渡航認証登録費用、海外旅行傷害保険、その他個人消費費用含まず）
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国際ロータリー第2740地区
2017-2018年度　ガバナー

駒井　英基

　今年も早３月です。３月といえば、春の息吹を感じる気候です。
之を執筆している２月ではまだ全国的に寒く降雪が九州でも有る
気候です。早く花咲く本来の春の到来が待ち遠しい限りです。
　次年度のRIのテーマは「インスピレーションになろう」に決ま
りました。福田エレクトがサンディアゴで、勉強されたことや次年度の運営方針を聞くのが楽
しみです。昨今のRIは、５大奉仕（人道的支援）の実践を強く薦めており、それに基づいた
組織づくりに重点をおいているようです。しかし、時代の趨勢に従って、組織や奉仕の有り方
が変わるのは、自然な事だと思います。しかし、どのような時代になろうとも、組織としての基
本理念は変わることは有りえません。また、変えては混乱するばかりだと思います。特にロー
タリーの基本理念である職業奉仕理念と、５大奉仕としての、実践すべき職業奉仕の考え方
は異なります。そこを混同しないようにして理解し活動を進めて参りましょう。
　さて、皆様方のクラブは、会員増強されていますか。そして、活動も積極的になさっていま
すか。このところ地区HPにて報告された奉仕事例も随分と増えてまいりまして、力強く感じ
ております。今年度の地区活動方針である「地域社会に変革を」の下に益々努力してまいりま
しょう。
　先ごろ行われた財団補助金セミナーでは、地区補助金とグローバル補助金を使ったモン
ゴルでの医療支援事業の素晴らしい成功例の報告がなされましたし、タイでの清潔な飲料
水提供活動もスタートしたようです。これらの素晴らしい活動がうまく進んでいってほしいと
願うのはもちろんですが、地区補助金はどのクラブでも申請は３月中に行えば、実施可能で
す。地域社会に貢献出来る新しい奉仕活動を企画してみてください。皆でロータリーの存在
意義を地域社会に認知されるように努力してみましょう。

ガバナー 挨 拶
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第８グループ　ガバナー補佐

小野　秀喜
（諫早西ＲＣ）

　早いもので第８グループのガバナー補佐を拝命して７か月が経
とうとしています。
　私は新旧交代に伴う「第８グループ５クラブ会長・幹事会」に
出張と重なり出席ができず、そのために、第８グループ前ガバ
ナー補佐、千葉憲哉様にはご多忙の中、後日、改めて、引き継ぎ
と丁寧なご指導を賜り、何とかスタートすることができました。
　私共の担当する第８グループは、諫早ＲＣ、諫早北ＲＣ、諫早多良見ＲＣ、諫早南ＲＣ、
それに私の所属クラブであります諫早西ＲＣの５クラブです。先ずは、就任の挨拶廻りから
始まり、クラブ協議会、駒井ガバナーの公式訪問への同行と順を追って各クラブを訪問致し
ました。その際には各クラブの会長、幹事様のご協力とロータリアン皆様の激励を頂き、何と
か終了できました。改めて感謝申し上げます。
　クラブ協議会において、それぞれの運営方針、クラブの現況報告、今年度の事業計画等の
ご説明を頂き、各々のクラブの歴史と伝統、熱意ある奉仕と親睦への取組み、工夫を重ねら
れた各年度事業等々、勉強不足の私にとって大変勉強になりました、この半期だったと感じ
ます。
　特に、印象に残るのは本年度の「地区大会」において連続出席53カ年を達成され受賞さ
れた諫早ＲＣの森長之さんの偉業です。我々ロータリアンの模範として更なる記録の延長を
祈念いたします。
　先月、１月27日に「第２回ガバナー補佐会」が武雄で行われました。各グループ各クラブ
の現況報告を見て、我々の第８グループは「My Rotary」への登録者が少ないようです。１
月末現在、地区全体の登録率は 24.2％に対し、第８グループは9.0％です。皆さん「My 
Rotary」の登録を宜しくお願い致します。
　ガバナー補佐の任期、残り５か月となりましたが、引き続きお力添えを宜しくお願い申し上
げます。

ガバナー補佐リレー随想
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インターアクト後期指導者研修会報告

インターアクト委員長　松田　洋一（諫早北RC）

　2017～2018年度インターアクト後期指導者講習会を、１月27日（土）東彼杵町総合会館で
開催致しました。駒井ガバナーをはじめ地区関係者７名、ロータリアン20名、ローターアクト３名、
顧問教諭13名、インターアクト28名の計71名での参加で行いました。
　駒井ガバナーの挨拶に始まり、第39回ＲＹＬＡの説明を多久ＲＣ野中実行委員長が行い、
第36回インターアクト年次大会については、牛津ＲＣ江本新世代委員長が内容の説明を行い、
参加のお願いをされました。
　その後、講話をローターアクト地区代表事務局の山田晋太郎君にして頂きました｡
　今回の研修会のテーマは『未来への奉仕』サブテーマが『インターアクト～ローターアクトへ』
という事で、高校を卒業した後に、奉仕活動を継続的に出来る様に、ローターアクトの活動内容
を理解して頂き、減少傾向にあるローターアクトクラブへの入会を促すのが目的でした｡
　グループディスカッションの後、グループ発表では以下の様な意見が出ていました｡

*ローターアクトに入ることによって、自分自身がスキルアップしたい。
*ＳＮＳに頼らない、人と人との交流。　*インターアクトで学んだ事を生かしたい。
*将来、ロータリアンになりたい｡
＜問題点として＞
*会費がかかる。　*ローターアクトの認知度が低い。　*時間がとれない。

等の意見があがっていました｡
　今後、地区の青少年奉仕委員会全体の課題として、取り組んでいきたいと思います｡
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2017-18 年度補助金管理セミナー報告

補助金委員長　隅　　康二（佐賀西RC）

　ロータリー財団・補助金管理セミナーが、2018年２月４日（日）に佐賀市のマリトピアにお
いて開催されました。第1部では財団の各委員長より担当委員会の報告が行われ、第２部では
2740地区主催で行った2017-2018年度における財団活動の報告が行われました。

第１部の主旨
　補助金を受けるにあたっての流れは、例年通りで特に変更点はありません。事業申請のルール
に従って申請書を提出して頂ければ幸いです。申請書類は全てホームページよりダウンロードで
きるようになっております。ご活用のほどお願い致します。

第２部のご紹介
　2017-2018年度に、2740地区主催で行われた事業が報告されました。

国際活動１　疾病予防と治療　朝重耕一医師（長崎大学外科）　
　シンシナティ小児病院における肺がん研究。彼の研究の一コマが欧文学術雑誌の
表紙を飾るという卓越した研究成果をあげて帰国しました（セミナーへの出席ができな
かったため、財団委員である原田知行医師（長崎中央RC）が代理報告しました）。

国際活動２　疾病予防と治療　大坪竜太医師（長崎大学腫瘍外科）
　オランダ・ライデン大学における乳がんの病理学的研究と臨床手術応用を確立して
帰国しました。東南アジア諸国において激増している乳がんの治療が、廉価で、安全
に進めることができる基礎づくりに大きく貢献できるようです。

国際活動３　経済と地域社会の発展　片岡一生氏（KPMG あずさ監査法人）
　イギリスのサセックス大学大学院にて、貧困国における経済開発を学んで帰国しま
した。サセックス大学はこの分野において世界のトップクラスにあり、様々な国から集
まった研究者とともに学んだ成果を報告されました。将来的には世界の最貧国、特にネ
パールにおける経済と地域開発に携わることを目標に掲げています。
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国際活動４　疾病予防と治療　外川裕人獣医師（長崎大学熱帯医学研究所）
　イギリスのクリック研究所にて、マラリアの病態研究、特に遺伝子組み換え技術を習
得して帰国しました。マラリアは今なお、１年に２億以上の人々を苦しめている感染症で
ありながら、その病態は明らかになっていません。地球の温暖化が進み、地球上で様 な々
人が行き交うようになった今、マラリアはどこか遠い熱帯の国の病気ではなくなります。
当2740地区では他に先んじて、熱帯医学の発展に貢献する事業を始めました。

国際活動５　疾病予防と治療　岩根紳治医師（佐賀大学肝疾患センター）
　肝炎もまた、マラリアと並ぶ多くの人々が苦しむ疾患ですが、日本で肝炎→肝臓がん
が最も多い佐賀から、世界で肝炎→肝臓がんが最も多い国・モンゴルへの支援を始め
ました。本セミナーでは岩根医師にモンゴルに出かけて、現地医師とともに調査を行っ
てきた成果と肝炎の基本的な病態と実情を解説して頂きました。

国際活動６　疾病予防と治療　西村賢二（佐賀県庁健康増進課）
　佐賀県では、行政と大学が密に連携して肝疾患に取り組む「佐賀方式」が有名です
が、この仕組みをモンゴルで応用できないか行政マンという立場でモンゴルに出向いて
もらいました。遊牧民として定住していない人々に、どのような公的医療サービスが可能
かなど現地調査で明らかになったことを報告して頂きました。

国際活動７　母子の健康・口蓋裂の包括治療　香月　武（口腔外科医、佐賀RC）
　口蓋裂は、家族にとって非常にショックの大きな病気ですが、その治療は繊細で医
師が容易に技術習得することができません。そこで当2740地区ではモンゴルにおける
現地医師の治療技術習得を目的に、2014年よりVTT事業を行なっております。“継続”
しなければ成し得ない成果。物資のみの支援や１～２度の渡航では実り難い現実を話
して頂きました。

国際活動８　水質調査　山形浩介（薬剤師、長崎出島RC）
　当2740地区より、薬剤師によるチームを組み、タイのスリーウォンRCとの連携で東南
アジアにおける水と衛生の指導を行う事業に着手しました。タイの水事情はすでに完備
されている…と言う声も聞かれますが、実際に現地で調査を行った結果は想像とは異
なる現実でした。佐賀県の中心的な川である嘉瀬川との比較など大変興味深い知見が
報告され、今後地区内の薬剤師資格をもつロータリアンの皆様へも参加をお声かけし
て、VTT事業に発展していくことができればとのことでした。
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My Rotary 登録100％達成 !!

　地区内トップをきって、佐世保北ロータリークラブがMy Rotary登録100％を達成されました
ので、駒井 英基ガバナーより表彰されました。
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Zones 1 & 2 & 3

コーディネーターコーディネーター

NEWSNEWS
2018年２月号
発行：Zones 1 & 2 & 3
ロータリーコーディネーター
ロータリー公共イメージコーディネーター
第３ゾーン担当

■柔軟性は会員増強の救世主になりうるか？　
　　
　ご存知COL16においてクラブ運営に関する諸規定が従来のそれらと劇的に変革を遂げた事は記憶に新しい。それもこれも世界的に見
て停頓気味の会員増強を強力に押し進めるため、又、ロータリー活性化の基盤である魅力的・効果的クラブ作りのために柔軟性導入は
RIがまとめた最善の手段であろう。
①：柔軟性導入後の影響　
　昨秋本邦全クラブに実施したアンケートの結果、柔軟性導入したクラブは全体の23%, 導入予定18%, 従来の運営踏襲が半数を
越え53%, 導入しないが６%という数字が出た。しかし、某クラブのように例会回数を月２回に減らしてみたが、ヤッパリ毎週例会が良
いということで早くも元に戻したケースもあると聞く。一方、世界ではRIが2016/7/1、即ちクラブに柔軟性導入推奨開始時点の会員
数は１年経過の昨年同時期と比較したら約５千人減の120万人強であった。これから推察すれば柔軟性導入は現時点で世界も日本
も会員増加に貢献しているとは言えない。

 ②：過去の増強について
　日本での新会員は一般的に以下の手続き「探し出す、紹介する、入会を勧める、入会させる、導き・情報を伝達する、参加させる、
研修する」を経て入会し、理念を伴った優秀なロータリアンに成長してきた。増強とは文字通り「会員を増やし、クラブを強くする」事
だ。初めから柔軟性と言う概念はクラブにも新入会員にもなかったのは事実であろう。

③：今後の増強について
　増強は組織維持のため永遠の課題である。基本的にロータリーは他の奉仕団体と違うことを強調し、合わせて日本独自の慣習・
考え方に則り進めるのがベスト。しかし、いつまでも過去の理論に固執し、世界の流れ、時代の流れ、社会環境の変化への対応が遅
れないようにすべきだ。RIは柔軟性と言う画期的な概念を提案し、導入を推奨し、変革を促しているように我々もこれを日本流に改
変し、応用し、増強に活用する時期が来たようだ。とは言っても増強への王道はクラブ会長と会員が一丸となって汗を流す事に尽き
ると思う。

第３ゾーン　ロータリーコーディネーター補佐　伊藤文利（D2690,倉吉RC）

■１月14日からアメリカ・カリフォルニア州サンディエゴで国際協議会が開催されました。 

　世界全地区から539地区、日本の34地区のガバナーエレクトとパートナーが一堂に会し、来るべき新しい年度に向けて
研修を重ねました。バリー・ラシン国際ロータリー会長エレクトから発信された力強いテーマをしっかりと胸に受け止め、
新たなロータリーの世界に思いを馳せておられることでしょう。
　私たちロータリアンは、会員基盤を強化し、柔軟なクラブ運営をすることにより、より多くの理解者を増やす必要があり
ます。ロータリーの素晴らしい理念を一人でも多くの人 と々共有し、私たちが目指す究極の世界平和を手にしなければなら
ないからです。また、理念を求めると同時に行動もしなければなりません。皆様方お一人おひとりがロータリーの伝道者で
あります。ロータリーが活性化する、そのことのために更なる歩みを進めて頂きたいと思います。 

国際ロータリー　理事エレクト　三木　明

■各地域社会でのロータリー広報・公共イメージ活動　

　ロータリーの公共イメージの向上を図るために、ロータリーにはロータリアンやその活動の恩恵を受ける地域社会の人 と々の間に心温
まる感動や感謝のストーリーが沢山あります。それをよりシンプルに、一貫性のある形で伝えていくことが大切です。そして、ロータリーの
活動の成功例をマスメディアや地方自治体などに紹介できるよう、ロータリー公共イメージ向上に向け、地域に適したアプローチを促進
することです。
　ロータリーの公共イメージ向上に必要なことは何でしょうか。
ロータリーとは何か。ほかの団体とどう違うのか。なぜロータリーが必要なのかなど、ロータリーを人々に伝える方法を考え直す必要が生
じています。
　今、私たちがなすべきことは何でしょうか。
すべてのロータリアンがロータリーの一員として自覚と誇りを持って行動を起こすことだと思います。四つのテストに照らしてみましょう。
　コミュニケーションをする際にロータリアン各自がロータリーの理念を守り、活動を推進して、ロータリーの目的を効果的に伝えること
が重要です。
　例えば、2730地区の私が所属している鹿児島西RCでは1965年からクラブ独自に定めた表彰制度で社会の目立たないところで誠実に
継続的に意義のある社会奉仕活動を続けている個人あるいは団体を顕彰するためのロータリー賞を創設し、毎年のクラブ創立記念日例
会で表彰を行いその活動を紹介しています。マスコミも表彰式には毎年取材をしてロータリー賞について報道します。
　少子高齢社会の現在、地域には自治体やNPO法人などと共同で行うことができて地域が必要としているプロジェクトが沢山あります。
既にそれぞれのクラブが独自の奉仕活動を展開していますが各クラブの活動がロータリーの活動として認識してもらうためには、ロータ
リーの理念とRI戦略計画をよく理解し、統一されたロータリーのイメージで情報を発信することが各地域社会でのロータリー広報・公
共イメージ活動が効果的なものになると思います。

第３ゾーン　ロータリー公共イメージコーディネーター補佐　山下皓三（D2730,鹿児島西RC） 
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私たちの新しい仲間になられました方々をご紹介いたします。

諫早北RC

田中　守 君
BARマーモス

代表

長崎北東RC

東　義隆 君
東歯科医院
院長

長崎出島RC

光安健一郎 君
光安歯科医院
歯科医師

諫早西RC

友永俊介 君
㈲大栄ハウジング
代表取締役

大村RC

西　貴史 君
まつばや百貨店㈱
代表取締役

諫早西RC

小島礼文 君
㈱クリエイトオフィス

代表取締役

12 月入会

文　庫　通　信（365号）

　「ロータリー文庫」は日本ロータリー50周年記念事業の一つとして1970年に創立された皆様の
資料室です。
　ロータリー関係の貴重な文献や視聴覚資料など、約２万４千点を収集・整備し皆様のご利用に備えて
おります。閲覧は勿論、電話や書信によるご相談、文献・資料の出版先のご紹介、絶版資料については
コピーサービスも承ります。また、一部資料はホームページでPDFもご利用いただけます。
　クラブ事務所にはロータリー文庫の「資料目録」を備えてありますので、ご活用願います。以下資料の
ご紹介を致します。

資料より
◎「純粋親睦」　佐古亮尊　大村北R.C.　2011　２p　（回首原点－ロータリーの心を尋ねて（その７））
◎「ロータリーは思想である」　佐古亮尊　大村北R.C.　2016　６p　（回首原点－ロータリーの心を尋ねて（その８））
◎「なぜ私たちは他人に親切にするのであろうか」　富田英壽　2017　２p　（ロータリーの心をたずねて）
◎「基本に返って、魅力あるロータリーに」　富田英壽　2017　５p　（ロータリーの心をたずねて）    
◎「ロータリーはどこへ？－ロータリーの目的と自分の人生の目的のベクトルを合わせる生き方」

刀根荘兵衛　2017　3p　（夢を語り、現在(いま）を刷新）
◎「ロータリーとは？」　鈴木一作　2018　４p　（D.2800月信）
◎「ロータリーと持続可能性」　吉田雅俊　2017　１p　（D.2580月信）
◎「柔軟性導入は会員増のソリューションなのか？」　小船井修一　2018　９p　（D.2840月信）            　
◎「五つのテスト？」　玉井清治　2017　１p　（D.2510月信）           

〔上記申込先：ロータリー文庫〕

ロータリー文庫
〒105-0011東京都港区芝公園2-6-15黒龍芝公園ビル３階
TEL（03）3433-6456・FAX（03）3459-7506　　http://www.rotary-bunko.gr.jp
開館＝午前10時～午後５時　　休館＝土・日・祝祭日
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ロータリー財団・米山記念奨学会からの認証者リストに基づき
寄付者をご紹介いたします。ご厚意に深く感謝申し上げます。

■ ロータリー財団 ■ 米山記念奨学会
種　　　類 氏　　　名 ク ラ ブ 名 種　　　類 氏　　　名 ク ラ ブ 名

メジャードナー
上戸　政明 長　崎　南

マルチプル

井上　良久 唐 津 中 央
内田　信康 長　崎　東 深谷　誓志 唐 津 中 央
塚﨑　　寛 長 崎 中 央 大神　邦明 佐　世　保

マルチプル・
ポール・ハリス・フェロー

森本　英敏 大　　　村 本多　善彦 雲　　　仙
西川　義文 大　　　村 秀山　達也 諫　　　早
本田　嘉彦 大　　　村 田中　克憲 長　崎　西
溝上　善造 大　　　村 島田　靖彦 長　崎　西
菊池　廣行 大　村　北 功労者 糸瀬　　新 佐世保中央
辻本　　隆 諫　早　北
安永　勝信 長　崎　西
内田　信康 長　崎　東
川西　嘉則 長 崎 中 央
小宮　裕之 長 崎 中 央
徳永　辰夫 長 崎 中 央
増井　直実 長 崎 中 央
尾上　信哉 長 崎 中 央

ポール・ハリス・フェロー

岡田　文俊 佐世保中央
芥川圭一郎 佐世保中央
田中　啓輔 佐世保中央
森　　広康 大　　　村
芦塚　義幸 大　　　村
御厨　幹生 大　　　村
野島　進吾 大　　　村
太田　陽子 大　　　村
石本仁太郎 諫　早　北

平戸RC
東　　義治 君
（享年 83歳）

長崎西RC
柳　　信良 君
（享年 81歳）
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2017年12月　会員数・出席報告
グ
ル
ー
プ
クラブ名

例
会
数

平
均
出
席
率

会員数 当該月
累　

計

グ
ル
ー
プ
クラブ名

例
会
数

平
均
出
席
率

会員数 当該月
累　

計
７
月
１
日

う
ち
女
性

当
月
末

う
ち
女
性

新　
　

入

退　
　

会

増　
　

減

７
月
１
日

う
ち
女
性

当
月
末

う
ち
女
性

新　
　

入

退　
　

会

増　
　

減

第
１
グ
ル
ー
プ

佐　　賀 4 77.7 73 2 72 2 0 1 -1 -1 

第
６
グ
ル
ー
プ

佐世保南 4 100.0 74 0 75 0 0 0 0 1 
小　　城 4 78.3 27 2 30 2 0 0 0 3 佐世保東 3 84.8 21 0 22 0 0 0 0 1 
牛　　津 4 73.6 32 0 31 0 0 0 0 -1 佐世保北 3 99.2 42 1 43 1 0 0 0 1 
多　　久 3 84.5 37 4 38 4 0 0 0 1 佐世保中央 3 90.0 45 1 46 1 0 0 0 1 
佐賀大和 3 63.0 26 5 28 6 0 0 0 2 佐世保東南 3 66.7 28 0 32 0 0 0 0 4 
小計 75.4 195 13 199 14 0 1 -1 4 HTB佐世保 3 83.1 23 3 23 3 0 0 0 0 

第
２
グ
ル
ー
プ

佐 賀 西 4 78.6 39 2 42 2 0 0 0 3 小計 87.3 233 5 241 5 0 0 0 8 
佐 賀 北 3 77.1 43 2 45 2 0 0 0 2 

第
７
グ
ル
ー
プ

大　　村 4 79.9 51 3 51 3 1 0 1 0 
佐 賀 南 4 88.7 41 3 42 3 0 0 0 1 島　　原 4 71.1 26 2 26 2 0 0 0 0 
神　　埼 4 74.2 41 4 40 4 0 0 0 -1 雲　　仙 3 92.0 19 1 19 1 0 0 0 0 
佐賀空港 3 62.5 16 1 17 1 0 0 0 1 大 村 北 3 98.3 20 1 21 1 0 0 0 1 
小計 76.2 180 12 186 12 0 0 0 6 島 原 南 3 70.0 27 1 26 1 0 1 -1 -1 

第
３
グ
ル
ー
プ

有　　田 3 77.4 31 0 32 0 0 0 0 1 大 村 東 4 83.2 43 4 43 3 0 0 0 0 
武　　雄 4 89.3 56 4 56 4 0 0 0 0 小計 82.4 186 12 186 11 1 1 0 0 
鹿　　島 4 90.9 33 4 33 4 0 0 0 0 

第
８
グ
ル
ー
プ

諫　　早 4 79.8 73 0 75 0 0 0 0 2 
嬉　　野 4 87.5 28 2 28 2 0 0 0 0 諫 早 北 3 70.6 74 4 73 4 1 0 1 -1 
大　　町 3 68.9 16 0 15 0 0 0 0 -1 諫 早 西 4 93.0 43 0 46 0 2 0 2 3 
白　　石 3 60.0 5 0 5 0 0 0 0 0 諌早多良見 4 87.5 32 0 32 0 0 0 0 0 
太　　良 3 93.3 10 0 10 0 0 0 0 0 諫 早 南 2 97.2 16 6 18 9 0 0 0 2 
小計 81.0 179 10 179 10 0 0 0 0 小計 85.6 238 10 244 13 3 0 3 6 

第
４
グ
ル
ー
プ

唐　　津 4 92.3 57 0 59 0 0 0 0 2 

第
９
グ
ル
ー
プ

長　　崎 3 85.5 78 0 83 0 0 0 0 5 
伊 万 里 3 94.4 28 0 30 0 0 0 0 2 福　　江 4 90.1 33 0 34 0 0 0 0 1 
唐 津 東 3 88.0 51 0 53 0 0 0 0 2 長崎北東 3 73.8 38 3 37 2 1 1 0 -1 
唐 津 西 3 88.5 31 0 33 0 0 0 0 2 福江中央 3 94.5 20 0 21 0 0 0 0 1 
伊万里西 3 92.7 44 0 44 0 0 0 0 0 長 崎 西 3 66.7 49 0 45 0 0 1 -1 -4 
唐津中央 4 91.4 38 4 37 3 0 0 0 -1 長崎琴海 3 67.4 16 0 16 0 0 0 0 0 
小計 91.2 249 4 256 3 0 0 0 7 小計 79.7 234 3 236 2 1 2 -1 2 

第
５
グ
ル
ー
プ

佐 世 保 4 100.0 79 0 79 0 0 1 -1 0 

第
10
グ
ル
ー
プ

長 崎 北 4 77.9 85 0 86 0 0 0 0 1 
平　　戸 4 76.8 34 2 32 2 0 1 -1 -2 長 崎 南 3 83.9 71 0 71 0 0 1 -1 0 
佐世保西 4 89.6 24 2 26 2 0 0 0 2 長 崎 東 4 79.7 43 2 44 2 0 1 -1 1 
北 松 浦 4 92.5 26 0 27 0 0 0 0 1 長崎みなと 3 92.0 25 1 25 1 0 0 0 0 
松　　浦 4 86.6 28 1 30 1 0 0 0 2 長崎中央 4 94.1 60 0 59 0 0 0 0 -1 
小計 89.1 191 5 194 5 0 2 -2 3 長崎出島 4 79.3 59 8 62 12 1 2 -1 3 

＊上記の表の新入・退会は当月中の数字で、累計は
　 ７月１日から2017年12月末までの増減です。

小計 84.5 343 11 347 15 1 4 -3 4 
57クラブ合計 83.3 2,228 85 2,268 90 6 10 -4 40 



国際ロータリー第2740地区　駒井英基ガバナーと行く
2018年トロント国際大会参加旅行のご案内
【トロント＋ナイアガラフォールズ６日間】添乗員同行プラン

※ 下記行程・料金等については、現在計画段階のため変更になる場合があります。

日　次 月日（曜） 地　名 現地時刻 交通機関 スケジュール 食　事

1 ６/22
（金）

福　岡　発
仁　川　着

21:05
22:35

KE0782 空路、仁川へ
着後、空港周辺ホテルへ

＜仁川泊＞

朝：－
昼：－
夕：機内

2 ６/23
（土）

仁　川　発
トロント着

9:35
9:40

KE0073
専用車

トロントへ  
到着後、観光  

＜トロント泊＞

朝：〇
昼：〇
夕：〇

3 ６/24
（日）

トロント 専用車 午前：トロント国際大会開会式　参加
午後：トロント市内観光

＜トロント泊＞

朝：〇
昼：〇
夕：〇

4 ６/25
（月）

トロント
ナイアガラフォールズ

午前 専用車 トロント発ナイアガラへ（約１時間30 分）
ナイアガラ観光・遊覧船など
ナイアガラライトアップディナー
＜ナイアガラフォールズ泊＞

朝：〇
昼：〇
夕：〇

5 ６/26
（火）

ナイアガラフォールズ
トロント発

午前
12:40

専用車
KE0074

集合後、空港へ
空路、仁川へ

＜機中泊＞

朝：〇
昼：機内

6 ６/27
（水）

仁　川　着
仁　川　発
福　岡　着

15:10
18:35
19:55

KE0781 仁川乗継、福岡へ
通関後は自由解散

朝：機内

夕：機内

基本旅行代金（航空機：エコノミークラス利用　　ホテル：２名１室利用）
　トロント・ナイアガラフォールズ６日間　　お一人様　480,000円（予定）

※10名以上の場合
　　　　　　　　　　2018年（平成30年）６月22日（金）～６月27日（水）
　　　　　　　　　・ビジネスクラス利用追加料金　370,000円（満席）
　　　　　　　　　・シングルルーム追加料金　　　 68,000円
　　　　　　　　　・燃料サーチャージ・空港税　　  22,500円（1/12現在、日々変動）
□国際大会登録料　第２期（３月31日〆切） 420US$
□利用予定ホテル　 ＜トロント＞　シェラトン ゲートウェイホテル イン トロント インターナショナル エアポート
　　　　　　　　   ＜ナイアガラ フォールズ＞　クラウンプラザ ナイアガラフォールズ フォールズビュー

（eTA渡航認証登録費用、海外旅行傷害保険、その他個人消費費用含まず）
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国際ロータリー第2740地区
2017-2018年度　ガバナー

駒井　英基

　早いもので４月となりました。４月といえば、桜が咲き誇り、
新入学、新入社員の皆さんが、町を闊歩する季節です。当方が
住んでいる佐賀市内にも佐賀城や神野公園といった桜の名所
があり、毎年多くの見物客でにぎわいます。佐賀県&長崎県共
にほぼ同時に桜が満開となるこの季節は、日本の誇りとすべき美しい光景です。
　今年度のガバナー事務所での仕事も１か所のIMを除いて、ほぼ終了しております。残すは、
ローターアクトの年次大会とライラくらいでしょうか。これも担当委員会の方が一生懸命準備
していただいていると報告を受けております。これらも踏まえて、無事次年度に引継ぎを行え
るように準備を行っております。　　
　地区大会の記念事業も３月１日に無事、地元佐賀市の佐野常民記念館に、デジタルサイ
ネージを寄贈することができまして、今までの如く明治期の産業遺産としての優れた価値があ
りながら、遺跡であるため埋め戻された三重津海軍所跡が場所名にひっかけて「見えずの世
界遺産」という悪いイメージを脱却することができそうです。
　また、福田エレクトによる次年度の動きも会長エレクト研修セミナーが終了し、いよいよ今月
15日の地区研修・協議会にて具体化されます。昨今のRIは、５大奉仕（人道的支援）の実践
を強く薦めており、それに基づいた組織づくりに重点をおいているようです。しかし、時代の趨
勢に従って、組織や奉仕の有り方が変わるのは、自然な事だと思います。しかし、どのような
時代になろうとも、組織としての基本理念は変わることは有りえません。特にロータリーの基
本理念である職業奉仕理念と、５大奉仕としての、実践すべき職業奉仕の考え方は異なりま
す。そこを混同しないようにして理解し活動を進めて参りましょう。
　さて、皆様方のクラブは、補助金申請などなさいましたか。会員増強されていますか。そし
て、活動も積極的ですか。このところ地区HPにて報告された奉仕事例も随分と増えていて、
力強く感じております。今年度の地区活動方針である「地域社会に変革を」の下に益々努力し
てまいりましょう。
　みんなでロータリーの存在意義を地域社会に認知されるように努力していきましょう。

ガバナー 挨 拶
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第９グループ　ガバナー補佐

中村　重敏
（長崎ＲＣ）

　2018年の３月にも成ろうとしてガバナー補佐の大役も後、４ヶ
月残す所となりました。一昨年より、ガバナー補佐の大役をお引
き受けしてから先輩方の温かい御指導もありましたが、能力と時
間的に全うできるのか不安でありました。しかし駒井ガバナーの
強力なリーダーシップと行動力そして的確な御指導のおかげで
自信を持って担当の各クラブに伺うことができました。わたくし
も当年戌年の年男で健康に留意しながら、マイペースで皆様にご迷惑をかけぬ様、後３ヶ月
頑張ろうとおもいます。
　2740地区第９グループは長崎市と五島市にまたがっております。その為、五島市の福江
RCと福江中央RCを何度か訪問することができましたが、交通手段が船か飛行機なのです
が天候に左右される事が多いのと、研修会や大会出席では必ず、宿泊が必要であることを
今さらながら実感し、福江の会員の皆様の御苦労を知りました。冬の嵐や夏の台風などの時
期は特に心配です。ですがおかげさまで何度か訪問させて頂き、熱烈な歓迎を頂き、時間あ
るかぎり、島のいたる所を巡るのが楽しみです。これも役得であろうとクラブ訪問が毎回楽し
みです。         
　次年度は福江中央ＲＣからガバナー補佐が出られます。担当地区の先輩としてできる限り
お手伝いができるようまだまだ勉強しなければと思うこの頃です。
　これまで駒井ガバナーのクラブ訪問での懇切丁寧な御説明の効果あり新しいCLPへの
理解も進み、ほとんどのクラブで組織改定、又は来年度に発足する体制になっているのはう
れしい限りです。
　今までは自分のクラブ内でのおつきあいが多かったのですが、クラブ訪問でいろんな方と
知遇を得て、仕事やゴルフ、又飲む席でも多くの方とお会いでき、人脈が広がりました。ロー
タリーの和（輪）を広げて、今年のガバナーの言われる“公共イメージの向上”にも協力しあっ
て、やれる事があるのではと考えめぐらしているこの頃です。ＩＭも終わり又、各クラブに御挨
拶にまいりますのでどうぞよろしくお願いいたします。      
   

ガバナー補佐リレー随想
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第９・第10グループIMのご報告

長崎みなとRC会長　松尾　龍彦

　国際ロータリー第2740地区、第９・第10グループ、インターシティミーティングを２月11日（日）
「笑って元気！」というテーマのもと、長崎みなとＲＣをホストとし、約350名の会員の方々に参加
いただき、平安閣サンプリエールにて開催いたしました。
　来賓として、第2740地区駒井ガバナー、岩永パストガバナー、福田ガバナーエレクト、千葉ガバ
ナーノミニー、高木地区委員長、笠地区幹事にご出席をいただきました。
　山口ガバナー補佐の開会のあいさつに始まり、第一部では、「変化していくロータリーへの対
応」というテーマで、岩永パストガバナー、福田ガバナーエレクト、千葉ガバナーノミニーによるパ
ネルディスカッションが行われました。ＣＬＰ導入の意義、ロータリークラブの活性化や柔軟性に
ついて、参加者からの意見も含め、様々な考え方や現状の問題点について活発な意見交換や提
言が交わされ、今後のクラブ運営に大変参考になる内容になったことと思います。
　第二部の特別講演では、佐伯市宇目鷹鳥屋神社宮司の矢野大和様を講師にお迎えし「笑っ
て元気～日本人の底力～」という演題で、日常の話題の中にある日本人としての思い、子育てや教
育、これからの高齢者社会のあり方や、家族の絆・親子の絆・地域の絆等について、ユーモアを
交えた楽しい話しをしていただき、会場は、たくさんの笑いに包まれました。
　また、今回の講演の内容を本にして、長崎市内の小中学校へ寄贈する事に致しました。この活
動がロータリークラブの公共イメージの向上、地域への絆作りに少しでも貢献できればと願って
おります。
　懇親会では、ハミングバーズや三味線ユニットによる、歌や演奏を聞きながら、和気あいあいの
うちに進み、恒例の手に手つないでを歌ってお開きになりました。
　今回、長崎みなとＲＣでは、少人数のクラブではありますが、全員参加のもと一丸となって取り
組まさせていただきました。このＩＭは、参加いただいたロータリアンの皆さんにとって、大変有意
義なものであったと自負しております。ご来賓の皆さま、全員登録で盛り上げていただいた第９・
第10グループの各クラブロータリアンの皆さまに、心よりお礼を申し上げます。
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国際ロータリー第2740地区
2017学年度米山記念奨学生の「修了式・歓送会」

米山記念奨学会地区委員長　大家　和義（小城RC）

　国際ロータリー第2740地区の本年度の米山奨学生の「修了式・歓送会」は、2018年（平成30
年）３月３日（土）に、ホテル、「グランデはがくれ」にて開催されました。全奨学生14名参加の内、
11名が今年度修了し、就職・進学・帰国などの進路をとり、色々な世界へ羽ばたいて行きます。
　地区委員長として一年間、奨学生＋カウンセラーの皆さんのバックアップと、充分にお世話出来
たのか、お世話に成ったのか解りませんが、楽しくお供をさせていただきました。ガバナーが提唱
されました、「地域社会にも変革を！」のテーマのもと、世界と日本・2740地区の地域の持続的発
展と平和に向けて、修了して行く米山奨学生にロータリアンの思いを一つでも、プレゼント出来て
いれば幸いかと思って送り出します。
　当日は、午後2:00に米山奨学生と一緒に集合し、会場の設営と受付・席順名札の準備等、最
後の共同作業をし、「修了式」を迎えました。
　午後3:30分より、本村委員の司会・進行のもと、永田委員の開式の辞にて始まり、国歌・ロータ
リーソング「奉仕の理想」を斉唱し、本日の出席者の紹介を、芦塚委員が行い、今回は米山奨学
生中国のラ コウ君の奥（ウ トウトウ）さんと、ド ゴック ラムニーさんの家族（シュウ セイ）の二
人が参加してくれました。
　パストガバナー高城米山奨学会評議員よりのお祝いの言葉に続いて、奨学生へ修了証の贈呈
を行って頂き、一人一人に激励の言葉を掛けて頂きました。又、カウンセラーへの感謝状の贈呈
を、増本次年度地区幹事にお願い致し、お礼の言葉を掛けて頂きました。
　次に、大家地区委員長より挨拶が有り、「修了式」を無事に迎えることが出来たお礼を全ての
方々に申し上げ、続いて2740地区の学友会ド ビツ ゴック会長より、学友会の活動・入会説明が
有り、修了して世界に羽ばたいてから付き合いが始まることを伝えられました。最後に、全員で記
念写真を撮影し、「修了式」を終えました。
　続いて、第二部の「歓送会」を本多委員の司会により始め、牧地区委員の挨拶・乾杯の発声に
より歓談を開始しました。暫らくしてから、奨学生とカウンセラーの二人での最後の共同作業、一
年・二年間の思い出のスピーチを檀上にて発表して頂き、感謝、笑い、涙有りの思い出を披露して
頂きました。最後に、思い出のDVDを見て、感動を思い出しました。
　纏めとして、贈る言葉を増本次年度地区幹事にお願いし、閉式の辞を山口委員にて行い、無事
に修了し、旅立つ米山奨学生11名のこれからの世界が楽しみです。

以　上
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Zones 1 & 2 & 3

コーディネーターコーディネーター

NEWSNEWS
2018年３月号
発行：Zones 1 & 2 & 3
ロータリーコーディネーター
ロータリー公共イメージコーディネーター
第２ゾーン担当

■「ロータリー・ボイス」ということ　
　　
　近年、RIは「ロータリー・ボイス」ということを言っている。しかし、いまだロータリアンに浸透しているとは言いがたい。このボイスには
エッセンス・ステイトメントという注釈がうたれている。ロータリーの魅力をこのボイスを使って分かりやすくストーリーで語ろう、というも
のである。このボイスは「賢明さ」・「思いやり」・「粘り強さ」・「行動を促す力」の４つである。ロータリーの広報・公共イメージアップを
図るとき、このボイスの活用は有効である。
　「賢明さ」は、博識・洞察力・自信を想起させる。世界122万人からなる経営者・専門職のネットワークは多面的なものの見方かつ問題
解決を可能にする。また100年を超える歴史と伝統は組織としての知恵をもっている。
　「思いやり」は「超我の奉仕」に象徴されるロータリーの社会奉仕・国際奉仕（６つの重点分野）などの「他人を思いやり、他人のため
に尽くす」活動がある。このボイスは相手に誠実さ、親身といったことを印象づける。
　「粘り強さ」は、ときに諦観的な見方がされるポリオの撲滅に1985年以来30年を超えて取り組んでいる。またインターアクト・ロー
ターアクト・青少年交換など、青少年の育成を半世紀に渡り粘り強く推進していることも特筆される。ポリオの現在の常在国はアフガニス
タンとパキスタンの３国のみであり発症数も激減し、もう少しのところまできている。長年にわたるロータリーの貢献は大きく、ロータリー
を語るとき相手に明確な目標意識や勇気をイメージさせる。
　「行動を促す力」は、ロータリーの理念を表す「２つの標語」、「ロータリーの目的」、「４つのテスト」など、私たちを奉仕活動へと鼓
舞する理念・哲学がある。現在、「マイ・ロータリー」には情報資源が満載されている。この活用こそクラブの活性化、ロータリーの「公共
イメージと認知度の向上」に求められているものである。クラブのボイス、自らの職業上のボイスを創ることも良いのではなかろうか。

第２ゾーン　ロータリー公共イメージコーディネーター　柳生好春

■お知らせ
　　
　この度、ロータリーコーディネーター補佐であっ
た柳生好春パストガバナー（D2610野々市）が、イ
アン・ライズリー会長の任命によるロータリー公
共イメージコーディネーターに就任いたしました。
RPICとしての役割は即時開始となります。
　前RPICの故・渡辺治夫様は公共イメージの取
り組みを通じて会員増強にも貢献され、RPICの模
範となる多大な貢献をされました。 

■国際協議会（１月14日～20日）が終了しました。“BE THE INSPIRATION／インスピレーションになろう”という
　次年度会長テーマが発表されました。 

　“ロータリアンたる者は行動して周りの人と伴に世の中に好ましい変化をもたらしてゆこうよ。そして何よりも自分も変わ
ろうよ”と訴えられました。ロータリーの世界は次年度へ向かって準備を始めましたが、現在私たちは当該年度の仕上げの
期間を迎えましたが、成果はいかがでしょうか？５日間の理事会が開かれました。特記すべきことは、会員増強プログラ
ムのフリートーキングでしょうか？皆様にお見せしたくなるほどの熱のこもったものでした。会員のカテゴリー、資格案件、
ゾーン地域別組織などが語られ、各理事がこの会員増強に必死な努力をされていることが伝わってきました。あの柔軟性
あるクラブ運営を応用した新たなクラブの創立の評価はまだ途上です。むしろローターアクターをロータリーに迎える工
夫を強化するようです。また、クラブに二つの数字（プロジェクトに費やしたお金とボランティア期間）を明示するよう求め
られていますが、奉仕活動（お金×期間）で可視化しようとする試みは少なくとも日本ではロータリー運動のマイナス要因
となると考えます。これも国によって温度差がありますので一筋縄ではいかないでしょう。 

国際ロータリー　理事　斎藤直美

新ゾーン編成
　　

ZONE1:Section A:Japan(northern): 2500,2510,
2520,2530,2540,2550,2560,2800,2830
Section B:Bangladesh,indonesia,Pakistan:
3271,3272,3281,3282,3410,3420

ZONE2:Guam,Japan(central),Micronesia,
Northern Marianas,Palau:2570,2580,2590,
2600,2610,2620,2750,2760,2770,2780,2790,
2820,2840

ZONE3:Japan(southern):2630,2640,2650,
2660,2670,2680,2690,2700,2710,2720,2730,
2740

■ゾーン再編と増強目標　

　８年に一度のゾーンの再編が発表され１年がたちました。日本は３ゾーンから
2.5ゾーンになります（2019年中に移行予定）。簡単に言うと１ゾーンを35,000
人にする再編です。第１ゾーンにセクションＡとＢが新設され、Ａには分割され
た旧第１ゾーンの地区、Ｂはバングラデシュ・インドネシア・パキスタンで構成さ
れます。第２ゾーンに旧第１ゾーンの関東圏のほとんどの地区が入り、第３ゾー
ンに2630地区が加わることになります。
　１月31日現在、第１ゾーン28,731人、第２ゾーン28,157人、第3ゾーン
32,976人で、合計89,864人です。次回のゾーン見直しは2024年の予定です
が、その２年前の2022年までに３ゾーン奪還の目安となる105,000人を再び突
破させようとの目標を定めています。
　単純に計算すると、これから毎年3.5％ずつ増強できれば、5年で106,730人
になります。この間クラブ数の増減などさまざまな事象が起こると予想されます
が、クラブも地区もゾーンもこの「年間3.5％増強」を目標に掲げ、次回ゾーンの
再編の際には３ゾーンの奪還を果たしましょう。例えば、現在40人のクラブは
2022年には48人にするということになります。とてつもなく難しいことではあり
ませんね。問題は５年間、クラブや地区が増強のモチベーションを維持するこ
とができるのかにかかっています。つまりガバナー、GE、GN、GNDがしっかり
引き継いで強靭なリーダーシップで進めていかなければなりません。
　更に付け加えると、特に大都市圏ほどロータリアン比率が低いというのが現
実です。人口１万人当たりのロータリアン数7.03人(国内平均値)を下回っている
県・地区におかれましては、合わせて特段の増強の推進をお願い致します。 

第２ゾーン  ロータリーコーディネーター補佐　野口 英一
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文　庫　通　信（366号）

　「ロータリー文庫」は日本ロータリー50周年記念事業の一つとして1970年に
創立された皆様の資料室です。
　ロータリー関係の貴重な文献や視聴覚資料など、約２万４千点を収集・整備し
皆様のご利用に備えております。閲覧は勿論、電話や書信によるご相談、文献・
資料の出版先のご紹介、絶版資料についてはコピーサービスも承ります。また、
一部資料はホームページでPDFもご利用いただけます。
　クラブ事務所にはロータリー文庫の「資料目録」を備えてありますので、ご活
用願います。
　以下資料のご紹介を致します。

文庫資料から

◎「ロータリーの夢と哲学～21世紀のロータリー～」　久野 薫　2018　19p
（D.2680西播第二グループIM記念誌）

◎「人類の繁栄とロータリー運動」　中村尚義　2018　４p
（D.2680西播第二グループIM記念誌）

◎「変えてはならないロータリーの基本理念　溢れている情報を整理して理解しましょう」
松田泰長　2018　１p（D.2790月信）

◎「RLI参加者テキスト（2015-2018年度版）」　RLI日本支部；翻訳・監修　2016　197p
◎「地区リーダーチームの手引き　ガバナー補佐・地区委員会委員長研修セミナーテキスト」

服部芳樹　D.2630　2018　68p
◎「震災を記憶にとどめ後世に伝える　復興支援・５年のあゆみ」

いわき平中央R.C.　2016　62p
◎「東日本大震災支援報告書」　D.2530　2016　130p
◎「８･20広島市豪雨土砂災害復興支援報告書」　D.2710　2015　76p　
◎「災害支援プロジェクト報告書」　D.2660　2012　142p
◎「体験『阪神・淡路大震災』」　西宮夙川R.C.　1997　70p　          

〔上記申込先：ロータリー文庫〕

ロータリー文庫
〒105-0011東京都港区芝公園2-6-15黒龍芝公園ビル３階
TEL（03）3433-6456・FAX（03）3459-7506　　http://www.rotary-bunko.gr.jp
開館＝午前10時～午後５時　　休館＝土・日・祝祭日
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島原RC

中川寿幸 君
九州電力㈱島原営業所

所長

大村北RC

近藤芳史 君
九州電力㈱大村営業所

所長

佐世保中央RC

倉科聡一郎 君
司法書士　くらしな事務所

代表

佐世保東南RC

柏木賢一郎 君
小嶋産業㈱
代表取締役

武雄RC

副島昭弘 君
㈱副島保険企画

社主

佐世保西RC

松本詩穂 君
㈲セルフサポート
専務取締役

福江RC

田中博徳 君
九州電力㈱五島営業所

所長

佐賀RC

錦織信貴 君
浄土真宗本願寺派正教寺

住職

佐世保RC

谷川辰巳 君
㈱イーグル警備保障
代表取締役社長

佐世保南RC

土山圭一 君
ソニー生命保険㈱
課長代理

佐賀RC

堀内奈穂子 君
大和証券㈱佐賀支店

支店長

長崎西RC

山田孝二 君
㈲総合保障センター

代表取締役

平戸RC

小中尾和彦 君
九州電力㈱平戸営業所

所長

長崎みなとRC

矢ヶ部　健 君
㈲茶蔵　源氏園
専務取締役

佐世保東南RC

森　隆弘 君
㈱森建設
代表取締役

私たちの新しい仲間になられました方々をご紹介いたします。

１月入会
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福江中央RC
郡家　信晴 君
（享年67歳）

ロータリー財団・米山記念奨学会からの認証者リストに基づき
寄付者をご紹介いたします。ご厚意に深く感謝申し上げます。

■ ロータリー財団
種　　　類 氏　　　名 ク ラ ブ 名

メジャードナー 岩永　信昭 長 崎 北 東

マルチプル・
ポール・ハリス・フェロー

田中　達也 長 崎 中 央

ポール・ハリス・フェロー

井手　浩利 佐 賀 大 和

宮本　　朗 大　　　村

田原　範隆 大　　　村

梅澤　成朗 大　　　村

大塚　真一 大　　　村

山﨑　　進 大　　　村

西　　貴史 大　　　村

小佐々佳生 大　　　村

冨永　五郎 大　　　村

西原　克美 大　　　村

佐藤　和也 大　　　村

齊藤　　謙 大　　　村

内川　浩毅 大　　　村

山田昌登嗣 大　　　村

小又　三正 大　　　村

本川　博崇 大　　　村

■ 米山記念奨学会
種　　　類 氏　　　名 ク ラ ブ 名

マルチプル

志田原　哲 唐　　　津

赤木　行秀 北　松　浦

太田　晴康 松　　　浦

為永　伸夫 大　村　東

佐々木祥一 福 江 中 央

功労者 森　　　誠 島　原　南
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2018年１月　会員数・出席報告
グ
ル
ー
プ
クラブ名

例
会
数

平
均
出
席
率

会員数 当該月
累　

計

グ
ル
ー
プ
クラブ名

例
会
数

平
均
出
席
率

会員数 当該月
累　

計
７
月
１
日

う
ち
女
性

当
月
末

う
ち
女
性

新　
　

入

退　
　

会

増　
　

減

７
月
１
日

う
ち
女
性

当
月
末

う
ち
女
性

新　
　

入

退　
　

会

増　
　

減

第
１
グ
ル
ー
プ

佐　　賀 3 80.1 73 2 74 3 2 0 2 1 

第
６
グ
ル
ー
プ

佐世保南 4 100.0 74 0 75 0 1 1 0 1 
小　　城 4 65.6 27 2 29 2 0 1 -1 2 佐世保東 3 89.4 21 0 22 0 0 0 0 1 
牛　　津 3 72.7 32 0 31 0 0 0 0 -1 佐世保北 3 100.0 42 1 43 1 0 0 0 1 
多　　久 3 81.5 37 4 38 4 0 0 0 1 佐世保中央 3 86.5 45 1 47 1 1 0 1 2 
佐賀大和 4 74.1 26 5 28 6 0 0 0 2 佐世保東南 4 61.4 28 0 34 0 2 0 2 6 
小計 74.8 195 13 200 15 2 1 1 5 HTB佐世保 4 75.6 23 3 23 3 0 0 0 0 

第
２
グ
ル
ー
プ

佐 賀 西 3 66.7 39 2 42 2 0 0 0 3 小計 85.5 233 5 244 5 4 1 3 11 
佐 賀 北 4 67.4 43 2 44 1 0 1 -1 1 

第
７
グ
ル
ー
プ

大　　村 4 72.9 51 3 51 3 0 0 0 0 
佐 賀 南 4 80.4 41 3 41 3 0 1 -1 0 島　　原 4 76.0 26 2 27 2 1 0 1 1 
神　　埼 4 70.6 41 4 40 4 0 0 0 -1 雲　　仙 4 91.7 19 1 19 1 0 0 0 0 
佐賀空港 3 86.4 16 1 17 1 0 0 0 1 大 村 北 4 91.9 20 1 22 1 1 0 1 2 
小計 74.3 180 12 184 11 0 2 -2 4 島 原 南 4 70.0 27 1 26 1 0 0 0 -1 

第
３
グ
ル
ー
プ

有　　田 4 75.8 31 0 32 0 0 0 0 1 大 村 東 3 79.8 43 4 43 3 0 0 0 0 
武　　雄 3 94.2 56 4 57 4 1 0 1 1 小計 80.4 186 12 188 11 2 0 2 2 
鹿　　島 4 90.2 33 4 33 4 0 0 0 0 

第
８
グ
ル
ー
プ

諫　　早 3 77.1 73 0 75 0 0 0 0 2 
嬉　　野 3 74.9 28 2 28 2 0 0 0 0 諫 早 北 3 78.9 74 4 73 4 0 0 0 -1 
大　　町 3 73.3 16 0 14 0 0 1 -1 -2 諫 早 西 3 92.4 43 0 46 0 0 0 0 3 
白　　石 4 70.0 5 0 5 0 0 0 0 0 諌早多良見 4 78.1 32 0 32 0 0 0 0 0 
太　　良 4 100.0 10 0 10 0 0 0 0 0 諫 早 南 2 97.2 16 6 18 9 0 0 0 2 
小計 82.6 179 10 179 10 1 1 0 0 小計 84.8 238 10 244 13 0 0 0 6 

第
４
グ
ル
ー
プ

唐　　津 4 89.2 57 0 59 0 0 0 0 2 

第
９
グ
ル
ー
プ

長　　崎 3 81.6 78 0 82 0 0 1 -1 4 
伊 万 里 5 92.7 28 0 30 0 0 0 0 2 福　　江 3 88.1 33 0 35 0 1 0 1 2 
唐 津 東 3 88.3 51 0 53 0 0 0 0 2 長崎北東 4 78.0 38 3 37 2 0 0 0 -1 
唐 津 西 4 88.8 31 0 33 0 0 0 0 2 福江中央 4 92.0 20 0 20 0 0 1 -1 0 
伊万里西 3 98.1 44 0 44 0 0 0 0 0 長 崎 西 4 74.5 49 0 46 0 1 0 1 -3 
唐津中央 3 88.5 38 4 37 3 0 0 0 -1 長崎琴海 2 53.3 16 0 14 0 0 2 -2 -2 
小計 90.9 249 4 256 3 0 0 0 7 小計 77.9 234 3 234 2 2 4 -2 0 

第
５
グ
ル
ー
プ

佐 世 保 4 100.0 79 0 80 0 1 0 1 1 

第
10
グ
ル
ー
プ

長 崎 北 4 85.1 85 0 85 0 0 1 -1 0 
平　　戸 3 69.2 34 2 33 2 1 0 1 -1 長 崎 南 4 81.1 71 0 71 0 0 0 0 0 
佐世保西 4 90.1 24 2 27 3 1 0 1 3 長 崎 東 3 73.8 43 2 44 2 0 0 0 1 
北 松 浦 4 94.5 26 0 27 0 0 0 0 1 長崎みなと 3 82.4 25 1 26 1 1 0 1 1 
松　　浦 3 91.8 28 1 30 1 0 0 0 2 長崎中央 3 99.4 60 0 59 0 0 0 0 -1 
小計 89.1 191 5 197 6 3 0 3 6 長崎出島 3 79.0 59 8 62 12 0 0 0 3 

＊上記の表の新入・退会は当月中の数字で、累計は
　７月１日から2018年１月末までの増減です。

小計 83.5 343 11 347 15 1 1 0 4 
57クラブ合計 82.5 2,228 85 2,273 91 15 10 5 45 
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2018年度トロント国際大会
「2740地区ナイト」のご案内

　今年度のRI国際大会は、2018年６月23日から27日までカナダ（トロント）で
開催されますが、開催期間中に下記要領で「地区ナイト」を開催いたします。
　トロントを訪れている地区ロータリアンの皆様、奥様及びご家族の皆様と親交を
深めるべく、「地区ナイト」にご参加いただきますようご案内申し上げます。

記

・日　　時　　2018年６月24日　18時30分～20時30分（予定）
・場　　所　　「Miku Toronto」（トロントで有名な日本食レストラン）
　　　　　　　※プライベートルームを予約申込中
・会　　費　　お一人10,000円（当日徴収させていただきます。）
・申し込み　　ガバナー事務所へ、メール又はFAXにてご連絡ください。
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国際ロータリー第2740地区
2017-2018年度　ガバナー

駒井　英基

　今年も躑躅が咲き、花薫る春爛漫の季節となりました。４月初
旬は例年になく桜が満開で美しい季節でした。地区内の皆様方
には、さる２月６日に起こりました台湾東部地震に対する御願い
をいたしましたところ、総額181万円もの浄財の寄付を頂きまし
た。これは３月末にガバナー会へ送金させていただき、全国34地
区の寄付を集めまして全国ガバナー会より台湾ガバナー会へ義援金として送らせていただき
ました。台湾は親日国ですし、東日本大震災の時も世界一多額の義援金を賜った国です。先
方が困った時にこそ、日本のロータリーの真価が問われる時です。60もの建物倒壊にもかか
わらず行方不明者が幸いにも９名のみとなり、現地（台湾：花蓮）もかなり復興が進みつつあ
るようです。今年度は朝倉地区の水害、スリランカの水害等いくつもの災害への義援金を集め
させていただきましたが、先方の復興に大変役立ったようで感謝の声を頂いております。
　地区内の皆様方の善意の心に、私からも心より御礼申し上げます。
　地区内の事業も５月26日のライラとローターアクト年次大会を残し、ほぼ終えることができ
ましたことも地区委員の皆様や多くの地区内会員の皆様方のご協力のお蔭と感謝申し上げ
ます。私の任期もあと２か月ほどになりましたが、無事、福田丸に良い事業の引継ぎができま
すよう現在ガバナー事務所でも準備しているところです。
　また、皆様方のクラブにおかれましても、地区協議研修会も済み、既に次年度への体制が
整いつつあるものと思います。世界ヘのインスピレーションを発揮して、世界のために役立つ
ロータリーとして行動してまいりたいものです。
　今のロータリーには、地域社会を手始めに行動が求められています。そして、活動の様子
を広報していくことが求められています。
　幸い、今年は、地区内の多くのクラブが奉仕活動に汗を流され、新聞報道にも取り上げて
いただけました。現在地区HPに紹介させていただいておりますように、IT技術のすごさは、
其れとSNSが連動することです。市民県民の皆様方と絆を持つことが求められています。
これからもRIの戦略計画ですから、５年間は努力して参らなければなりません。この結果が、
次の世代に受け継がれていく事も今求められていることだと思います。頑張ってまいりましょう。

台湾東部地震　義援金への御礼
台湾東部地震 義援金　　1,815,858 円

たくさんの義援金を送ることが出来ました。
地区内各クラブの皆様方の御厚意に心より感謝申し上げます。

ガバナー 挨 拶
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第10グループ　ガバナー補佐

山口　善生
（長崎みなとＲＣ）

　RI第2740地区第10グループガバナー補佐を仰せつかり10ヶ
月が経とうとしています、担当しましたのは、長崎北クラブ、長崎
南クラブ、長崎東クラブ、長崎みなとクラブ、長崎中央クラブ、長
崎出島クラブです。就任挨拶から各クラブ協議会、ガバナー公
式訪問を通して各クラブの歴史や今年度の運営方針等を伺い
感銘と感謝を思った次第です。特に各クラブ独自、又合同での対
外活動はRCの色々な意味での価値を高め、広報においても素晴らしい働きであることを認
識いたしました。
　11月の地区大会では多くの参加者のもと、素晴らしい大会と成りました。
　今年度のRIテーマ「ロータリー変化をもたらす」、駒井英基ガバナーの地区テーマ「地域
社会にも変革を」に基づき各クラブそれぞれの計画に取り組んで来られました、その中の一
つにマイロータリーへの登録がありますが１月現在、我が第10グループ６クラブは目標を達
成し今後も最終目標を目指したいと考えます。
　さて、第９、第10グループのIMが２月11日長崎サンプリエールを会場として開催されました。
約370名の参加をいただき、開会式で駒井ガバナーにご挨拶を頂き、第一部では岩永パス
トガバナー、福田ガバナーエレクト、千葉ガバナーノミニーによるディスカッション、第二部では
「笑って元気」と題して矢野大和氏より講演をいただきました。内容など色々な評価を頂き
ましたが、結果良いIMであったと考えます。
　第９、第10グループではIMについて会長幹事会において開催等のあり方など議論がなさ
れましたが、日程やプログラム等の工夫見直しなどをし、年一度の開催は続けて良いのでは
と考えております。
　さて残すところ２か月、各クラブ会長、幹事はじめ会員の皆様の今後のロータリーライフが
有意義なものとなりますよう、努めてまいります、ご協力ご指導を引きつづき宜しくお願い致
します。

ガバナー補佐リレー随想
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2018～2019年度　地区チーム研修セミナー報告

地区チーム研修セミナー　実行委員長　遠田　公夫（佐世保RC）

　２月18日ハウステンボスにて首題の研修セミナーが開催されました。冒頭、福田ガバナーエレク
トより次年度を担うガバナー補佐を始め地区委員長、地区関係者の紹介と委嘱状の交付、続く、
運営方針の説明では、RI会長エレクトがバハマ出身のバリー・ラシンという方で 数多い人道奉仕
を実践された方である事の紹介、また、RI次年度のテーマ、“BE THE INSPIRATION”=「インス
ピレーションになろう」の意味は「鼓舞する人になろう」である事、また、RCの原点は「仲間同士
助け合い、自分の街をよくする」であること、そこに各クラブの発展があり、結果として地区の発展
に繋がる！と熱く語られました。地区運営方針としては、①地区ターゲットは設けずRIと同じテー
マにする　②財団への寄付は年一人150ドル、米山記念奨学会への寄付は年一人１万６千円を
目標とする　③会員増強の目標は設定せず退会防止努力が会員増強につながる　④公式訪問
は、原則40名以下のクラブは２クラブ合同とする。合わせて、次年度地区大会は11月16日～17日、
アルカス佐世保を中心に開催、公式訪問は７月～９月、クラブ協議会はガバナー補佐が担当、国
際大会は2019年６月１日、ドイツのハンブルグで開催される等々発表されました。
　続く地区研修リーダー﨑永PGによるセミナーでは、分かりにくいRIのテーマに言及、日立の
テレビCM「インスパイア・ザ・ネクスト」=次世代の新しい風！を参考に、次年度テーマの意味は
「心に火をつける人、息吹を吹き込む人、ロータリアンの心を奮い立たせる人」と分かりやすく説
明。更にアメリカのシンクタンクが公表した、RCのユニークさ、他団体との差別化は　①職業
分類がある　②奉仕活動の中で31年間、ブレずにポリオ撲滅に取り組んでいる　③全世界に
３万５千ものクラブがあり世界的なネットワークがある　④世界規模の奉仕活動をしている　⑤
地域社会のニーズだけではなくリソースも提供している、などロータリアンを鼓舞する内容で、実
りあるセミナーであった事を報告致します。
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第３グループＩＭのご報告　

有田RC会長　福田　雅信

　第３グループのIMを去る２月24日（土）に有田ポーセリンパークにて花島ガバナー補佐（鹿島
RC）ご指導のもと駒井ガバナー・笠地区幹事にも御臨席を賜り、グループ内の各クラブより約
120名の参加をもって開催いたしました。コ・ホストクラブは前回開催の武雄RCと次回開催の大
町RCでした。前回有田で開催された時は雪が舞う寒い日でしたが、今回は穏やかな好天に恵ま
れました。
　基調講演では講師として当クラブの会員・横岳保雄君が明治維新150年の年に因んで、激動
の幕末維新についてお話しいたしました。約１時間にわたる講演となりましたが、その語り方は年
号・人名・その他について一切の資料を見ないもので、日頃の印象とのギャップに皆さん驚きとと
もに感心しながら聴いておりました。其の実、横岳君は歴史家としての側面も持ち合わせ、とても
素人には真似のできないようなレベルの講演でありました。
　その後の懇親会ではバンド演奏あり、有田名物皿踊りありと大変盛り上がりました。食事では
地元の伊万里牛や日本酒が特に好評だったようです。最後はいつもの「手に手つないで」からガ
バナー補佐エレクト原幸二君（嬉野RC）の手締めで無事すべての日程が終了いたしました。
　総じて和気あいあい、楽しい雰囲気の中でのIMでしたので、グループ内の親睦が更に深まっ
たものと思います。
　以上、第３グループIMの報告とさせていただきます。
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第４グループIMのご報告

伊万里RC会長　松本　壽雄

　第４グループのインターシティミーティングは2018年２月25日（日）にロイヤルチェスター伊万
里にて白川十郎ガバナー補佐の主催、ホスト伊万里クラブ、コ・ホスト伊万里西クラブで開催しま
した。
　ご来賓に駒井英基ガバナー、宮嶋傳兵衛パストガバナー、隅田達男パストガバナーをお迎えし
て、伊万里・唐津地区６クラブのロータリアンの皆様の多数のご参加と温かい友情により開催で
きましたことを有難く心より感謝申し上げます。
　第１部の基調講演は第2740地区ガバナーエレクトの福田金治君によるロータリーを学ぼうの
テーマで題名が「IM・CLP及びロータリー情報」で、ロータリー成り立ち、ロータリーとは何か、
ロータリーの組織編制等、講演を聞いてロータリーの奉仕の心をよく学ぶことができました。
　また、内容を冊子にまとめたのを皆様に頂きましたので、今後活用して勉強したいと思いました。
　第２部は開幕に、小学生コーラス部門で全国大会出場した伊万里小学校のコーラス部による
合唱で素晴らしい歌声を聞きその素晴らしさに驚かされました。また、アンコールではアカペラで
ドレミの歌を歌っていただき大いに感激しました。
　その後の懇親会では各クラブと懇親を深め、最後に手に手つないで、万歳三唱で閉会となり大
いに盛り上がりました。
　準備、運営をして頂いた一ノ瀬芳信実行委員長をはじめ、各委員の方々有難うございました。
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第７・第８グループIMのご報告

諫早西RC会長　塚原　浩三

　国際ロータリー第2740地区、第７・第８グループ2017-2018年度インターシティ・ミーティング
はテーマを「見つめなおそう！これからのロータリー」としてミーティングリーダー小野秀喜第８グ
ループガバナー補佐、ミーティング副リーダー吉田秀隆第7グループガバナー補佐の指導の下、ホ
ストクラブが諫早西RC、コ・ホストクラブに諫早RC、諫早北RC、諫早多良見RC、諫早南RCで、
去る３月３日（土）に平安閣諫早サンプリエールに於いて開催いたしました。
　駒井英基ガバナーはじめ、栗林英雄パストガバナー、佐古亮尊パストガバナー、野口清パスト
ガバナー、宮﨑清彰パストガバナー、笠慶宣地区幹事、にご出席賜り、それに230名多くのロータ
リアンが参加して頂き有難うございました。
　第１部の基調講演は野口清パストガバナーに「私の職業奉仕」という演題でロータリーが生ま
れた時の話から現在の職業奉仕の理念までを、わかりやすく講演して頂き、講演後のいくつかの
質問にも細かく説明があり、ご参加のロータリアンに好評でした。
　第２部は篠栗の南蔵院の第23世住職 林 覚乗氏に「人を育てる」という演題で講演をして頂
き、笑いあり、涙あり、の話の中に人間にとって一番大切なのは何かを説いていただき、ロータリ
アンとして、表面だけでなく、心の勉強もしなければならない事を学ばせていただきました。
　講演後の懇親会も栗林英雄パストガバナーの挨拶の後、宮﨑清彰パストガバナーの乾杯のご
発声で始まり、ステージにはビッグカントリージャズオーケストラの生演奏の中、ロータリアン同士
お互いの親睦を十分達成できる時を過ごす事ができ、最後はコ・ホストクラブ諫早多良見RCの
橋本満典会長による万歳三唱とコ・ホストクラブ諫早南RCの荒木和美会長の閉会の挨拶で幕を
閉じることができました。
　最後にIM開催にあたり、ご来賓のみなさま、第7グループ、第8グループのロータリアンの方々の
多数の出席と協力によって終了する事が出来ましたこと、ホストクラブ会長として心より感謝申し
上げまして報告とさせて頂きます。
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Zones 1 & 2 & 3

コーディネーターコーディネーター

NEWSNEWS
2018年４月号
発行：Zones 1 & 2 & 3
ロータリーコーディネーター
ロータリー公共イメージコーディネーター
第１ゾーン担当

■ロータリーの創立記念日に因んで
　　
　２月はロータリークラブにとって創立記念の月でありました。今年で113周年を迎えることとなりました。
　さて、創立記念日とは、創立者の思いを再認識するとともに、今日までの変遷に思いを馳せ、また今後のことを考える機会でもあります。
私の地区で、２月23日に必ずIMを行う分区があります。実にロータリーらしい企画だと思っております。クラブを支えている会員が、創設
者の思いを一年に一度、お互いに認識する場を必ず設けているということで、とりわけ、新入会員にとっては絶好の機会であり、ロータリー
のDNAを継承していく営みであるとも言えます。
　そして、これから地区大会が開催される地区、ロータリーの１年の締めくくりの国際ロータリー年次大会トロント大会の開催も間近で
す。地区大会は、ガバナーがRI会長のメッセージを伝える重要な場でありますし、地区の会員が一堂に集まり、各クラブが取り組んでい
ることを発表し、評価し合う場でもあり、そして研修の場でもありますので積極的に参加してください。国際ロータリー年次大会にも積極
的に参加ください。得るものは大きいです。

　今日はロータリーの組織以外でも会員との交流や研修、奉仕に取り組んでいる組織が沢
山あります。そうした中でロータリーに更なる興味を持って頂くためには、会員はもとより会員
予定者にも声を大にして伝えていく義務があると思います。その為には、価値ある例会、地区
大会、IM、RLI等の研修に積極的に参加することが必須となります。
　最初からロータリーを知り尽くしている方などおりません。
　だからこそ是非「My ROTARY」を活用し、誰もがロータリーの知識者になっていただき
たいと切に願っております。
　また、ゾーンごとにロータリーコーディネーターがおりますので、是非ともご活用ください。

ロータリーコーディネーター補佐　第１ゾーン　菅原裕典

■公共イメージの観点からの奉仕活動

　2017年４月号コーディネーターニュースへ、私は「ロータリーを正し
く伝える為に、先ずはロータリーの目的を分かり易く伝えるべき」と記
載しました。「ロータリーの目的」を分かり易く表すと
 
１．知り合いを広め奉仕の機会とする

新しい仲間を増やして共に奉仕活動をしよう。
 
２．職業上の高い倫理を保ち、各自の職業を高潔なものにする。

自分の職業をもっと磨きましょう。自分の職業を磨くには、先ずは自分を磨く必要が有ります。つまり自分と自分の
職業を磨きましょう。
昨今は、職業奉仕について触れる機会が少なくなりました。「職業奉仕云々より、会員増強と寄付を多くしよう」と
声高に仰る方も居ますが、私は「会員は自分の基盤である職業をしっかり磨く事がまず大切で、その上に社会奉仕
や国際奉仕が有る」事が望ましいと考えています。

 
３．社会生活に於いて奉仕の理念を実行する

地域社会に於いて、自分個人やクラブが地域に必要な事で周囲（自治体や他の団体）が手を差し伸べていない事業
を探し、実行する事と考えます。

〇永年に亘って実績を重ねてきた社会奉仕も、たまには見直ししたら如何でしょうか？
始めた時には地域で必要な事で周囲が手を差し伸べていなかった。しかし今では社会情勢が変わり、あまり必要で
は無くなった、或は周囲も熱心に行っているような場合には、ロータリーは一歩下がって、別の案件を探してみる事
も必要と考えます。
逆に、もっと大々的に続ける必要があるのに、ロータリーだけでは成し遂げる事が出来ない大きな事業になる場合に
は、他の団体と共同で奉仕する事も考えてみましょう。共同して仕事すると、相手団体の方々にロータリーの事をよ
く理解して頂けるでしょう。

 
４．ロータリーのネットワークを通じて、国際理解・親善・平和を推進する

これは言葉の通りですが、今はポリオ撲滅に全力投球。この事をもっとアピールしましょう。

ロータリー公共イメージコーディネーター　第１ゾーン　鈴木秀憲
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文　庫　通　信（367号）

　「ロータリー文庫」は日本ロータリー50周年記念事業の一つとして1970年に
創立された皆様の資料室です。
　ロータリー関係の貴重な文献や視聴覚資料など、約２万４千点を収集・整備し
皆様のご利用に備えております。閲覧は勿論、電話や書信によるご相談、文献・
資料の出版先のご紹介、絶版資料についてはコピーサービスも承ります。また、
一部資料はホームページでPDFもご利用いただけます。
　クラブ事務所にはロータリー文庫の「資料目録」を備えてありますので、ご活
用願います。
　以下資料のご紹介を致します。

文庫資料から（２）

◎「ロータリーを語る」　　ロータリー復帰協議会　1948　45p
◎「奉仕こそ我がつとめ」　　小林雅一訳　東京R.C.　1956　143p
◎「そろばんと論語」　　塚本義隆　1974　60p
◎「はげすずめ」　　安野譲次　1974　139p
◎「ロータリーの心得」　　ガイ・ガンデッカー著；田中毅訳－33p
◎「やさしいロータリーの話-間柄の美学-」　　佐藤千壽　1984　27p　
◎「The Meaning of Rotary ロータリー解析」
　　　　　　　　　　　　Vivian　Carter著；田中毅訳　1999　99p
◎「ロータリーへの道〔三訂版〕」
　　　　　　　　　　　　ポール・ハリス著；柴田實訳　成田R.C.　2011　372p
◎「『ロータリーの理想と友愛』読本」　　富田英壽編著　2016　274p

〔上記申込先：ロータリー文庫〕

ロータリー文庫
〒105-0011東京都港区芝公園2-6-15黒龍芝公園ビル３階
TEL（03）3433-6456・FAX（03）3459-7506　　http://www.rotary-bunko.gr.jp
開館＝午前10時～午後５時　　休館＝土・日・祝祭日
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私たちの新しい仲間になられました方々をご紹介いたします。

唐津西RC

藤田　剛 君
㈱藤田工務店
代表取締役

長崎みなとRC

八坂邦弘 君
㈱キングスペース
代表取締役

佐世保東南RC

肥後　斉 君
㈱肥後測量設計
代表取締役

長崎みなとRC

岩永隆之 君
弁護士法人　岩永法律事務所

代表

唐津RC

太田年一 君
㈱太田工務店
代表取締役社長

伊万里RC

谷口秀将 君
口石病院
院長

２月入会

ロータリー財団・米山記念奨学会からの認証者リストに基づき
寄付者をご紹介いたします。ご厚意に深く感謝申し上げます。

■ ロータリー財団
種　　　類 氏　　　名 ク ラ ブ 名

メジャードナー 宮﨑　清彰 諫　早　北

マルチプル・
ポール・ハリス・フェロー

吉川　幸太 大　村　東

髙木　　栄 大　村　東

久保　元治 諫　　　早

ポール・ハリス・フェロー 辻田　智一 北　松　浦

■ 米山記念奨学会
種　　　類 氏　　　名 ク ラ ブ 名

メジャードナー 宮﨑　清彰 諫　早　北

マルチプル
福元　裕二 佐　賀　北

中江　　貢 唐 津 中 央

功労者 花田　勝美 島　　　原
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2018年２月　会員数・出席報告
グ
ル
ー
プ
クラブ名

例
会
数

平
均
出
席
率

会員数 当該月
累　

計

グ
ル
ー
プ
クラブ名

例
会
数

平
均
出
席
率

会員数 当該月
累　

計
７
月
１
日

う
ち
女
性

当
月
末

う
ち
女
性

新　
　

入

退　
　

会

増　
　

減

７
月
１
日

う
ち
女
性

当
月
末

う
ち
女
性

新　
　

入

退　
　

会

増　
　

減

第
１
グ
ル
ー
プ

佐　　賀 4 75.8 73 2 74 3 0 0 0 1 

第
６
グ
ル
ー
プ

佐世保南 4 100.0 74 0 75 0 0 0 0 1 
小　　城 4 65.5 27 2 29 2 0 0 0 2 佐世保東 3 86.4 21 0 22 0 0 0 0 1 
牛　　津 4 60.0 32 0 31 0 0 0 0 -1 佐世保北 3 99.1 42 1 43 1 0 0 0 1 
多　　久 4 83.6 37 4 38 4 0 0 0 1 佐世保中央 4 89.9 45 1 47 1 0 0 0 2 
佐賀大和 4 64.5 26 5 28 6 0 0 0 2 佐世保東南 3 63.3 28 0 36 0 2 0 2 8 
小計 69.9 195 13 200 15 0 0 0 5 HTB佐世保 4 74.1 23 3 23 3 0 0 0 0 

第
２
グ
ル
ー
プ

佐 賀 西 3 65.8 39 2 42 2 0 0 0 3 小計 85.5 233 5 246 5 2 0 2 13 
佐 賀 北 4 69.8 43 2 44 1 0 0 0 1 

第
７
グ
ル
ー
プ

大　　村 4 74.1 51 3 51 3 0 0 0 0 
佐 賀 南 4 76.5 41 3 41 3 0 0 0 0 島　　原 4 80.8 26 2 27 2 0 0 0 1 
神　　埼 4 82.2 41 4 39 4 0 1 -1 -2 雲　　仙 4 89.3 19 1 19 1 0 0 0 0 
佐賀空港 3 86.4 16 1 17 1 0 0 0 1 大 村 北 4 92.1 20 1 22 1 0 0 0 2 
小計 76.1 180 12 183 11 0 1 -1 3 島 原 南 4 70.0 27 1 26 1 0 0 0 -1 

第
３
グ
ル
ー
プ

有　　田 3 68.8 31 0 32 0 0 0 0 1 大 村 東 3 81.7 43 4 43 3 0 0 0 0 
武　　雄 3 95.3 56 4 57 4 0 0 0 1 小計 81.3 186 12 188 11 0 0 0 2 
鹿　　島 4 90.2 33 4 33 4 0 0 0 0 

第
８
グ
ル
ー
プ

諫　　早 4 80.0 73 0 75 0 0 0 0 2 
嬉　　野 4 76.7 28 2 28 2 0 0 0 0 諫 早 北 4 79.5 74 4 73 4 0 0 0 -1 
大　　町 4 76.8 16 0 14 0 0 0 0 -2 諫 早 西 4 93.7 43 0 46 0 0 0 0 3 
白　　石 4 65.0 5 0 5 0 0 0 0 0 諌早多良見 4 80.5 32 0 32 0 0 0 0 0 
太　　良 3 90.0 10 0 10 0 0 0 0 0 諫 早 南 2 97.2 16 6 18 9 0 0 0 2 
小計 80.4 179 10 179 10 0 0 0 0 小計 86.2 238 10 244 13 0 0 0 6 

第
４
グ
ル
ー
プ

唐　　津 4 91.1 57 0 60 0 1 0 1 3 

第
９
グ
ル
ー
プ

長　　崎 4 90.4 78 0 81 0 0 1 -1 3 
伊 万 里 4 93.6 28 0 31 0 1 0 1 3 福　　江 4 89.8 33 0 35 0 0 0 0 2 
唐 津 東 4 78.5 51 0 53 0 0 0 0 2 長崎北東 3 79.5 38 3 37 2 0 0 0 -1 
唐 津 西 4 88.1 31 0 34 0 1 0 1 3 福江中央 3 91.0 20 0 20 0 0 0 0 0 
伊万里西 4 95.8 44 0 44 0 0 0 0 0 長 崎 西 3 91.7 49 0 46 0 0 0 0 -3 
唐津中央 4 84.7 38 4 37 3 0 0 0 -1 長崎琴海 3 74.4 16 0 14 0 0 0 0 -2 
小計 88.6 249 4 259 3 3 0 3 10 小計 86.1 234 3 233 2 0 1 -1 -1 

第
５
グ
ル
ー
プ

佐 世 保 4 100.0 79 0 80 0 0 0 0 1 

第
10
グ
ル
ー
プ

長 崎 北 3 89.6 85 0 85 0 0 0 0 0 
平　　戸 4 73.0 34 2 33 2 0 0 0 -1 長 崎 南 4 82.7 71 0 71 0 0 0 0 0 
佐世保西 4 89.1 24 2 27 3 0 0 0 3 長 崎 東 4 79.2 43 2 44 2 0 0 0 1 
北 松 浦 4 90.3 26 0 27 0 0 0 0 1 長崎みなと 3 88.9 25 1 28 1 2 0 2 3 
松　　浦 4 79.0 28 1 30 1 0 0 0 2 長崎中央 3 94.7 60 0 58 0 0 1 -1 -2 
小計 86.3 191 5 197 6 0 0 0 6 長崎出島 4 90.7 59 8 62 12 0 0 0 3 

＊上記の表の新入・退会は当月中の数字で、累計は
　７月１日から2018年２月末までの増減です。

小計 87.6 343 11 348 15 2 1 1 5 
57クラブ合計 83.0 2,228 85 2,277 91 7 3 4 49 
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2018年度トロント国際大会
「2740地区ナイト」のご案内

　今年度のRI国際大会は、2018年６月23日から27日までカナダ（トロント）で
開催されますが、開催期間中に下記要領で「地区ナイト」を開催いたします。
　トロントを訪れている地区ロータリアンの皆様、奥様及びご家族の皆様と親交を
深めるべく、「地区ナイト」にご参加いただきますようご案内申し上げます。

記

・日　　時　　2018年６月24日　18時30分～20時30分（予定）
・場　　所　　「Miku Toronto」（トロントで有名な日本食レストラン）
　　　　　　　※プライベートルームを予約申込中
・会　　費　　お一人10,000円（当日徴収させていただきます。）
・申し込み　　ガバナー事務所へ、メール又はFAXにてご連絡ください。
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国際ロータリー第2740地区
2017-2018年度　ガバナー

駒井　英基

　１年は早いもので、私の担当年度もあと一カ月ということにな
りました。
　皆様方のクラブでは、地域社会に変革をもたらせましたか。
　今RIが進めている改革では、新しい人道的奉仕の拡大やクラ
ブでの活動広報に努力していただくように薦めています。幸いにも今年度から地区のHPには
地区内各クラブの奉仕事例報告を掲載いたしております。皆様方のご理解を頂き、新聞やマ
スコミに対し取材依頼をしていただきました関係からか、30例程の奉仕事例をご紹介するこ
とができております。これは地区フェイスブックとも連動して掲載されますので、現在アクセス
数がかなり上がってきております。
　このような活動は単年度で終わるのではなく、地道に続けていくことこそ、市民県民の皆
様方へのロータリー活動への認知度向上につながっていくものと信じております。今後もこう
いった活動は続けていってほしいと願っております。
　また、人道的奉仕も各クラブによって子供たちや老人の方々へ熱心に活動していただけた
ようです。私からも心より感謝申し上げます。
　地区単位では、地区財団活動の多大なる努力の成果ではありますが、モンゴルにおける唇
顎口蓋裂の手術を行ってきたばかりでなく、地元のお医者さんや看護婦さん等の医療関係者
を佐賀大学に招き、人材育成を行い、地元でもかなりの施術が行えるようになったことです。
このようなグローバル補助金を使った国際的な医療支援こそロータリーの醍醐味です。モンゴ
ル厚生省からも認められ、次なる事業として計画しているモンゴルでの肝炎撲滅事業に取り
掛かることができました。３年、５年後にかの地の風土病である肝炎が劇的に減少できます
ことを今から楽しみに致しております。尚、これらの事業で献身的なご努力頂いた佐賀大学名
誉教授である香月武先生（佐賀RC会員）に心から敬意を表し、５月にガバナー表彰をさせて
いただきました。また、並行して行っているタイにおける飲料水対策事業もグローバル補助金
の対象になって充実していくことも願いつつ、今月のご挨拶とさせていただきます。

ガバナー 挨 拶
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ガ バ ナ ー 表 彰

　モンゴルに医療支援を続けられている佐賀ロータリークラブ香月 武会員が、駒井 英基
ガバナーより表彰されました。
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　2020～2021年度ガバナー候補者の推薦について、
2017年12月ガバナー月信（Vol.６）にて地区内クラブ会長
宛に募集が通知されましたが、期限内に推薦の申し出はあ
りませんでした。
　従いまして、国際ロータリー細則第14条第２節「ガバナー
指名手続」の定めにより、2018年５月17日のガバナー指名
委員会に於いて指名されました花島光喜君（鹿島RC）が、
2020～2021年度ガバナーに就任するガバナーノミニー・デ
ジグネートに選出されたことを決定宣言いたします。

2018年６月１日
　　　　　　　　　　 国際ロータリー第2740地区

ガバナー　　駒　井　英　基

生 年 月 日　　1945年３月16日
現　　　職　　株式会社宮園電工　　代表取締役
住　　　所　　〒849-1311　鹿島市大字高津原41-3
経　　　歴　　1960年　鹿島市立能古見中学校卒業

◆ロータリー歴
1984年12月４日　　 鹿島ロータリークラブ入会（33年皆勤）
1992年～1993年　　クラブ幹事
2004年～2005年　　クラブ会長
2012年～2016年　　米山記念奨学地区委員（４年）
2017年～2018年　　第３グループガバナー補佐
    
1987年８月　　　　  ポール・ハリス・フェロー 
2004年８月　　　　  べネファクター  
2012年６月　　　　  マルチプル・ポール・ハリス・フェロー
2012年～18年　　　 米山功労者（第６回）マルチプル
    
◆団体歴（現在）
一般社団法人　九州経済連合会　会員 
一般社団法人　佐賀県電気工事業工業組合　理事
一般社団法人　佐賀県電業協会　副会長 
武雄電気工事業協同組合　副理事長
武優会（武雄税務署）　会員 
社会福祉法人　鹿島市社会福祉協議会　理事
社会福祉法人　花木庭会　鹿島療育園　理事
鹿島商工会議所　常議員　（２号議員）
鹿島地区安・管連絡協議会　理事　（鹿島警察署）　
警察官を励ます会　理事　（鹿島警察署）

ガバナーノミニー・デジグネート決定宣言

花島 光喜（はなしま　みつき）君のプロフィール
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2018～2019年度会長エレクトセミナー報告

PETS実行委員長（佐世保RC担当）　梅村　良輔

　2018年３月18日　ホテルオークラJRハウステンボスに於いて、来期2018～2019年度 国際
ロータリー第2740地区57クラブ会長エレクト予定者対象の研修セミナー（PETS）が佐世保北
ロータリークラブ主催にて約90名の参加のもと開催されました。
　点鐘と出席者の紹介、駒井ガバナーよりご挨拶の後、福田ガバナーエレクトより次年度地区運
営方針の発表がありました。
　2018～2019年度RI会長エレクトのバリン・ラシン氏の「BE THE INSPIRATION（インスピ
レーションになろう）」が発表され「鼓吹、激励、実行」という意味もあるということで「インスピ
レーションになろう」という解釈をして下さいと言われました。一つの解釈にされなかったのは、
ロータリアン一人一人が必要と思われるロータリー活動をして欲しい為に、一つの解釈に固定され
なかったそうです。国際ロータリーの運営方針、次年度地区の運営方針、と説明いただきました。
　続いて、研修セミナーでは2003年～2004年度ガバナーであられた安部パストガバナーによる
「ロータリーで学んだ事」という演題でご講演頂きました。
　ご自身がガバナーになるときの話、特に苦労した話から現在の社会状況、人口減少問題、人工
知能ロボット、不易と流行、蜘蛛の糸の話など良いお話ばかりで、メモを取る会長予定者の方ばか
りでした。特に心に残った一つとして“良い経営者は一つ一つの不安を乗り越えている”というとこ
ろでした。
　今、ここにいらっしゃる方は殆どの方が経営者で、同じ様な悩みを抱えていらっしゃるのではな
いかと思いました。
　終盤に次年度地区幹事、次年度地区会計長と説明を頂き、講評は地区研修リーダーの﨑永剛
パストガバナーからありがたいお言葉を頂き、無事終了することが出来ました。
　懇親会におきましては、福田ガバナーエレクトより挨拶を頂きその中で今年度は「奉仕の理想」
ではなく「R-O-T-A-R-Y」（アール オー ティ エー アール ワイ）を歌おうという事でした。
　乾杯は千葉ガバナーノミニーに登壇して頂きました。
　最後は私がPETS担当委員長という事で閉会の辞を述べさせていただきました。
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第１・第２グループＩＭのご報告

佐賀大和RC会長　井手　浩利

　去る３月24日（土）ホテル龍登園（佐賀市大和町）に於いて、第2740地区 第１・第２グループ
合同のインターシティ・ミーティングを開催いたしました。
　八頭司博ガバナー補佐、山口誠二ガバナー補佐の主催で佐賀大和ロータリークラブがホスト
を務め、野口清PG、福元裕二PG、笠慶宣地区幹事ご臨席のもと、210名を超えるロータリアン
に参加して頂きました。
　今年度は、両ガバナー補佐のご提案で、テーマを「ロータリーの変革期の今こそ、ロータリーを
学び直しロータリーの素晴らしさを再認識しよう」とし、ロータリー入会３年未満の会員を中心に
ベテランのロータリアンも多数参加頂き、共に学び今後のロータリー活動に生かすことができれ
ばと考ました。
　第１部は、地区会員増強委員会委員長の佐藤豊君による講演、演題は『ロータリアンはサンタ
クロース』で、会員増強の大切さを中心に、今後の活動の道しるべとなるような話をして頂きまし
た。手元資料とパワーポイントでより解りやすく、新旧問わず皆さん理解を深めて頂けたものと思
います。
　また、このＩＭは第１・第２グループの数少ない親睦の場でもあるので、入会３年未満の参加者
43名の皆さんにはステージに登壇してもらい、自己紹介をして頂きました。
　第２部の懇親会では、お酒を酌み交わしながら交流を深め、親睦の輪が広がりました。
　今回、ガバナー補佐のご指導のもと滞りなく終える事ができたことに感謝し、改めてロータリー
クラブの素晴らしさを実感いたしました。
　最後に、各クラブより沢山のご登録と皆様のご協力に深く感謝を申し上げます。
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2018学年度米山奨学生オリエンテーション報告

地区米山記念奨学委員　芦塚　義幸（大村RC）

　2018学年度米山奨学生オリエンテーションが４月１日東彼杵町総合会館で行われ、大家委員
長の元、新米山記念奨学地区委員も半数ほどが入れ替り、会員同士が自己紹介を行ったあと、
新米山奨学生16名と、奨学生お世話カウンセラーが別々の部屋で米山記念奨学生の生い立ち
や、現状について、奨学生に期待している事などの説明が午前中話された。奨学生は、緊張した
面持ちで説明を聞いていた。
　午後からは、奨学生と担当カウンセラーとのお出迎え式を行いました。両名が握手をし挨拶し
たのち、各テーブルに戻ります。終了後30分ほど各クラブと奨学生がミーティングを行い、一日の
日程が終わりました。
　本年は13名から16名に増員し、素晴らしい米山記念奨学生を受け入れる事が出来ました。彼
らへの支援と交流は、日本と国際との垣根を取り払い、平和に大きく貢献するものと確信します。
　各クラブに感謝すると共に、１年間ご支援宜しくお願い致します。
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2018-2019年度地区研修・協議会　実行委員長　長島　　正（佐世保RC）

　2018年４月15日、ホテルオークラJRハウステンボスに於いて、国際ロータリー第2470地区
2018～2019年度地区研修・協議会が開催されました。
　開会にあたり、駒井英基ガバナーより、次年度のスタートを祝福するご挨拶を頂きました。続いて、
福田金治ガバナーエレクトが、次年度国際ロータリー・地区運営方針を詳しく説明されました。
　「福田金治ガバナー講演」では、「ロータリーの基本情報」「会長の情報」「幹事の情報」
「委員長の情報」「RI・地区の情報」という大きな分類に分けて、ロータリーについての知識を
整理して、分かり易く説明されました。広い会場を埋め尽くした参加者は、資料をめくりながら、
熱心にその話に聞き入っておられました。
　例えば、ガバナー補佐の選考基準など、知っているようで知らなかったことが明確に伝えられ、
また、クラブリーダーシッププランについては、今回改めてまとめられた資料が配布され、その
要旨について詳しく説明がなされました。
　「次年度地区運営について」は、増本一也地区幹事より、統括委員会を作らず、15委員会と
３小委員会を設置する本年度の方針を改めて説明され、地区大会については、11月16日（金）に
地区大会記念ゴルフ大会、またRI会長代理歓迎懇親会。11月17日（土）には地区大会本会議を
アルカスSASEBOにて開催することを改めて説明されました。
　「次年度会計について」は、前年度と異なる点を、出席者にご理解いただけるよう説明され、
異議なしの声とともに、満場の拍手で承認されました。
　最後に、﨑永剛地区研修リーダーから「講評」を述べられ、本日の出席者を労われ、また、ホスト
としてお世話をした佐世保ロータリークラブのメンバーへ感謝の言葉をかけていただきました。
　「懇親会」は、福田金治ガバナーエレクトの挨拶、千葉憲哉ガバナーノミニーの乾杯の発声に
よって始まり、立食形式の懇親会を楽しまれ、最後は「手に手つないで」を斉唱して閉会致しました。

2018～2019年度地区研修・協議会報告
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JAPANツアー並びに第23回日本青少年交換研究会千葉会議JAPANツアー並びに第23回日本青少年交換研究会千葉会議
３地区合同（RI2700・2730・2740）

2018年５月９日（水）～13日（日）
　（12日～13日千葉会議出席）（12日～13日千葉会議出席）
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Zones 1 & 2 & 3

コーディネーターコーディネーター

NEWSNEWS
2018年５月号
発行：Zones 1 & 2 & 3
ロータリーコーディネーター
ロータリー公共イメージコーディネーター
第３ゾーン担当

■「地域社会を変える行動人」 
　　
「世界を変える行動人」について、皆様は昨年来RIから発信されてくる数多くのパンフや写真をご覧になっていらっしゃるかと思います。

「世界を変える行動人ロータリアン」の様子を一般社会へ伝えることは、ロータリーの公共イメージ向上という観点から大事なことであります。
一方、各クラブと地区にとって重要なことは、ロータリアンがそれぞれの「地域社会」で世の為、人の為に日々活動していることを地

元の人々に先ずよくご理解頂くことです。「世界を変える行動人」はその延長線上にありますが、原点となる「地域社会を変える行動人」
は皆様方のそれぞれのクラブや地区にいらっしゃいます。
３月末東京で開かれました「会員基盤向上セミナー」で「地域社会を変える行動人」のお一
人として、四国地域を中心にカバーする「坂出東四国ロータリー衛星クラブ」をこの度立ち上げ
られました2670 地区直前ガバナーのARPIC 前田直俊さんを紹介致しました。この新クラブは
学友を中心に、現代社会の多様な入会候補者のニーズを汲み取ることが出来る会員構成で設
立準備を進められました。
日本全体の会員純増率は、過去５年間のDataでは、ほぼ+/- ゼロに近い数字であり、40
歳以下の会員数は僅か１％ほどです。今後の５年間は、会員の高齢化が更に進み、既存クラブ
での純増は極めて難しい状況が続くと思われます。従いまして会員数の伸び余地が残されてい
るのは、クラブ運営を多様化した「衛星クラブ」や「新型クラブ」ということになりそうです。そ
の様なクラブが増えて行きますと、既存クラブの運営も次第に変化して行くのではないでしょう
か。日本では女性会員の入会が 1989 年に可能になってから30 年近くが経過しやっと６％を占
めるようになりました。
日本は変革に時間が掛かる国ですが、私達の工夫と努力次第で国際水準への到達は可能と
前向きに捉えて行きましょう。　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　
　

第３ゾーン　ロータリー公共イメージコーディネーター　横山守雄

■「ロータリー活動の実働部隊はクラブ会員である」
 
言うまでもないことですが、ロータリー活動の具体的実働部隊はクラブの会員であり、その直接のリーダーがクラブ会長です。クラブ
の会長がやる気を起こさなければ、如何にRI 会長やガバナーが旗を振ってもどうにもならないし、逆にクラブ会長がやる気になればか
なりの計画が実現します。そして、クラブ会長は地区ガバナーのやる気の強弱を感じて行動してくれる可能性があります。従って、ロー
タリー活動を活発化するためには、ガバナーが如何にしてクラブ会長にやる気を起こさせるかだと思います。
そのガバナーを支援するのが RI 会長であり、私たちRI 国内委員団だろうと思っています。ところが、例えば私は九州４地区担当の
ARCですが、私の所属する第 2700 地区の事情はある程度把握できているし、ガバナーに対しても具体的な支援が可能ですが、他の
３地区については支援が限られます。そこで、今年度は主として自分の地区で会員増強に効果があるだろうと思われる方法について試
行錯誤して、その効果をみて来年度からは他の３地区のガバナーにも具体的な方法で本格的に働きかけようと思っています。幸い今年度、
第 2700 地区の安増ガバナーは 5 年間で会員を６%、つまり１年で1.2%の増強を目標にするという第一次５カ年計画を立てています。
現在の会員増の勢いから見ると目標達成は簡単ではないと思われますが、例年よりは多い会員増が期待され、６月末が待たれます。
話の次元は変りますが、既存のクラブの会員増強も必要ですが、ロータリー活動の真の活性化には、従来型のクラブとは異なるクラ
ブ運営に柔軟性を持った新しいタイプのクラブを新設して、奉仕の心と活発で実際的な社会奉仕活動を好む若い世代の会員を増やすこ
とが必要であり、このプロジェクトに取り組むリーダーを養成することが困難であるけれど極めて重要だと思います。女性に期待したい
ですね。

第３ゾーン　ロータリーコーディネーター補佐　穴井元昭

■「時勢は人を作る（勝海舟：氷川清話）」

  今年の国際協議会に出席されたガバナーエレクトの皆様には研修を終えられて新たな気持ちでガバナー年度に備えて
おられるものと思います。
  来年度のラシン会長のテーマは「インスピレーションになろう」であります。今年度のライズリー会長の「ロータリー:変化
をもたらす」のテーマの延長線上のテーマではないでしょうか。しかし、インスピレーションをどのようにロータリアンに理
解してもらうことができるかが難題であろうかと考えます。
　私は「時勢は人を作る（勝海舟：氷川清話）」という言葉が、ラシン会長の意図するところではないかと考えます。ロー
タリアンがロータリーの意義を社会に理解してもらうために、若者を巻き込んで共に行動を起こすことが求められていま
す。時勢を見失ってはなりません。
　先日の日台親善会議に出席された方も多いと思いますが、台湾、韓国そして日本に見られる東洋的な考え方と欧米諸国
の考え方に違いがあるように思われますが、目指す理念は同じであると思います。

国際ロータリー　理事　石黒慶一

来たれ学友中心の若者の集い
坂出東四国ロータリー衛星クラブ
入会金１万円・年会費７万円

衛星クラブ議長
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■ロータリーの評価は毎日の行動

ロータリアンは、ロータリーをどのように思い、感じて、どう行動していきたいのでしょうか。
もちろん人それぞれ思いも違いますし、行動していきたい内容も異なります。しかしロータリアン
以外の人はクラブもロータリアンも同質とみています。全体像がいわゆるロータリーの中核的価
値観に合致すれば公共イメージと認知度につながります。
自分たちの土俵であるロータリーを良くすることは自分自身をさらに高めることができます。そ
れにはロータリーを学ぶことです。日常生活において、物事に興味をもって取り組むと、さらに楽
しめることが多いことと同じだと思います。
公共イメージと認知度の向上は、いわゆるブランディングであります。ロータリアンに気づくいろんな伝統・行事があります。古い歴史がありま
すが、その時代時代において人々が引き継ぎ、さらに良いものに変えてきたものが残っているわけです。今世紀に増加しているボランティア団
体の中に、ロータリークラブが存在しているその重要性、良さを実感できるためには、一人一人がどうロータリークラブに貢献できるか、仲間と
楽しめるかを考えていくことだと思います。そして、ロータリーが他の人から評価されるのは、ロータリアン個々の毎日の行動や発言によるもの
が大であると自覚することが必要であると私は思います。

第２ゾーン　ロータリーコーディネーター　田中正規

Zones 1 & 2 & 3

コーディネーターコーディネーター

NEWSNEWS
2018年６月号
発行：Zones 1 & 2 & 3
ロータリーコーディネーター
ロータリー公共イメージコーディネーター

■なぜ、公共イメージの向上が必要か

「ロータリーはこの14 年間、会員が増えていない。クラブ数は15％増えているがバケツから水が漏れている状態だ」これは私がこの３月に参
加したエバンストンの研修であるモデレーターから聴いた言葉である。RIの危機感をひしひしと感じた。多額の費用をかけたアンケートの結果、
ロータリーを知る人が意外と少なく、また知っていてもその活動についてほとんど知られていなかった。改めて今「ロータリーとは何か」「ほかの
団体とどう違うのか」「なぜロータリーが必要なのか」が私たちロータリアンに一人ひとりに問われている。
2011年にRIはロータリーの公共イメージ向上を目的とした数年間の取り組みを開始した。その目的はロータリーに対する理解を促進すること、
また現会員や入会見込者、寄付者、戦略パートナーのモチベーションを高め行動を促すことである。近年、戦略計画の１つの「公共イメージと
認知度の向上」について「世界を変える行動人」キャンペーンが推進されている。
これは従来のロータリーと一般社会とのコミニュケーションのあり方を見直すもので長期的かつ「私たちが何者であるかを伝えるキャンペーン」であ
る。具体的にはロータリーのアイデンティティ（ロータリーらしさ）を共通のビジュアルを用い、様々な活動の行動に焦点を当て、かつ「物語」（ストー
リー）に仕立て社会に発信しようというものである。クラブの活動・文化をストーリーにしてSNSなどで発信することで社会から共感を得る狙いがある。
確かに人は物語から学び感動する。この点においてホームページページの見直しも必要ではないか。そこに共感を呼ぶストーリーがあるか。写真１枚
にも活動するロータリアンの姿が生き生きと映し出されているか。行動を呼びかけるものになっているかどうか。ご検討をお願いする次第である。

第２ゾーン　ロータリー公共イメージコーディネーター　柳生好春

■公共イメージ向上につながる三つの基本

本年度第３ゾーンでは、各クラブと地区の公共イメージ向上につながる三つの基本的な活動の推進に取り組みました。一つはロータリー
活動のマスメディアを通じた広報活動のルーティン化、二つ目は会員の「My Rotary」への登録率アップ、三つ目は「Rotary Club Central」
への各クラブの入力と、活用率のアップでありました。二つ目と三つ目の目標は今期かなりの前進が見られましたが、広報活動は地区によっ
ては進展が見られるものの、次年度は更なる新たな戦略が必要です。各地区リーダーの皆様のご協力を引き続き宜しくお願い致します。

第３ゾーン　ロータリー公共イメージコーディネーター　横山守雄

■今年度スタート時のアンケートから

地区リーダーの皆さんは「魅力あるクラブ、個性的なクラブを目指すことがクラブの活性化に繋がり『退会防止』『会員増強』に効果を発揮す
る」とお考えでしたので、目的達成支援の為に地区別専任担当のARCの方々から、より具体的な情報ときめ細やかな施策を提供させて頂きま
した。地区・クラブの環境などの違いから画一的な支援では対応しきれないことを改めて感じ、専任担当制は効果があったのではと結果に期待
しております。高島・伊藤・穴井ARCの地道なご努力とご協力に心より感謝申し上げます。

第３ゾーン　ロータリーコーディネーター　若林紀男

■お陰様をもちまして地区ガバナーをはじめ、関係者の皆様のご協力により2017-18年度の国内３ゾーン合同のコーディネーターニュースは年度
最終号（６月号）をお届けすることができました。2018-19年度も引き続き発行を予定していますのでよろしくお願い致します。地区において私
どもコーディネーターがお役に立つことがあれば遠慮なくもよりのコーディネーターにお申し付け下さい。

編集担当　第１ゾーン ロータリーコーディネーター　酒井正人

■嬉しいニュース

　去る４月27、28日イタリアのターラントで、イアン会長主催の平和会議（母子の健康）
が開催されました。その席で偶然、財団学友（2006～2008年）の澤屋奈津子さんにお
会いしました。彼女は2760地区名古屋大須ロータリークラブをスポンサーに持つ、活
発な女性活動家です。現在はアフリカのニジェールに住み、現地で仕事に励まれていま
す。彼女とは、昨年アトランタ大会で名刺交換をして我が地区出身と知り、親近感を覚え
家内と３人で30分くらいお喋りをしたので、今回の再会は３人で抱き合って喜びました。
　しかし、平和フェローなど海外で働く学友の中には精神的に病む者、就職先が決まら
ない者など、新たな課題となっています。社会に出てからも彼等と連絡を取り合い相談
相手となって、彼等の志を頓挫させないようにしたいものです。

国際ロータリー　理事　斎藤直美
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文　庫　通　信（368号）
　「ロータリー文庫」は日本ロータリー50周年記念事業の一つとして1970年に創立
された皆様の資料室です。
　ロータリー関係の貴重な文献や視聴覚資料など、約２万４千点を収集・整備し皆様の
ご利用に備えております。閲覧は勿論、電話や書信によるご相談、文献・資料の出版先の
ご紹介、絶版資料についてはコピーサービスも承ります。また、一部資料はホームページで
PDFもご利用いただけます。
　クラブ事務所にはロータリー文庫の「資料目録」を備えてありますので、ご活用願います。
　以下資料のご紹介を致します。

ロータリー情報

◎「私がロータリアンになって学んだこと」　田中作次　2017  1p
　　　　　　　　　　　　　　　　　（D.2660地区大会参考資料）
◎「素晴らしいロータリアンであり続けるために」　渡辺好政　〔2018〕　3p
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　（D.2790地区大会記念誌）
◎「奉仕の理想（理念）と職業奉仕論について」　渡邉宏二　2018　2p
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　（D.2530月信）
◎「これからのロータリーを考える－規定審議会より見えるもの－」　三木 明　2018　7p

（D.2780地区大会報告書）
◎「『四つのテスト』に対する愚見」　岡田幹矢  2018　1p　（D.2710月信） 
◎「ロータリーの今日的課題　鈴木秀憲　〔2018〕 17p　（D.2530地区大会記念誌）
◎「会員増強の新しい考え方」　2018  2p　（D.2650月信）
◎「会員増強の発展（3 つの方法があります）」　加藤玄静　2017  1p
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　（D.2660地区大会参考資料）
◎「会員維持のための12のポイント」　加藤玄静　2017　1p
　　　　　　　　　　　　　　　（D.2660地区大会参考資料）
◎「夢を語り、現在（いま）を刷新（ガバナー月信ロータリーコラム総集編)」
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　刀根荘兵衛　2017　67p

〔上記申込先：ロータリー文庫〕

ロータリー文庫
〒105-0011東京都港区芝公園2-6-15黒龍芝公園ビル３階
TEL（03）3433-6456・FAX（03）3459-7506　　http://www.rotary-bunko.gr.jp
開館＝午前10時～午後５時　　休館＝土・日・祝祭日

【お詫びと訂正】　月信５月号に誤記載がありました。ここに訂正し、お詫び申し上げます。
訂正：６頁　第４グループ IMのご報告
　　　（誤）宮嶋傳兵衛パストガバナー → （正）宮島傳兵衞パストガバナー
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私たちの新しい仲間になられました方々をご紹介いたします。

牛津RC

松尾英利 君
中央環境総設㈱
代表取締役

ハウステンボス佐世保RC

高田孝太郎 君
ハウステンボス㈱

取締役

北松浦RC

藤原純廣 君
小規模多機能ホームたんぽぽ

ホーム長

大村北RC

指方宏彰 君
㈲指方工務店
専務取締役

佐世保南RC

原　浩志 君
JTB九州佐世保営業所

営業所長

島原RC

馬場善信 君
㈲ばば

佐世保東RC

末竹彦司郎 君
春風税務法律事務所

弁護士

長崎北東RC

西村泰徳 君
㈲泰栄メディカルひまわり薬局

代表取締役

佐世保東南RC

豊竹新吾 君
小嶋産業㈱
代表取締役

２・３月入会

ロータリー財団・米山記念奨学会からの認証者リストに基づき
寄付者をご紹介いたします。ご厚意に深く感謝申し上げます。

■ ロータリー財団
種　　　類 氏　　　名 ク ラ ブ 名

マルチプル・
ポール・ハリス・フェロー

樋渡　千春 武　　　雄

ポール・ハリス・フェロー

平野　　実 武　　　雄

井手美知子 武　　　雄

松本　壽雄 伊　万　里

坂本慎一郎 唐　津　東

ポリオプラス 中部　省三 長　崎　北

■ 米山記念奨学会
種　　　類 氏　　　名 ク ラ ブ 名

メジャードナー 朝永　春郎 松　　　浦

マルチプル

花島　光喜 鹿　　　島

宮本　峻光 諫　早　西

小川　春彌 長　崎　南

功労者

織田　喜六 鹿　　　島

山下　義則 鹿　　　島

松本　壽雄 伊　万　里

須﨑　満弘 佐 世 保 東
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2018年３月　会員数・出席報告
グ
ル
ー
プ
クラブ名

例
会
数

平
均
出
席
率

会員数 当該月
累　

計

グ
ル
ー
プ
クラブ名

例
会
数

平
均
出
席
率

会員数 当該月
累　

計
７
月
１
日

う
ち
女
性

当
月
末

う
ち
女
性

新　
　

入

退　
　

会

増　
　

減

７
月
１
日

う
ち
女
性

当
月
末

う
ち
女
性

新　
　

入

退　
　

会

増　
　

減

第
１
グ
ル
ー
プ

佐　　賀 4 70.4 73 2 72 3 0 2 -2 -1 

第
６
グ
ル
ー
プ

佐世保南 4 100.0 74 0 74 0 1 2 -1 0 
小　　城 3 78.2 27 2 29 2 0 0 0 2 佐世保東 4 88.0 21 0 23 0 1 0 1 2 
牛　　津 4 63.7 32 0 31 0 1 1 0 -1 佐世保北 4 99.4 42 1 43 1 0 0 0 1 
多　　久 5 78.9 37 4 37 4 0 1 -1 0 佐世保中央 4 89.1 45 1 47 1 0 0 0 2 
佐賀大和 4 77.8 26 5 28 6 0 0 0 2 佐世保東南 3 66.3 28 0 36 0 0 0 0 8 
小計 73.8 195 13 197 15 1 4 -3 2 HTB佐世保 4 78.2 23 3 23 2 1 1 0 0 

第
２
グ
ル
ー
プ

佐 賀 西 3 66.9 39 2 42 2 0 0 0 3 小計 86.8 233 5 246 4 3 3 0 13 
佐 賀 北 3 66.7 43 2 44 1 0 0 0 1 

第
７
グ
ル
ー
プ

大　　村 4 86.1 51 3 48 3 0 3 -3 -3 
佐 賀 南 4 72.9 41 3 40 3 0 1 -1 -1 島　　原 4 82.5 26 2 28 2 1 0 1 2 
神　　埼 4 86.0 41 4 39 4 0 0 0 -2 雲　　仙 5 89.1 19 1 19 1 0 0 0 0 
佐賀空港 3 86.4 16 1 17 1 0 0 0 1 大 村 北 3 93.4 20 1 23 1 1 0 1 3 
小計 75.8 180 12 182 11 0 1 -1 2 島 原 南 3 71.4 27 1 25 1 0 1 -1 -2 

第
３
グ
ル
ー
プ

有　　田 4 75.8 31 0 30 0 0 2 -2 -1 大 村 東 4 75.7 43 4 42 3 0 1 -1 -1 
武　　雄 4 93.9 56 4 57 4 0 0 0 1 小計 83.0 186 12 185 11 2 5 -3 -1 
鹿　　島 4 93.9 33 4 31 4 0 2 -2 -2 

第
８
グ
ル
ー
プ

諫　　早 4 77.8 73 0 75 0 0 0 0 2 
嬉　　野 4 96.3 28 2 27 2 0 1 -1 -1 諫 早 北 4 69.4 74 4 72 3 0 1 -1 -2 
大　　町 5 75.7 16 0 14 0 0 0 0 -2 諫 早 西 3 97.0 43 0 46 0 0 0 0 3 
白　　石 3 66.7 5 0 5 0 0 0 0 0 諌早多良見 4 84.4 32 0 32 0 0 0 0 0 
太　　良 4 92.5 10 0 10 0 0 0 0 0 諫 早 南 2 94.4 16 6 18 9 0 0 0 2 
小計 85.0 179 10 174 10 0 5 -5 -5 小計 84.6 238 10 243 12 0 1 -1 5 

第
４
グ
ル
ー
プ

唐　　津 3 88.2 57 0 60 0 0 0 0 3 

第
９
グ
ル
ー
プ

長　　崎 4 80.1 78 0 76 0 0 5 -5 -2 
伊 万 里 4 96.9 28 0 32 0 1 0 1 4 福　　江 4 84.3 33 0 33 0 0 2 -2 0 
唐 津 東 5 82.7 51 0 51 0 0 2 -2 0 長崎北東 3 77.9 38 3 38 2 1 0 1 0 
唐 津 西 3 82.8 31 0 34 0 0 0 0 3 福江中央 3 85.7 20 0 20 0 0 0 0 0 
伊万里西 4 95.9 44 0 44 0 0 0 0 0 長 崎 西 4 84.1 49 0 46 0 0 0 0 -3 
唐津中央 4 90.8 38 4 36 3 0 1 -1 -2 長崎琴海 3 51.3 16 0 14 0 0 0 0 -2 
小計 89.5 249 4 257 3 1 3 -2 8 小計 77.2 234 3 227 2 1 7 -6 -7 

第
５
グ
ル
ー
プ

佐 世 保 3 100.0 79 0 78 0 0 2 -2 -1 

第
10
グ
ル
ー
プ

長 崎 北 4 80.8 85 0 84 0 0 1 -1 -1 
平　　戸 4 75.3 34 2 33 2 0 0 0 -1 長 崎 南 3 77.1 71 0 68 0 0 3 -3 -3 
佐世保西 4 87.0 24 2 25 3 0 2 -2 1 長 崎 東 5 77.6 43 2 44 2 0 0 0 1 
北 松 浦 4 86.9 26 0 28 0 1 0 1 2 長崎みなと 4 88.8 25 1 28 1 0 0 0 3 
松　　浦 5 89.8 28 1 30 1 0 0 0 2 長崎中央 3 95.3 60 0 56 0 0 2 -2 -4 
小計 87.8 191 5 194 6 1 4 -3 3 長崎出島 5 78.9 59 8 61 12 0 1 -1 2 

＊上記の表の新入・退会は当月中の数字で、累計は
　７月１日から2018年３月末までの増減です。

小計 83.1 343 11 341 15 0 7 -7 -2 
57クラブ合計 82.9 2,228 85 2,246 89 9 40 -31 18 






